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序

旧徳山村が位置する揖斐川上流域には、 縄文時代を中心とした遺跡が数多く知られています。 しか

し、 それらの多くは、 徳山ダム建設に伴って水没する地域に所在しています。 このため昭和61年から

記録保存のための発掘調査が、 岐阜県教育委員会によって実施され、 平成3年からは当センタ ー 発足

に伴い、 発掘調査を引き継いで行っておりま

今回、 発掘調介を行った尾元遣跡は、18徳山村のほぽ中央を流れる揖斐川上流の左岸に位置してい

ます。 対岸には、 上原遺跡や山手宮前遺跡といった縄文時代の集落跡が確認されています。 尾元遺跡

においても、 縄文時代の住居跡や貯蔵穴、 墓などが検出され、 集落が営まれていたことが判明しまし

また、 平安時代には墜果類の処理を行ったと思われる遺構も見つかっています。

遺跡は、 やがてダム湖の底に沈みますが、 その内容は本報告書に記録されています。 発掘調介によ

つに 1寺られた資料は、 地域の歴史を知るために、 また、 私たちの未来を考えるために、 様々な示唆を

えてくれるものと思います。 本報告書が、 広く県民の皆様に活用され、 埋蔵文化財に対する認識を

深めるとともに、 当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、 発掘調在及び出土品の整理・報告書作成にあたりまして、 多大な御支援• 御

協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、 藤橋村教育委員会、 地元地区の皆様に深く感謝申し

上げます。

平成15年12月

財団法人 岐阜県教育文化財団

理事長 日 比 治 男



例 言

1 本書は、 揖斐郡藤橋村に所在する尾元遺跡（岐阜県遺跡番号21407 -06379)の発掘調査報告書で
ある。

2 本調企は、 徳山ダム建設事業に伴うもので、 水資源開発公団徳山ダム建設所から岐阜県が委託を
受けた。 発掘調査及び整理作業は、 財団法人岐阜県文化財保護センタ ー （現 財団法人岐阜県教育
文化財団文化財保護センタ ー ）が実施した。

3 発掘調企は平成12年度に、 整理作業は平成14年度に実施し

4 発掘調在及び整理作業の体制は、 第1 2節に一括して掲載した。

5 本書の編集及び執箪は、 第4章を除いて春日井が行っ
6 発掘調在における作業員雇用・現場管理・掘削• 空中写真測凪などの業務は、 株式会社イビソク

に委託して行った。
7 遺物の俯撤• 立面写真撮影は、 ア ー トフォト右文に委託して行った。 遺構写真は、 春日井と三

島が撮影した。
8 自然科学分析（花粉分析• 大型植物化石同定・放射性炭素年代測定• 木製品樹種同定）は、 株式

レオ・ ラボおよび株式会社吉田生物研究所に委託して行い、 その結果は、第4章に掲載した。
9 発掘調査及び報告書の作成にあたっては、 次の方々や諸機関から御指導• 御協力をいただい

して感謝の意を表する次第である。（敬称略• 五十音順）

浅野哲男・網谷克彦・泉拓良• 伊藤正人・今村峯雄・大下明・川合剛• 北澤武志・小林謙ー・
佐野康雄・鈴木康二• 瀬口真司• 長瀬治義• 野口哲也• 八賀晋•藤村俊• 堀田 一浩・
山岸洋一 • 山口早苗• 渡辺博人
各務原市埋蔵文化財調査センタ ー ・可児市教育委員会・美濃加茂市教育委員会

10 本文中の方位は、 国土座標系第軋系の座標北を示している。

11 土層及び土器類の色調は、 小山正忠•竹原秀雄1998『新版 標準土色帖」（日本色研事業株式会
社）による。

12 調査記録及び出士品は、 財団法人岐早県教育文化財団文化財保護センタ ー で保管している。
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第 1 ¥ 調査の経綽

第 1 節 瀾在にギる経綽

''i辺跨は、 Ji[斐I屈藤柏村）く·;他lil'r-ll心こ,rr1, し 、 Jlt·/;!;111/i:沿の河;;�6:Lか ら 1i:陵属部り）l/,lfi11t 

籾約ruに(((illする 地元祁」； 史家によ って梵｝しされた ＇ 辿跡で． 誼物の政布状況から 筍 l 地、,:.,. · � 2  

地....... に分かれていた

包11ダム紐設に伴う 水iた地域に含 ま れ る こ と か ら 、 1!191 I•f(J£6 I 年に''i 七 ン タ ーが遺ifの範flijff'

↓のための,J.:掘J:l1f.を'k論 した： この*''渫、 多 く のよ趾.J:1/tJんから辺物がIll I: したため． 計たに筍

3地点が設定され、 � I 地点も道跳範訓 は K き く 広がるものと判断された しかし 、 1999 I., 勺成 1 1 )

年に ''i七 ン タ ー が、 文化Ir'及びし!,\教ff委U会のJ研にふづさ. 1輝i,J:li'l:範,,りを絃定するための籍温伍り

介を·m韮 し た と こ ろ 、 � 2 地li. はK」:r·が臣 斤鐸M と な り . H: り� 3地点ではH匁(j斧が I l.WI I: し

た も のの、 他にn情 · 迅物は確，認できなかった このため. .,, 成 1 1 年 1虻ヽが；9県沌蔵文化財発掘，,1111i;検

, r-t委H 会において 、 :XS I 地点の,,,で誼情が確認されたぶlil,��11:Jんを中心に ． 約3.300mの発litゆ1 1i:範

圃が決定された その後、 水'tti駁rn1兌公団捻LIiダム迅，＆所と岐りtf,し¥HI委U会との協議を経て、 2000

('!;; 成11) 年に現地での先掘，J.1-tf. 2002 I .,� 成l.Jl 年に整Jりll乍菜を）；論す る こ と と な っ た

似11村のあItば0)を求めて 1也11川のか史を，，tiる会l如） による jt. こ． 斥瓜されたill物 t糾介されている

.:れによれば、 縄文1:ZIは3 b. あ り ． こ,/)'1 ら的紺lり）削YIするものは1,11111押�u が l 点 . .-,;,, 町l 後染が, .. :;. である

Ii� は． 第 1 地点18/ふ りヽ 2 亀/• f, 点で、 .,,絨， ィi樟 - llmi斧 . rft,t(, 芹 . {1算などがある

2 )  これ以'"にも、 1悌9 t·I'成1し』 qに1-tf};い8牧.l [1HII是人罰の心;r.,,「phi に,-rぃよ掘,AlffがIiわれているが、

よ掘泊仔．に1関する.f綱な.i!Hはりしされていない

図 1 尾元遺跡の位置 (S:1/50,000、 口土地理院発行1:50000 「冠山」）
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第 2 節 発掘閲在の経過 と ）i法

梵lld,J.1ff範1111は、 Iii禎竹紛斜1(1はIi分とほJr.I· に分かれたため、 1iげを ,.\ 1,( (約2.IOOnil 、 後 名’ を 13

Iべ i 約1.2oorr11 と して兌掘出介を行った Bl,(の ・t.iにt地があったほかは， .\ I" · O  I><: と も 徳Ill

+すIf�村 までは耕I乍地 と して利Ill されたJり,�1が）ぐドを占めていた A区では籾tl 11lrをf1切り造成 して灯II

地に 、 B区では水Illにf1Jlllしていた

館泌潟介の結 呆から、 ,\ 1-(<l)tl•では、 ,1, 央活分が傾斜の位 も緩やかな場所と な り 、 竪穴住l;i}の可能

竹が名えられた 1:.1)'(や貯祓火を錆4していたため、 如讀の{i{fが想定された Blメ
：
は、 貯祓:,;:が籍

よされたはか、 ,, ,.)�部が谷状に既く な り 、 湧水もあったことから水J�;n構の存在が予想された

兄元バ跨窮 I J如'..(Iよ 、 200m X200mの範［用に収よ るため、 こ れ を l()()mx IOOmの 4 つに分胡し、 こ

のう ち兌貼.cltf.l,(が含 ま れる 3 つ を 1 - 国 の人f,(1111jと し た。 さ らに、 各火区盲の中（こ Iヽ m x  11 111の小
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図 2 調査区設定図 (S:1/1000)
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�'1. V �'1がlh側から供給され

た/pl積竹Jllf,�Jl'l、 \H、1が段丘 I

�.\"1の11'1'I:と．思われる 1:.1,_',jで

ある

兌掘ぶ介では、 たず•f(機に ー

よ り ,,1:11flA内令lfliの}< I:お よ .-::f'. 
ぴ公 1:.W ( I  .Wl を 保 K し 、 9

D JI'! か ら l\'liり を 人 ））で掘削し

た- 誼格検Ill作業は l\l.l,.'l J·.1fli 

でも行ったが、 迅f,'1/.を 1分に

疏認す る こ とがでさず、 \' .l,_',j

J·. 面で検lll し た俎構がk.'I\で

あ る。 a含Mや誼情l"lか ら Ill

． 
図 3 試掘謂査坑穀定位置図 (S:1/2,000)

J: した遺物は、 Ill1: 位irlを,,1

UIJと してすぺて ト ー タ ルステー シ ii ン に よ り i附i! して取り I·.げた ぶ脊区内は、 緩やかなfll'i糾をj,fつ

と と も に、 段切り迅成によるほ,':\が作り 111 さ れ て お り . M ・ドされたt.l\分ではn lei! か ら I\'�布が確認でさ

なかった

迅情�1£にあたっては、 必汲に応 じて1勺fliJ:;cl · U'l町111111などを作成した 発掘鴻1£1べ全体の ')'1(11

l:>:I作成及び�f.J't!G影は、 ラ ジ コ ン ヘ リ コ プ タ ー に よ る和1•1;i'! 瀾計を行った その後、 ·部の道情C

ついては。 サプ ト レ ン ・トを設ii! して 補J出�1fをItっ た

以 ド、 兌掘ぶ*.II誌から抜枠して、 週!1j;IT)ぶft象t迅を、4述·)'る なお喩 ,Mel叩l 始の8 Jl 7 11 までに．

兌揖,.11111;1,(及び排1:nき場やそのl,'ill'"q)稔r,\ と i< l.�i':}、 11 叉を'.)!紬している

りヽ I 迅 (8.7-8. ill 人）J に よ る 包含�'llli削）えび迂椙検Ill作叉を‘必柚

筍 2 迅 !8.21-8.25) A Iがこおいて貯磁kを検Ill 1SK25J するが、 内滞からはfPJも1111:せず～

が 3 週 (8.28ー8.31) A区の I 1'1016.- I QIO区で追物がやや多 く Ill I: 
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第 4 週 (9.4-9.8) 人力 に よ る 包含層 掘 削 及 び遺構検出作業 を 実施。 B 区 のSD508掘削 時 に 種子 類

が多 く 出上 し 、 灰釉陶器が伴 う 。 A 区で は 、 前期後葉の士器がやや ま と ま っ て 出士す る 。

第 5 週 (9. 1 1-9.14) 平野部 で は 記録的 な 大 雨 で あ っ たが、 遺跡周 辺 で は 雨 贔 は 多 く な か っ た模様。

A 区 に て 竪穴住居跡 (SB 1 ) 、 焼礫集積土坑 (SKI05) 検出。

第 6 週 (9.18-9.22) A 区SB 1 は石 囲 炉 を 持つ 、 中期末葉の 竪穴住居跡であ っ た。

第 7 週 (9.25-9.29) A 区SB 2 · SB 3 を 検 出 し 、 掘削 に 入 る 。 B 区SD508 を 掘削 す る 。

8 週 ( 1 0.3- 10.6) A 区SB 3 の 中央で、 掘 り 込み を 持つ焼土 を 検出 。 壁面 に 小穴 を い く つ か検 出

し 掘削 す る 。 SB 2 は 、 3 棟の竪穴住居跡の厘複であ る 可能性 あ り 。 SK145か ら 石製 品 出 土。 B

区SD508底面で木組み遺構 を 検 出 。 B 区での他含層掘 削 が東部 に 入 る 。

第 9 週 (10.10�10.13) A 区SB 4 を 検出 し 、 掘削 に 人 る 。 前期後葉の土器が多 く 出土 し 、 床面上に

扁平 な 円礫 （石皿） が 2 個置かれた状態 で 出 土。 SK154か ら 士器 片 多 く 出土す る 。

第 10週 ( 10.16- 10. 19) A 区SB 5 を 検出 し 、 掘削 に 入 る 。 B 区で はSD508の掘削 を 行 う 。

第 1 1 週 ( 10.24- 10.27) B 区SD508の下部で検出 し たSD509 を 掘削 す る 。

第12週 (10.3 1 - 1 1.3) 降雨の た め あ ま り 作業は進 ま ず。

第 13週 ( 1 1 .6-1 1 .10) A 区墓坑 (SK380) · 貯蔵穴 (SK379) を 検 出 し 、 掘 削 す る 。 A 区で の包含

層 掘 削 が南 部 に 入 る 。 B 区SD509 を掘削す る 。

第14週 ( 1 1 . 13-1 1 . 17 ) A 区南 部 で 谷状 に落 ち 込む と こ ろ があ り 、 早 期 土器 が 出 土す る 。

に 向 け て の準備作業 を 行 う 。

第 15週 ( 1 1 20- 1 1 .24) 空中写真測量 を 実施。 A 区調査区上層実測作業及 び、 補足調査準備。

第16週 (1 1 .27-12.1 ) 補足調在実施。 B 区調査区士層実測作粟。

第 17週 02.4-12.8) 現場撤収準備及 び調 介用 具類の搬出。

第 18週 (12.13) 現場事務所撤去。

整理作業 は 、 2002年 4 月 か ら 翌年 3 月 ま で実施 し た。 発掘調在か ら 整理作業 ま で の 体制 は以下の通

り であ る 。

専 務理事兼事務局長

常務理事兼経営部長

経営部次長兼経営課長

調査部長

調 在部次長

担 当 調査課長

担 当調査員

整理作業従事者

服部卓郎 （平成12 · 14年度）

原 隆男 （平成12年度） 、 成戸宏二 （平成14年 度 ）

二 山 晃 （平成12年度） 、 福 田安昭 （平成14年度）

坂東 隆 （平成12年度） 、 福田 照行 （平成14年度）

（平成12年 度） 、 武藤貞昭 （平成14年度）

武藤貞 昭 （平成12年度） 、 片桐隆彦 （平成14年度）

柘植卓伸 （平成12年度） 、 高 木徳彦 （平成14年度）

春 日 井恒 （平成12年 度 A 区調杏担 当 、 平 成 14年度整理担当）

三 島 誠 （平成12年度 B 区調査担当）

大塚道子、 大野里美、 小澤真紀子、 高 島俊 美 、 中村千恵、 樋 口 弘子、

広瀬み ど り 、 村瀬俊哉、 薮下賀代子、 山 口久子、 湯城里美

な お 、 当 セ ン タ ー は 、 2003年 4 月 か ら 組織改編 に伴い、 （財） 岐阜県教育文化財団文化財保護セ ン

タ ー と な っ た。 上記の体制 は 、 2003年 3 月 ま で の も のであ る 。
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第 2 章 遺跡の環境

第 1 節 遺跡の位置

岐阜県美浜地 方の北附部に位骰する11 1徳山村 （ 現揖斐郡膝橋村） は 、 北は福井県 、 両は滋賀県に接

し て い る。 周囲は越美 山 地 と 呼ばれ る 山 々 に囲 ま れ 、 釈迦敵に源 を 発す る揖斐川 と その支流が、 大 き

く 北西か ら 南 東に 向かっ て流れて いる 。 In徳 1 1 1村内の 大半の追跡は 、 こ の河川沿いに形成 さ れた河岸

段 fr 上 に 立地する。

図 4 尾元遺跡周辺地形図 (S:1/5,000)
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第 2 節 周辺の迎跡

揖姿IllのJil,jw.にある infi:ll"l li: 1:には、 多 く の迅跡が確認されているが' lei元n糀J,'J辺に所(I'する迅

跨について、 過）双の発掘,l-111'帖呆などから既火1.::ついてふれる 径111地区の歴火的/,ilJ(/_については·

すでに 山和輝ij磁跡j (小谷ほか199il 、 「 u;,.追跡 l J (inf村(iか19981 などにおいて，： 問紺l が述ぺら

れており ． これらを参照されたい
.. . ・ふ• ．ヽ

揖如II を快んで尾尤辺跡の対j;}には. 111 r,·,:r,i妬迂跡 （北�lj約300ml 、 (111知'I'-逍翔 （西約300ml 、 I· . .,., ' 
kぶt跡 (1fiJ!!約4()()m) が確品さ れている。 揖斐川の 1:iM.鯖には、 既 谷 1 1迫跡 （北西約800111) と ．＂屈.•... い ' "'"ヽ t ... 入 <·
如ii跡 （北1

llj約 I k11) が、 卜汲側 には l·.1iJ111tす ’ド這衿 <it, 未約1.'lkm ) . 徳Lh陣屈路 (1ti求約1.8km)

がある 11·�15 l また、 t·.mw村平遺跡付近でりぼIll に｛滋ける西谷川沿いに、 台滋地点から約IOOm

表 1 周辺遺跡一覧

縄 文 時 代

葦割期1 早期1 五;丁�つ間 「晩期1:悶 I 蹂
＇ 笏 ↓ ↓ I 寺厘豊遺鰭

磯谷口遺鰭
""'一,.. 

山手宮的遍鶏

尾元遺鰭

Mh1·t'·i0� 

上歴遺鰭
_,.,_, _ _  .. 一

追分遺跡
● "" " ー．．．． ．． ． ．

上開田村平遺跡

徳山陣屋跡

羞
,.I.Jill, 属たのし��- 限滅した I :岱,1ヽJj·がfill: した1/)み

-=. 

町
代

室
時

�-

這物あり ● ま と ま っ た這掬あり �illllllあ り J,'i'li�A! 異介された母料

図 5 Ill辺遺跡位置図 (S=1 /25,000、 口土砲理院発行1:25,000 「美濃憶山」）
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週ると 追分迅粉が位沢している

111 f•H,
l

if逍跡は、 �11えJI(/ii・れのjuf枠段ri: I: に位irlし、 199が9・ー19\l:l年に1rわれた梵掘ぶ代によって、

縄文11,Ht巾JUI後梨のり！沿跨と,,,近lltの掘 ヽrn建物跨訂を検Ill している （ 小谷ほか199i)。 縄文騎代の

辺椙は, 1iitJリl後菜の I:坑が I J!; あるほか、 ,1,期後必(/)怒�\:11'1,,;M:11 棟. I: 器J11l,l'.tirt構 I 必、 多数のI:

Jiしを検/1\ してお り . /II I: した沼物も小期後菜を,,,心 と して. ,,, 期から晩期のものまである 検Ill し た
”幻l'l,•i跨は、 iii.Itの 2 群に分かれ、 そのIIりは迅枯があま り ない広場的な窄lりJ と な る<· 硲JJCのuf能竹

がある I.坑群は、 広場的な空間の西鯖に ま と £ 》ヽ ており 、 !,iltJ:t,,辺をf)ヤつとされている ま た、 巾近

lltQ)llt! ,'i.ft建物跡群は、 民家の uf能代が指舶 されている

何知.,,沼跡は、 山 T，宮前泣粉の,11約300111. fil如II/i料のj11f/;!�女丘J:に位mする 199� 年のぶM�
代 に よ り 縄文 k溢や,,近(It桝岱Jj·が少：,t/11 1 したため• (uJ年 1 1 / J に ''i七 ン ターから、文’；し県教ft 委II会

に逍柑伐見届が災Illさ れ、 )'I\祓文化IU包祉地として取り扱われること になった沼跨である しかし 、

(!)!)9年の汰揖ぶ1i ( (� 6 ) では、 追f/1/ · 氾物と し検Illできず． 段 r,庇�'!から/< I: までのJttm、1は、 山

閥からのIP!積ttlft.fl\物を t と していた l叩1年のよ趾潟代において． 迅物包含�'!のnf能fl-がある と さ

れ た I:削 も 、 浅い谷状に1111んl.:t.11分に�.JJ也的にJlfft'iする 1�'1であり 、 19!)<1年に1111. し た I.むJ「も9街滅

が認められた このため、 ・,,成I I年1父岐憫関滋文化財兌掘J:I*.検討-fiH会において、 たllt!.111*.を行

う必淡代はないとfり斯された

•. ·. i ':--

‘ 

図 6 何知平濃鑓試蝠調査坑位置図 (S=l/2,000)



， 
上原遺跡は、 1 990年-1 993年に発掘調介を行い、 縄文時代前期か ら 晩期の集落跡であるこ と が判明

し た （河村ほか1 998、 堀 田 ほか2000) 。 遺構 ・ 遺物量 と もに塚奥 1J1遣跡 (1 996年-2002年発掘調在）

と 並び、 徳 山地区最大級の縄文時代遺跡 と いえる。 また、 奈良 • 平安時代の遺構 ・ 遺物も検出 し てお

り、 こ の時代における徳 山 地区の中心的な遺跡 と 思われる。 上原遺跡が営まれた河岸段丘は、 徳 山 地

枢 内 では最も広い面積を有す るが、 近世以降集落が形成された こ と はなく、 こ の最大の要因を水利面

での不便さ と し ている。 また、 段丘面は高位 ・ 中位 ・ 低位の3 段に区分 され、 発掘調在では、 第3 地

点が高位段 丘面に、 第 1 . 第2 . 第4 . 第 5 地点が中位段丘 面に、 第 6 地点が低位段丘 面に設定され

ている。 第 1 地点では、 縄文時代前期後葉の集落跡を検出 し、 出 t し た遺物には早期や中期のものを

少量含んでいるが、 遺構はほぽ前期後葉 ～末業 に 限定される。 第2 地点で検出された遺構は、 前期か

ら 晩期に及ぶ。 前期後半の竪穴住居跡は単独で確認されているが、 中期末や後期の竪穴住居跡や炉跡

は、 南北の2 群に分 かれて おり、 JJJ手宮前遺跡の状況に似る。 晩期の遺構は士器棺墓に 限 ら れている

が、 列状に並んだよ う に検出されている。 また、 平安時代の掘立柱建物跡が 1 棟あり、 遺物址も他の

遺跡 と 比較 し て非常に多い。 第3 地点では、 IB石器時代か ら 平安時代の遺物が出土 し て いるが、

は平安時代の掘立柱建物跡 い と 土坑墓である。 第4 地点は、 第 1 地点 と 第2 地点の間の位置にあたり、

第 1 地点側では前期後葉の竪穴住居跡や土坑が、 第2 地点側では中期の ピ ッ ト 群を検出 し ている。 ま

た、 早期の可 能性が高い と 思われる焼礫集積遺構があり、 上原遺跡の中では最も押 型文土器がま と ま

って出上 し ている地点である。 第 5 地点では押型文土器 と 焼礫集積遺構が検出されて いる。 第 6 地点

では、 明確な遺構を確認できず、 遺物も少鼠であった。

磯 谷 口 遺跡は、 寺屋敷遺跡の200 m ほ ど南の河岸段丘上に位置 し 、 1 990年に発掘調介が行われてい

る （三 島 • 藤根2001 ) 。 縄文時代 （早期 • 中期 ～晩期） • 平安時代 ・ 中近肌の遺物が出上 し ているが、

遺構は平安時代の土坑墓を 1基確認 し ただけであるc

寺屋敷遺跡は、 1 993年-1 995年に発掘調在が行われ、 ILJ 石器時代 ・ 縄文時代 • 平安時代の遺跡であ

る こ と が判明 し た （二: 島 • 藤根2001 ) 0 特に徳 山地区内では、 旧 石器時代の遺物がま と まって出士 し

た唯一の遺跡である。 縄文時代の遺構では、 中期後半の竪穴住居跡 l 棟やt坑な どが、 平安時代では

礎石建物跡 l 棟、 道状遺構、 焼礫集積遺構、 土坑な どがある。 平安時代の礎石建物跡は、 出土 し た灰

釉 陶 器多口 瓶や鉄釘、 螺髪な ど と と もに、 宗教関係施設 と し て注 H される。 出土 し た灰釉陶器は、 折

に比定されて おり、 10枇紀前半代の建物 と 考え ら れて いる。 また、 皿に漆状のものが付着

し ているこ と が報告されている叫

上開 田村平遺跡は、 1 992年-1 993年に発掘調在を行い、 縄文時代及び平安時代 ・ 中近 世の遺跡であ

る こ と が判明 し た （武藤ほか1 999) 。 遺構 ・ 遺物の中心は、 縄文時代中 期 末のものであるが、 旱期後

葉の焼礫集積遺構や中近世の墓 ・ 積石塚な どもある。

追分 遺跡は、 1 989年-1 990年に岐阜県教育委員会が発掘調在を行い、 縄文時代及 び古代～近世の遣

跡である こ と が判明 し た （ 大参ほか1 993 ) 。 遺構は確認する こ と ができず、 遺物が出 上 しただけであ

つ

徳 山 陣屋跡は、 2000年に発掘調令を行い、 中世の屋敷跡を検出 し ている （ 浅野ほか2002 ) 。 出土し

た遺物は、 中世後期 と 近世後期のものが多い。

こ れ らの遺跡を時期師に概観する。 旧 石器時代の遺跡は、 遺物がま と まって出土 し て いる
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跡と、 ナ イ フ 形石器が出土した上原遺跡第3 地点があるが、 縄文時代草創期の遺物が出 土した遺跡は

確認されていない。 早期になると遺構や遺物が各遺跡から確認できるが、 竪 穴住居跡は未検出 である。

前期に人り一旦遺跡数が減少した後、 前期後莱になってt原遺跡において1 0棟の竪穴住居跡や土坑墓
し ょ う の は ら

が確認され、 揖斐川支流の西 谷川流域でも小の原遺跡で2 棟の竪穴住居跡が見つかっている。 揖斐川

上流域では、 前期後葉の遺構や遺物が出 上している遺跡は、 上原遺跡 ・ 山手宮前遺跡 ・ 尾元遺跡に限

られており、 狭い範囲に集中している叫

中期前葉になると再び遺跡数が少な く なるが、 中期中薬頃から徐 々 に増 え 始め、 中期後葉に至って

各所に集落遺跡が営 ま れる。 山手宮前遺跡や上原遺跡のよ う に、 住居跡が2 群に別れ、 遺物出 土状況

や各種の遺構の配置状況が環状 （弧状） となるものも見られる。 後期から晩期にかけては、 遺構 ・ 遺

物数は減少し、 弥生時代に至っては若干の土器の出 士が報告されているだけ である。 さらに古墳時代

になると、 今のところ 遺構・遺物の検出 例は皆無である。

奈良時代も終わり頃にな っ て、 上原遺跡に土坑が検出され、 遺物も 出土していることから、 何らか

の活動が行われていたことが う かがわれる。 また、 平安時代に入ると遣構 ・ 遺物の出 士が各遺跡で 認

められるよ う になる。 ただ、 平安時代の建物遺構として確認されているのは、 寺屋敷遺跡の礎石建物

跡や上原遺跡第2 地点 • 第3 地点の掘立柱建物跡で 、 これらは何らかの宗教活動に関わる施設の可能

性がある （春 日 井2 003 ) 。 上原遺跡第2 地点では、 徳山地区の中でこの時期の遺物出土麓が最も多く、

中心的な遺跡であった可能性が考えられる。 中世以降では、 山手宮前遺跡で集落跡と思われる掘立柱

建物跡群を検出したほか、 徳山陣屋跡では掘立柱建物跡や多くの土坑 、 庭 園状遺構などが検出 され、

計画的な土地利用が考え られている。

これまでの発掘調介では、 縄文時代の遺跡は、 遺構 ・ 遺物とも多く検出されているが、 弥 生時代か

ら奈良時代は遺構 ・ 遺物とも希薄となる。 平安時代から中近世では、 集落跡と思われる遺跡を確認で

きるもののその数は少ない。

1 )  報告者は、 掘立柱建物跡 と は断定 し て お らず、 ピ ッ ト 群 と し て報告 し て い る が、 複数回 を 行 っ た掘

立柱建物跡の可能性は捨て き れな い と し てお り 、 こ こ では一応掘立柱建物跡 と して扱っ た。

2 )  寺平遺跡整坪作業時 に 参考資料 と し て 付済物の分析を行い、 漆であ る こ と が判明 し た （春 H 井2003) 。

3 )  山手宮前遺跡 よ り も 上流部で は 、 櫨原村平遺跡や塚奥山遺跡 に お いて 、 前期後業の遺物が出上 し て い る （徳山

村の歴 史 を 語る 会1984、 （財） 岐阜県文化財保護セ ン タ ー 1997) が、 いずれ も 調壺途中の遺跡で詳細不明であ る 。
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第 3 章 調介の結果

第 1 節 基本層 序

尾 元遺跡は 、 A 区が扇 状地性緩斜面、 B 区が段丘上 と 立地が異 な っ て い る 。 こ の た め 、 遺構が構築

さ れた 甚盤 と な る t層 に 違 い が認め ら れ る が、 基本的 な 土層堆積 は 類似 し て い る 。 こ れ は 、 北 側 の 断

層 活動 に よ る 浸食谷か ら 多 量 の 土砂が堆積 し て扇状地性緩斜面が形成 さ れた 後 は 、 A 区 慟 B 区 と も 士
層 堆積 は 周 囲か ら 供給 さ れた も の に よ る た め と 思わ れ る 。 し か し 、 B 区 に つ い て は 、 A 区の 扇状地性

緩斜面が形成 さ れた 後 、 や や 谷状 に 低 い場所 と な っ て お り 、 A 区 よ り も III 層 の堆 積 は 厚 く 、 III a 層 ・

Ill b 層 に 分層 し て い る 。 な お 、 調介地は廃村 ま で畑地や水田 と し て利 用 さ れ て い た が、 そ の 際 に段切

り 造成 が行 わ れ て お り 、 表土下が V 層 若 し く は W 層 と な る 部分があ っ

は 、 確認調 介 の 際 の 各試掘調介坑の土層堆積 を 元 に I 層 か ら VI 層 を 設定 し た （ 図 7 ) 。 な

お 、 確認調 査で検出 し た遺構 は 、 W 層 上面 と V 層上面の も のがあ る が、 W 層 上 面 で は確認作業が困 難

な た め、 多 く の 遺 構 は V 層上面 ま で掘 り 下 げた 後検出 し て い る 。 こ の た め 、 V 層t面で検出 し た も の

の 中 に は 、 本 来 w 層 上面 で検出すべ き 遺構が含 ま れて い る 。

以下に店本層序の I 層か ら ）IIR に 概述す る 。

I a 層 （黒土 層 、 小 石 ・ 炭化物 を 少羅含む）

表士層 、 徳山村の廃村 ま で利 用 さ れ た 水 田 や 、J:BI の耕作tで あ る 。

I b 層 （黒褐士柑 、 鉄分沈府）

水 田 に 伴 う 敷土。 A 区 に は存 在 し な い。

I C 層 （ 黒 土 ・ 褐土層 、 黒士主体の場合は褐」：： ブ ロ ッ ク 混人 、 褐上主体の場合は黒 士 プ ロ ッ ク 混入）

段切 り 造成 に よ り 、 斜面 を 平坦 に す る た め に盛 ら れ

1[ 層 （黒～黒褐土層 、 小石 • 炭 化物 を 含む）

I C 層 の下 部に あ る 旧 表土。 古代以降の遺物 を 含む。

皿 a 層 （黒～黒褐 士 層 、 小石 ・ 炭化物 を 含む）

B 区 の 一 部 に堆積す る 縄文時代～古代の遺物包含層。

皿 b 層 （黒～黒褐士層 、 小石 • 炭化物 を 含む）

ほ ぼ全域 に 堆積 す る 縄文時代の遺物包含層。

N層 （黒褐～暗褐土層 、 小石 を 含む）

縄文時代の遺物包含層。

V 層 （褐土層 角 礫 を 多 く 含み や や粘質）

縄文時代以前 に 堆積 し た 士層。 浸食谷か ら 供給 さ れた 崩 積性堆積 物 で 、 扇状地性斜面 を 形成す

る 。 中 間 に暗褐粘質土が堆積 し て お り 、

そ の 時代 は不明。

w層 （褐粘質～砂質t層 、 円礫 を 多 く 含む）

に上砂の供給が少 な か っ た 時期が認め ら れ る が、

段丘礫層若 し く 虹上 に堆積 し た と 思わ れ る
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能什があるが. /M(:.t.f内にはI,(別できなかった

Al". では、 縄文時代の竪穴仕屈跡や上坑硲 · lti'ii!訟などの J:J,しを検Ill しているが、 時期が判明した

辺情は少なく 、 k1�の I:坑は時期イ；明のものである 翌火11:1,i;Vがは、 lj\)Vばから中期後菜までの各時

JUJの ものがあるが， 禎期後菜をf.'J!いてはりt発的であ る. Blx. では、 1:1んや溝状誼情を検Ill したが、 時

JUIが1'1)1り） した迅情は少ない iA: 状氾構内で検Illした ‘ド安時代の I·.坑Iiiからは、 トチの種皮が多仕にIll

I. している

迅I柑番；｝は、 ド記の略りをIllい． 通 し 佑 りを兌掘,1,:j1f.時に付けた た だ し、 発掲、:311/tでは竪大化,,,:·

跡IA!で検Illし た も のを ビ ッ ト 、 緊穴(1:/,lirf外の'kを I :屈 と して 、 「SP」 ・ 「SK」 の略りをそれぞれ

JIIいて番りを付け、 整罪時に必•安に応 じて 岳りを付けlれす ）j法をと っ た。 ま た 、 発掘潤牡においては、

翌:,',(l:J,•;跨や l 航な どの'Ill断のつかないl, Q)については、 ・n. 「sx」 の記りを川い、 粒.flllll}に新た

に 番りを付！紐 した も の も あ る

遺構略号 sB-��;·s:m,aが SK- I:』!ii. (1() 

SP-'! 約°(fl'l,•il"I検Ill l:J/� c,Jヽ1()

SFー焼土 ・ 炉跡 SD- ii'IJ状辺I胄

;>;\\・ ー 阻木紺 ． 伐りHi!な ど

表 2 検出遺構 一 覧
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a) 平安時代及び現代の遺構

,\ J�:· ではこ の時期の沿情は［化』でさ なか.,たが. BJ,(では.,;安時代の迫物がIllJ: し た t:J,t 2 Jr. と溝

状滋情、 捻Jlif·「廃柘iiiの耕Ifに1如生する辺構を検Ill し た ' I
'-安時代の 2 基の上坑は、 SD508内部で検

出 Lたが、 SD508は純文11.1 代から ·[''.肛．＼代の辺物が111 1·. している

b ) 縄文時代の遺構

·r'-安時代以後の追情を祐いた ものを 、 この II,�)UJIJ>迅栴 と して扱った 出 I: した近物の多く は縄文11.J

代のものであ る こ と から. .ii'l物が111 1 し ていないll}IUJ,f渭lの l·)i( も含めたため、 祈しい時期の も の を

含む11J能代がある 、\I,(では、 竪穴fl:I,,;. 跡. i:Jん、 仇 I: . がlがなどを検Ill しているが、 焼l: . 炉跳で

はfl:I,•;·外 の も の は 3 )!だけである l)i(には貯祓�·(や J·J,t硲. !l� ィI l·Jj(などがあるが、 多 く は性格;f,

l!Jのものである Blべでは、 い廷沿状逍構を検Iii している pんの小に貯祓�\:があるが、 多 く は性

格イ；明の も のである。

I > '!,''.i(ll 1,,; 玲外で検出 した I:!んについては. J<ft県:J· ffih.. , li.il'I片 ｛小池 ・ 爛111 19!)11 における l:J/(のtf· M<liil.

を�isにした ただL. ,Hi.iulがでは 「�\;J !:: 叶杵している

( 2 }  遺物概妻

111 1. した迅物は泣I苫数に比 して少ないが． 縄文時代の ものを I: と して、 ·1(安時代以関の も のがある

·1· 安叫代以片のものと し て は、 1-.r.m:rJ ・ '"-釉因� · 111茶碗などが111 1: したほか、 �,N品が I l.(ある

縄文り.}代では、 ,,,.Jり1から晩期にかけての各昨期の l:i?:iや{i岱類がIll I: した 純文 I:?.�は. JjijJIIJI交えの

1:2:; を小心と し 、 次いで,,,期後菜が多い (i笞類は、 時期が判明する I:器 と と も に遺情児 I·から111 1

し た も の については. I: 器と luJ しII}期 と な る •f能代が尚いと思われる なお、 1ズ1ぷ した迂物は． 迫構
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から1111: し たIIり期的な特徴を持つ ものを中心に. IE� で抽Ill し た ものである

直物1/)/11 I: 分布 (1�10· I l l は、 Alx. · B lメ． と もflりJ り込成によるりJり I:部分では辺物の分布が�i

i� と な る i\ I-<では、 迅情が多い中央部分に分布が多 く な り 、 'l,S'i(il:lt'i�がや l:t,i:俗IA!に集中している

B IA. では悦だったil'l物即,.は認められないが、 1!iflllやi/1/状辺情内に多い

a ) 土雑類

I: 岱類のIll l:·J,lは表 3 に ま と め． 接介Ii靭）破,.,.故 . !�W数 ・ fl;,tを｛和い した A ll(、 13 1 え と し た
,,, に は亀 よ掘ぶ介でIll 土 した迅物も 含んでいる た だ し ， 梵Jld.l'l1tl�外 と なっ た試掘,J/11f.IJi:から1111.

した氾物については、 ，�11tlを外と して ま とめ、 さ ら に こ の 3 つ を 令体 と し て ま と め た Al,(では. I. 
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山茶釉
器

灰
陶

須恵面8
器

土文
器

縄
土B 区

破片数 12 11 7
 

71 
68. 93 ％ 6. 8 1 10. 681 11. 651 0. 971  o. 97 

釉
器

灰
陶器

恵百,'9/ 

土器類出土量表 3

゜
9uto�i 

個休数(x 12) 個体数 (x 12) 。8. 4 3
 

11. 。ー74. 9 
％ ％ 。11. 9 1 33. 33 100 3. 8 。。゜1. 27 94. 93 

(g) 3. 8 1  90. 7 1 8315. 7 OI 27量 8(g) 

文
器

縄
士

％ 

1. 3 

調査区外
（試掘調査）

100 01 o. 331  0. 051 1. 09 0. 02 

器
面d

h
 

土

8192. 1 

98.51 

文
器

縄
土

％ 

全体

1 1  8
 

726 破 片 数゜破 片 数
1 .  4 92. 721 1 .  02 ％ 。％ 

8. 4 3
 

3
 

86. 7 個体数 (x 12) 。個体数 (x 12) 
2. 81 7. 841 0. 93 2. 8 80. 95 ％ 。％ 

62. 3 1 252. 6 1 217 .  31 15. 1 9316. 1 質最 (g)。(g) 13. 
2. 18 1  0 .15 93. 381 0. 621 2. 53 

＊ 破片 数 は接合前の も のである。
* f固体数は[J縁部残存率 (x 12) によ り 計測 し 、 1 12 よ り も 小 さ な も のは1 12に切 り 上げた。

％ 。22. 24 ％ 

破片数比率

ツ、'v'v'v'�ヘ・・ヘ._.-. �.-. v'ゾ..............................� ..... ヽ ヘふ �·' v'v'v'v'v' �'·····.... , .� .�._.-.._.-...,..._.-. .  _.-.. � ―•ク· ヅ心・タ·ぐ.-.�,心・タ.._.-.._.-. 

ぷ心芯：羹芯：な心：：：:-::::-::::-::: 苓：な心：：：な：：：：:�::::-:::::-:::: ・芦唸芦：一芯：
戸

や芯：名:-::::名な：：：：唸芯羹：：：・なぷ 多m
,. ._.-. ._.-. ゞ,._.-心へふ�, ,.-. ,---�.,.............. ._... 心,._,.. _ ... .. , . ..,-. .. ,, ぐ心,._-.._... クッ, ._.-. .� . ..-ツ,._...ッ＼＾ タッ,._.-. .� タ,._.-. ,_.-. .  �v'ヅ心, ._....._...心, ._....ゞ心
,. .............................................. ゞ ·· v'タッ-�.-.- - -�--今 ... • . ... , ゞ ,._.-.._.-.ゾ, ．ふ ・、.. ...... .� ....-・ タッい' v'今 ·ゞ - �·- 夕髯 タッ, ._....タ心, ._.-,y•,._.-.._.-.._.-ッ,._.... ._... ' 

... . , . . ... . .... , . . .... .... ヘ. ., . .  , . .  , . ... .  ヘ . ... . .... ... . , .. , . . .... .... ,, . .... ヘ . ... . ., .  , . . ... .  , .. , . .  , .. . , . .  , . .  , . .  ,. , . . .  , . ... . .... .... .  , . .... .... . -. . .. き. ,... . , . .  , . .... . , . .. k 
-�-ツヘタ...r . .•. • . ..... ....-.,,'....-. ぐ·-·�ッ'�●● �--�y, ゞ . ..,-.. y•, .,,-......-. .• r . .  ,�....-.....-.....-.....-.�. ..,-.. ._.-.�. ....-..: 
........ぐ--�-�('>·、•. ..,-......-.....-..��-·�-�....-.....-.....-. ... ·... r . .  �..,-....,-...,,-......-.�.. ,,..,-....,-....,-....,-....,-....,-.. ._.-. �. ぐ．．

,..., .... . �. r .. r . . ,,, ,• . . ヘ• ヘ , ,..., r.. ,... , ,..., ,..., ,..., ヘ . ,.... .  �. .  �. , 幽. . ,..., ,... , ,  ... ,... , r .. . • . . .  , , ,..., ,..., .,. ↑• ヘ• . r  .. ,..., ・ ・ ，，,..,,,,,,,,,,,,,,,,,� ゞ

全体

A 区

B 区

言ミさ葵芯葵斎葵簑食忍吝忍箋ミ忍哀忍ミ簑＼箋姿簑食恣食婆芯良婆忍食恣ミ忍合謎冊圃圃圃圃圃圃圃鵬軋
����...-.�-· ...-.��...-.�-· 

� . �. r  . . 、... .、調介区外

100% 80% 60% 40% 20% 0% 

＝ :it /火釉陶器;r, i貞恵器．．土師器：・・ 縄文土器

個体数比率

全体 ド
......... ..,-. ..,-. ず｀ .ゞ, ._.-. _r心ぐ心心 ぐ心 ゾ心 ゞッ....,.....,..._,.. タッ, _,....,.....,... タ心. .,-. ゾ·ク心 .r. .r心タッ, ._.-.ゾ·ぶ · 
._.-.v,._.-. ,,-. ..,-. •• r. ..,-. ._.-...,-. ,.,._,.. .ゞ. _ ... _ ... . ,....,... .... ク心心心心心夕心.,-. .,-..,-..、.. ..,... ..,... y, ゾタ心心心 ._.-.タ心ゞ ‘ 

., , r .. ,• .. ,• ..  ,•. , r. , • 叫•• " • " · r ·" .,. r.. r .. r,. ヘ . r. . r• • •  ,. r.. r.. ヘ• ヘ• ヘ. 1. r .. r .. . ,. r. . .  , . . . ,. r, . •"• • r,, r,, r,, .• .. r . . .  ,. •"',• ・ : :笏一鱈
� J  

A 区 ド：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：芯：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：.:::::::=::::::::::::::=::::=::::=::::::::::=:::::::::: 念：：：：：：：：：：：：：：：：：：：苓：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：唸：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：れ い.... . -. . ... . .... ... ぶ. .  一•• ヘ• ヘ• "' ''' '"'' "· ''' "' ·'· ... . ··· · , .. . r., ,,. r., r.. ,.., ,.., r ..  r .. ,• .. r .. r., r., .,. ヘ • ·'· •'· ·�· r.• r., ,•, , r.  ク .... .... .... ... . .... ... ふ . ,-. . き、
I . . I 

B 区 ド：：：苓：苓苓苓苓苓苓苓：：：：：：：：：：苓苓：：：：：：苓．玄�-::�:::苓苓念芦- : - : •螂 . ., . ,-.. ヘ• 事 . ,-. . 、,. .... .... .. 亀．＾．＾． 鰤`.. .一, . r•• r . . . . .  ,. r. . ... . 、-. . . ,. ヘ . r. • . :  ● ： ： �  疇

澤窯鸞澤澤寧翠窯窯澤寧翠澤澤澤鬱調企区外

1 00% 90% 80% 70% 60% 50% 40% 30% 20% 10% 0% 

荘 灰釉陶器ヽ 須恵器． ． 土師器:.- 縄文土器

土器類出土量比率図 1 2
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器類の大半が縄文土器であるのに対し、 B区では土師器・須恵器 ・ 灰釉 陶器といった古代の土器が、

破片数と質量で30%近くあり、 個 体数では5 7%を超えている。 こ れは、 こ の時期の遺構の存在を反映

したものと思われる。 また、 縄文土器については、 時期別の出土贔を表4 にまとめた。 A 区では晩期

の士器がなく、 B 区では後期の士器が確認 で き なかった。

比 率が A 区 よ りも高い。

は少ないが、 B IX: では早期の上器の

平安時代以降の土器 3 ) は、

氏の編年 （齊藤1995 ) を

に少ないため分 類は行っていないが、 灰釉陶器の年代観は齊藤孝正

にした。 縄文土器は、 早期から晩期までの72 7点が出土しており、 それ

ぞれのロ ー マ 字の頭文字を取って、 大 き く S 群から B群とした。 さらに、 既存の研究成果を参考にし

て、 有文土器を中心に文様の特徴から 、 必要に応 じて分 類を行った。 縄文上器の分 類は以下のとおり

である4
i。 なお、 図示した遺物は、 遺構から出十上したものと、 包含層 から

度可能なものを抽出した。

S 1 群 早 期前半の押型文土器

した時期判別がある程

a 知 山形文を帯状に施文する沢式土器で、 胎士に黒鉛を含むものをal類、 含まないものをa2 類

とした。 A 区でa2 類が 1 点 、 B 区で1 1 点 （内al類 5 点） 出土した。

b 類 山形文と直線文を施す土器で、 神並上層式土器に類似したもの。 B 区 で 4 点出土した。

c 類 山形文や楕円文を施す士器で、 細 久保式土器に類似したもの。 A区で10点出士した。

S 2 群 早 期後葉の条痕文系土器

A区で鵜 ヶ 島台式土器と思われるものが 2 点出土した。

S 3 群 早期末菓の上器

a 類 器墜が薄 く 、 条 痕を施すt器。 塩屋式土器に比定 で き るもので、 細い突帯を貼り付ける。

A区においてSB3 を中心に 7 点出士した。

b 類 胎 士に繊維を含み 、 縄文を施す土器。 SB3 を中心に出土している こ とから、 a 類に伴 う

ものと判断した。 A区で 8 点出土した。

c 類 無文土器 (cl類） 及 ぴ縄文を施す土器 (c2 類） 。 cl類に繊維を含むものがあるこ とや、 SB

3 を中心に出土した こ とから、 a 類と同時期と判断したが、 ほかの遺構から出士したもの

については、 時期が前後する可能性がある。 A区で18点、 B区で3 点出土した。

Z 1 群 前期前半の士器

前期前半と思われる土器が、 B区から 2 点出土し

Z 2 群 前期後半の土器

出土量が最も多 く、 東海地方の清水ノ 上 m 式から大麦 田式に相当すると思われ、 近畿地方の北白

川 下層 Il C 式から北 白川下層 m 式に併行する時期のものが大半を占める

a 類 半歓竹管に よ る押引 き 沈線を施す土器。 A区で 8 点出土した。

b 類 刻 みや刺突を持つ突帯を施す土器。 A 区で3 9点出士した。 縦の短い刻みをbl類、 斜めのや

や長い刻みをb2 類、 半歓竹管に よ る刺突をb3 類とした。

c 類 半戟竹管に よ る押引 き を突帯上に施す土器。 A 区で3 7点出土した。

d 類 突帯上に縄文を施す土器。 A区で42 点出土した。

e 類 突帯を施す士器。 A区で15 点、 B 区で 1 点出士した。
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f 類 無文土器。 地文に縄文を施文するものをfl類、 地文を持たないものを£2 類と し た。 A 区で

10点 出 土 し た。

g 類 北陸地方や｛言州地方な ど他地域の土器に類似したもの。 深鉢をgl 類、 浅鉢をg2類とした。

gl類は A区で 6 点、 g2類は B 区で13 点 出土した。

胴部 有文士器か無文士器か区別することが困難な胴部破片については、 縄文を地文とするもの

を胴 a 類、 地文を持たないものを胴 b 類とし

底部 底 部破片については、 端部に何も施さないものを底 a 類、 刻みを施すものを底 b 類、 縄文

を施すものを底 c 類とした。

C 1 群 中期前半の士器

a m  東海地方西部の土器。 A 区で3 点 、 B 区で 1 点 出土した。

b 類 船元式系の土器。 A 区で 9 点 出土した。

c 類 信州 地方の脩沢式土器。 A 区SB 5 から2 点 出土 し た。

d 類 無文土器。 SB 5 から出 土 し たものを、 この時期の無文士器としてまとめた。

C 2 群 中期後半の士 器

a 唄 里木 II 式系のt器。 縄巻き縄文を地文とするものをal 類、 撚糸文を地文とするものをa2類

とした。 東海地方における中富 I 式にあたる。 A区で3 2点 （内al類4 点） 出 土 し た。

b 類 隆帯を口縁部に貼り付ける土器。 船元III 式 A 類が在地化したものとされる土器で、 戸入村

平遺跡C2群 B 類 （武藤ほか1994 ) 、 上原遺跡C4 群の一 部やC5群 I 類 （河村ほか1998) に類

似する土器である。 A区で1 1点 出土した。

c 類 隆帯を口縁端部に横位に施すもので、 A区SB Z から 1 点 出 士した。

C 3 群 中期 末葉の士器

a 類 口縁部が袋状となる土器。

b 類 口 縁部に隆帯や沈線によ る横位文様を施す士器。 隆帯と沈線を併用するものをb l類、 沈線

のみのものをb2類と し た。 A 区で 9 点 （内bl類3 点） 出 土 し た。

c 知 無文土器。 A 区SP 1 から出土した1 点を、 この時期に伴 う ものとした。

胴部 a 類若しくは b 類の胴部片と思われるもので、 隆帯と沈線で文様を施すものを胴 a 類 、 沈

線で文様を施すものを桐 b 類とした。 また、 a 類 ・ b 類の胴部ではないが、 条線文を施す

ものを胴 c 類とした。

底部 中期末業と思われる底部片が、 A 区で2 点 出土した。

k 群 後期の土器を一括 した。 A 区から4 点 出土 した。

B 群 晩期末の伊勢型変容壺といわれる土器で、 B 区から2 点 出 士し

J 群 時期が不明確な無文土器で、 縄文を施すものを a 類、 縄文を施さないものを b 類とした。

2) 個体数の計測方 法 は 、 口縁部計測法 （宇野1992) を 用 い た 。

3 ) 須恵器や灰釉陶器に関 し て は、 渡辺博 人氏の指導 を 受 け た 。 ま た 、 中世以降の土器につ い て は小野木学 （ 当 セ

ン タ ー ） の助 言 を 得 た 。

4) 縄文土器に関 し て は 、 • 泉拓良 ・ 小林謙一 • 堀 田 一浩 • 矢野健一 各氏から御教示 を 得 た 。
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表 4 縄文土器時期別出土量

A 区 r11_期 1),f JUJ tiリリI

破 片 数 17 289 110 
％ 7. 19 H.19 16.82 

個体数(x 12 )  3 . 1  祁 Ui.8 
％ u� 61.09 22.43 

竹絨(g) 339.5 1113.fi 2177. 3 
％ �.14 5�. 21 26.58 

（IIIII試査繹疇区外査） '1リリJ Ji繍I 中期

蔽}\· 数 ゜ ゜ I 
％ ゜ ゜ 50 

個休数(x 12) ゜ ゜ ゜
％ , .  

1'(:,t (g) ゜ 0 13. i 
％ ゜ 0 85. 09 

＊ 破）r放は接合前 の も のである。

後期

4 
0.61 ゜゚

129. 7 
l.58 

後期

(I 

I゚I 

゜゚

晩期 イ�Iリl゜ 201 
0 31. l9 
（） 7 
0 9.35 ゜ 1102 
0 13.45 

晩JUI゜゚
（） 

゜

イ消IVJ

I 
50 ゜

ー ・ ＿ 

2.4 
0 1'1.91 

合叶 B 区 'i'-期 liiilりJ r lりリ1

li51 破片 数 18 17 12 ＇ 
100 ％ 25.35 23.!J.l JG. 9 

ii. リ 糾,�数(x 12) 3 � I 
JOO ％ 25.42 42.37 8.47 

8192. I ft りt (g) 176. 7 531. i 1 11. 6 
100 ％ 15. 9] �7.89 12. 75 

/, >. , ,.� 1· 全体 •, し）り1 1iif JUJ t j  I JYj 
•) 破Ji·数 65 :lO!i 123 

100 ％ 8.91 12.09 16. 92 
個体数(x 12) Ii. I 53 17. 8 ,_— 

％ 7.0,1 6 1 . 13  20. 53 
16.1 買屈(g) 51fi. 2 19i5.3 2332. 6 
100 ％ 5.51 53.39 25.03 

＊ 似 f本数は「 l縁部残イ（平 (x 12) に よ り ，ol測 し 、 I 1 2 よ り も 小 さ な も の は I 12(.: りJ り 1:げた
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b ) 石器類

石器類 の 出 士贔 は 、 土器類 と 同様 に A 区 · B 区 ・ 調究区外 ・ 全体 と し て表 5 に ま と め た 。 は

A区 よ り も B 区が圧倒 的 に 少 な い の に 対 し て 、 は ほ ぽ伺数が出土 し て い る 。 調査面積か ら す れ
ば B 区 の 方が、 分布密度は 高 い と 言 え る 。 A 区 と B 区 を 器種別 に 比 較 し た場合、 B 区の 方が量的 に 多
い も の と し て 石鏃 ・ 打製石斧 ． 磨 製 石 斧 · MF を あ げ る こ と がで き る 。 こ れに 対 し 打 欠石 錘 • 切 日 石

錘 ． 磨石 ・ 凹石類 は 、 B 区で は かな り 少な く 、 A 区 と B 区 と の場 の 性格 の 違 い を 示 す可能性があ る 。

器種師の概要 は以下の と お り で あ る 5
I 。 な お 、 図示 し た遺 物 は 、 遺構出 土 の も の を 中心 に 抽 出 し た 。

石鏃

鋭利 な 先端部 と 柄 に 装 着す る た め の基部 を 作 り 出 し た小 型 の石 器。 A 区 か ら 29 点 、 B 区 か ら 32点、

調在区外 か ら 1 点 の合計62点 出 土 し た。 石 材 は 、 チ ャ ー ト が90%以上 を 占 め 、 サ ヌ カ イ

ト や下 呂 石 を 用 い た も のが少量あ る 。

有茎石鏃は 1 点 も な く 、 すべて 無茎石鏃であ っ た。 基部の形態が、 凹 基 と な る も の を 1

し く は や や 丸み を 持 ち 円 甚状の も の を 2 類、 未製品 と 思わ れ る も の を 3 類、 基 部 を し 形状不 明 な

も の を 4 類 と し 、 さ ら に 数 の 多 い 1 類 を 基部の扶 り の形態や深 さ か ら a - e に 細 分 し た。 な お 、 石鏃

計測表 （表51 ) に は側縁部や脚部の形状、 欠損部位につ い て も 、 図16 · 1 7 に 基づい

／三

I I

/：／

を し

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

I r 口 右鏃
―— ー

・ 欠頭器
ー

・右霞
1 ...,  剥片類 口 RF 口 MF

一 ＾ ＾巫 巡. . .  . -

口 石匙 ロ スクレイ／＼ ー ● 楔形石器 図 打製石斧 口 磨製石斧 · 石核

口 打 欠石錘 a 切 H 石錘 口 凹石類 口 石皿 口 石製品 ● 砥五

図14 石器組成グラ フ
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器種別石材一覧

核 I �関 ； RF I MF i �  且；悶儡国:1石皿 ！ 石品製 I 砥石I 合計
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流紋岩

礫岩

バイc71うイ ト
（葉蝋石）..... -
点数合言

緑岩

凝灰岩

表 6

な し ー 3 、 小 さ2 、1 、 両面に残るとなっ た剥片の剥 離面の残存状況を、 片 面に残るま た、

く 残る
l a類

して記載 した。b とb 、 大 き く 残る
もので、 1 6点出土した。 側 縁や脚 部の形状 は バ ラエ基 部の挟 り が丸 く 浅い (0.3cm未満）

ィ に富み、 側 縁 は外彎するものがやや多 く 、 脚部は尖るものと丸いものが同数である。
した。 側 縁 は l a、 脚 部 は laの形もので、 15点出基 部の扶 り が丸 く やや深 い (0.3cm以上）lb類

出土 し た。 側 縁 は 直線的、 脚 部6
 

もので、
態となるものが多 い 。

基部の扶 り が 「 く 」 字状の浅い (0.3cm未満）
は 尖るものが多 い。

le類

7 点出土 し た。 側 縁 は 匝線的、 脚 部

した。 側 縁 は 直線的で、 脚 部 は平らになるもの

の扶 り が 「 く 」 字状の深い (0.3cm以上） もので、

8 点

は 尖るものが多 い 。
基 部の扶 り が 「 U 」 字状のもので、

が多 い 。

I d類

口w
 

：
 

八八八ロ
2 類1 e類1 d類

石鏃の基部に よ る分類模式図
1 c類

図1 5
1 b類1 a類
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2 ti -Jt. 部に扶 り がな く 、 直線的かやや外湾する も ので 、 4 ,r. り：出 ,._ し た。 恨IJ縁は外i対す る も のが多

い。 ま た 、 索材面 を 11l1j面に 人 き く 残す。

3 類 浪I]離が粗い こ と か ら 、 石鏃未製品 と 思われる も ので、 2 点Ill 上 し た。

4 類 ）＆部を 欠m し て お り 分類で き な い も ので、 4 点出 上 し た こ の 中 に l 翡'i · 2 類 に は確認で き

なかっ た 、 1J!IJ縁に 角 を持つ も の が 1 点ある。

尖頭器

先端及び枯部 を 欠 く が、 表災か ら 長い祖l離 を 施 し て い る こ と か ら 、 尖頭器の可能性があ る と 息われ

る も のが 、 A 区 か ら 1 点出 上 し て い る 石材はチャ ー ト である 。

石錐

鋭利で細い先端祁 を 作 り 出 し た 石 器。 A 区 か ら 12点 、 B 区 か ら 1 1}ば、 調布I�外 （ 試掘瀾11:) か ら l

、点の合,ll-24点 出上 し た。 .{-j材はすべて チ ャ ー ト であ っ た。 錐部 と Jぷrl Sの形状に よ り 以 ドの よ う に分類

し た。

l 類 ,1,5ピ利 な渕l片 を 索材 と し 、 そ の一端 に 簡 l札な調整を加 え て 、 短い錐部 を 作 り m した も の で、

14. し\/JI上 し た。 こ の 中 に は 、 調整剥離 と い う よ り も 微細な浪IJ離痕 と い う べ き も の も 含んでい る

2 対i 索材 と な る 剥 片の側辺に糾整 を加えて錐部を作 り 出す こ と に よ り 、 平而Jf:クが概ね :jり形も し

く は炎形 と な り 、 錐 部 と 基 部 と の炭が不明瞭な も ので 、 6 点/J\士 し た

3 類 索材 と な る 系IJ片のほぼ全周に調整を加えて 、 細身の枠状に な る も ので、 3 点m L :  し た

4 類 索材と な る ；�J 片の側辺に調 格 を 加 え て 錐 部を 作 り 出 し 、 枯 部 と の榜が明瞭な も ので 、 1 .  『\/11

側緑部形態

脚部形態

1 尖る 2 丸い 3 平 ら

I ＼ （ ＼ 
a 直線的 l/ (/ u 

） ＼  
1 直線的 2 外彎 v a 鑢幌状ではないもの

3 内彎 & b 鋸歯状となるもの

b 外彎 u 
c 内彎 v u 確認できず

図16 石鏃の側緑及び脚部形態模式図
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tし

石匙

素 材剥 片 の 音じに、 2 ヵ 所から扶り状の剥離を施すことによ っ て、 つまみ状の小突起を形成し、 縁

辺部に連続した剥離を施して、 刃 部を作り出した石器。 A 区から4 点、 B 区から2 点 、 調査区 外

から 1 点の合計 7 点出 ＾^上 した。 石材はチ ャ ー ト 5 点の他、 サ ヌ カ イ ト と下 呂 石が 1 あ

る。

形態がわかるものはすべて横形の石匙であった。 つまみ部を欠くものについては、 ス ク レ イ パ ーに

含めるべきかもしれないが、 刃 部の剥離が長 く 、 ス ク レ イ パ ーの刃部の調整剥離とはやや異なること

から、 石 匙に含めた。

ス ク レ イ パー

素 材剥 片の縁辺部 した剥 離を施して、 一辺の1/2 以 上の範囲に刃部を作り出した石 器や、 扶

り状の刃 部を持つもの。 このため連続した剥離が認められても、 1/2 以上の欠損があると想定された

ものは、 便宜的に調整剥離を施す剥 片に含めた。 A区から28点、 B 区から2 7点の合計55 点出J:した。

石材はチ ャ ー ト が約89%を占める。 刃 部の位置や形状により以下のよ う に分 類した。

1 類 素 材剥 片の側辺に刃部を 1 つ作り出すもので、 刃 部の形状により a � c に細分 した。

la類 刃 部が直線的なもの （ 虹刃 ） 。 A 区 6 点、 B 区 6 点の合計12 点出土した。

l b類 ガ 部が外彎するもの （ 円 刃 ） 。 A 区 5 点、 B区2 点の合計 7 点出士した。

le類 刃 部が内彎するもの （ 凹 })) 。 A区4 点、 B区4 点の合計8 点出土した。

2 類 素 材剥 片の末端辺若し く は基辺に刃 部を作り出すもので、 素 材剥 片や刃 部の形状により a ­

d に細分 した。

2 a類 縦長剥 片を用い、 刃 部の角 度が70° 未満のもの。 A区2 点 、 B 区 5 点の合計 7 点出土した。

2 b類 縦長剥 片を用い、 刃 部の角 度が70゜ 以上のもの。 2 a類よりも剥 片は大き く 、 厚い。 A 区 l

点 、 B区2 点の合計3 点出土し

2 c類 縦長剥 片を用い、 側辺にも刃 部を作り出すもの。 A 区で3 点出土し

2 d類 横長剥片を用いたもの。 A区2 点、 B区2 点の合計4 点出土し

3 類 素 材剥 片の両側辺、 または末端辺と基辺に刃部を作り出すもので、 両側辺の位置関係により

a と b に細分 し

3 a類 刃 部が個々に分 離したもの。 B 区で3 点出土した。

3 b類 両側辺が末端で先端 を 形成するもの。 A区で2 点出上し

4 類 素 材剥 片の側辺に、 扶り状の刃部を作り出すもので、 他の刃 部を併せ持つか否かで細分 し

4 a類 挟り状の刃 部だけを持つもの。 A区2 点、 B 区3 点の合計 5 点出土した。

4 b類 扶り状の刃 部と 1 類に該当する刃部を併せ持つもの。 A 区で 1 点出上した。

楔形石器

剥 片の相対する二縁辺に、 潰れ状あるいは階段状の剥離痕が発達する石器。 A 区で17点、 B 区で8

点の合計25 点出上した。 石 材は、 泥岩が l 点ある他は、 すべてチ ャ ー ト であった。

打製石斧

略長方形の形態で中程に く びれを持つものもあるが、 ほぽ全周をて次加工し、 長 軸の一端にガ 部を
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も つ石器。 刃 部 は 長 軸 の 両端 に あ る も あ る 。 A 区で64点 、 B 区で86点、 調 在 区 外 （試掘調在） で
8 点の 合 計1 58点 が 出 土 し た 。 こ の 中 に は 、 打製石斧片 と 思わ れ る 小片 に つ い て も 点数 に 加 え た 。

材 は 、 泥岩が56%以上 を 占 め 、 次 い で砂岩が約32%であ る 。 そ の ほ か安 山 岩 や流紋岩が用 い ら れて い

る 。 砂岩や安 山 岩 を 用 い た打製石斧 の 中 に は 、 川 原石 を 素材 と し た と わ か る 自 然面 を 残 し て い る も の

があ る 。 平面形態 か ら 以下 の よ う に 分類 し た。

l 類 両側縁が ほ ぽ平 行す る も の で、 い わ ゆ る 短冊形。 A 区 で20点 （完形 7 点） 、 B 区で31 点 （完

形 8 点） 、 調 究区 外 （ 試掘 調 査） で l 点 の 合計52 点 出 土 し た 。 泥岩製の も の が多 い が、 B 区で

は泥岩製 と 砂岩 製 の も のが同数あ る 。

2 類 両側縁が基 部に 向 か っ て 収束す る も ので 、 い わ ゆ る 撥形。 JJ 部が最大幅 と な る 。 A 区 で 5 点

2 点） 、 B 区で21 点 （完形 8 点） 、 調 査 区 外 （試掘調森） で 1 点の 合計27点出 土 し た 。 砂

岩 製 の も の が 多 い 。

3 類 着 柄 部 に扶 り を 作 り 出 し た も の で 、 い わ ゆ る 分銅形。 A 区で 2 点 （ 完 形 1 点） 、 B 区 で 8 点

（完形 2 点） の合計10点 出 ：L し た。 砂岩製の も のが多 い。

4 類 数量 は 少 な い が、 長軸線が着柄部の 中程で屈 曲 （ 彎 曲 ） す る 形態 の も の で あ る 。 A 区 で 2

（完形 l 点） 、 調 査 区 外 （ 試掘調在） で 1 点 の 合計 3 点 出 土 し た。 泥岩製 と 砂岩製の も のがあ る

5 類 破損の た め 平 面形態が不 明 な も のや打製石斧の破片 と 判 断 し た も の で 、 A 区 で35点 、 B

26点、 調 査 区 外 （試掘調在） で 5 点の合計66点出 士 し た。 石 材 は 泥岩が多 い。

な お 、 欠損部位つ い て は 図 18 に基づい て 、 刃

て 、 基部装着痕 • 自 然面 に つ い て は その 有 無 を

刃 部形態

1 平 ら な も の （ 直 刈 ）

2 外彎す る も の （ 円 刃 ）

3 尖 る も の （ 尖 刃 ）

4 中 心軸 に 対 し て傾 く も の （偏刃）

刃 部使 用 痕

・ 刃部 使用 痕 につ い て は 以下 の よ う に記号化 し

（ 表57-59) に記載 し た。

ー き る も の で、 摩耗の程度や範囲 に よ っ て 次の よ う に 細 分 し た。

ヽ

口
＼ ＼ 

a b C d e 

f 刃部片 g 基部 （頭部） 片 y 部位不明の破片 z 完形

図 1 8 打製石斧欠損部位模式図
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la 表裏面や両側 面に程度や範囲の差がないもの
l b  表裏面で程度や範囲に差があるもの
le 両側面で程度や範囲に差があるもの
I d  破片のた め 、 程度や範囲の差を確認で き ないもの

2 摩耗を確認で き ないもの

刃 こ ぽれ状の剥離
l 刃 部の調整剥離とは異な り 、 刃 こ ぽれと判 断したもので、 その位置によ り 次のように細分

した。

la  刃 部中央や全体 的に認 め ら れるもの
l b  側面寄 り に位置するもの

2 刃 こ ぽれ状の剥離 を確認で き ないもの

線状痕
l 線状痕が確認で き るもので、 刃 部に対する方向で次のよう に細分 した。

la 刃 部と直交する方向 （ 長軸に平行）に確認で き るもの
l b  刃 部に斜行する方向に確認で き るもの

磨製石斧
略長方形の形態で、 刃 部を研磨によ り 作 り 出した石器。 A 区で 4 点、 B 区で 6 点の合計10点出土し

石材は安山岩が多 く 、 砂岩や泥岩を用 い たものもある。 A 区では基部 片 しかな く 、 B 区 では基部
を欠 く ものか完形品がある。 形態は図19 に基づいて、 刃 部形態や欠損部位、 刃 部の刃 こ ぼれ状の剥離
は打製石斧の刃 部形態 ・ 欠損部位 ・ 刃 部使用 痕の刃 こ ぽれ状剥離に従って、 一覧表 （ 表60) に記号 を
記載した 。
石核

素 材 剥 片 を剥 離し た 残核 を総称 して石核とした。 A 区で 8 点、 B 5 点、 調査区 外 （試掘調査）
で1 点の合計14 点 出士した 。 こ の中には、 残核をス ク レイ パ ーなどに転用 したものは含めていない 。

石材は剥 片石器の石材と同様にチ ャ ー トが多 く 、 他にはサ ヌ カ イ ト ・ 流紋岩 • 安山岩がある。

剥片類
剥 離作業によって生 じ た剥 片や砕片などをまとめて剥 片類とした。 二次加工や微細な剥離痕が確認

で き なかったものである。 A 区で37 5点、 B 区で354 点、 調査区 外 （試掘調在）で18点の合計74 7 点 出

平面形 断面形

゜
1 撥形 2 短冊形 a 楕円形 b 丸みを帯びた長方形 C 長方形

図 1 9 磨製石斧形態模式図
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し た。 石 材 は チ ャ ー ト が91%以上 を 占 め て い る 。

調整剥離を施す剥片 ( R F )  

素材剥片 の 縁辺 部 に 二次加工 を 施す も のの う ち 、 ス ク レ イ パ ー に は含 め な か っ た も ので あ る 。 A 区

で97点、 B 区で79点 、 調 在 区 外 （試掘調杏） で 7 点 の 合 計 183点 出 土 し た 。 石 材 は 92%以Lがチ ャ ー

ト で、 他 に 泥岩や砂岩 な どがあ る 。

微細な剥離痕 を 有 す る 剥 片 ( M F )

剥 片 の縁辺 に微細 な 剥 離痕が確認で き る 剥 片 で あ る 。 鋭 い 縁辺 を 刃 部 と し て使 用 し た結果 、 J) こ ほ

れ状の微細 な 剥 離痕が生 じ た も の と 、 偶発的 に 生 じ た も のがあ り 、 こ れ ら を 明 確 に 区 別 す る こ と は で

き な か っ た た め 、 両 者 を 合 わせ て 微細 な 剥 離痕 を 有 す る 剥 片 ( M F ) と す る 6 。 微細 な 剥 離 痕 は 、 便

宜的 に長 さ 2 mm未満の 長 さ の も の と し た が、 こ れ は ス ク レ イ パ ー の 刃 部で 観察 で き る 連続 し た剥離が、

2 mm以上の 長 さ を 持つ も の が多 か っ た た め であ る 。

打欠石錘

楕 円 形や 細 長 い 小型 の 自 然礫 の 両端 を 打 ち 欠 い て 、 紐 状 の

も の を 掛 け る た め の扶 り を 作 り 出 し た 石 器。 紐 掛 け 部 に は 、

摩 耗 が 観 察 で き る も の があ る 。 A 区 で23点 、 B 区 で 6 点 の 合

出 土 し た 。 石 材 は 砂 岩 が86%以上 を 占 め 、 他 に 泥岩 が

あ る 。 一 覧 表 に 記 載 し た 計 測 部位 は 、 渡 辺誠氏 の提唱 （渡辺

ほ か1 985) を 参考 と し 、 図 20 の 位 置 で 計測 し た 。 な お 、 切 H

石錘 に 関 し て も 、 同 様 に 計測 し た 。

切 目 石錘

打 欠石 錘 と 同 様 の 素材 を 用 い 、 両端 を 擦 っ て紐状の も の を

掛 け る た め の扶 り を 作 り 出 し た 石器。 A 区 で14点、 B 区 で 5

の 合計 1 9点 出 士 し た 。 石 材 は 、 砂 岩が68%以 上 と 打 欠石 錘

よ り も 低 い 比 率 で あ る 。 紐掛 け 部 に は 、 摩 耗 が観 察 で き る も

の が あ る が、 扶 り を 作 り 出 し た 際 の 擦痕 も 明 瞭 に 残 る 。 挟 り

を 作 り 出 す 際 に 、 一旦打 ち 欠 い て か ら 擦 っ て 切 目 を 人 れ る も

のが少量 あ る

磨石 ・ 凹石類

L2 

図20 石錘計測部位

握 り 拳 大 か ら 手 の 平 大 の 大 き さ で 、 扁 平 な 楕 円 形の 川 原石 （ 円礫 ） を 用 い 、 表面 に 磨 痕 や 敲 き 痕、

凹 み な どが観察で き る 石器。 窮痕 と 凹 み な どが共存 す る 石器が多 い こ と か ら 、 両 者 を 含め て 磨石 ・ 凹

と し た 。 A 区で41点、 B 区 で 17点、 調在区外 （ 試掘調究） で 1 点 の 合計59点 出 土 し た c 石材 は 、

砂岩が77%以上 を 占 め 、 次 い で安 山岩が多 い。 平坦 な 面 と 側面 と に 使用 に よ る 磨痕 や 敲 き 痕、 凹 み が

あ り 、 こ れ ら の使用痕の組み合わせ と 位置 に よ っ て 、 以下の よ う に 分類 し た 。 な お 、 4 類 と し た も の

は 、 叩 石 と し て 一器種 を 設定すべ き であ っ たが、 便宜上 こ こ に 含 め た 。

1 類 平坦面や側 面 に磨痕があ る も の で、 使吊痕の組み合わせに よ り a � c に細 分 し

l a類 磨 痕 だ け が確 認で き る も の。 A 区 10点、 B 区 6 点 の 合計16点 出 土 し た 。

lb類 平坦面 は磨 痕 だ け 、 側 面 は磨痕 と 他の使用痕が確認で き る も の。 A 区 5 点、 B 区 2 点 の合
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7 点出士した。
1c類 平坦面は磨痕だけ 、 側 面は磨痕以外の使用 痕が確認できるもの。 A区2 点、 B 区 1 の合計

3 点出土し

2 類 平坦面に磨痕と凹みがあるもので、 側面での使用痕の組み合わせにより a · b に細分 し

2 a類 側 面に磨痕と他の使用痕が確認できるもの。 A 区 7 点、 B 区3 点、 調牲区外 （試掘調在）

1 点の合計1 1点出土した。

2 b類 側 面に磨痕が確認できないもの。 A区1 1点、 B 区3 点の合計1 4点出土した。

3 類 平坦面に磨痕が確認できないもので、 側面での使用痕の組み合わせにより a · b に細分 した。

3 a類 側 面に磨痕と他の使用痕が確認できるもの。 A 区で1 点出士したc

3 b類 側 面に磨痕が確認できないもの。 A区で 5 点、 B 区で 1 点の合計 6 点出土した。

4 類 細長い棒状の自然礫を用いたもので、 線状の敲打痕が確認できるもの。 A区で 1 点出土した。

なお、 平坦面と側面の使用 痕については、 以下のよ う に記号化して一 覧表 （表80) に記載した。

a 磨痕 ー 明瞭な擦痕や、 平滑な面、 あるいは平坦な面を形成している範 囲 。 実測図にはス ク リ ー

ン ト ー ンを貼付。

b 研磨状の凹み ― 敲打の集中による凹みとは異なり、 内面が平坦なもの。

c 楕 円形あるいは線状の敲打痕

d l  粗い敲打の集中による凹みが、 中央部分 に 1 ヵ 所のもの。

d2 粗い敲打の集中による凹みが、 片寄っ た位置にあるもの。

d3 粗い敲打の集中による凹みが、 中央部分 で2 つ以上重なるもの。

d4 粗い敲打の集rf1による凹みが、 2 つ以上離れてあるもの。

d5 粗い敲打痕が散在するもの。

d6 粗い敲打痕が集中して面を形成するもの。

石皿

手の平大よりも大きく扁平な川原石の平坦面に、 磨痕が認め ら れる石器。 A 区で16点、 B 区で 1

の合計1 7点出上したが、 A 区で出士した2 点が接合したため、 個 体数では計16個体となる。 石材は、

砂 岩が76%以上を占め、 ほかに安山岩と礫岩がある。 平坦面と側面で確認できた使用痕は、 磨 石 ・ 凹

石類の使用痕と同 じ 記号を一 覧表 （表81 ) に記載した。

石製品

装飾品2 点 （政状耳飾りを垂飾りに転用したと思われるもの） と用途不明 1 点がある。 いずれも A

区の土坑墓か ら 出土している。

砥石

試掘調在の際 に A区内か ら 2 点出土した、 いずれも泥岩製で磨痕や擦痕が明瞭 に 残る。 表 土や盛士

層か ら 出士しており、 金属用の砥石と思われることか ら 、 新しい時期のものと判 断した。 このため、

図示せず、 （表83 ) の掲載のみにと どめ

5 )  石器に関 し て は、 大下明 • 佐野康雄氏の指導 疇 助言 を 得 たほか、 ：：：：島誠 （ 当 セ ン タ ー ） の協力 を 得 た 。

6 )  鈴木康て氏の定義 （鈴木1995) に な ら っ たが、 微細 な刺離痕の長 さ や幅の値 は 、 当 遺跡での傾向か ら 設定 し た 。
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( 3) 遺構一 覧表、 遺物観察表、 遺物実測図 に つ いて
遺構一覧表
O遺構の検出層位は、 基 本層序 と 検出面で表し、 II1 層上 面で検出した遺構の場合 「 II1 上」、 V1 附 上面

で検出したが、 その上 に 堆積していたのがW 層 ( IV 層基底面検出） だっ た場合 「 II 基」 など と 表記
した。

O遺構の規模の単位はm であるが、 （ したものは、 全形が確認で き なかっ たため 、 を

測 っ たものである。

O土坑断面形は、 断面の形状 ( A - C ) と 、 上面での短軸長 と 深 さ と の比 ( I - 6)、 底面 ( a - C) 
と 壁面 ( 1 - 3)の状況の4 つの文字で表示した。

底面の形状の模式図
A 丸い B 平 ら c 尖 る一 一 ＿ 

口
深 さ ／上 面 での短軸長 1 - 0.3未満 2 - 0.3-0.7未満 3 - 0.7- 1.1未満 4 - 1.l-l.5未満

5 - 1.5以上 6 ー 不明

底 面 の状況 a — 丸いか平らの ま ま b ー 底 が 2 段になる c — 底 面 が 凸 凹

壁面の状況 1 ... 壁が開 < 2 - 墜が直立に近い 3 ー 壁面に段 が ある

O遺構の切 り 合いは、 「新 ＞ 占」 の関係を示す。
O遺構の埋土は、 堆積状況を次のよう に 表示 した。

A ー 埋土が単一層 B ー ほ ぼ水平な堆積 C ー 中 央が U 字状 に 凹 むような堆積 D ― 凹 み

が偏 っ E ー ブ ロ ッ ク 状に :上層が入 り 込む堆積 F ― 最上層が掘 り 込んだ状態 と なる
もの G ー 柱根状の士層があるもの H ー その他

土器観察表 ・ 遺物出土量
「No.」 は、 本文中 の通 し

ある。
0 「地 区 ・ 遺構」 は、 遺物が出土した調杏区画若 し く

「整理No」 は、 発掘調府 において遺物を取 り 上 げた際の登録 番号で

、 複数の地区や遣構から出土した遺物
が接合した場 合 に は、 複数の地 区や遺構を記入している。

0 「層位」 は、 包 含層出土の場合基本層序 番 号 ( I · II など） を、 遺構出土の場合埋土の土層 番 号

( 1 · 2 など） を記人した。
O士器の観 察 表 に ある、 「口径」 ・ 「器高」 ・ 「底径」 の単位はcmである。 縄 文土器観察 表 では 「備
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考」 に記載し た。
0 「残存率」 は、 口縁部残存率 (x/12)を計測 した（宇野1992 ) もので、 1/12 以下につ いては1/12 に

切 り 上 げた。 縄文t器観察表では 「備考」 に記載し

O縄文土器観察 表の 「調整」 は、 外面／内面の順に記載 し た。
O縄文士器観察表の 「文様」 は、 沈線 ・ 刺突 • 隆帯などと記載 し 、 その幅や径を （ ）内に記入 し

単位はcmである。

0 「胎士」 に記載 した含有物は、 肉 眼で識別 したものである。
0 「色調」 は、 外面／内面／断面の順に色名 を 記載 し たが、 い ず れも同色の場合は区分 を せず 、 色名

を 一つ し た。

石器一覧表
0 「No」 「整理No.」 「地 区 ・ 遺構」 「層位」 は、 土器観察表と圃 じ である。

「石材」 の鑑定は、 肉 眼観察によ り 三 島がtに行い 、 春日井が補助 した。
0 「長 さ 」 ・ 「幅」 ・ 「原 さ 」 の単位はcmである。 ま た、 「質量」 の単位は グ ラム であるe 「 刃 角 」 の

単位は度であるが、 小数点第 1 位以下は切 り 上 げた。 なお、 欠損 している場合は、 （ ）内に残存
値 を 記入 し た。

O摩耗痕や線状痕の有無は、 ル ー ペ ( X 10)によ り 行っ

遺物実測図
O遺物の断面図は、 縄文土器 ・ 士 師器を開塗 り 、 須恵器 · 灰釉陶器 を 白 抜 き と し
0石器実測 図 中のス ク リ ー ン トー ンは、 摩耗痕の範囲 を 、 実線は線状痕の方向 を 表 し ている。 ま た、

石器や剥 片の側縁に微細な剥離痕 を 観察 した場合は、 その範囲 を 平面図の横に示 し た。
O剥片石器の自然面は ド ッ ト、 節理面は一点鎖線で表 した。
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第 3 節 中 111:以降

( 1 )  遺構

巾 Ill:から i!i:111:にかけての迫けは、 \I-< · Bl-<!:: b 確品で き て い な い こ れ よ り も 新 し ＼ ヽU,?l!JJの近構

と して は、 徳111H1兒Hl;t.1i孔と息われる I芹fl に1刈述する此梢がある S0501-SD和1、 SD506、 Sl.1507

と し た溝状ii!111がそれである こ れ らがい1:ii'JI柑は 、 肘，10.25Ill -0.35 OI 、 深 さ 0.05111-0.2401で、

SD501 とSD502が並び こ れ ら と 1(し父する）沖1にSD503、 SD5<lI、 SD506. SD50iが-1,u して並んでい

る 溝状迎情のl�輪）11i•Jは、 』如itrrJ> I·. 地 ,�_ ,,ki と ）jf:(が ·炊しており ． 水1111#作 に1平う b の と J5•え ら

れる。 ま た 、 こ れ ら の溝状n格に 切 ら れ て •Ti機のIf\痕 を 1iE血にりし十 I.JiL状の穴 1SK5011-SK508、

SK5l6、 SK51S、 SK521、 SK531l が(U1,す る ,. Ji(状の�·(か らはピニー ルがIii I. し て お り 、 消状迅

構は明らかに現代の ものと名えられ、 ,f(憫（こよ り ｛がり） り 迅I』しをlrった後｀ 水Ill と し て利JI)していた�1

の も の と思われる

このはか、 SK52.tからもガラス瓶がIii L しており 、 現代11).ii'll/4 と息われる

( 2 )  中世から近世の遺物 （図22 ・ 表 7 · 8 )

,\ Ii. で11h.• 13(><'で 2 .'.'!.、 •鵡1tli.外 （試掘潟介） で 7 点の合、，t21点111 1: し た Bli. でのIll I.I,, が41

•常に少ないのが枯徴的であり 、 叩Itから近世にかけてのBl�.の I:地利ll)が乏しかった II「能t1.かとえら

れる 1< I. I I !Ml から DI b �'! にかけてIllJ: して＼ヽるが、 .w:において 111 b k·I と してJflり lげた迅物

は、 1111'1をぶ＆した 11f能性が,:·sい I: 価器皿• 山茶碗 . J<.11 茶碗 ・ 施fll1 �\J悩 ． 磁岱が/II I. したが事 沿

H心,1の籍釉凶岱片が/1! も 多 い こ れらの中で接合したものは •つもなく 、 /11 1況t物の人さ さ も 2c圃

＼
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図21 耕作に関運する遺携 (S:1/200)



32 

角 よ り も 小 さ な も の が多 い。 口縁部あ る い は底部が残存 し 、 特徴的 な も の を 3 点 図 示 し た。

1 は、 山 茶碗の 口縁部 片 で あ る 。 口縁端部で外反す る 。 12批紀か ら 13世紀 頃 の も の か。 2 は 、 天 H
茶碗の 口 縁部片 で あ る 。 口縁端部で外反す る 。 15世紀末か ら 16世紀前葉頃 の も の か。 3 は 、 近世の広

東茶碗の底部 片 で あ る 。 内 面 に は 五弁花が、 外面 に は 圏線が呉須で描か れ て い る 。

器 合計
禾碗 碗

破 片 数 1 1 1 6 ゜ 1 2  破 片 数 ゜ ゜ 2 
％ 8. 3 8. 3 8. 3 16 .  50 ゜ 99.9 ％ ゜ ゜ 100 

個体数 (x 12) I ゜ ゜ 1 2 ゜ 4 個休数 (x 12) ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
．．． 

％ 25 ゜ ゜ 50 ゜ 100 ％ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
]. 3 3. 8 2.9 7 1. 5 (g) 0 2.9 7 . 4 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 0. 3 

3 74. 6 ％ 0 28. 2 7 1 .  8 ゜ ゜ ゜ 1 00 

調査区外 天 目
ヽ . - . - 一 . . 一幽し—よ

（試掘調査） 茶碗

破 片 数 ゜ l 1 3 
％ 0 14. 3 14. 3  ％ 4. 8  14. 3  14. 3 

個体数 (x 12) ゜ 1 1 ゜ ゜ 1 3 個体数 (x 12) 1 1 l 
％ 0 33. 3 33. 3 ゜ ゜ 0 33. 3 99.9 ％ 14. 3  14. 3 14. 3  

質量 (g) 0 8. 4 9.5 ゜ 0 2. 4 2. 質量 (g) 1.  3 1 5. I 19. 8  
％ 0 36. 2 40.9 ゜ 0 10.  3 1 2. 5 ％ 

8 中 世 か ら 近世の陶器観察表

No. \ �Noll It悶構: \ 唇 I 器種 口 径 I 器 輝
率 胎土 焼

成 色調

1 IX40- l l  TPl l  I II I 山茶碗 I ロ ク ロ 撫で I 19. 0 

三

挿図 1 版
図

I 
備考

調在区外、

I 
， A 区南側

22 : I 
＇ 

7 第 3 地点

22 7 底部片

2 I Xl8 I TP23 I不明 I 犬目茶碗 l ロ ク ロ撫で1 12 . 6

- ' 5 .  6 3 I 90 I I W4 i m b  I 広 東茶碗 I ロ ク ロ 撫で 良 I
17、 白 灰 白
, - ぷい黄橙

,.
 
:c̀

 
ヽ

゜ 5
 

10  15cm 

図22 中世か ら 近世の陶器
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第 4 節 占代

この時期のii'.11/1,は A 区 に は な < . BlがのSl)508と したCitぶ流路と 、 S0508の東,, jで検II\ した J:J1t 2 
ぶを検Illしただけである し か し、 屯機によるle r. 及ぴ磁 l:�1の除l:· 後、 111 b�'1 l·.ir,1においては道情

検11111'. 叉を1rっていないため、 時期心JI!: Lた迅情の1心、 •1(安時代の逍惜が含 ま れている uf能竹が

ある

( 1 )  自然流路 （図23)

検出状況 Blか,,央を泊ltJjJi,Jに流れる流路である 旧 b�'l�令1、·•後に検111した逍1/11であるが、 1:11'1類

lfliでの観序ではill bll'Iを削っている こ と を籟ュした �:l'f.lえ内で検Ill した艮さ は約32mであるが. JI 
m�:!1)1IJ北に さ ら に廷ぴている t.1は2.8m-62m、 深さ はIi)深部で0.37111である Jfl\ I: は概ね n'lに

分h、1で き . n'111).'.l.\!U I: は紗tlに甜んでいる 北祁の東�Iにおいては、 SK676とSK677を検Ill し た

ま た、 この流路は， S0509の上祁を流れて お り . SDS09が ・ 1 1.Jfll.没した後に形成された ものである

2
A
l

 ' ,, 

A
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� 戸 3

A' 
318.0<n 

� 

亭葦〇゜ 5
 一

m
 

o
d
 

ー
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I 10\R:: I 'II I ベベ,11,11 輸iりなL if 1 ,  ● J: いの囀9 角霞多く :t!; Sl>がし"' t.? :�\ 3 ! .'1\111紗n I IAflなし や�·緯凶 1110.,Jt�.,.. 角霞. if四a�
1'1"1'し:t!r "'"'" ... 

J �H 1 •• 1 ヤベ， 11, n � べ心1る lflOnaJi t"憂約l't1'しt<!; 8b'II 

土層因゜ Sm 

図23 $0508 (平面ー$:1/200、 土層ーS:1/100}
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出土遺物 （ 図 24 ・ 表1 1 ) 埋 土 中 か ら 出 土 し た 遺物 は 、 縄文t器 • 石 器 ・ 土 師器 ・ 須恵器 ・ 灰釉 陶

器 · 植物遺体な どがあ る 。 皿 b 層 を 削 る よ う に 流路の肩が確認で き た こ と や灰釉陶器が 出 士 し た こ と

か ら 、 平安時代の も の と 思 わ れ る 。 こ の た め、 SD508 と し て取 り 上 げた 縄文時代 の 遺 物 は 、 皿 b 層 か

ら 流入 し た も の で あ る 可 能性が考 え ら れる 。 し か し 、 打製石斧がSD508埋土 中 か ら 多 く 出土 し て い る

こ と か ら 、 SD509が埋没 し た 後 も 谷状の浅い 窪地が残存 し 、 そ こ に 堆積 し た 士 を SD508埋土 と し て掘

削 し た 、 あ る い は 、 SD508が縄文時代か ら 存続 し た も の で あ る 可能性 も わ ず かな が ら 考 え ら れ る 。 こ

の た め 、 縄文時 代 の 遺物 に つ い て は 第 5 節 で触 れ る こ と と す る 。 な お 、 大型植物化石が多 く 出土 し た

た め こ れ ら を 同 定 し た 結果 （ 第 4 章 第 2 節） 、 モ モ 核が最 も 多 く 、 ト チ ノ キ が数点確認で き た。

時 代 の 土器 は 、 土 師器 4 点、 須恵器 6 点、 灰釉陶器 4 点が出土 し た が、 こ の う ち 7 点 を 図示 し た。

4 · 5 は 土 師 器甕 の 口縁部片 で あ る 。 口縁部は短 く 、 頸部で強 く 外反す る 。 6 は 須恵器杯の

片 で 、 比較的外に 開 い た形態の も の で あ る 。 7 は須恵器甕の 日縁部片で、 強 く 外反す る 。 8 は 須恵器

甕 の体部片で あ る 。 土師器 と 須恵器は 9 世紀前半代の も の と 思わ れ る 。 9 · 10は灰釉陶器椀 の 口 縁部

片 で、 口 縁端部が外反す る 。 灰釉陶器は黒笹90号窯式に比定で き 、 9 世紀後半か ら 10世紀初頭の も の
と 思わ れ る 。

時期 層 位的 に は Ill b 層 よ り も 新 し く 、 出 土遺物か ら は 9 世紀か ら 10世紀頃の も の と 思 わ れ る 。 し か

し 、 縄文時代の土器や石器が多 く 出 土 し て お り 、 縄文時代 か ら 谷状の窪地 と し て 存在 し て い た 可能性

も 考 え ら れ る c

( 2 )  土坑 （表 9 )

SD508の 東 肩 部 で 、 SK676 と SK677の 2 墓の土坑 を 検出 し た。 SK676埋土 か ら は 土 師 器 ・ 灰 釉 陶 器
が、 SK677埋士か ら は 灰 釉 陶 器が多 く の｀堅果類 と と も に 出 土 し た こ と か ら 、 平安時代の 遺構 と 判 断 し
た 。 ま た 、 出 t し た 堅果類 を 試料 と し て年代測定 を 行 っ た と こ ろ 、 い ずれ の 士坑 も 平安時代 の 年 代 を

ll
 

。 5
 

1 0  1 5cm 

図24 SD508出土遺物



示 し た （ 第 4 章第 3 節） 。

SK676 (図25)

検 出 状況 SD508 を 掘 削 中 に 、 ト チ ノ キ の

種子片 が多 量 に 出 」： し た （ 第 4 章第 2 節）

た め 、 そ の 出 土 範 囲 を 確 認 し た と こ ろ 、

SD508東肩部 に お い て長 方 形の プ ラ ン を 検

出 し た 。 埋 士 は 2 層 に 分か れ 、 1 層 か ら

上 師 器 や 灰 釉 陶 器 、 ト チ ノ キ の 種 子 片 な

ど が出 土 し た が、 2 層 か ら は 出 土 し て い

な い 。 壁 面 は 非 常 に 緩 や か な 傾斜 で 、 段

を 持 っ て 底 面 に 至 る 。 底 面 は 2 基 の 上坑

が童複 し た よ う な 状 況 で あ り 、 埋 土 の 堆

積状況 も 1 層 が 2 層 を 掘 り 込 ん で い る よ
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備 考

3甚の土坑の切り合い ？ トチノキ種子多数出土

複数の士坑の切り合い ？ トチノキ種子多数出土

゜ 2m 

1 JOYR3/l 黒褐粘質士 やや締 ま り な し 。 種子類多 く 混。 礫 含 ま な い。
2 7.5YR5/3 に ぶい褐粘質］： やや締 ま り な し。 径 1 cm以下 の亜角礫を

少 し 含む 3

3 7.5YR5/4 に ぶ い褐粘質士 やや締 ま る 。 礫含 ま な いo VI層。

図25 SK676 (S=1 /50) 

う に も 見え る 。 こ の た め l 基 の 土坑 と し て扱 っ て い る が、 2 - 3 桔の t坑が重複 し た も の であ る 可能

性 も 考 え ら れ る 。 ま た 、 底 面 の 東側 に は 、 長楕円礫が底面 に 接 し て 出土 し て い る 。 こ の礫 に は 、 加工

痕や使用痕 と 思わ れ る よ う な 痕跡 は 、 確認で き な か っ た 。

性格 検出 し た 場所 は 、 自 然流路の 東 肩 で あ り 、 こ の傾斜 を 利用 し た 施設 と 考 え ら れ る 。 ト チ ノ キ の

種子が多鼠 に 出 土 し た こ と と 結 びつ け れ ば、 ト チ の 実 の 加工 に 関連す る 施設 と 言え る 。 導水路的 な も

の が確 認で き な か っ た こ と は 問 題点 と な る が、 自 然流路に 接す る 場 に あ り 、 ト チ の 実 の 皮 を 剥 き やす

く す る た め に ふ や かす 施設か、 あ る い は ア ク 抜 き を 行 っ た 施設の 可 能性が考 え ら れ る 。 渡辺誡氏 が ま

と め た ト チ モ チ の 加工工程 （渡辺1975) に お け る 、 「ふ や か し 」 若 し く は 「水 さ ら し」 に 相 当 す る エ

程であ る 。 出 士 し た ト チ ノ キ の種子 に は完形の も の は ほ と ん どな く 、 種皮の破片 ばか り で あ り 、 こ の

土坑近辺で 「皮 む き 」 の エ 程 も 行 わ れ て い た と 推 定で き る 。 土坑内 に ト チ ノ キ 種子片が多量 に 出士 し

た 理由 と し て は 、 ふ や か し た 実 の 皮 を そ の場で剥 き 廃棄 し た か 、 SK676が使用 さ れ な く な っ た 後 に 、

別 の 水 さ ら し 施設 に 浸 け る た め に剥 かれ た ト チ の実の種皮が、 廃 棄 さ れ た 可能性が考 え ら れ る 。

出土遺物 埋 土中 か ら 出土 し た 遺物 は 、 土師器 と 灰釉陶器、 ト チ ノ キ の 種子 片 な どであ る 。 士 師 器 は

甕 の 体部片で、 灰 釉 陶 器 は 椀 の 口縁部片 で あ っ た が、 い ずれ も 小 片 の た め 図示 し な か っ た 。

時期 ト チ ノ キ の種 子 を 試料 と し た 、 放射性炭素年代測 定の結果 （ 第 4 章第 3 節） と 出 t し た 灰 釉 陶

器の特徴か ら 、 9 世紀後半 か ら 10世紀前半頃の も の と 思わ れ る 。

SK677 (図26)

検 出 状況 SK676 と 同 様 に 、 SD508 を 掘削 中 に ト チ ノ キ の種子が多量 に 出 土 し た た め 、 し た 士坑
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である ゆ の ,'/.ち I·.が り は飛1/(に近く 、 Ii( 1Dl はほ をiふつ
JII\ I: は 2 ''1 に分M し た が、 ・部雌』時に掘り·I"ざたため 、

1�, ぶ し た状態で饉＆ し た， 底tfriの状況か ら は. 2 ふの I;坑
IJ> ,T(HIである•f能性が 月えられる なお 、 11°£1111 には作状の

木限品と木J·\·が穀かれた よ う な状態で111 1: した

性格 検出場所やりII況t物のSK6i6と の Jt辿性、 麻1/iiに,!(Jt
と 悴状＊製品がIll I: し た こ と か ら・ トrの火の 「ふやかし

あるいは 「水さらし」 にIllいた論よと思われる

出土遺物 （図27 ・ 表11) 雌 1:•I• C I .li1 > から /JI l: した追

物は、 灰袖困沿と 卜 ·I· ノ キなどの怜(-類である J'Ji. flhl:!J 協

は 3 lUII I: し た が、 ,.. , ・似l体/j·で接令した 底1/iiから111 1 .

した木閃品は、 出悼[.. J定の結果 （第 I ,<;t祁 I節） ヒ ノ キ 科

ヒ ノ キ属、 ,\,:I\は ト チ ノ キである.: とが巾,,,1した

I I は、 J火袖囚笞椀で、 n籍端部が外以し 、 ·. 1l lHRt'ff1 

を 貼 り 付 け る 体祁外面には(111転ヘラ削り 』裕を始してお

歪1

318m 

--
泣

3

。 2m 

I 2.'i\ R3 2 !r.Jl�n I. べ•ヤ嶋J 4 ltfl»J< 
況 II':'\'よない

Z 10\RI Z .._11,lll I <•<•Mn • t •> ., 11 If 
, ....,111-の1'111'を少し:'\'!,

: I IOYRl I 掲帖n 1 嶋1'>"' Ill:'\'1 ない
,,w 

図26 SK6n (S冨1/50)

り 、 !.(' ,怖90サ烹式i'i し く は折1 153り唸人の古い段陪の も の

と思われる。 底部外面 は ·J<iltで書 (,、r.t1内1fii1.:!.(I.い染み状のものが確4で さ る こ と か ら、 転Ill硯の可能

代があ る。 12は、 底1/iiで111 1 した木�i品である 表面は潟ftしているため. JJ11 1: 狽は雑品できない

残付する11 さ は29Acm 、 船I紐m、 1•1. さ l.Oc111で、 断1/11長）i形である

時期 ト チ ノ キのHげ·を 、.tnと した、 放肘tt炭K年代il!II定の粘米 ( � ., 衣筍3節） とm 」； し た)-J<.袖囚
ねから 亀 9 llt紀後'1"· -lOIII:紀ttiり）llftttiの ものと．思われる

( 3 )  古代の遺物 （図27 ・ 表1 0 · 11)

＆含�'!から1111. した占（しの直物には、 げ,�?.;;完、 狐糾が1· . �、 I火釉困器椀 · Ill · '<>'知などがある

llJ bM/ 1 1 1: と して 取 り tげた も のが多いが、 巾lりのJ•z; と '"'様に 0 �'1あるいは皿a Ji'! をよ』した11]'能
ャしが岱い 111 1: した 上召は,1ヽJ',·が 多 く 、 2 成のみ,�ぷLた

13は、 狐糾岱杯の底部H·である Jj�,1111よ'l
(JIIであるが． ヘラ切り .t<�T.�で あ る こ と か ら . 8 Ill: 紀前

＂しの も の と．思われる. 14は． ガl忠沿売<J)f紅111',·である

讐 !J. 、9 ● ,,.I Cニニフ 13

図27 SK677 ・ 包含層出土遺物

一 --l プ〗
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表1 0

計測方法

破片数

_,, ●9●9● """● "● "●●'�"' 

個休敷(x 12) 
％ 

0
 101
01
01
01
0

 

0
 I 01
 o
 

0
 101
0

 

n。)
61 ,
01,．

 

1t
1
7i

 

-
?-

古代の土器観察表

整理 地区 ・ 唇 器種 I口径 器高 底径 残存 胎土 喜 色調 挿 冒 備考No. , No. 遺構 率 図
! ! § 口 縁部 内 外 面 ・ や や密、 2 mm以 tこぷ い 橙 に i 

4 10342 SD508 2 土師器 ： イ本部 内 面 撫で 、 13. 3 ］ 下の砂粒多 く 含 良 ぶ い 橙 にぶ 24 7 体部内面に
甕 体部外面刷毛 H む い橙 炭化物付着

5 1 0306 SD508 2 士師器 口縁部外面撫で、 15. 0 1 や や 密 、 1 mm以 良 褐灰 灰褐 褐 24 7 1  
甕 内 面屈lj毛 目

網砂粒わずかに含 床
: 

6 108531 SD508 1 須恵器 I 口 縁 部 内 外 面 ロ17 9 1 し
む

] 良
＇ 

灰 24 7 9 世紀前半
杯 ク ロ 撫 で 代

7 I 10 736 SD508 1 須恵器 口 縁 部 内 外 面 ロ 23. 8 1 密 、 非 常に細か 良 I灰 灰白 黄灰 24 7 9 世紀前半
甕 ク ロ 撫 で い砂粒含む 代

s 1 10301 SD508 1 須恵器 体 部 叩 き 、 内 面 密、 （）書 5mm以下の 良 灰 白 24 7 9 世紀前半
甕 に 当 て具痕 砂 粒 含 む

' : ： 代
' nヨ邸. � 

灰釉掬器 口 縁部 内 外 面 ロ 密、 1 mm以 下の オ リ ー ブ灰

1
24 

云 .JV 、J "'、
9 1 0854 SD508 1 

椀 ク ロ 撫 で 1 8 .  6 砂粒少 し 含 む 良
灰 黄 灰 白

7 式 ～ 折 戸 5
i i 3号窯式

口綽部内外面ロ ク I I密 1 mm以 Fの
I 1 24  

黒笹90サ窯
10 10302 SD508 1 灰釉淘器 ロ 撫で、 体部外面 20. 2 I - l. 3 

＇ 砂粒少 し含 む 良 灰 白 7 式 ～ 折 戸 5
椀 回転ヘラ削 り ＇ 3号窯式

1030 7 
SK6 7 7  1 

I 

灰釉
椀
掏器

口縁部内外面 ロ ク I · I , I 11 10309 ロ 撫で、 休部外面 16 '
1

5 4 8 6 3 密、 1 nun以 ドの 良 I
I

灰 白 l火 オ リ 2 7 黒笹砂窯

10354 
回転ヘラ削 り 、 底

. . ' . 砂粒少 し含む ー プ 灰 白 式
部外面撫で I I 

， ！ 底 部 内 面 ロ ク ロ 密 、 非 常に細か1」良 I黄灰 7 I s 枇紀前半
13 10133 II F22 ill b 須恵器 撫 で 、 外 面 ヘ ラ 6

.
8 2 7  

［ 
I 無台杯 切 り 未調整

い砂粒含む i代

1 4  x1 7 I No.20 不
明

I 須恵器 体部 叩 き 、 内 面，1 密 1 mm以下の 良 廣黄灰
褐

褐灰 灰＇I 2 7  7 9 世紀前半
甕 Iに当 て 具痕 砂粒含む 代

表1 1
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第 5 節 縄文時代

A 区 ・ B 区 と も 縄文時代の遺構 ・ 遺物が最 も 多 く 、 竪穴住居跡や土坑、

溝

状遺構 を 検 出 し た。 調 介

で 出 土 し た 遺 物 の 多 く が、 縄文時代の も の で あ る こ と か ら 、 遺物 を 伴 わ な い 時 期 不 明 の 土坑 も こ こ に
含 め た 。 し か し 、 古代以降の時期 に 降 る も の も 含 ま れて い る 可能性があ る 。

( 1 ) 竪 穴住居跡
A区 に お い て 、 竪穴住居跡 を 8 軒検出 し たが、 B 区 で は確認で き な か っ た 。 竪穴住居跡 の 時 期 は 、

早期末葉 ］ 軒、 前 期 後葉 3 軒、 中 期 中 莱 l 軒、 中 期 後葉 2 軒、 中期末葉 1 軒で あ る 。 確認順 に 遺構 番

号 を 付 け て お り 、 以 下 番号順 に記載す る 。

SB 1 ( 図28)
検 出 状況 A区東部で検出 し た 、 石 囲炉 を も つ竪穴住居跡で あ る 。 ill b 層掘削後に V 層 上 面 で黒褐土

の プ ラ ン を 検 出 し た が 、 こ の周 辺 に は W 層 の堆積が明確 に は確認で き な か っ た た め 、 ill b 層 基底面の

遺構 と し た 。 南側 を段切 り 造成 に よ り 削 り 取 ら れ、 北側 の 一 部 は試掘調在の際に掘削 し て い る 。 試掘

調 在時 は 、 竪穴住居跡 の 可 能性 が考 え ら れた が、 ご く 一部 を 確認 し て い た だけ であ り 、 士坑 と し て 扱

っ て い た 。

確認 し た プ ラ ン は 、 不 整 円 形 で や や 歪 ん だ形態 であ る が、 西 壁 か ら 北墜 の プ ラ ン は径約 1.6 m の 円

周 上 に ほ ぼ重 な り 、 こ の場合の 中 心 は石囲炉の手前側 の炉石 と な る 。

埋土 基 本的 に は ほ ぼ水平な堆積であ る が、 一部攪乱 を う け た よ う な堆積 を

壁 v 層 を 掘 り 込 ん で い る が、 遺存状態 は よ く な く 、 検出面か ら 0.03 m �O. I6m残存 し て い る だ け で

あ る 。 最 も 残存状態 の よ い 西 壁 で は 、 掘 り 込みが明 瞭であ る が、 壁 面 は 傾斜 し て い る 。

床 ほ ぼ平坦 であ る が、 や や 凹 凸 があ り 、 石 囲炉の奥側 で は や や傾斜 を 持つ 。 石 囲炉の北側 か ら 奥側

に か け て と 、 南 側 に は やや硬化 し た 部分があ っ た が、 明 瞭 な貼 り 床 と 言え る も ので は な か っ た 。 硬化

し た 部分の上 面 で は 、 少屈の炭化材が出土 し て お り 、 硬化面 が床面であ れば、 焼失家屋の 可 能性が考

え ら れ る 。

表1 2 竪穴住居跡一覧

I I 地区 1 出: i 平面形

三

ロ
(4. 6) 

(4.3) 4. 42 

4. 58 (4. 

4
. 『86 I \2. 46) 2. 

備考 （切り合い
関係）

(6. 22) は頃 N36゜ W 1 層 A Cl群土器 < S�78ぷW豆
(17. 5) I不明 I 1 層 Al謬土器、 石 IくSBZ

(9.ol I不明 ? 1z2群土器 くSB2
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沢13 SB l 床面検出SP一覧

潰囀 糧類 平面形
長輪ー立「 藷軸十應長軸{―

m

底)T面短籍 「 深さ 1 
冨面形 壇土 出土 霜考（切り

ぬ 地区 遍檎 時期 合い関係）

lヽ'I I Kl� ,Jゞ べ 9ヽ Pl蒼； 0. 31 O. ?  0. 22 I 11.W I 11. 1 1 1 \:!al ＂喝 ＼＇（埠 tー と 中閏穫急
�,·2 I Ritt tt;·( 1:,Pm 11. 31 ll. 2i (I, 21 I II. Ii ti.:11 1 116n i I Ii \ な し 巾閉飩免

lヽ':l I Rafi •Iゞ 'i, ＂も o.zr. 0.25 0.22 0. 2 11.0:11 lりl o� l llf  \ m I Z: -I渭I
lヽ'I I RI� 、I•穴 1-,Pm 11. 松 0. 2fi II.?? 1), 1リ H.ON7 ll2nt 11 1'1 \ な し イりl
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主柱穴 床川iでは 10),tll) 小火を検Ill しているが． 竪穴,��跡のt軸及び中心点 と ()) 1:1. ,rt関係から 、

SP 2 · SP 6 · SP 9 が HI:穴 と 8 えられる よ械,.l1 kl,tに よって削 .,� した部分に 、 も う I ),�のtiぷ： を

患定すれば i:..tl,'(は I J!; と な る， ·b•l/>W§Rで検＂几たSPI3ば 硬距旬を�tょ して検Ill し た も のでぁ

り ． 竪大l�IH玲を1青染する Ii仰）辿I/Iiである..「能付 も とえられる

,i面で検Ill したはか1/)小'i,;は. f>'l.ifllこ規則的なも のは必められず． 忙格は心JIである このため、
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ほかの時期の追構である 11J能性 も ぢえ ら れ る

炉 （図29) f相罰の 奥煎寄 り で1jlJij 炉 を 検/l\ し

た 長 さ 0.83m 、 幅0.79m 、 深 さO.J5mの掘形に 、

6 個のJI I IJ;(1 i を 長方形に 配 i荏 し た も の で 、 炉イi
に は被熱に よ る 赤色化や割 れが認め ら れ た か

内 部 に は焼 ,._は堆積 し て い な か っ た が、 JIH I: o) 

2 �·1 は被然に よ り 変 色 し た可能性があ る 手前

側の炉ィiは 、 扁 ‘ド な 川 原石 の平Jfl.な 面 を 上 に 向

け て 、 奥 と 両 側 の力j,{jは 、 糾11乏い扁平な川原石

の平JI! な lfii を 内 に l••J け て inい て い る 。 奥 と 両 側

の叩 i と の1/IJの 園 に は 、 小 さ め の細長い 川 原 石 を 立てている 。 こ う し た 炉石の配 irt を す る 例 と し て は 、
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党之 f·.追跡27 引u,;-跡 ( } i 1 1 1 · 大野 1997) が

あ る な お 、 想 定 し た 住屈の中心点は 、 イi圃

炉の 和iり側 の炉 石 と な る。

出土遺物 （ 図31 ) 縄文土器33/:( 、 イi器 8 点

が 出 I: し た 迎物のIL\土状況 (I又130) は 、 炉

の北か ら 西側 に 多 く 、 こ の う ちC3群 A 知の .1:

器 ( l 7) が 、 床 1Jり か ら やや 浮 い た 似j さ か ら Ill

I: し た （写真 2 ) 縄文上器は 、 前 期 後 平の 1 -.

器が221群 a 類 2 点、 f l 類 1 .a.'.( 、 gl 矧 I ,i.'.(の 1

1せ 、 中 期 木 染 がC3群 a 類 7 .a.'.( 、 )IM a 類 8 .'位、

写真 3 C3群 a 類口縁部 (17) 側面 ・ 内面

胴 b 類 l 点の 16.'ば、 時期心リlが J 群 a 祖'i 2 、点、 b 類11点の 13.点であ っ た， ィ i器は 、 序石 ・ PH,類 l 、1バ、

R F l 点、 �fF 2 、点、 成lj)\·類 I .点であ っ た。 ま た 、 SP l と SP 3 か ら はC31tf D2類 、 J 群 B 類がそれぞれ

］ 点ずつ1HJ: し た。 追物 の 多 く は、 JI[l中か ら 什I I: し た も のであるが、 中 JUJ木染の t:.器は 、 1 7に接合

す る か 、 lu] ·個 体 と 息 われ る も のが多い 前期後 ‘ドの I:器は 、 ill人 と 息われるっ

15は221洋 a 類で、 I I緑部が直線(1りで外に 開 く 1 1縁端滞は l·妓竹r,: 1こ よ り 刻 み 、 L I縁部外l川 に も T·
戟竹竹 に よ る り11 ,J I き 沈線 を 施す 16はZ2群gl類で 、 1 1縁祁が強 く 1J、Jf牙す る 器形で 、 縄 文地 に 細 い 突

術 を lli'i り 付 けて い る 。 17はC3群 a 類で 、 18-20は [,i] 伽I f本 と 息 わ れ る 4 単位の 山 形 I I綽で 、 1 1縁

部令lfti に 粘 i:·m= を 袋状に貼 り 付け 、 I I縁端部に 1fii を 作 り Illす I I縁 部1J、J I面 に は 、 盗受け状に條僻を巡

ら せ る ('1j'. f[ 3 )  - I I縁端部や 1 1縁部外lfliに は 、 1 り 形の,·,: を 持 ち 、 こ れ を な ぞる よ う に 複 数の沈線に

よ る I ' I 形や S 字状の 文 様 を 施す ） II叶部は 、 低い條僻 と 沈線 に よ り 逆 U 字状の Ix抽i を 配 置 し 、 内 部 を 斜

行沈線で即める 逆 U 字状の 1-£.仙iの IIIJ に は 、 蕨 r文 や if�f沈線を施す。 1 8は波m部、 19 · 20は JII叶 部 ） t
で、 lx. 1i11j 内 に 1111線 的 な 文 様 を 施 し て い る 2 1 はC3群胴 a 類で 、 ]7 と 1,;J - 111� 休の 11f能性がある J 群

a 類 と し た22は 、 単節のRし縄 文 を 施す

23は 、 磨石 ・ 但l 石類2b類 と し た も ので 、 Ani平な Iり（礫の平坦な l面に 1紆痕が広 < ,認め ら れ る 敲打痕は

平Jtl.1fiiの 片 血 と 側 而 にあ る 。

時期 出 土 し た追物 か ら 中 JUJ .,k 栄 と 判 断 し た 既＃の I·.器編年では 、 東海地）j 西 祁の取組式～ 島 崎 III

式 （増 臼978) 頃 、 近畿地 ）iの北 I
、
I 川 C 式 l 期- 2 期 （泉 1985) に !Jt-行する時期の も の と思われる

SB 2 (図32)

検Ill状況 /\ ix: 中 央 部で検出 し た 、 地 J未炉を持つ PJ 形の竪穴11:J,,:·跡であ る . 3 ..j程度が段 切 り 造成 に

よ る 批猜限 を 受 け て い る が、 [,K伯i近 く はほ ぼ残イf し て お り 、 LOcmほ どの深 さ が残る。 皿 b 附 除 去段階で、

逍 構 と ．思われる 、: ;し＼褐 1-.の ま と ま り を 認め た が、 プラ ン は 碍J I朕で複 数の追構が ifi複 し て い る と ．思われ

た こ れ を 明瞭にする た め ＼．． 粕 I:. ti面 ま で 掘 り ドげたが、 切 り 合い関係を明瞭に す る こ と が で き ず、

'�Fの竪,\:fl:屈跡と し て掘削 を 開 始 し た し か し 、 似終(Iり に は 中 期 後 架が 2 軒 、 前 期 後 栄が I +.Fの合，n
3 1jq: の1��'!'( 11:屈跡が屯複 し て い た こ と が判明 し た こ の た め ,iii JgJ後船の翌穴 住,.,�踪はSH 7 、 中 WI 後

餃0)竪穴住屈跡は新 し い 方 を SB2a 、 占 い も の をSB2b と し て分離 し た な お 、 哩 I". I: 1'1iで はSl\ 133 と

ッI< 134 を 検/11 し た。
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確 認 し た プ ラ ン は 、 SB2aがほ ぽ円 形で 、 SB2bは止確 に プ ラ ン を 把握で き な か っ た が、 床 面で検出

し た周

溝

状 の遺構SD 3 を SB2b に 関 連す る も の と すれば、 不 整 円形 と な る 。 SB2a と SB2b は 、 規模 も

ぽ類似 し 、 炉 の 位 置 も 重複 し て い る が、 位置が数十cmずれて い る 。

埋土 4 層 に分層 し た が、 ほ ぼ水 平 な 堆 積 を 示す。

壁 v 層 を 掘 り 込 ん で い る が、 段切 り 造成の影響 と 切 り 合い 関係の把握 に 手 間取 っ た た め 、 遺存状態

は よ く な い 。 段切 り 造 成 の 影響 を 受 け て い な いSB 6 と 重複す る 西壁部分で は 、 約0.3 m ほ ど残 存 し て

い たが、 ほ か は0.05m -O.l m ほ どの 高 さ し かな い。 最 も 残存状態の よ い西壁で は 、 掘 り 込みが明瞭で

あ る が、 や や傾斜 し て い る 。

床 ほ ぼ平坦 で あ る が、 3 軒の 竪穴 住居跡が重複 し て い た た め 、 や や 凹 凸があ る 。 ま た 、 SB 7 の存

を 十分 に 認識 し な い状態で掘 り 下 げた た め 、 SB 7 の部分は 一段 Fが っ た 状態 と な り 、 SB2aやSB2b

の床面 を 正確 に把握で き て い な い 。 し か し 、 掘削 し て い る段階で は 、 貼 り 床 や 硬化面 を 確認す る こ と

s
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表1 4 S82床面検出SP一覧

埋土
土
物

出
遺 時期 備考（切 り

合い関係）

の犬＇
 溝

周註な

穴

穴

柱
穴

た

壁

っ

柱

T-
T-
SlO

喜＿

げき

I
虞
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I-
I

□
11-
10-
10-
lO

I
ー
ー

9昌
冒
門

に

>SB2 
>SK223 
> SD3 

円 形

楕円形 0.55 
円．形 0.19 I 0.16 
円形 0.22 0.22 
円形 0.21 0.17 

長楕円形 0.39 0.25 
円形 0.23 0.24 
円形 0.4 0.31 
円形 ； 0.32 0.4 

(SD 1 · 2 · 3 ) を 検 出 し た が、 非 常 に 短 い も の で あ り 、 周

溝

と は 断 定 で き な い 。 遺 物 も 少 な く 、 SD 1 か ら SB2a出 土土器 と 詞 一個 休 と 思 わ れ る も の があ る ほ か

は 、 出 土 し て い な い。

主柱穴 床 面 で は33基の 小 穴 を 検 出 し て い る が、 こ の う ち SB 6 やSB 7 に 関 連す る と 思 わ れ る も の を

除 く と 24基 （ 表14) と な る 。 し か し 、 SP37 と SP42は土層観察畔 に お い て 、 SB2a埋没後 に 掘 り 込 ま れ

た も の で あ る こ と を 確認 し て い る た め 、 SB 2 に 関 連す る 小 穴 は 22基 と な る 。 こ の22基の 小穴 か ら は 、

時 期 が判 明す る 遺物 の 出 上が な い た め 、 可 能性 と し て は SB 6 や SB 7 に る も の を 含ん で い る

キ＾柱穴 は 明 確 にす る こ と がで き な か っ た が、 SP34 · 38 · 40 · 41 · 44 · 46 · 47 · 58 · 63 · 64の 10基の

小 穴 は 比 較 的 深 度 が あ り 、 主柱穴 と な る 可 能性 があ る も の と 考 え ら れ る 。 こ の 中 で 、 SP38 · 40 ·

44 · 46の 4 基は 、 を 取 り 囲 む よ う し て い る こ と か ら 、 SB2aの主柱穴 と な る 可 能性が高 い。

ま た 、 SP63 · 64は SD 3 の 底面 で検 出 し て お り 、 SD 3 がSB2b に 関 連す る も の で あ れ ば 、 SB2b よ り も

、 時 期 の 遺構 と な り 、 6 に 関 連 す る 可 能性が考 え ら れ る 。 な お 、 壁 際 で 検 出 し た小 穴 は 、 間 隔

が不規則 で必ず し も 壁 に 沿 っ て い な い こ と か ら き な い が、 壁柱穴 と な る 可能性があ る 。

炉 （ 図33) 住 居 の 中 央 や や北西寄 り で、 地床炉 を 検 出 し た 。 0.4m x Q.35 m の 範囲 に 被熱 に よ る 土 の

変色が認め ら れた た め 、 こ れ を SB2aの炉 と 判 断 し SF5a と し た。 焼土の 周 囲 に は 黒 褐 士 の プ ラ ン があ

り 、 こ れ を SK233 と し て掘 り 下 げ る と 、 底 面 に は 別 の被熱 し たOふ6 m X Q.45m の 範 囲 が認め ら れた 。 こ

の た め こ れ を SB2bの炉 と 判 断 し 、 SF5b と し た 。 し た が っ て 、 SB2a と SB2b は 平 面 的 な 位置 を 若十ず

ら し て い る も のの 、 炉 の 位薗 は ほ ぽ踏襲 し て お り 、 建 て替 え の可 能性があ る も の と 思わ れ る 。

出 土遺物 （図35-37) 出 土 し た 遺 物 は 、 当初すべて SB 2 と し て取 り 上 げて い た。 出 土位 置 と 上器
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1 点、 SD 1 からC2群a2類と J 群 b 類が各1 点、 SP38から剥 片類が1 点 、 SP40から石核と切 目 石錘が

各 l 点、 SP4 1からZ2群bl類が 1 点、 SP4 6から剥 片類が 1 点出土 し

24 -29 · 3 7 · 38はC2群a2類で、 撚糸 文 を 地文と し、 半戟竹管による沈線文 を 施す。 24 の撚糸 文は

1 5cm 

戸

/（ロ

。
口
）

：ロ
ロ

44

こ
ぷ

紛"f.:•‘• 

/!
1 • 

47 

C) 1 0  0 5 

' l  

52 

56 
57 

54 

戸叶 口

0m 62
 図36 SB 2 出土遺物②

゜

46 

59 

53 

5
 

1 0cm 



Lr で 、 半 戟 竹 管 に よ り

連 弧状 の 文 様 を 描 く 。

26 は 底 部 片 で 、 や や 凹

み 底 と な り C2群a2 類 の

底 部 と 思 わ れ る 。 24 ·

25 は 、 胎 土 や 焼成 な ど

か ら 同 一 個 体 片 と 思 わ

れ る 。 27-29 · 37 の 撚

糸 文 は Lrで 、 半 戟 竹 管

に よ り 連 弧 状 、 波 状 の

文 様 を 描 き 、 胎 土 や 焼

成 か ら 同 一 個 体 片 と 思

わ れ る 。 38 は 、 SF 5 か

ら 出 土 し た 土 器 で 、 撚

糸 文 は Rl 、 半 戟 竹 管 に

よ る 縦 位 と 横位 の 沈 線

49 

゜ 1 0  20cm 

図37 S8 2 出土石皿

文 を 描 く 。 30-35はC2

群 b 類 で 、 口 縁部 に横 位 の 隆帯 を 数条 と 、 隆帯間 に連続刺突文 を 施 し 、 頸 部 に は縦位 の 隆帯 を 密 に 施

す も の で あ る 。 過去の 徳 山 地 区 に お け る 調杏 に お い て 、 在地化 し た船元 旧 式土器 と 呼ばれた も の に類

似す る が、 l1 縁 部 に 横 位 の 文様が施 さ れ て い る の が特徴で あ る 。 36はC2群 c 類 で 、 口 縁 部 に 2 条の

隆帯 を 横 位 に施す。 39はZ2群bl類で、 器面が摩滅 し て い る 。

40は 石鏃 l a類 で 、 側 辺がやや膨 ら む形状で あ る C 41は石錐 1 類で 、 横 長 の 剥 片の先端 に 簡単

を 加 え て 、 錐 部 と し て い る 。 42は ス ク レ イ パー la類で 、 側 辺 に 直 線的 な 刃 部 を 持 つ 。 43は ス ク レ イ パ

、 縦長 の 剥 片 の基部 と 側辺 に刃 部 を持つ。 44は 、 表裏面 に 摩 滅が確認 で き た た め打製石斧 2

類 と し た。 し か し 、 ほ かの も の と 比較 し て短い こ と か ら 、 欠損部 を 再加工 し て ス ク レ イ パ ー に転用 し

た も の で あ る 可 能性が考 え ら れ る 。 45は打製石斧 4 類で あ る 。 46 · 47 は 磨 製 石斧 であ る が、 いず れ も

基部が残 る だけ であ る 。 46は 全面 に研磨痕が確認で き る が、 47は 研磨痕が顕著で な く 、 成 形時 と 息わ

れ る 敲打痕が残 る 。 48-51 はRFで、 50は石鏃未製 品 の可能性があ る 。 52-55はMFで 、 52の両端 に は

階段状剥離 が認め ら れ、 楔形石器を 転用 し た も のか。 56-58は打欠石錘で、 い ずれ も 自 然石 を 利 用 し

た も の で あ る 。 59は 磨 石 ・ 凹 石類3b類 で、 平坦 な 面 と 側面、 先端部に 敲打痕が認め ら れ る 。 60は や や

小 型 の 石 III1で 、 扁 平 な 自 然石 を 用 い て い る 。 61 は 流紋岩の石核 で 、 自 然面 が残 る 。 62は 切 目 石錘 で 、

2 方向 か ら 切 目 を 入れ る 。

時期 SB2a と SB2bの遺物 を 分別す る こ と がで き な か っ た た め 、 SB2b の 明確 な 時期 決定 は 困 難 で あ る

が、 炉 の重複やSB 7 に 伴 う と 思 わ れ る 前期 の 遺物 を 除 く と 、 中 期 後 葉 の 遺物 し か な い こ と か ら 、 両

者 の 時 間 的 な 差 は 小 さ な も の と 思 わ れ る 。 SB2a は 、 出 i:遺 物 か ら 中 期 後菜の も の と 判 断 で き る 。 し

た が っ てSB2bの 時 期 も 中期 後 葉 であ ろ う 。 既存の土器編 年 に 対 比 さ せ れ ば、 SB2aは 東海西部 の 中 富

l 式 に 相 当 し 、 近畿地方の船元 ・ 里木式士器様式第 5 様式 a 期 （ 泉 1 988) に 併 行す る と 思わ れ る 。
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SB3 (図39)

検出状況 .\I� 東部で検Ill し た、 地り、かをiャ m b �'1�1':l、ほ隋で近Ill と 息．われる
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ま と ま り を 認め た が、 当 初 2 軒の 竪穴住居跡が重複 し て い る と 思 わ れ た 。 こ の切 り 合 い 関係

を 明瞭 に す る た め V 層 上面 ま で掘 り 下 げた が、 竪穴住居跡は 1 軒 し か な い こ と が判 明 し 、 こ れ を SB

3 と し た。 確認 し た プ ラ ン は不整方形で、 南東部分の壁は検出 で き な か っ た 。

埋 土 2 層 に 分層 し た が、 ほ ぽ水平堆積であ っ た。

壁 v 層 を 掘 り 込 ん で い る が、 最 も 遺存状態 の よ い北墜で約0. 15m で あ っ た 。 掘 り 込み は 明 瞭で あ る

が、 璧 面 は や や傾斜 し て い る c

床 ほ ぼ平坦であ る が、 貼 り 床 や硬化面 を 確認す る こ と は で き な か っ た 。

主柱穴 床 面 で 19 基 の 小 穴 を 検出 し た （ 表15) が、 こ の う ち 中央 の 炉 の 周 囲 に 位 置 す る SP 1 8 · 20 ·

24 · 26 を 主柱 穴 、 壁際で検出 し た小穴 を 壁柱 穴 と 判断 し た。

炉 （ 図39) 床 面 で 被熱 に よ り 変色 し た 範 囲 (0.35m x 0.28m ) を 確認 し た た め 、 こ れ を SB 3 の炉 と

判 断 し 、 SF 4 と し た。 こ の被熱部分の周 囲 に は 、 楕 円 形 に 暗褐土があ り 、 こ れ を SK 1 53 と し て掘 削 し

た と こ ろ 、 内 部か ら 出 土 し た 土器が、 SB 3 埋土出上上器 と 接合 し た た め 、 SK153ば炉 に 伴 う 掘 り 込み

と 判 断 し た 。

出土遺物 （ 図41 ) 縄文土器は 、 S3群 a 類 4 点、 b 類 4 点 、 c l 類 10点 、 c2類 3 点、 C3群胴 b 類 l

の計22点、 石 器類 は 、 石鏃 1 点、 剥 片 類 9 点、 RF 1 点、 MF 3 点、 切 目 石錘 1 点 、 磨 石 ・ 凹石類 5

の 計20点が 出 上 し た。 小 穴 か ら は 遺 物 は 出 土 し て い な い が、 SF 4 か ら S3群 a 類 と cl 類 が 各 1

出 上 し た。 遺物 の 出 土状況 （ 図40) は 、 SF 4 の 周 囲 に 若干 ま と ま り を 見せ る が、 全体 と し て

中 に 散在 し て い る 。

63-65 は 、 条痕調整 を 施す こ と か ら S3群 a 類 と し た 。 幅0.6cm ほ どの 突帯 を 貼 り 付 け 、

条痕調整が施 さ れる 。 66-68はS3群 b 類で、 胎 士 中 に 繊維 を 含み縄文 を 施す 。

る 。 69はS3群cl類で 、 a 類 と 同 様 に 薄 手の土器であ る 。

に も

70は 石鏃le類 で 、 先端 と 片 側 の脚 部 を 欠損す る c 脚 部 は 尖 る 形態であ る が、 基部の扶 り が U 字状 と

な る 。 71 · 72 はMFで、 末端辺や 側 辺 に 微細 な 剥 離痕が認め ら れ る 。 73は 切 目 石錘 で あ る

か ら 出土 し て お り 、 中 期 後葉 の 上器 と と も に 、 中 期 以後 の 遺構 を 埋上 中 で 見 落 と し た 可能性が考 え ら

れ る 。 切 目 石錘 は 、 上原遺跡第 1 地点 に お い て 、 前期末葉か ら 存在す る こ と が確 認 さ れ て い る （堀 田

ほ か2000) が、 早期 未 に ま で遡 る も の は確認 さ れて い な い。 74- 78 は 磨 石 ・ 凹石類で、 la類 (74 · 75) 、

le類 (76) 、 2a類 (77) 、 2b類 (78) があ る 。

時期 出 土 し た 遺物 か ら 早期 末 と 判 断 し たc 既存の土器編年 に 対比 さ せ れば、 東海西部 の塩屋式 と

わ れ る 。

S B  4 {図42)

検 出状況 A 区 中 央部で検出 し た 、 不 整 円 形の 竪穴住居跡 で あ る 。 ill b 層 除去段階で遺構 と 思わ れ る

ま と ま り を 認め た が、 プ ラ ン が不明瞭 で複数の遺構が重複 し て い る と 思 わ れ た 。 こ れ を 明 瞭 に

る た め W 層 を 除去 し 、 V 層 上面 ま で掘 り 下 げた と こ ろ 、 倒 木痕 (KWIO) や 土 坑 (SK256) と の切
り 合い 関 係 を 確認 し た。 確 認 し た プ ラ ン は 東西方向 に 長 い不 整 円 形 で 、 床 面の形状は南北方向

不整楕 円形であ る 。
埋土 1 1 層 に 分層 し た が、 南北断面で は北側 （ 山側） か ら 南側 に傾斜 し て 堆積 し て い る 。
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表1 6 SB 4 床面検出SP一覧

時期 備考 （切 り 合
い関係）

柱配置 a
柱配置 じ
柱配置a­
柱配置a
柱配置 b
柱配置 a

隈柱穴
壁柱穴
壁柱穴
壁柱穴
壁柱穴
殴柱穴
主柱穴
主柱穴
配

壁 v 層 を 掘 り 込み 、 北側 で約0.4m の深 さ があ る が、 地形の 傾斜 に 対応 し て 、 南 側 で は 浅 く 0.l m ほ

ど残存す る だ け であ る 。 北側 の墜面 は 、 や や傾斜す る も の の掘 り 込み は 明瞭 であ る の に 対 し 、 東 西 及

び南側 の墜 面 は 傾斜が緩 や か で 、 断面形が皿状 と な っ て い る 。 な お 、 北 及 び東 西 の 墜 際 に は 、 小穴が

巡 っ て お り 壁柱 穴 と 思わ れ る 。

床 ほ ぽ平坦であ る が、 熙際で は傾斜 し て お り 、 東西断面 で は Illl状 と な る 。 貼 り 床 や硬化面 を 確認す
る こ と は で き な か っ た が、 床 面 上 に は 石皿が 2 個 麗かれ た状態で出 七 し

主柱穴 で は20基 の 小 穴 を 検出 し た （ 表16) が、 こ の う ち の 可能 性 が あ る の は SP68-

SP73、 SP88、 SP89の 8 基で あ る 。 し か し 、 こ の 8 基の小穴が同 時 に 機能 し て い た の で は な く 、 小 穴

の位置関係か ら 4 基 の 小 穴 を 1 組 と し た 、 2 時期 の も の と 考 え ら れ る 。 そ の 一 つ は 、 住 居 の ほ ぽ中心

に 位 置 す る SP89 と 、 そ れか ら L l m - 1.Zm の 間 隔 で位 置 す る SP68、 SP7 1 、 SP73で あ る 。 こ れ は 、

SP89 を 中心 と し て約 120° の 角 一 角 形 を 描 く よ う に 、 3 基の柱穴 を し た も の で あ る （柱穴

配 置 a ) 。 SP68 と SP89 を 結ぶ線 を 主軸線 と 仮定す る と 、 SP71 と SP73 は 上軸 線 を 中 心 と し て対称の位

置 に な る 。 も う 一 つ は 、 SP88 を 中心 と し た も の で あ る 。 SP88 と SP69 と 結ぶ線 を 主軸線 と

仮定す る と 、 こ の 2 つ の 小穴 の 間 隔 は 、 柱 穴配置 a のSP68 と SP89の 間 隔 と ほ し 、 西 及 び南へ

0.25m ほ ど平 行 移動 さ せ た 位置 に な る 。 SP88 と SP69 の 主 軸線 を 中 心 と し て 対 称 と な る 位 置 に は 、

SP71 と SP72があ り 、 SP88を 中心 と し て 3

形 の 配置 と は な ら な い 。 SP7 1 は 、

を 配置 し た も の と な る （柱穴 配置 b ) が、 角

a で使 用 し て い る が、 同 じ 穴 を 柱穴 と し て 使 用 し て い た

可 能性が考 え ら れ る 。 あ る い は 、 対称 と な る

わ れ る 。 SP70 と SP71 に 関 し て は 、 ど ち ら

は な い が、 SP70 を 柱穴 と 考 え る こ と も 可能 と

に伴 う も の か明 確 な 判 断 は で き な い が、 配 置 の

規則性か ら すれ ば、 SP71 を 両者 と も 用 い て い る と 考 え る の が妥当 か も し れ な い。

に 沿 っ て 検出 し た小 穴 の う ち 、 南 に位 置 す る SP87 と SP90 は 、 ほ か と 離 れ て 位 置 す る こ と と 、

る 場所 の傾斜か ら 人 り 口 部 に あ た る と 思 わ れ る こ と か ら 、 入 り 口 施 設 に 関 わ る も ので あ



・布

る nf能性がある

炉 床llii検Ill昨には、 焼J:面やがと息われる よ う な掘 り 込みは確必でさなかった

出土遺物 （図44-46) 縄文 1:2:lは、 SI群 c 珀 2.Q .. Z2CT a 灯1 2 lふ b2t11 2 、•'..(、 c 類 7 ).'J.、 d 類 2

l.{、 l' 00が2点. fl類 2 l!.、 底 a 煩 S i』:,. 、 馴 a flは1点、 11M b 飢ll !.'.(, C3f.f.ll•J a Ui I ,  点の,ll67li.lilJ: し
た こ の う ち S J 群 とC3群は、 泣人した ものと息われる C3訂 ,.岱l/)111 1·.1;r.w1.は、 SP87のプラ ン 」：1.: 

あ り 、 この小穴 l' I 体が）見 l:l:祁から↓Uり 込まれた11f能代 も とえ られる Ii器類は、 fi�. 2 li、 石錐 I

点． ス ク レ イ ハー
：l l.(. !HU. 斧 I l.(、 .fd女 ） !.'!., 渇Ji111 り!.'!.. RF I /1. MF 9 点、 切 1 1 �'錐 I .'.'i.、

li'J.fi · 1"1.filii I lふ ,(jllllヽI {(がIll I. した 11\ UI.. 況 11�1:l> は. rotだった逍物の集ヽドは認められなし、

が、 北 'I'泌分のl'I! I·. F位かいI•位にかけてJt位的多い Ii瓢 1 1 12) は． 接令l関係 を図示Lていない

が、 I \'51.{包含�'1から111 1·. し た も り）と接合した また• I相面にnかれた状態で、 2制の石Jill ( 1 1 3 ·  

I I い が111 l: した

,9 · 80はSI訂 c 飢で、 Htl 'I文を1罰位に紬文する 81 · 82はZ2群 a 類で、 81は1 1絵溢部にも .,,故竹

行 に よ る 約Jみを紬す 8'.l · s,1はな群bl類で. LR縄文を地文と し． 突帝 t-.には斜めの刻みを施す 85-

岱はZ:!訂 c fl'Iで、 部ー郎はI佑 I:や焼J1li:からJo,J .刺体と思われる< 85は、 短い縦位の結節突帝 と 多条の

情位it綿と い う 、 ''i地域の 1:i:i とはやや \II なった文様を施すものであるが＊ 突',ii i·.に C'i'Jtlり l さ を bli
す - と から C !flに 含めた IIM祁が，；虫 く 張 り . 1 1枯部は知く 屈曲する器形で． 緩い波状1 1 松 と な る

訊縄文を地文と し 、 ,n氾から制部 I:,ドにかけて 10条の沈線を巡らす さ ら に 、 沈線の I:に糾い縦位

の突『凶: rn状 に 1 ドに貼り付け、 突·:i7 I: を 1滋竹行によ り 押 しり1いてお り 、 II阜む溢邸には刻みを籍

. , .  郎は"*出氾11·でヽJヽ波状と な り 、 内1fti をわずかに肥1•1. させてI.R縄文を籍す Iり面の縄文灼 Holや

"� 濯氾11-J鯖は、 'l'il

竹符を押 し 引 く I flt 

；；；らせ、 突f11 I: や 1 1贔心 ▲ 闊111111冨IJ&III"
溢 品 に し 縄 文 を 比 十 叩紐冨

祁外1f1iには縄文がµら

れないが、 loo! ·憫体と

息 わ れ る 87·88には 、

地 文 と し てLR縄文が

施 さ れ て い る ま た 、

I Ii点部の突僻は 貼 り 付

けただけであるが、 /Ji1

沿では突帝 I·.に 1汲竹

行 に よ る 押 し 引 き をlii!i

す 89はZ2群 d 灯iで、

L R 純 文 を 地 文 と し 、

LI枯品に 2 ゑの突・：ir を

叩 · 91 はZ1f.1 1•'fitで、
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帯 を 巡 ら せ、 9 1 は 突帯 よ り も 下 部 に RL縄文 を 施す。 92 · 93 は22群fl 類 で 、 胎 土 や 焼 成 か ら 同 一 個 体

と 思 わ れ る 。 地 文 にLR縄 文 を 施 し 、 内 面 に は指頭圧痕が残 る 。 94-97 は Z2群胴 a 、 94がRL縄文、

95-97は LR縄 文 を 施す。 98-101 は Z2群底 a 類 で、 98の体部 に はLR縄 文 を 施 し て い る が、 99は 無文

の ま ま で あ る 。 99- 10 1 は 、 や や 凹 み底 と な り 、 内外面の調整は粗い。

102 は 石鏃la類、 103 は 石鏃lb類 で あ る が、 どち ら も 左右非対称の形態 と な り 、 こ の時期 に特徴的 な

も の で あ る 。 1 04 は 石 錐 2 類 で 、 両 側辺 に 調整 を 加 え て 、 先端部 を 作 り 出 し て い る 。 先端部 に は 、 微

細 な剥 離痕が観察で き る 。 1 05 は ス ク レ イ パ ー la類で 、 側 辺 に 直線的 な 刃 部 を 持 ち 、 末端辺 に は 階段

状の剥 離が認め ら れ る 。 1 06 は ス ク レ イ パ ー l b類 で 、 側 辺 に 外彎 し た 刃 部 を 持 ち 、 微細 な 剥 離痕が認

め ら れ る 。 1 07 は ス ク レ イ パ ー 2c類 で 、 基辺 と 側 辺 に 刃 部 を 持つ 。 基 辺は 外 彎 、 側 辺 は 直 線的 な 刃 部

で 、 刃 部 に は 微細 な剥 離痕があ る 。 108は石核で、 節理面 を 打面 と す る 。 1 09 は 切 H 石錘 と し たが、 紐

掛 け 部 は 両端 と も 打ち 欠い た上 で 、 下 方 の み 簡 単 に切 且 を 入れ る も の で あ る 。 紐掛け部 に は 、 磨痕が
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確認できる。 1 10は磨石 壽 凹石類2 a類で、 平坦面の凹みは、 敲打痕状の も のと 内面が平坦な 凹みがあ

る。 11 1 -1 1 4は石皿で、 1 1 1 と1 12 はやや小型の も のである。 1 12 には、 磨 痕のほかに線状の敲打痕が

ある （写真 5 ) 。

時期 出士 し た遺物から、 前期後菓と判断 し た。 東海地方西部の既存の編年に対応させれば、 内容に

相 違する部分 があるため不明瞭であるが人麦田 IlI 式頃か。 近畿地方では、 北 白 JI I 下層 IlI 式に併行する

時期と思われる

,
t

 

＜二::> 1 02 

、,,� � J贔
1 03 

勺 1 04

゜ 5cm 

三，゜ 5cm ゜ 30cm 20 1 0  

図45 S8 4 出土石器①
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し た 。 倒 木痕 に よ り 埋土 が攪乱 さ れ る 部分があ り 、に倒 木痕 (NW13) 埋 土 も 含め て 9埋土

そ の影響がな い 西 側で は 、 ほ ぼ単層 であ っ

は 確認で き な か っV 層 を 掘 り 込 ん で い る が、 最 も 残 り の よ い と こ ろ でO.l m ほ ど し か な く 、

や や 傾斜 し て い る 。た 。 壁 面 は 、

壁
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表17 SB 5 床面検出SP一覧
規模 ( m ) I 

出土 備考 （切 り平面形 上面 底面 断面形 埋土 時期
長軸 l 短軸 長軸 短軸 深 さ 遺物 合い関係）

SP75 I U l l  円形 0. 2 2  0. 2 0. 1 2  0. 1 2  0. 1 04 A2al l 層
SP76 I じ1 1 円 形 0. 25  0. 22  0. 18  0. 1 7  。. 085 A2al 1 層
SP77 I じ1 1 円 形 0. 2 0. 2 o. 1 3  0. 172 A3al l 層
SP78 I じ1 1 不整円形 0. 54 0. 5 1  0 . 42 0. 36 0. 1 65 B2al 1 層
SP79 I U l 2  長楕円形 0. 29 妥 0. 1 7  0. 18  0. 1 1  0. 1 04 A2al l 層
SP80 I U 1 2  円形 0. 28 0. 26 0. 16 0. 1 5  0 .  1 94 B3al 1 層

床 ほ ぽ平 坦で あ る が、 貼 り 床や硬化面は確認す る こ と がで き な か っ

主柱穴 床 面 で 6 基 の 小 穴 を 検 出 し た （表17) が、 位 置 関係か ら SP75、 SP76、 SPSOの 3 基が主柱穴

の 可 能性があ る 。 段切 り 造成 に よ り 削 平 さ れ た 部分 に 、 も う l 基柱穴があ っ た と 想定す る と 、 4 本柱

の 竪 穴 住 居跡 と な る 。 SP78は 、 プ ラ ン を 検 出 し た の が床面検出 時で あ る が、 SP78埋士 中 に 含 ま れ て

い た 礫 は 、 SB 5 検 出 時 に は確認で き て お り 、 SB 5 よ り も 新 し い時期の遺構 と 思 わ れ る 。

炉 （図47) 床 面 で焼上 を 検出 し た (SF 6 ) 。 倒 木痕 (NW13) に よ り 一 部壊 さ れて い る た め 、

は 不 明 で あ る が、 残存部分の範囲 は0.29m x 0.2m 、 焼土の 厚 さ は0.02 m で あ っ た 。 掘 り 込み

れ な か っ た。

出土遺物 （ 図49 • 50) 

ら

か ら 出士 し た 遺物は非常 に 少 な く 、 倒 木痕 (NW13) 内 か ら 出土 し た

も の の 方が 多 い 。 し か し 、 時 期 が判 明す る 土器 は 中 期 中 薬 に 限 ら れ る こ と か ら 、 す べ て SB 5 出 土遺

物 と し て扱 っ た 。

核 l 点 、 剥 片 類 8

はCl群 b 類 1 点、 c 類 2 点、 d l 類 5 点、 d2類 2 点 の 計 10 点 、 石器類 は 石

MF 3 点、 打 欠石錘 6 点 の計18点 出 土 し た。

1 1 5 は 、 RL縄文 を 施す胴部片 であ る が、 細い節が整 っ た縄文であ る こ と か ら Cl 群 b 類 と し た。 縄文

の特徴か ら 船元 I あ ろ う 。 1 16 · 1 17 は C l 群 c 類 で 、 角 押文 を 施す こ と か ら 、 格沢式 に 比 定 で き

る 。 胎 上 が 当 地域 に は 見 ら れ な い も の で あ り 、 搬 人 品 の 可 能性が高 い と 思 わ れ る 。 1 18 · 1 19 は C l 群

d l 類 で 、 縄文 を 施文す る 土器であ る が、 上半部に縄文 は 施 さ れず、 下 半部 に の み縄文 を 確認す る こ と
がで き る

120 は 石核 で 、 剥離面 を 打面 と し て い る 。 121 はMFで、 両側 面 に 微細 な剥 離痕が認め ら れ る 。 122-

127 は打欠石錘で、 小 さ な楕円礫の両端 を 簡単 に 調整 し て 、 紐掛け 部 を 作 り 出 し て い る 。

時期 出 土 し た 遺物 か ら 、 中 期前菜 と 判 断 し た。 既存の編年に対比 さ せれ ば、 信1+1 地 方 の 格沢式、 近
畿 地 方 の 船元 I 式 に 併 行す る 時期 と 思わ れ る 。 SB 5 か ら は在地系 の土器が出土 し て い な いが、 格沢

併行す る 東海地方 の 士器型式は 、 前畑式 あ る い は 山 田平 I 式 と さ れる 。

SB 6 {図51 )

検 出 状況 A 区 中 央部で検出 し たが、 段切 り 造成の影評で西側が部分的 に残存す る だ け で あ る 。 ま た 、
こ の残存部でSB 2 と の切 り 合 い 関係 を 確認 し た。 残存部の形状か ら 、 径4.7m ほ どの 円 形 プ ラ ン の竪
穴住居跡 と 思 わ れ る

埋土 SB 2 上層観察畔の延長部で確認 し た だけ であ る が、 単層 であ っ た。
壁 v 層 を 掘 り 込 ん で い る が、 最 も 残 り の よ い と こ ろ でo」8m残存 し て い た。 掘 り 込み は 明瞭 で あ る
が、 や や傾斜す る 。
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表1 8 SB 6 関連SP一覧

I I I : 
遺構
No. 種類 I 平面形

規模 ( m )
底 面 I 嘉日 讐 I 埋土 出土遺物 時期

長軸 I 短軸 I。. 1 0. 09 0. 076 A2al l 層 A な し 不明

゜囀 1 9 I o. 1 6  0. 037 Blal  l 層 A な し

。, 1 6  0. 13  0. 079 B2al 1 層 A な し 前期後葉 SB6床面検出
0. 08  0 .  245  A4a2 1 層 A な し 前期後葉 SB6床面検出
0.  16  0. 067  B2al  [ l 層 A な し ? SB2床面検出
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ほ ぼ一 致す る 小穴 に 、 SB 2 床 面 の SP30 と SP59があ り 、 こ の 4 基 の 小穴が概 ね 方 形に 位 置 す る こ と か
ら 、 こ れ ら を 主柱穴 と 考 え た い。

炉 SB 2 に よ っ て 削 平 さ れて お り 不 明 で あ る 。

出土遺物 （ 図53) 大半が削 平 を 受 け て い る た め 、 出 土 し た 遺 物 は 少 な く 、 縄 文 士器がZ2群b2類 1

点 、 fl類 3 点 、 胴 a 類 2 点 、 胴 b 類 1 点 の 計 7 点、 石器類が石錐 ． 剥 片 類 · RF ・ 磨石 ・ 凹 石類が各

1 点の 計 4 点 出 土 し た 。 出 土状 況 （ 図52) は 、 埋士中 に 散在 し た状態 で あ っ た が 、 1 点SB 2 埋土 出

i:. 器が接合 し た。

1 28 は Z2群b2類 で 、 突 帯 上 に は 部分 的 に 斜 め の 刻 み が施 さ れ る 。 129はZ2群fl類 で 、 全面 に LR縄文

を 施す。 ま た、 口 縁端 部 を 内 側 に 折 り 返 し て肥厚 さ せ、 口縁端部 に も LR縄 文 を 施す。 1 30 は Z2群胴 a

類で、 LR縄文 を 施す。

1 3 1 は 石 錐 l 類で 、 剥 片の先端部 に 簡 単 な 調整 を 加 え て 錐部 と し て い る 。 1 32 は 磨石 ・ 凹石類2a類 で 、

平坦面 の 凹 み は研磨状の も の で あ る 。

時期 出 上 し た 遺物か ら 、 前期後菓 と 判 断 し た。 既存の編年 に 対比 さ せれ ば、 近畿地方 の北 白 川

II C 式 に 併 行す る 時期 の も の と 思 わ れ る 。

S B  7 (図54)

検 出 状況 A 区 中央部のSB 2 と ほ し て お り 、 き た の は SB 2 床 面 で 検 出 し た北壁 と 思 わ

れ る 部分だ け であ る 。 SB 2 床 面 及 び柱穴検出作業 時 に 、 一段 下 が る 弧状 の プ ラ ン を 確 認 し た が、 全

く 別 の 住居跡 と は 想定せず掘 り 下げて し ま っ た 。 し か し 、 こ の部分か ら 前期 後 葉の 士 器が出 t し た た

め 、 SB 2 と は 異 な る も の と 認識 し た 。 北壁 と 思 わ れ る 残存部か ら 推定す る と 、 径約3.4 m の 円 形 プ ラ

ン の 竪穴住居跡で あ る 。

埋土 SB Z と し て床面 ま で掘 削 し て い る た め 、 明確 に は把握 し て い な い。

壁 SB Z 床 面 で北壁 と 思わ れ る 、 わずかな段 を 確認 し た だ け で あ る 。

床 ほ ほ平坦 と 思 わ れ る が、 貼 り ）木や硬化面 は確認で き な か っ た 。

主柱穴 SB Z 床面 で 検 出 し た 小 穴 の 内 、 前期 の土器が 出 上 し た も の や 、 SF 5 底 面 で検 出 し た も の な
どが、 SB 7 に 関連 す る も の と 思 わ れ る 。 こ れ ら の小 穴 は 、 SP43、 SP45、 SP48、 SP49、 SP56、 SP57

で あ る （ 表19) 。 こ の I・ド で主柱穴 の 可 能性が高 い の は 、 深 さ の あ る SP43、 SP45、 SP57であ る が、 こ れ

ら の小穴の 配置 は 三角 形 と な る 。

表1 9 SB 7 関連SP一覧

平面形 麟
形 埋土 出土遺物I 時期 備考 （切 り 合い

1 関係）

？ ！  楕 円 形

円 形 o. 2 1  I o .  25  : o .  1 6  0 .  1 5  。書 1 A3a2 1 1 層
0. 35 0. 34 0. 29 0 . 28 0 . 088 B1b1  1 層

円 形 O .  2 1  0 .  2 0. 14 0 . 1 3  O. 229 B4a2 , l 層
円 形 , O .  2 5  0 .  28 i 0 .  1 4 • 0 .  1 2  0 .  376 B4a2 1 層二
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確認で き な か っ た。炉

SB 2 で も 述べた よ う に 、 当 初すべてSB 2 と し て取 り 上 げて い た た め 、 出 土 位置出土遺物 （ 図56)

し か し 、 石 器に 関 し て は 出士 位 置 で は 分離 で き な か っと 土器 の 時期 判 定 に よ っ て 分離 し た。（ 図55)

同 一 個体片と土器の 中 で、 SB 7 出 土土器 と 接合 し た も の は な い が、な お 、 包 含層 か ら 出 土 した 。

思 わ れ る も の は 、 SB 2 構 築 の 際 に 移動 し た可 能性が高 い と 思 わ れ る た め 、 SB 7 出 土土器 と し て扱 っ
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径 5 cm以下の角礫含む。 士器多数出土3

径 3 c:n以ド の 角 礫 多 く 含む。 士器多薮Ill土。
や や茶色。 径 3 cm以下の角礫含む。
径3 cm以Fの角礫含む。
径3 cm以ドの角 礫含む。 SB6埋士c
やや陪色ゥ 径 3 cm以 下 の 角礫含む, SP勾埋上3

やや賠色。 径 5 cm以下の 角 礫含 むc
径 3 cm 以下 の 角礫含むぐ

1 JOYR2/2 
2 10YR2/3 
3 10YR2/2 
4 10YR2/3 
5 10YR2/2 
6 !OYR2/2 
7 10YR2/2 
8 10YR3/3 

SP48 
l 10YR2/2 黒褐t 炭 多

く 混。 径3cm以Fの角
礫 含 む。

SP45 
5 I IOYR2/2 閑褐土 炭i見 径

3 cm以下の 角礫含むも笠口卓

SP56 • SP57 
l lOYR2/2 
2 lOYR2/2 

w-

径 5 cm以下の 角礫含む, SP56 
径 3 cm以下 の 角 礫含む。 SP57

SP49 
1 IOYR2/2 黒褐土 や

や淡色。 径5c:n以↑
の 角礫含む。

2m ゜
(S=1/50) SB 7 図54



Iii 

た こ 1/)Ju) ・侶H�J;· と思われる I 硲の111 1.1i·� rr1からは. "i$;'(ll!! 削時に牛じた排 I:を".�大のM間に代い

ているこ と が;\!;りとされる 縄文 I:器はZ21ll'b籾II籾．、 dlf!l 3 点 、 f21ii 3点、 l!i li't 3 ! ふ 馴 ；1 111 :! .o.'!.、

JJHhlt'i l l\、 1』·c a 'fil 7 l!. か1·37、{(が111 1: した ほかに51'13からな群di類 I /・'.(. 渇l\'Jil I iり、、 !-,1'15か

らZ2群胴a 飢 I /.'! .. Jljlれii I l(、 Sl'-19からZ2訂c:!!11 1 h.、 刷 ；I 1れ l 点がIf\ I今．した

,,...-- -

゜ ゜

l -
心

・

一，

1

9

 

3
 
`
/

 

/
 ／

 

）
 

／
 ー

り

ー
り

ー

( 4
 

3
 

(
 

后「
゜

0

(
 

ー

心

ヽ

J・
、

．ヽ
‘‘

ヽ
ヽ

． ．
 ー

ー

','‘,
I
t
’̀

 

·D゜

(• 4 

... 
•• 1,18 

133 

綱JIii慎lll
▲ 前JIiii!鼠隕合編体

● 136同ー11111-

323. Sm . ,. ー一
． ． -�i ← .----"-;..\ ' ..-,---....J ' 

゜
l � 

図55 587 遺物出土分布 (S:1/50)

2m 



68 

1 33- 136はZ2群b3類で 、 胎土や焼成か ら liiJ 個 体 と 思 わ れ る c

ほ か に も 縄文 を 施すだけの II月部片であ っ て も 、 133 と 1司 舟月 体 と 息 わ

れ る も の はc2類 に 含め た 。 ま た 、 l S101メ
．
． 及 び 1 T l l 区但含�..,, か ら

出土 し た I·.器 も 、 133 と 同一 個 体 と 息 わ れ る 突僻上に突僻 1111,i よ り 狭

い�,,穀竹行で 、 やや斜め に 刺 突 を 施 す も ので 、 地文の縄文は RL と

LR を横）j柏） に 施文 し 、 羽状縄文と し て い る 、 137は7、2群d i 類 で 、 I 1 

径 10.5cmの小型の上器である く 地文に LR縄文 を 施 した後 、 1 1縁部 に

1 条の突俯 を 巡 らせ、 突僻 I:に も LR縄文を施す 138はZ2群gl類で 、

T--(i&竹管状工具 に よ り 条線状の沈線 を格 f- 11 状に施す、 lul 個体），1． 写真 6 141 突帯部拡大

と 思わ れ る も のが、 I T lOIX: 包含�'1か ら Il l I·. し て い る （図55) , 沿 合

五郎追跡で類似 し た t器が1廿 I: し て お り 、 語礎 c 式に比定 さ れて い る （河野ほか 1988) 139はZ21洋阻

a 類で 、 LR純 文 を 施 す_ 140はZ2/1f:JJ{ a 類で 、 1111み底 と な り lJl1 1J 部は無文である J 1 .1 は 、 SP43か ら ti\
土 し たZ2群d i 類で 、 口縁部 は 内 折 し 、 It印川部の J·. ド に 5 条の突幣 を 巡 ら す 地 文 に LR縄 文 を 施 し た

後 、 突僻 を 貼 り 付 け 、 さ ら に突悩 I·.に縄文 を 施 文 し て い る こ の 施 文 Jll fil j·: は 、 突•:i\:lli'i り 付け に よ り 地

文が撫で梢 さ れて い る こ と か ら わか る （ 写 真 5 ) 'り迎跡に お け る Z2/ffi d l 刹l I: 器 で は の 施文厠仰は 、

確認で き た 範l用では こ のJll(i/ j-; の も の ばか り であ っ た L42はSP l5か ら 11I I: し たZ2群 JJ!i,1 a 類で 、 RL純

文 を 施すー 」43は 、 SP49か ら ILi I: し たZ2f,FJJl11J a 頬で、 LR縄 文 を 施す

時期 111- 1 -. し た 辿 物 か ら 、 前期後栄 と 判 断 し た 既イ¥の編年に対比 させれば、 内容に朴 I述する 部分が

あ る も のの 、 東悔地方の大麦 lil II 式～大t:.mm 式頃 、 近畿地）jの北印II f� [l C 式 に IJf:行 す る 時期 と

息 わ れ る 。

38
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包
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( 2 )  土坑

A 区 で481基 、 B 区 で157基 （古代以降 の 士坑 を 除 く ） の 土坑 を 検出 し た 。 多 く の土坑は 、 長軸長が
0.5m に 満 た な い 小士 坑 で 、 深 さ も 0.2m 以 F の も の が多 い 。 ま た 、 遺 物 を 伴 う 土坑 は 非常 に 少 な く 、

時期不明 と し た も のが大半 を 占 め る 。 し か し 、 出 土遺物の 多 く が縄文時代の も の で あ る こ と か ら 、 時

期 不 明の土坑は縄文時代の も の と し て 一括 し た。 形態や遺物出土状況か ら 、 士坑の性格が推 定 で き た

も の は 少 な い が、 調理施設 と 思わ れ る 焼礫集積土坑や墓坑、 貯蔵穴があ り 、 竪穴状の 大型土坑 も 含め

て 、 こ れ ら に つ い て は 個 別 に 説明 す る 。 その他の士坑 は 、 実測図 （ 図76 · 78- 103) と 一覧表 （ 表24-

38) の掲載 に と どめ

焼礫集積土坑 （ 表20)

A 区 に お い て 2 基検 出 し た 。 いずれ も 早期 末 と 思 わ れ る が、 SK1 1 5 は 、 ほ ぼ同 時 期の SB 3 に 隣接 し

て お り 、 両者が同 時 に 存 在 し て い た と は 考 え に く い。 SK442は 、 単独で存在 し て い る 。

SK1 1 5  ( 図57)

検 出 状況 A 区東 部 で 検 出 し た 、 方 形 プ ラ ン の焼礫集積士 坑 で あ る 。 SB 3 の 西 側 数十 cm の と こ ろ に

位 置 し 、 倒 木痕 (NW28) に よ っ て 半分以上 を 攪乱 さ れて い る 。 当 初 は 、 こ の倒 木痕 を 認識 で き てお

ら ず、 掘 削 終 了 後の SK1 54調査 時 に 倒 木痕 の 存 在 を把握 し 、 SK1 15が こ の 影響 を 受 け て い る こ と が判

明 し た 。 し た が っ て 、 平 面図 に お い て 東半分が長 楕 円 形 に 0.5m ほ ど落 ち 込み 、 南東へ張 り 出 し た 形

態 に な っ て い る の は、 倒 木痕 の 影響 に よ る も の であ る 。 ま た 、 土 層 断面 に お い て も 、 こ の部分に礫が

浴 ち 込 ん で い る こ と が確 認で き る 。 こ の た め 、 本来の こ の±坑の深 さ は 、 西半分の 0.07m ほ ど し か な

か っ た も の と 思 わ れ る 。

土坑内部か ら は、 焼礫や 炭化物が出士す る も のの 、 は確認で き ず、 内 部で直接火 を 用 い た も

の では な い と 思 わ れ る 。 被熱 し た 礫 は 、 外部で焼かれて 浅 い 穴 に 人 れ ら れた も の と 考 え ら れ る 。

埋土 3 層 に分層 し た が、 こ の う ち 2 層 と 3 層 は 倒 木痕 に よ る も の で あ る こ と か ら 、 1 層 だ け が こ の

上坑の埋土 と な る 。 し か し 、 礫 や炭化物 は 2 層 か ら 出士 し て い る も の が 多 い 。 埋 土 中 か ら 出士 し た礫

は202個 あ り 、 こ の う ち 被 熱 し た 痕跡 （ 肉 眼観察 に よ る ・ ひ び割れ） を と どめ る も の は 、 148個 と

73% を 越 え て い る 。 ま た 、 角 礫が172個 と 大 半 を 占 め 、 ほ か は 亜 円礫 6 個 、 円 礫23個 、 石 器

1 個で あ っ た。 埋土が攪乱 を 受 け て い る も のの 、 埋土上部 に 大 き な 礫が多 い傾向があ る 。

出土遺物 （ 図 58 ) 出 土 し た遺 物 は 少 な く 、 縄文土器はS3群 a 類 と b 類が各 1 点、 石 器 類 は 石錐 や

剥 片類、 磨 石 ・ 凹 石類が各 l 点ずつ 出 土 し

144 は S3群 b 類で 、 胎 土 に 繊 維 を 含み 、 外面にLR縄文 を 施す。 145は石錐 4 類で 、 錐 部 を 欠損す る 。

表20 焼礫集積土坑一覧
規模 ( m )

上面 底面 断面 主軸方
長士ょ I ""'"'"' I 巨 - 1 -.. ふ 深 さ 1 形 1 位 I 埋土 土

物
出
遺 時期 備考 （切 り

' 合い関係）

(1. 1) I 1 . 48 l (l. 07) I 0. 069 IBlal § 北北西
閲1' \,\,, 

1層 A IS3群 土器、
石錐 ほか

1. 08 I 0. 69 ! 0. 35 I 0隻 19 !AiaI ! i『『1 1i層 A l 炭化物 I 早 ～ 前期

>SK 1 20 
く NW28
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14 6は磨 石 ・ 凹石類lb類で、 平坦面と側面 を持ち、 長軸の一端には敲打によ ると思われる剥離

痕がある。 表面には被熱によ る変色が認め られる。

時期 倒 木痕 (NW28) によ り、 埋士中か ら出士 し た遺物は、 混人 し たものである可能性が考え ら れ

るが、 S3 群土器の出l:か ら は早期 末と思われる。 し か し 、 東側に隣接するSB3 も早期 末の遺構であ

り、 同 時に存在 し ていたとは考えに く い距離に位置することか ら 、 SB3 とは若十前後する時期

構と考え ら れる。

SK442 ( 図59}

検出状況 A区中央部のやや南で検出 し た、 不整長楕円形プ ラ ンの焼礫集積士坑である。 周囲には多

く の士坑を検出 し ているが、 SK442 と関連するものはないと思われる。 断面形は浅いすり鉢型で、 壁

面はなだ ら かに傾斜 し ている。

焼礫は、 埋上上部にのみ認め ら れ、 下 部にはほとんどなかった。 埋士中か ら 炭化物が少最出上 し た

が、 焼t面は確認できなかったことか ら 、 内部で直接火を用いたものではな く 、 外部で焼かれた礫を

入れたものと考え ら れる。

2
9ペ

323m 

径J0-20cm の 角 裸 · 円

。 2 m  

図57 SK1 1 5  (S=1/40) 

＇
 

ご
145

ぃ＼
01 44  

@ 1 46 
5
 

1 0cm ゜ 5cm 

図58 SK1 1 5 出土遺物



埋土 分層 で き な か っ た が、 焼

礫 は埋 土 上 部 に 面 的 に 広 が り 、

埋士下部 に ば焼礫 は は と ん ど含

ま れて い な い。 埋土上部か ら 出

士 し た礫 は 105個 あ り 、 こ の う ち

98%以上の 103個 に 、 被熱 し た痕

跡 を 確認 し た。 ま た 、 角 礫 が86

個 と 大半 を 占 め 、 円 礫が19個で

あ っ

出土遺物 内 部 か ら 遺物 は 出士

71 

2

合加

多
5

323m 

I !OYRU2 黒褐土 炭少 し混も 径10cm以下の角礫含む◇

-吏�ー ゜ 2m 

図59 SK442 (8=1 /40) 

し た か っ

時期 伴 出 遺物 がな い こ と か ら 、 時 期 の 判 断 は 困 難 であ る が、 SK1 1 5 と の類似性や土坑の規模 （ 長 軸

長や深 さ ） か ら は 、 早 期 か ら 前期初頭の も の であ る 可能性が高 い と 思わ れ る （春 H 井2001 ) 。

墓坑 （表21 )

A 区 に お い て 6 基検出 し た。 土器が伴 っ て い る 4 基 に つ い て は 、 前 期 後 葉 の も の で あ る が、 土器が

伴 わ な い も の は 時 期 不 明で あ る 。 時期不明の 墓坑 2 基は A 区の北部、 前 期 後 葉 の 墓坑 の う ちSK380を

除 い た 3 基は 、 SB 3 の南 西

SK 6 ( 図60)

検 出 状況 A 区北端で検出 し 、 1/2程度が調査区外 と な る が、 長楕 円 形 プ ラ ン と 思 わ れ る 墓坑 で あ る 。

る 。

埋土の上部 で25cm X 20cmほ ど の 角 礫が 1 個 出 土 し 、 埋 土 中 か ら は 磨 石 ・ 凹石類が 1 点 出 士 し た 。 底面

が比較的平坦 と な り 、 壁 面 は 傾斜 し て い る 。 長 軸 方 向 の 一端 に 、 人頭大の礫が埋土上部か ら 出 t し

こ と や 土坑の形態か ら 墓坑 の 可 能性が高い も の と 思わ れ る 。 出 土 し た遺物 も 、 副葬品 と し て埋葬 さ れ

た も の と 考 え る こ と も で き る 。

埋土 2 層 に 分層 し た が、 水平な堆積であ り 、 人 為 的 な埋め戻 し と 断定 で き る 状況 で は な い が、 決状

耳飾 り が出 土 し た SK 145で も 同様 の堆積状況で あ る 。

出土遺物 （ 図61 ) 埋 土 中 か ら 磨石 ・ 凹 石 類 l a類が 1 点 出 士 し た ( 147) が、 骨 片

表21 塞坑一覧
I I ' 

I 検出
地区 ！ 平面形層位 1

SK154
1
『雷i v層上

1
長楕 円形 2. 08 ! 11. S 

SK380. I ?J; I V 層上 長贔胃形i 1. 46 • 1 

き な か っ

出土遺物 I時期 I 備考 （切 り
合い関係）

． 凹石類 縄文 一部調介区外

な し
I由 即 I
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た 1リ先の ·nrし な 1f1i に は 非‘常 に り1瞭 な 磨

痕があ り ( 'lj'. .!.'£ (i ) 、 側 1(1i に は 平J1J. な 而

が形成 さ れ て い る （ り真 7 )

時期 I: 器がIL\ I·. し て い な い た めがリ1で

あ る 。

SK56 (図60)

検出状況 A lス
：
北部の上坑がやや密集 し

た場所で検II'. し た 、 長t1'J JTJ形 プ ラ ン の 必

坑であ る 。 1「J 礫が立 っ た状態で II\ I: した

こ と か ら 、 総坑の llj能性が此j い も の と 'J:JJ

断 し た し か し 、 ほかのぶ£坑 と 比較 し て

規校は小 さ く 、 追 物 も 伴 わ な い こ と か ら 、

俗坑ではな く fur ら かの椋識(Iり な機能を持

っ た も の と も 息わ れ る こ の場 合 、 周 JJ月 に あ る 1乏Hll'l 形の J)んに 、 硲坑 と し ての機能を想定で き る と

SK56 

どふ
l ー こ

SK6 

～ 

� 
ヽ 326m

3西m

I IOYIぐ2 � •t\!IJ I ifぷ●Jl �·"'''•ft 
含し·

2 10\'li� 3 1,\lll I it :.n1l:l 1'<1>1•1霞
含し·て

I lilYIく� z !.I.'褐 I it:ic01J'l. ト-'11'1沢含t,
1 ltn fl� 3 11/Hり I if I cml:l. トQ)小/1合し·

2m ゜

図60 SK 6 · SK56 (S=1/50) 

思 わ れ る が、 J,�i IJりの l:.l'Jtは必坑 と す る根拠に 乏 し い

埋土 2 11'1 に分K、1 し た が、 17.,{i状の l り礫があ る 部分は 、 l ' I囲 を ji'1. く た め に新たに掘 り Fげた よ う に な

っ て い る

出土遺物 内 部 か ら 追 物 、 竹片 と も 出 I: し なか っ た

時期 I: 器が/II !·. し て い な い ため不明であ る が、 必i農地）iでは ·ヽ;_石 を 伴 う 上坑 は 中 期 以 降 に 多 く な る

こ と か ら 、 こ の硲坑 も 中期以降の nf能性があ る と 息われ る 。 ま た 、 A 区 では後期 の I:器は柘少 :,Wl. l

し た だけであ り 、 晩間の上器は Ill t し て い な い こ と か ら 、 中期である可能性が邸 い と ．思 わ れ る

SK145 (図62)

検出状況 .\ Ix� 東部で検 111 し た 、 1�m111 形の硲坑である 南西部では倒木板 (N\\" 12) と 屯 複 し て い

る が、 倒木痕 よ り も 切 り 合い関係は新 し い 長 柚 ）j"[i1Jはほぼ北束を ,,,j き 、 北求部のJilt I: f 'r一部で決状
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図61 S K 6 出 土遺物 写真 7 147平坦面 写真 8 147側面
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1r綸 り や I.閤川 が 1 と ま .,·,111 I し た こ と から. �Jilと門折した 政状J.f飾り rll/11 I 位『｛から、 北1/t

が!1!1!:, J;tiりと息われるが、 .: 1111:,· i1,'ではJ.. J 閥{j. と 息われる 1.2::),カ；、 散布されたよ う な状態でIll I 
した (lt!G2) こ う し た 硲)Ar/)1i1JlリJI交菜1/)\({11 と しては、 近J1<する 1:1�頃i跨筍 l 地．＇・'.( (堀Ill!え力改籾I

ゃ卸9ぼ！跡 (II、) 堀はかl!lt):;) がある
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埋土 2 附 に分削 し た が 、 水平 に 堆梢 し て い る ，

v 附 を掘 り 込んで硲坑 を 作 っ て い る が、 埋 t に は

＼附の プ ロ ッ ク はHI:.人 して い なかっ たツ

出土遺物 （図63) 縄 文 t器 はZ2群b3類がlil.(

出 I: し た が、 すべて桓1 個体である 什器類は政

状斗飾 り 2 .点のほか、 油l 片類が 1 点/L I 上 し た

148は 、 破 J',· をすべて接合す る こ と はで き な かっ

た が、 I I縁部か ら 底 部 ま でが接合 し 、 器形を 復J以

する こ と がで き た。 底部はやや1111み底 と な り 、 )]�,]

部はややふ く ら み を持つ 「 l縁祁は11・（： 、i: して 、 緩

写真 9 150孔部拡大

いi皮状I I縁 と な る が、 i皮 頂名ilSのみやや外}j_す る- 地 文に LR縄 文 を 施すが、 さ ら に撫で調 整を 行っ て

お り 、 部分的に縄文はm さ れて い る n緑部に沿っ て 2 条 、 その ド に 水 ·f に 2 条の計 4 条の突僻 を 貼

り 付 け る が、 波JTiiYIS 下 に で き た : 1り 形の空間を埋める よ う に 、 さ ら に 1 条の突術 を 貼 り 付 け て い るc

突僻 Lは突帝幅 よ り 狭 い r故竹符で、 やや 斜 め に 刺 突 を 施すJ 149 · 150は決状耳飾 り で 、 いずれ も

l/2以 上 を 欠捐 し て お り 、 flli修孔が開け ら れて い る J f及原す る と ほぼ1 11 形 で 、 :rL部が中 央 に 位 j;','.す る

形態 と な り 、 �l:il瓜；分類 （堀ff 1992) の C 頬に該 ‘りする も の と 、思われ る 。 1L部の穿1しは 、 表公両而か

ら 行われてお り 、 錐状 ,: 具の1111転運動に よ る I ' J J;�J に沿っ た細かい掠痕と 、 そ れ に 直 父す るやや深い掠

痕が確認で き る (''f.!' £ 8 ) ' 表災1(1 1の研府は心j}_ }jl1り に1萩痕が観察で き る こ と か ら 、 形状に 合わせて

研序の）f 11り を 変 え て い る と 思われる 補 9紹Lの穿イL も 表 災11l1j 1面から行われてお り 、 錐状 u しの,,,, ,転巡

動 に よ る l ' l l,'/J に 沿 っ た細かい擦痕が確忍で き る し か し 、 欠損部の断miは庶滅店 し く は研）什 さ れて お

り 、 根 飾 と し て転川 さ れ て い る 可能性がある

時期 II\ I: し た I: 器から 、 前期後栄 と 判 断 し た 既{{:の編年では 、 近畿地 ）iの北 ,· , 川 fh°'1 l l  C 式に併

行 し 、 求海地 ）j西部の 大 友田 a 式～ 人 及 1 11 111 式頃であ ろ う か。

SK148 (図64)

検出状況 A 区東部で検出 し た 、 m1り Jf:わプラン の磁坑である 倒木痕 (NW 8 ) に よ り 、 束部の競1fii

が 部Jiii れ て い る が 、 内 部 ま でその影神は及んでいない 底IUiの形状は桁 円 形 で あ る が、 ヒ端では1リ

形 に 近い形状に な る と 息われる 。 JIit l: F部の坑内北iHIJ に 、 棒状のIり礫と 、 2 枚の大型十器片が•T(な っ

た状態で/1.\...t し た (I又16」) こ と か ら浴坑 と 判断 し た。 し か し 、 ほかの俗坑 と 比較 し て 、 形状が1り形 に

近 い こ と や 、 長軸長が短い こ と か ら 、 こ の時期に •般的な俗坑の規校 ・ 形状 と は巽 な っ て い る し か

し 、 子供の雌葬例 を集成 • 分析 し た 1I I IJl氏に よ れば、 )!]\ ク邸例の I:坑長軸長 （底面） は 、 乳児期が0.'1

m-1 .0m 、 幼 児期が0.5m - l.Om 、 小児期が0.7m- J . l m に分布の ビー ク がある と さ れ て い る こ と か ら

（山田1997) 、 乳幼凡や小児の硲坑である 可能性が泊jい も の と 息われる 底而の長帷Iii が I m 以 ドの俗

坑は 、 御咆辿粉にお い て も 検出 さ れて いる （内J屈 1995)

埋土 分Jr1する こ と はで き ず、 tji/\Yiであ っ た。

出土遺物 （図65) 縄文 土器 は22群 c 類が18.'!.( 、 Ill吋 b 類が 1 点 、 石器類はRF と �IFが 各 1 、i.'.UJ\ 七 し

た I·. 器 と と も に 111 L: し た i奉状のI り礫に は 、 使川痕は確忍でき な かっ た 。 ）汎� I:器片はすべてZ2群 c

類の111] ·1llilイ本 ( 1 5 1 ) で 、 lぐド に 屯ね られていたが 、 卜の破片は内1M を 1 こ に し 、 ドの破｝「は外lfli を J:.



に し て い に 胴 b 類 と し た も の

は別 fli',1休 と 息 われる� 151 は 、 I I 

稼 部 か ら）JI,� 部 ま で接 合 し た が 、

底名II J '1· は な く 、 一部接合でき な

い も の も あ っ た IJ�,J 部が張 り 、

頸部で . II括れ た 後 、 1 1縁部は

直線(1り に 閲 ＜ 器形で 、 ·v:縁であ

る ，， 地 文 にRL縄 文 と LR純 文 を

施すが、 ：J:J状と な る の は頭部）文

び11村 部 の • 部 で 、 JJluJ 部 で は RL

縄文の施文範囲 の ）jが広い ま

た 、 R L縄 文 を 施 す 部 分 に は 、

粘節縄 文 と 思わ れ る 連続す る 弧

状の純 11 が あ る （写真 9 ) 。 結

節純文 であ れ ば Z 字状で あ る 。

地 文の縄文は 、 I I縁部外1(1jの lこ
祁 3 cmほ どには認め ら れず 、 撫 I IOYIぐ:! :! HI褐,•• it 

�. cmJ·J. f 1/) fり代多

でm さ れた も の と 息われ る 。 r I く 含む

盗／
B
 

A
 

A 

(;) 

A' 

A' 
322.Sm 

縁祁か ら 岳J'i ;''ilS に か け て 突 術 を 貼

り 付 け る が、 突僻上 に は 'j<.妓竹

行 に よ る 押 し 引 き があ る (,,j'. 兵

J 0) 。 文様は 、 頭祁に 2 条 の 突

僻 を 巡 らせ 、 I I紺部に は 3 条の

11'r線的な突僻と 、 その IIIJ に 2 条

の連弧状の突僻を施す

B
 

B' 
322.3m 

゜ 1 m  

図64 SK148 (S:1/20) 

写真1 0 151 結節縄文 写真1 1
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1 条の突,;,;: を 挟 ん で弧がl句 き 合 う If�述1；瓜状の突•:i\·は 、

('1J'.fUl) 内 J(IJ には指叫Ii:痕が明瞭に残ると な る

52は1\IFで 、 1UIJ辺の1輝i側 に微細な剥離痕がある

既{(

近畿地 ）j ())北 l'I J I I  I' lf•1 !TI 

riii )り1 後然 と 判 断 し た

の I .�炸枷年に対比 させれば、

式 に fl!布する と 息わ れ る

111 1-. し た I:器 か ら 、時期

SK154 ( 図66)

検出状況 :\ IX: 束部のSKI 15の北東側で検Ill し た 、 長

柘 I 'J 形プラ ン の��んである 中 央か ら北側部分 を 倒 木

戸□□
こ 152

゜

南側部分や底に よ り 11:t,r.L さ れ て い る が、�u ,�,ns 

151拓本

SK148出土遺物

゜
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L 字形 に 近 い 位 置 関 係 と な り 、 さ ら に 類 似 し た 平面形のSK1 16やSKI 19が、 南 側 に 隣接 し て い る 。

SK 1 45 と SK154の頭位方 向 は 、 こ れ ら の 土坑が接 す る 位置 に 向 い て い る こ と に な る 。 S K 116やSK 1 19

は 、 SK1 16か ら 石鏃が出 土 し た だ けで時期が不明であ り 、 墓坑 と 判 断す る 根拠 に 乏 し い た め 、 そ の他

の 土坑 と し た も の で あ る 。 し か し 、 類 似 し た平面形の土坑が 4 基隣接 し て い る こ と か ら 、 SK1 16や

SK1 19 につ い て も 何 ら かの 関係があ る か も し れ な い。

埋土 4 層 に 分層 し た が 、 1 層 と 2 層 は倒 木痕 に よ る も ので 、 3 層 と 4 層 が袋坑の埋士であ る 。 ほ ほ

水平 に堆積 し て い る が、 3 層 は V 層 に よ く 似た も ので、 墓坑掘削 で 生 じ た排土 を 埋 め戻 し に 使用 し た
も の と 思 わ れ る 。

出土遺物 （ 図67) 縄文土器 は Z2群 d 類が29点、 胴 a 類が23点、 底 c 類が14点 、 C l群 b 類 が 1 点 出

土 し た が、 Z2群 d 類 は す べ て 同 一 個 体 と 思 わ れ る 。 ま た 、 Z2群胴 a 類 と 底 c 類 も 同 一 個 体 と 思 わ れ

る こ と か ら 、 Z2群 土 器 は 2 個体 と な る 。 石 器類 は 、 剥 片類 が 1 点 出 土 し た 。 Z2群土 器 は 、 倒 木痕 の

に よ り 墓坑外か ら も 同 一個体片が出 土 し て お り 、 こ れ も SK 154出 土遺物 と し て 扱 っ た。 ま た 、 C l

群 土器 は 、 北端で 出 七 し た亜 円 礫 と 同 様 に 倒 木痕の影響 を 受 け た 部分か ら の 出 上 で あ り 、 混 人 し た も

l"i"J' 

5
 

‘,15
 

ミ
亨 e� �56 

/158
 

゜ 5
 

1 0cm 

図67 SK1 54出土遺物
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の と 判断 した＾

153はZ2群 d 類で 、 4 Ip位の放状1 1縁の深鉢である 底祁はやや!"Iみ底で 、 側縁は突ll'a し 刻み を 柚

す 胴 部 か ら い縁部は 、 ふ く ら み を持たず 大 き く IJfl < 地 文 にLR縄 文 を 施 し 、 LI縁部 に は 3 条の突

僻 を 貼 り 付ける 。 口縁端部 と 突僻 1 - .に は LR縄 文 を 施すが、 突悩 l·.の 縄 文 は 部分的で 、 I勾I面に は指頭

I 1:�iiが残る,, 154- 156は 、 接 合で き な か っ た が 1 53 と 1111 ·llli1 f,fi: と 息われる も ので あ る 157は胴 b 類 、

158は底 c 類であるが、 焼I成や胎 l:か ら 1 1iJ · 11�1 f本 と 思われる 器lfliのl保滅が激 し いが 、 157にはわずか

に 赤 色頗料が認め ら れ る 平底で側縁が突/1'1 し 、 突II\ ;祁にはLR縄 文 を 施す。 イ本 部は直線的で 、 大 き

< rm く 。 1本部外1ui に は 、 RL縄 文 と LR純文 を 施 し羽状 と す る 159はC J nt: b Miで、 船1c m 式 に 比定で

き る も ので あ る 地 文 に RL縄 文 を 施 し 、 内丹す る 1 1稼部に低いll紹,;: を 貼 り 付 け 、 µ紹j;: 1-. を 'I'"-妓竹箭

でなぞる 1 1象炒外如部は内1fliがやや）l四J�,: し 、 r I縁端 部 か ら 1J、l lfli にかけて RL純 文 を 施 す 地 文の縄文は 、

条が深い も の と 没い も のが繰 り 返 さ れ る よ う に も 見え る こ と か ら 、 Hl{L縄文 を 袖 と し L の純 を 2 本 在

き 付けた縄を縄文の 11f能性 も あ る

時期 出 1-. し た J·.器 か ら 、 1i1i Jリl 後 餃 と 判断 し た 既{:[.の上器編年に対比 させれば、 東海地}jの）も 女 Il l

[I 式 ～ 大 及 1 1 1 10 式頃に111 , り し 、 近畿地 }jの北印 1 1 f M a  c 式に 111:行する と 息われる

SK380 (図68)

検出状況 A 区 1l[j部で検出 し た 、 ,f,屯冬1計a1り 形の ぶ功坑であ る 。 北 半 部の狸 lこ t 祁 に は 、 被然 し た 1111. 1 1 1

礫 • 円礫が ま と ま っ て 出 t し 、 そ の 卜•か ら I·.器 と ィ i製,\,しがIll I·. し た こ と か ら 、 経坑 と 判断 し た 煎 1fli

は傾斜し 、 底而は概ね ,,,: Ji� で あ る SK I 15やSIく 151 1 と 比較 し て 、 長軸長が短 く 、 幅が広い形態である

頭位）i向は 、 辿物や焼礫の出 I :位置か ら 北 と 思われる J,',J pij に 必坑 と 息われる よ う な上坑は な く 、 !I:

),,:· 跡か ら も やや離れた場所 に 位 置 し て いる

埋土 りi.J1'1であ っ たし 被熱 し た礫を雌 l: L部に 含 む も のの 、 炭化物はti'. I: し て い な い

出土遺物 （図68) 縄文 l沿伶22群 d 類 が 2 .'.'.( と 、 川 途イ"リ1 の イi製品が 1 .'.'.( I I \  J� し た Z2群 d 類L:器

は 、 lriJ ·11,1, [体J',·で あ る が接合 し な か っ fこ 逍物は 、 },r�凡1t r部の 被熱礫の lヽ
．

、 底lfli近 く で出 上 した＾

J60はZ21作 d 知で、 I I縁部か ら 底部 ま で接 合 し た が、 類 iりI]の少な い鉢形の陥形である 底部は .,�底

で 、 11111縁が突出 し亥lj み を 施 す JJI叶部はふ く ら み を 持 ち 、 rI縁部で11'(11:する 1 1縁端祁は 、 内 側 に 粘 I:

紐 を 貼 り 付 け て 逆 L Jf� に J11i illl さ せ 、 1 1縁端部に幅の あ る rfci を 作 り I I Iす ('Ij'. 兵 1 2) I I 縁 部 か ら JJl!iJ部外

写真13 1 60口縁端部内面 写真14 1 60突帯
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1(1i及 び 、 I I緑端部内r(ti と I I稼端部はLR縄文 を 地 文 と し 、 そ の I·. に 細 し ヽ 突俯に よ り 文様 を 施 し た 後 、

さ ら に 突·:i'i I ·. にLR縄文を施す ('Ij襄 13) 突沿は 、 1 1稼端部の内側に l 条 、 「l縁祁 か ら IJM J·. ・ドにかけ

て 4 条 を 水 、ド に 巡 ら せ 、 K か ら 1 条 ll と 3 条 I I に は ·r判形の文様を 、 2 条 11の突滞に は杖栄状や紡鈍

状の必様を付}JI] し て い る

2
A
l

 

-
0
 

ECNC
 

，
 

.o
 

B
 

B' 

． ．  A' 

0
1 

゜

下部の礫と遺物 160 
ヽ, 

A
- A' 

323m 

B
 胃 ＂＂ 

8' 
323m 

B_
 

B' 
323m 

1 w, ll Ii I !!� I. if:AA-薗以 i:の[TJ罪. if 5cml:J. ド
の fり111!含む

喝罠亨
Q 

。 1 rn 

図68 SK380 (S:1/20) 



81 

1 6 1 は 、 石冠の よ う な形 を し た用 途不 明 の 石製 品 で あ る が、 全体の 形態 自 体 は 自 然 に 形作 ら れた も
の で あ る 。 中 央上部の扶れ は 、 石材の軟質部分に あ た り 、 人為的 な 成形加工の痕跡 は確認で き な い が、
F部の突 出 し た 先端部部に は 、 研磨 に よ る と 思 わ れ る 面が形成 さ れて い る た め 、 石 製品 と し た 。 し か
し 、 ほ か に類例 は な く 、 実 用 品 と は考 え に く い。

時期 出 土 し た 上器か ら 、 前 期 後 葉 と 判 断 し た。 既存の土器編 年 に 対比 さ せれ ば、 東海地方の大麦田
皿 式に 相 当 し 、 近畿地方の北 白 川 下層 川 式 に 併 行す る と 思 わ れ る 。

5 1 0pm 
（土器）

図69 SK380出土遺物

゜ 5cm 

（石製品）

貯蔵穴 （表22)

A 区、 B 区 で そ れぞれ 2 基ずつ検出 し た。 A 区で は 住居か ら やや 離 れ た 場所 に あ り 、 B 区 で も 特徴

的 な 場所 に位 置す る わ け で は な い。 4 基 と も 断面形が袋状 と な る 土坑 で 、 形態や規模 も よ く 似て い る 。

し か し 、 埋士の 堆積状況は 、 A 区 と B 区で は異 な っ て い る 。 出 士遺物が非常に 少な く 、 時 期決定が困

難 で あ る が、 縄文土器や石 器が出 士 し た も のが あ る こ と か ら 、 遺物が出 土 し て い な い も の も 含め て 、

縄文時代の 遺構 と 考 え た。

SK25 ( 図70)

検 出 状況 A 区北部で検出 し た。 内 部が袋状 と な る ほ か は 、 特 に 付 属 施設 と な る よ う な も の は な い 。

周 囲 に 士坑があ る が、 住居跡か ら は離れて位置 し て い る 。

埋土 8 層 に 分層 し た が、 rf1 央が凹 ん だ堆積 を 示 し 、 5 層 や 7 層 は墜 の 崩 落 土 と 思 わ れ る こ と か ら 、

自 然堆積 に よ り 埋没 し た も の と 思 わ れ る 。

出土遺物 埋 土中 か ら MF と 剥片類が 1 点ずつ 出 上 し た 。

表22 貯蔵穴一覧

讐 l 主軸方位 1 埋土 関点 1 時期
' 
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SK379 (図70)

検 出状況 A区西部で検出 し た。 内 部が袋状となり、 上面の南 側 に段を持つ 。 検出面で円礫が出上 し

たが、 埋士は 自然堆積と思われることから、 関連性はないと思われる。 周 囲 に 墓坑と し たSK380や多

く の土坑があるが、 住居跡からは離れて位置 している。

埋土 8 層 に分 層 し たが、 中央が凹

んだ堆積をホ し 、 埋士中 には壁が崩

落 し たと思われる褐色 士の ブ ロ ッ ク

が混人 し ているこ とから、 自然堆積

により埋没 し たものと思われる。

出 土遺物 遺物は出士 しなかった。

SK576 ( 図70)

検 出状況 B 区東部、 SD5 09の近 く

で検出 し た。 内 部が袋状となるほか

は、 特 に 付属 施設と思われるよ う な

ものはない。 ほかの貯蔵穴の深さが

0.8 m以上あるのに対 し て、 0. 65 m と

やや浅いが、 袋状の断面形は最もよ

く 残存 し ている。

埋土 4 層 に分 層 し たが、 やや東 に

偏 っ た位置が凹 んだ堆積を示す。 し

か し 、 埋土中 に 壁 面が崩 落 したと思

われるよ う な土や ブ ロ ッ ク がないこ

と、 最上層の 1 層が褐色土であるこ

とから、 自然堆積で埋没 し たもので

はな く 、 人為 的 に埋め戻された可能

性が高いと思われる。 し か し 、 その

目的は不明である。

出土遺物 （ 図71 ) から、 縄

文t器は J 群 b 類が 1 点、 石 器は石

鏃が1 点出土 した。 1 62 は石鏃la類で、

A
 

1 62 

。 5cm 

図71 SK576出土石鏃

326.Sm 

l lOYR2/3 黒褐土 径 5 cm以 ドの角礫含むe
2 JOYR2/2 黒褐土 径10cm以下の角蝶含むく

3 JOYR2/2 焦褐 I: やや賠色 径10cm以下の
角親やや多 く 含む0

烹褐t. やや茶色。 径 3 cm以 下の

径 5 cm 

SK576 

崎
， / / 

曹 ，， ’
""』 ,

, 11 

1 7ふYR1/4 褐十 やや締 ま る ょ や や 粘 打も

炭 含 む。 径 l cm以下の搾少 し 含 む◇

2 10YR2/2 翌褐士 やや締 ま る ◇ や や 粘 質。

径 l cm以下 の礫 少 し 含 む◇

3 7.5YR3バ 黒褐粘質土 や や締 ま る 0 径 I
cm以下の礫 多 く 含む。
4 JOYRZ/1 黒粘質土 やや締 ま る さ 径 1 cm以

Fの礫多 く 含む◇

5 7.5YR5/6 明褐粘質土 締 ま り あ り ，, 径 l
cm以下の亜角 礫 多 く 含む。 V 層•O

゜

SK379 

323m 

I lOYRl .7/1 黒 土 径 5 cm以 ド の 角礫 多 く 含
む。

2 IOYR2/2 黒 褐 土 径 5 cm以下の角 礫含む。
3 IOYR2/2 黒褐 土 やや陪色。 径 5 m以 卜の

やや茶色。 径 3 cm以下の

褐土ア0ックi見0 径 3 cm以下

SK668 � 

麻/,j 
酪

317m 317m 

1 m  

枷II針褐土 締 ま り あ り 粘 り な
く 含む。 径 I cm以下の中角礫

2 10YR2/2 煤褐上 締 ま り あ り g や や 粘 質。

炭 少 し 混。 木根多 く 含 むむ 径 l cm以下の
曲 角 礫 多 く 含 むウ

3 7.5YR3/2 開褐士 や や締 ま る ら やや粘質。
木根少 し 含む。 径 I cm以下の而 角 礫 少 し
含 む。

や や締 ま るも や や粘質。
1 cm以下の亜角費少し

5 !OYR3/3 賠 褐粘質士 や や 締 ま る 。 人根少
し 含む。 径 1 cm以下の亜 角 礫 多 く 含む、

図70 貯蔵穴 (S=1/50)



脚 部の 長 さ が左右不均等で あ る 。 主要剥離面が大 き く 残 り 、 側 面 形 は や や彎 曲 し て い る 。

SK668 ( 図70)
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検 出 状況 B 区南部の土坑が比較的密集 す る 場所で検出 し た。 内部が袋状 と な る ほ か は 、 特 に付 属 施

と 思わ れ る よ う な も の は な い。

埋土 5 層 に 分層 し た が、 中 央 が凹 ん だ堆積 を 示す。 し か し 、 SK576 と 同 様 に 、 叶：］ に壁面が崩 落
し た と 思わ れ る よ う な 土 や ブ ロ ッ ク が な い こ と 、 最上層 の 1 層 が極暗褐 色士で あ る こ と か ら 、 自 然堆

積 で埋没 し た も ので は な く 、 人 為 的 に狸め戻 さ れ た可能性が高 い と 思わ れ る 。 し か し 、 そ の 目 的 は不

明 で あ る 。

竪穴状の大型土坑 （表23)

A 区 で検出 し た 大 型 の 土坑 で あ る が、 平面形が不整形で、 炉跡や柱穴 と 思 わ れ る も の を 検 出 で き な

か っ た こ と か ら 竪穴状の土坑 と し て、 そ の 他の 土坑か ら 分け た 。

SK1 05ほ か （ 図72)

検 出状況 A 区 中 央部で検出 し た 。 段切 り 造成の影響 を 受 け 、 上部がo.2�0.4 m ほ ど削 平 さ れて い る
と 予想 さ れ る 。 こ の た め 、 周 囲 で検 出 し た SK 104 · SK 107 · SK 122 · SK125 も 、 関 連す る も の で あ る

可 能性が考 え ら れ る c SK105 は 、 全体 と し て は皿状 と な り 、 中 央が小穴状の穴 が 2 つ並ぶ よ う に深 く

な る 。 断面形が皿状 と な る こ と か ら 、 本来の規模 は 周 囲 の 土坑 を 取 り 込む よ う な 範 囲 に な る と

き る 。 し か し 、 SK104 はSK105 よ り も 新 し い こ と を 確認 し て お り 、 こ の土坑 に 関 し て は 関係 な い も の

と す る べ き か も し れ な い。 た だ、 SK104の底面で は小穴 を 検出 し て い る が、 こ の 小穴 がSK104 に 含 ま

れ る の か 、 別 の 遺構 と な る の か確認で き て い な い。 SK107 は 円 形 の 小 土坑 ， SK122 は楕 円 形の 小J:坑

で比較的浅 く 、 SK125 は や や 楕 円 形 と な る が、 柱穴状の 深 い 穴 で あ る 。 や や乱暴で は あ る が、 SK 105

を 竪穴 と し て 、 そ の 周 囲 に あ る 小土坑 を 柱 穴 と み な せ ば、 竪穴住居跡 の 可 能性 も 考 え ら れ る の で は な

い か と 思 わ れ る 。 こ の た め 、 5 基の士坑 を ま と め て 竪穴状の大型土坑 と し て お く 。

埋土 SK105 は 2 層 に 分層 し た が、 ド陪 は 中 央東側 の小穴状の穴部分であ り 、 こ れ は 別 の 時期 の遺構

と 考 え る べ き か も し れ な い。 SK104は 3 層 に分層 し た が、 概ね水平 な 堆積で あ る 。 SK 107は 2 層 に 分

し た が、 水平 な堆積で あ る 。 SK122 と SK 125は単 層 で あ っ

出土遺物 （ 図73) SK104 か ら 22群 d 類 と e 類が 1 点ず つ 、 SK105か ら 22群 c 類 2 点、 胴 a 類 2 点、

表23 竪穴状大型土坑一覧



8'1 

/』:b 灯l l 点、 SKlOiから22群胴 b 類 I /IがIll I: してしヽる SK l2�, からは迅物はIll I ·  して＼ヽない

16:lと 16·1ははSKIOIからIll I: した22群 I:器である 163は d 知で． 縄文を地文に施し． 突否に よ り

,,,. 線的な文様と紡鋳状の文llを描く 突·:i'i .I: にし縄文を'-·1·が、 縄文の撚りはイ；IJJである I い は c

飢で. I.R純父を地iC と し 突帝によ り 弧状の人屈を伯く 突，i，｛よふ文の ま ま で、 l l緑溢部が沈線状

に1111む 165-167はSKI05か ら 出 I : した加r.r l: 器である IC,5はc類で、 胴部が張り釘i部で強く枯れ

た校、 II柑祁が11.1げしながらr=J く 四形である い11平l.ll縄文と RI.縄文による;J;J状純文をhillし 、 ·1;銭

竹行で押 し•j l き を 密 にb直す突帝に よ り 文ti.を 憐 く ('IJj°{J,J) I ]� 茄には 1 条. JIM部には別祁との椛

と胴祁lt�J.:.tfの1:r.irtに 1 条ずつ突·笛を己らせ、 IIMt\�<1> 2 条II)突店の間には述弧状に突-;j'/を厖す ll!;�G 

11、11111には指却輝iが残る P-J.rtl5> 1661;1.113 r, でLR縄文を施し 、 尉部がう辺る岱形である 1671よJj(

：ぼiで會 やや凹み底と な る。

時期 1111: し た 十．笞から、 前）りl後然と刊斯した 既{1の I:岱紺年に対Jt させれば、 東漏地 ）jの人・b..111
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か の 土坑 と 比較 し て 出 上遺物が多 い こ と か ら 、 竪穴状の大型士坑 と し た 。

埋 土 2 層 に 分層 し た が、 ほ ぼ水平堆積であ る 。

出土遺物 （ 図75) 縄文土器 は S3群cl 類が 2 点 、 J 群 b 類が10点 出 土 し た が、 い ず れ も 小 片 の た め

図示 し な か っ た 。 cl類土器 は 、 胎 土 中 に 繊維 を 含む。 石器類 は 、 石 匙 l 点、 ス ク レ イ パ ー 3 点、 剥 片

類 4 点、 :VlF 3 点、 打欠石錘 l 点 、 磨 石 ・ 凹石類 1 点が出土 し

1 68 は 下 呂 石 製 の 石 匙 の つ ま み 部であ る 。 169 と 1 70 は ス ク レ イ パ ー l a 類 で 、 直 線的 な 刃 部 を 持 つ 。

両者は接合す る が、 刃 部 は そ れぞれ別 に 作 ら れて い る 。 171 は ス ク レ イ パ ー lb類で、 外彎 し た 刃 部 を

持つ。 172 と 1 73 は MFで、 末端辺や側辺 に微細 な剥 離痕が確認で き る 。 174は打欠石錘で、 片 面 か ら 簡

単 な 調整 を 加 え て 、 紐掛け部 を 作 り 出す。 1 75は磨石 ・ 凹石類lb類で、 側 面 に は磨痕 と 敲打痕が認め

ら れ る 。

時期 出 士＾ し た 上器か ら 早期末葉 と 思わ れ る 。

そ の他の土坑 （ 図76 • 78-1 03、 表24-38)

A 区で検出 し た そ の他 の 土 坑 は 、 全体 と し て規模が小 さ く 浅 い穴が多 い が、 A 区北部ではや や規模

が大 き く 、 深 さ が0.2m を 越 え る も の の 比率が高 く な る 。 ま た 、 規模が小 さ く 、 円 形若 し く は 桁 円 形

で、 あ る 程度深 さ の あ る 土坑 に は 、 竪穴住居跡の柱穴 （主柱穴 ． 壁柱穴） に 類 似す る も のがあ る 。 こ

贔い 望や
1 68 

� 

亨 （
1 71 

ぐ ド亨
ク ー

1 72 

゜ 5cm 

図75 SK1 24出土石器

―�-� � 
� 1 73 

0 5 1 0cm 
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う し た 土坑 は 、 I R5区 - I R9 区 や I W l l 区- I WI3区 に 多 い 顛 向 が あ る が、 建物跡 と 推定 で き る よ

う な 明確 な ま と ま り を 捉え る こ と は で き な か っ た 。 B 区で検出 し た 土坑 も 、 小 型 で 浅 い も の が多 く 、

散在 し て い た。

そ の他の土坑 出土遺物 （ 図77)

176はSK93か ら 出土 し た Z2群b3類土器で、 口 縁端部 を 欠損す る 。 突帯 に よ り 文様 を 描 き 、 突帯上 に

は 半戟竹管 に よ る 逆 C 字状 の刺 突 を 施す 。 1 7 7 は SK l l l か ら 出 土 し た J 群 a 類 で 、 RL縄文 を 施す 。

178はSKl l l か ら 出土 し た切 H 石錘で、 側 辺 の -·」• 方 を 敲打 に よ り 成形 し 、 長 軸 の 両 端 に 切 H を 人れ る 。

179はSK 1 16か ら 出 土 し た 石鏃le類で、 正三 角 形の 一辺 に じ 字状の扶 り を 入れ て い る 。 1 80 は 、 SKI 26

か ら 出土 し た楔形石器で あ る 。 181 はSKI41 か ら 出上 し たZ2群胴 a 類で 、 RL縄文 を 施す 。 1 82 はSK177

か ら 出 七 し たZ2群胴 a 類 で 、 外面 にLR縄文 を 施す。 183はSK209か ら 出 土 し た 磨製 石 斧 で あ る 。 1 84

は SK299か ら 出土 し たC3群b2 類 J:器 で 、 口縁部は屈 曲 し 、 沈線 に よ る 文様 を 施す。 1 85 はSK260か ら

出 土 し た MFで、 側 辺 に微細 な 剥 離痕が確認で き る 。 186はSK291 か ら 出土 し た 磨 石 ・ 凹 石類2a類 で 、

側 面 に 磨痕 と 敲打痕があ る 。 1 87 は SK344か ら 出土 し た S l 群 c 類t 器 で 、 山 形 文 を 施文す る 。 1 88 は

SK448か ら 出 土 し たZ2群胴 a 類で 、 RL縄文の施文方 向 を 変 え て 羽 状縄 文 を 施す。 1 89 はSK595か ら 出
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し た石鏃le類で、 先端部 を 欠損する。 1 90はSK600か ら 出土 した磨 石・ 凹 石 類l a類で、 平坦な両面

に磨痕がある。 1 91 はSK656か ら 出士 し たZ l 群で、 RL縄文とLR縄文 を 交万↓に施 し て羽状縄文とするが、

横方向でも原体 を を 替 えて条が菱 形 を 作り出す。 Z2 群土器と比較 して、 器壁が非常に原いことか ら前

期前半の東 日 本系の土器と思われる。 1 92はSK679か ら 出土 した楔形石器である。

� 
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� 、 �· t, 
没硲’ 疇 184
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0 5 , Oom 退 l
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図77 そ の他の土坑出土遺物
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ベSK81 
径 2 CJl 

SK83 SK84 
l 10YR2/2 黒褐士 径10cm

. �"''"' W: J,.. F,7 1 I 黒 褐 上 やや賠以下の角礫含むs

3 cm以 下 の 角 礫
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ー
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ロ ， 325m 
325m 

325m 

325m 

径 5 cm 

325m 

SK93 
I IOYR2/l 黒 土 径 3 cm以下

の 小石 含 む令
2 lOYRL7/! 黒t.

角 礫 含 む 径 3
石含むe

3 10YR3/3 賠褐士 径 3 cm以
下の角礫含む。

4 10YR4/4 褐 粘 質 土 径 :; cm 
以 下 の 角 礫 含 む。

底
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325m 

量
SK97 
l 10YR2/2 黒褐士 径 2

cm以下の角礫含む，

5 cm 

口

N

9へ

SK88 • SK101 
l 10YR2/2 黒褐± 径 3 cm以下の角礫含

む。 (SKIOl)
2 lOYR2/J 熱土 径 3 cm以下の角 礫 含 むe

(SK88) 

325m 

．． 
325m 

SK102 
l 10YR2!2 見褐土 径 5 m以 ド の 角 礫

含むc

r
 二

325m 

'-1../ 

図82 そ の他の土坑 A 区⑥ ($=1 /50) 
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325m 
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径 5 cm以

325m 

径 5 cm以下り） 角 棟 含 む 径 l
く 含む。
径 3 cm以 下 の 角 礫含む。

三2

325m 
325m 

SK100 
l IOYR2位 用褐I: 径 5 cm 以 下 の 角 礫

含む，

O 2 m  
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径 3 cm以ド

径 5 cm以下

Z

底
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323.5m 

SK1 1 1  
1 IOYR2/l 黒 土 径 3 cm 

以 下 の 小石 少 し 含む。
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SK126 
1 !OYR2/2 黒褐土 径 5 cm 

以
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SK127 
1 lOYRl.7/1 黒 土 径 10cm

以 ドの 角礫含む。

口
323m 

©
 

；守
―

-
5
 

□〗

2

狐巡
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SK1 1 2  
1 JOYR2/J 児七 径 5 cm以

下 の 角 礫含む。

r'\. ぐ
腿心 。

323.5m 
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323m 

冨

し 含 む。

。
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SK11 0  
I JOYR2!2 黒褐士 径 3

cm以 下 の 角 礫 含 むむ

蕊:sm
-文エ戸

SK121 
I I0YR2/2 SK1 1 4  

I IOYR2/2 黒褐十． 径 3 cm以下 の 角
礫含む。

323.5m 一
SK123 
I IOYR2/ I 黒土 径 5

cm以 ドの角裸含む⇔

愛夢1 © 
323m 

一
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》

ど
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323.Sm 

忌z

゜

323m 

cm 

323m 
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SK1 1 6  
1 IOYR3/3 賠褐土 やや茶色。 （焼土 ？ ）

締 ま り な し 3 径 I cm以 F の小石含むc

2 JOYR2/2 黒褐土 径 5 cm以下の角礫含
む。

3 JOYR3/3 賠褐I: 径 3 C:/1以下の角礫多
く 含む。

4 IOYR3/4 
径

323.5m 

SK120 
1 I0YR2!2 黒褐t 径10cm以下の 角 礫 多 く

323·5m 2 IOYR3/3 陪 褐 土 径 l紐m以下 の 角 礫 多 く

三r ― ―

- \...  コノ SK133 
l JOYRl.7/1 黒上 径 5 cm 

以下の角礫含むむ

2 JOYR2/3 黒褐土 やや明
色っ 径3cm以下の角礫含
むク S B 2 埋 土◇

SK134 
l JOYR2/2 
2 JOYR2/3 

2 埋土[

径 5 cm以下の角礫含むe

径 3 C叫;;. fの角礫含む。 S B

0 2 m  � ― 
図83 そ の他の土坑 A 区⑦ (S=1/50) 
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→ドの角親含む今
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SK138 
1 IOYR2/2 間船t ややII凡

2 cm以 卜 の 角 礫 含 む。
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SK139 
I IOYRZ/;J 黒褐 ー!:. 径 5 cm 

以下の角 礫含む3

～ 

323m 

に
5 cm以

E
g

隠
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323.5m 

SK151 • SK152 
I I0YRL7/l 黒上 径 5 cm以 ド の 角 礫含む，

(SK 151 )  
JOYR2/l 黒 I 径 5 Cr.J以 ド の 角 礫含む, (SK1 52) 

324.5m 

。

324.5m 

324m 

,,--1 
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て
SK165 
1 IOYR2/2 黒褐七 径 5 cm以

下 の 角 礫 含 む·,

望
｀ツ ゜
SK171 
1 10YR2/2 黒 褐 土 径 3 cm角

礫含む。
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SK166 
1 IOYR2/l 黒 t 径 5 cm以下

の角礫含むc

◎
 

爺砂

へ
忍v
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324.5m 

穴
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伶蘭
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恥ら

324.5m 

『
SK168 
l 10YR2/2 黒 褐 七 径 2 cm以

SK167 下の角礫含む0

1 10YR2/2 黒 褐 土 径 3 cm以
下の角礫含むc

；； 毒 — 〗―@
324.Sm 函�5m

ヽ

＠
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偽晶〖
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SK174 SK175 
径 3 cm以 l I0YR2/I 黒 土 径 3 rm以 卜 I JOYR3/3 賠褐十 径 3 cm以

の 角礫 含 むc 下の角詫含 む。

324.Sm 

三

324.5m 

＼ 

口
324.5m 

\IT 
SK178 

SK176 SK177 1 IOYR2/2 黒褐t. やや賠 SK180 SK181 
I IOYR2/2 黒 褐 土 径 5 cm以 1 IOYR2/2 黒 褐 土 径 3 c:n以 色。 径3cm以 ドの角礫少 I IOYR2バ 黒 ヤ． 径 ：l cm以下 1 l�YR2/2 黒 褐 土 径 3 cm以

F の 角礫含む。 ド の 角礫含む。 し 含む。 の 角 礫 少 し 含む。 卜 の 角 礫含む。
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恥
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SK183 
I JOYRJ.7/1 黒 土 径 3 cm以

下の角礫含む¢
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324.5m 

1T 
径 3 cm以 F
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(0)6) 
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SK185 · SK186 
l JOYR2八 黒土 径 3 cm以F

の 角礫含む., iSK1851 
2 JOYRJ.7/1 間 ．七 径 3 cm以

ドの 角礫含む。 (SK186)

'
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三

324.5m 
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SK184 
1 IOYR2/l 黒 上 径 1 cm以F

の小{i含む。
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324.5m 
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SK189 
l IOYR2/2 黒 褐 土 径10cm以

下 の 角 礫 含 むc
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径 2 cm以
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323.5m 
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3 cm以 1
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SK208 
1 10YR2/2 黒褐t やや賠色。

3 cm以下の角礫少 し 含む c,

含
F

SK213 
1 10YR2/2 黒褐土 径 3 cm以

ドの角礫含むc

2

翁サ忍

, 1  ー \jJ

SK216 SK217 
1 !OYR2/2 、出褐上 径 5 cm以 1 IOYR2/l 黒 七 径 3 cm以

トの角亮含む。 下の角礫含む。

径 3 cm以

322.5m 

322.5m 

324m 

97 

ロ
1

`
 勾。忍

が
劇

323m 323m 

径 5 cm以

□》
｀惑

ご

｀
心

324m 324m 

大
径 3 cm以ト 径 2 cm以下

2

菰属

2

恥晶
324m 

324m 

'01― 
SK207 
I 10YR2/2 黒 褐 土 径 2 cm以

下 の 角 礫 含 む。

3 cm以下

＠
 

三頁

2

凰勾

322.Sm 
322.5m 

ーロア― ― ゞグ
SK214 

SK21 2 I !OYR2位 黒 褐 土 や や賠色。
1 IOYR2/2 黒 褐 土 径 3 cm以 径 5 cm以 下 の 角礫含む。

下 の 角 礫 含 むc

1

恥
�:

 322.5m 322.Sm 

SK218 SK219 
l IOYR2/l 黒 土 径 5 cm以 下 1 IOYR2/2 黒 褐 土 やや賠色0

の 角 礫含む。 径 5 cm以下の 角 礫含む。

O 2m -— 
図86 そ の他の土坑 A 区⑩ (S=1/50) 
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322.5m - -······ 
321m 

六 丁
SK220 SK221 
I IOYR2バ 黒 士 やや黄色o I !OYR2/2 黒褐t やや賠む

径 3 cm以 下 の 角礫含む。 袢 3 cm以 下 の 角 礫 多 く 含

戸1

G) 

� 
SK225 
l 10YR2/2 黒 褐 土 径20cm以

下の亜I']礫• 角既多 く 含む32
9

 (Q) © 

SK230 • SK231 
I I0YR2/2 黒褐土 径7cm以

下の角礫含む。 (SK230)
2 l0YR2/2 黒 褐 土 径7cm以

下 の 角 礫 少 し含む。

N

伶閲 バ
―量声m

SK235 
l 1 0YR3/2 黒 褐 土 炭 少 し◇

3 cm以下の角礫含む：

,, —□ -
325m 

SK241 
I I0YR2/2 黒褐土 径 2 cm以

F の 角 礫 含 む。

324m 

323.5m 

ーニ
SK226 
I 10YR2位 黙褐土 径10cm以

下 の 角 礫 多 く 含むc

©
 

芦�
凸

SK232 
1 IOYR2/2 黒褐土 径 3 cm以

ド の 角兜含む。

f , 凸ー ロー

325m 

丁エ丁――

SK236 
1 lOY即12 黒褐1: 径 3 cm以

下の角礫含む。

1

昼位
325m 

▽ 
径 2 CQ以下

/ O — t N © 釘
ii

© 

322.5m 
323m 

322.5m 

5 cm以,� 
□ — 

324.5m 

\....t.) 

3 cm以

径 5 cm以

径 3 c:n以

□-
323.5m 

文
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可
SK238 
l lOYR2/2 

ドの角礫含む◇

｀
へ

I ,_,, ーロー
SK240 
l IOYR2/2 黒褐土 径 5 cm以

下 の 角 礫含む。

Z
瓜
鸞

324.5m 一
径 2 cm以

SK244 • SK245 

SK224 
1 10YR2/2 黒褐土 径 1 0cm以

下 の 角 礫 含 む3

©
 

2

狐属

324m 

＼ 
SK229 
I IOYRツ2 黒褐土 径 3 cm以

下 の 角 礫 少 し 含 むc

ロ―̀
 325m 

325m 

� 

SK239 
l JOYRl.7/1 黒 土 径 3 cm以

ドの角礫含む令

324.5m 324.5m 

゜ 2 m  

図87 そ の他の土坑 A 区⑪ (5=1/50) 
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SK253 
1 IOYR2/2 患褐土 径 5 cm以

ド の 角 既含むc
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可
SK259 
l IOYR2/ l ;,I,'; t やや茶色2

5 cm以 ド の 角 礫 含む :

2

翁Ol
嗚

325m 
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SK249 
1 !OYR2/2 黒褐土 やや暗 I JOYR2/2 黒 掲I· 1釜 2 cm以 1 IOYR2/I 黒 土 径 2 cm以 F

2 cm以下の角礫

ii 晨 一

＼ 
径 3 cm以
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]ェ「
SK254 
I lOY R l.7/1 黒土 締 ま り な

し 径 3 Cll1以 Fの角礫多
く 含むっ

325m 

SK260 
l JOYR2/l 黒 t 径 2 cm以 F

の角礫含む。

ロ
t`
 324.5m 

SK261 
l JOYRL7/J 黒十， 径 10cm以

F の 角 礫 含 む。

＼ 
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SK264 SK267 SK268 
1 I0YR2/2 黒褐土 径 5 cm以 1 lOYR2/2 黒 褐 ：!: 径 5 cm以 l IOYR2/2 黒褐上

下 の 角 礫含む。 下の角礫含む。 色' i斧3cm以
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SK265 
1 IOYR2/l 黒土 や や 茶 色Q

径 3 cm以下の角礫含む。
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I IOYRl.7/ 1 黒 土
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I IOYR2/l 黒褐t 径 2 cm以

下 の 角 礫 含 む。
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SK269 
I !OYRZ/1 黒上 径 2 cm以 F

の角既含む。

2
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SK270 SK271 
I IOYR2/2 黒 褐 士 径 5 cm以 l lOYR2/2 :.I.\褐 I-.

ドの角礫含む。 色。 径I訳m以
む む
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SK278 
1 lOYRl.7/1 黒 土 径 3 cm以

下の角礫含む。
2 IOYR3/l 黒褐上 褐 土

7'的9混も 径 3 cm以下の角
礫含む。
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I l OYR2il 黒 土 径 2 cm以 下

の 角礫含むc
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1 10YR2/l 黒 土 径 5 cm以下

の 角 礫含むc
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l 10YR2/l 黒 土 径 3 cm以下

の 角 礫含む。
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l IOYR2/J 黒上 や や茶色e
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(SK291) 
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l !OYR2/l 黒土 径 5 cm以下の

角 礫含む。
2 IOYRl.7/1 黒土 径 1 cm以下

の 角 礫 少 し含む:
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SK457 • SK458 
I IOYRZ/2 黒褐土 径 3 cm以下の角礫含

むこ

321m 

SK465 
I lOYRl.7/1 黒 士 やや黄色c 径 5 cm以

下 の角礫含むも

O 2m 
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て亨径 5 cm以下

SK470 
里褐土 やや陪色'I 

5 cm以下, , の角礫含む。じ＼ 〈「 J) 2姿ー三ロ
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SK478 
1 IOYRl.7/1 黒t 径 3 cm 

以下の角礫多 く 含むc

it 忍

―尺戸21 m

SK483 
l !OYR2/l 黒土 やや茶c

cm以下の角礫含。
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SK480 
I 7.5YR2/J 黒上 径 2 cm以下

の 角 礫 含む。
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1 10YR2/2 

径
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321.Sm 

SK472 
I IOYRl .7/ l 焦士 褐 土

7'応9混。 径 2 cm以 Fの
角 礫含 む｛
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;
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径 3 cm以
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SK481 
1 lOYRZ/2 黒褐土 径 5 err. 以

下の角礫含むg

(g � 

一

""'"'tロ
SK493 
l 10YR2/2 黒褐t i釜 5 rr.i以

ト'(!)角礫含むs

2 10YR3/4 暗 褐 土 径 5 cm以
ト'(!) 角礫含む。

322.5m 

321.5m 

SK482 
I lOYR!.7/1 黒 七 径 2 cm 

以ドの角礫含 むら

!OYR3/3 賠褐土 径 2 cm 
以 下の角礫含む0

321m [
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属喜
321m 

＿ 
黒士 やや染

2 cm以 F の 角 礫

＾｀ 
I- @ 

-w-321m 

SK494 
1 IOYRJ.7/1 

な い 抒 2
礫含む。

2m 
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SK498 ＼ ｀ ｀ 321m 321.5m 

1 IOYRL7/J 黒土 やや茶 SK496 
色0 締 ま り な し。 径 2 l lllYR2/I 黒土 締 ま り な し。
cm以下の角礫含むc 径 2 cm以卜

0
の角峡含む。 り な 一

径 2

9 ひ
な しさ

姿 -
誓
贔 CP ー マ�I_"' 六1 321m a 

SK500 
l 10YR2/2 黒褐上 締 ま り

319.5m 

319.5m 
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SK509 
l 7.5YR3/l 黒褐七 締 ま

り あ り 。 粘 り な し 。 径
2 cm以ドの亜角礫含む。

2 10YR5伶 黄褐七 締 ま り
あ り 。 やや粘質。 礫含
ま な い。

2亨

-v-
SK520 
I 7.5YR3/l 

り

臼
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317.5m 

一 ー
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319.5m 

SK522 
I 10YR2/I 

あ り 。

ロ
2
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319.5m 
319.Sm 

SK51 7 
I 陪I天黄t ゃゃ

り な し。 粘 り な し，
2 cm以下の亜角礫含むさ

`1
 � 

SK525 
I 7/5YR2/ l 黒粘質上 や

や締 ま る で

SK503 • SK51 1 
1 !OYR3/3 賠褐土 やや締 ま る 。 粘 り な し。 礫含

ま ない(SK5031
2 7.5YR4/4 褐土 やや締 ま る 。 やや粘乳 i予 5

m程の黄褐土7·0ックi此 (SK503)
3 !OYR4/3 にぷい貨褐土 締 ま り な し。 粘 り な し。

径 2 cm以下の亜角礫含む。 (SK5ll l

SK501 
I 思褐leー やや締 ま か やや

径 1 0cm以下の亜角閉少 し 含

2

魯翡
{

'� 
ロ

2零

319m 
319.5m 

319m 
-\JJ ― 

締 ま り SK523 
I JOYR3/2 黒褐粘質

土 締 ま り あ り e 木
根含む' iや2.5cm以
ドの亜角礫含む。

SK514 
l IOYR5/8 黄褐上 締 ま り あ り 。

粘 り な し。 礫含 ま な い。
2 IOYR3/4 暗褐土 や や締 ま るc

やや粘質。 径 3 cm以下の中角
棺 少 し含む'SK502 

l IOYR3/4 
粘 り な し ；

□〗
2疇 e 

319.Sm 31 9.5m 
391.5m 

SK513 
1 7ふYR4/6 褐上

やや粘質。 ll'. 2 
角礫含む。

317.5m 
2 IOYR3i4 暗褐士

ふ やや 粘 質。 i
の既を 少 し 含むな

。 2m 

図97 そ の他の土坑 A 区⑳、 B 区① (S=1 /50) 



黒士 締 ま り あ り 心

v 層類似土氾 礫
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1 一317m 

SK5⑯ 
I IOYR3/4 賠褐土 締 ま り

あ り 。 やや粘 り な し。
径 1 cm以下の亜角礫少
し含む。

2翠
_'I' 'I' ヤ--V 

317.5m 

SK541 
I 2.5Y3/2 

あ り ' ,
ま ないe

�< SK545
. 

こご'.-
／ 

SK544 ―宣瓦Sm

一三諏5m

SK544 • 545 • SK546 
l !OYR3/3 賠褐粘質t ゃ

や締 ま り な い 礫 含 ま な
ぃ，

2 7ふYR5/6 明褐粘質上 締
ま り な しe 木根含む。 礫
含 ま な い←

3 7.5YR3/2 黒褐土 締 ま り
な し。 やや粘質e 径 I cm 
以下の亜 角 礫 多 く
(SK545) 

4 !OYR3/l 黒褐土 締 ま り
な しや やや粘質c 棟含 ま
な い, {SK546) 

5 7.5YR5/6 明褐粘質土 や
や締 ま る。 径 5 mm以下の
亜角礫多 く 含むs
(SK546) 

©
 

令―
貪

� 31 8.5m 
SK532 
l !OYR3/4 暗褐士 締 ま

り あ り 。 やや粘質も

礫含 ま な い。

2
-□》

｀
 317m 

SK537 
l !OYR3/l 黒褐粘質土 締 ま り

な い 礫 含 ま な い。

317m 

ミ
SK543 
I 

317.5m 

八
い）

ぶ

9-
317.5m 

胃
SK533 
1 IOYRZ/2 黒褐土 締 ま り な

し。 やや粘質。 木根含むも

礫 含 ま な いc

2 IOYR3/2 黒褐粘質土 締 ま

[
 

z

悶^

◎
 

2
孤”
こ

締 ま り な し, 317m 

やや締 ま る。
l cm以下の亜角

す

SK550 • SK551 • SK554 · SK555 
I IOYR2/l 黒粘質土 締 ま り な しc 木根含む， 径 l cm以下の亜円礫

少 し含む。 (SK550)
2 JOYR3/4 賠褐土 締 ま り な し， 粘 り な し。 礫 含 ま な い令 (SK551)
3 !OYR3/l 黒褐粘質上 締 ま り な し。 礫 含 ま ない, (SK5541 
4 7.5YR4;4 褐 粘 質 士 やや締 ま る, (SK5541 
5 IOYR2/l 黒粘質土 締 ま り な し。 木根含む3 径 I cm以下の亜円裸

少 し含 む 。 (SK555)
6 7ふYR5/6 明褐粘質土 締 ま り な し0 礫 含 ま な い, (SK555J 

SK547 
1 2.5YR3i2 黒褐士 締 ま り な

な し， 木恨含む。

317m 

六

317m 

図98 そ の他の土坑 B

317m 

Z臼
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SK534 
1 7.5YR3il 黒 褐七 締 ま り

な し。 や や 粘 り な い 木
根 含 むc 礫 含 ま な い。

2 10YR5i8 黄褐粘質土 締 ま
り あ り 。 礫含 ま な い 。

2

狐“慮

317m 

―
l1/ 

SK538 
I 7.5YR2/I 黒粘質土 締 ま

り な い 礫 含 ま ない。

©
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属贔3

317m 

SK548 
1 IOYR2/2 黒褐士 締 ま り な

い 粘 り な し。 径 2 cm以
下 の 亜 角 礫 少 し 含 む0

2頭
- @ 

317m 

2翠

ゴ

317.5m 

317m 
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17m 

SKS3S 
I IOYR2/2 黒褐粘質土 やや

り な し。 礫含 ま な い。
; /4 黄褐粘質上 締 ま

な い 礫含 ま ないも

)̀
 
戸
》

t
戸

317m ― —Gl\1 -
SK540 · SK542 
l JOYR3八 黒 褐土 締 ま り な

し 。 や や粘 質 木根含む。
礫含 ま ない。 (SK540)

2 IOYR3/l 馬褐土 締 ま り な
し念 や や粘質。 木根含むc
礫含 ま な い。 (SK542)

ロ2鳳均一

317m 

三
SK549 
I 7.5YR3心 黒褐土 締 ま

り あ 叩 粘 り な し。 径
1 cm以’ ドの亜角礫含む。

芦1.

SK557 
I IOYR2/2 

り な しな
ぃや

0 2m ― 
(S=l/50) 



1 10 

三
SK558 • SK559 
1 10YR2/3 黒褐土 締 ま り

な しシ flけ） な し。 木根
多 く 含む。 径 10cm以下
の曲角罪多 く 含む。

邸）
翌!2 黒褐粘質土 締

ま り な し。 木根多 く 含
む, (SK559) 

2燭
◎ 一

317m 

SK561 
1 10YR3/2 締 ま り な しる

粘 り な し 。 礫 含 ま な い 。

`
2
 

317.5m 

2翠゜
SK560 
I 7.5YR匂2 黒褐土 締 ま り あ

り 。 粘 り な し。 径 2 Cfll以下
の 亜角礫多 く 含む 2

2 7.5YR4/4 褐 土 締 ま り な し。
やや粘質。 径 I cm以下の 他 角
礫 多 く 含む。

6) 
316.5m 

ーてュア—

SK579 
1 7.5YR2!2 黒褐士 締 ま

り あ り e やや粘質 径
1 cm以下の哨角礫 少 し
含む。

SK569 • SK570 
1 7.5YRL7/1 黒粘質t 締 ま り な し。

(SK569) 
2 7.5YR3/l 黒褐粘質土 締 ま り な し。

礫 含 ま な い 令 (SK570)

〇 -

゜�，
 

317m 
＼ 

SK588 
l 7.5YR2/3 樹賠上 締

ま り あ り 。 やや粘質。
礫含 ま な い。

鸞屈ー ニ
317m 

:
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317m 

Ly'\.1/- -

口
317m 317m 

SK565 · SK566 SK567 
1 7.'iYR3/4 賠褐七 や や 締 ま 1 I0YR3/4 陪褐士

ふ やや粘質。 礫含 ま ない c ま る。 やや粘質<
ま な いc

SK562 · SK563 
I 2.5¥312 黒褐士 やや締 ま り

な し。 やや粘質。 径 5 mm以
.fの亜角 礫 少 し 含 む。
(SK5621 

2 10YR3/2 
粘 り な し ，9
(SK562) 

3 2.5¥311 黒褐 ．七 やや締 ま り な
し。 粘 り な し。 礫 含 ま な い。

。
2
麻
£巖

� 
317m 

六

(SK57l) 
2 lOYR2/l 

や粘 り な しc

SK571 • SK574 
I 7.5YR3/3 賠褐上 やや締 ま り な し，

な し。 礫含 ま な い◇

2
底
虹図

SK585 
I 7.5YR2/2 焦褐土 締

， やや 粘 質。
し 含 む芍

褐 t 締 ま り
。 やや粘質o I\S 2 

cm以ドの亜角 礫 少 し 含
む。

317.5m 

り な し ゃ
(SK574) 
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SK586 
1 7.5YR2/3 

締 ま り あ
質。 礫少

w
 

」­
ど

31 6.5m 

� 
SK防0
I 7.5YR2/3 極賠褐J:

締 ま り あ り 。 やや粘
質。 礫含 ま な い。

316.5m 

SK582 
I 7.5YR3/2 黒褐七

IJ ., やや粘質。

□
 

N
9
-

317.5m 317m 

SK589 � 
I 7.5YR3/2 黒褐t 締 ま

り あ り c 粘 り な し。 径
2 cm以ドの礫 少 し含む。

図99 そ の他の土坑 B 区③ (5=1 /50) 
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SK572 • SK573 • SK575 
I JOYR2/2 黒 土 や や締 ま るe や や 粘 質。 径

l cm以下の亜 角 礫 多 く 含む, (SK572) 
2 IOYR4/3 にぷい黄褐十← や や 締 ま るも やや

粘 質。 慄 含 ま な い。 (SK572J
3 IOYR2/l 黒 土 やや締 ま り な し C や や 粘 り

な し 。 礫含ま な いヵ ,SK573)
4 IOYR4/4 黒 褐 土 や や締 ま る 。 やや粘質。

礫含 ま な い, !SK5751 

詞:5m

316.5m 

SK584 • SK601 • SK602 
1 10YRV2 黒褐土 締 ま り あ り 。 やや粘質↑

亜 角 礫 含 ま な い, (SK584} 
2 7.5YR2/2 黒褐土 締 ま り あ り 。 や や 粘 質0

礫 含 ま な い 。 (SK601)
3 7.5YR3/2 黒 褐士 締 ま り あ り c やや粘質。

礫含 ま な い, (SK6021 

0 2m 
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り あ り 。

SK592 • SK607 
1 7.5YR3/l 閉褐粘質士
2 7.5YR2/2 黒褐粘質十
3 7.5YR3/3 賠褐粘質土

な い , (SK592l 
な い, (SK6071 
な い 。 (SK607l
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SK591 
I 7.5YR2/3 

り あ り 。 �
含 ま ないe
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317m 

SK606 
I 7,5YR3/3 

ま り あ り 。

317.5m 

� 
SK605 
1 7.5YR3/2 焦褐土 締 ま り あ

fし やや粘質。 礫含 ま ないも

31 7.Sm 316.5m 

--
\...ir 

SK604 
I 7.5YR2/l 黒 土

あ り 。 粘 り な し
ま ない。

31 7.5m 締 ま り あ 叫
な いぐ

SK608 
1 10YR2バ｝

やや共質。

SK61 4 
l 7.5YR2/3 

あ り 。
な し 、わ

2 7.5YR5/6 明褐I: 締 ま り
あ り 。 やや粘質令 径 J cm 
以 卜のqfi.灼 礫 少 し 含 む令

© — 
317.5m □
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恥、ささ

翌

a

 

貧ぢ
～

 ん} 316.5m 
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SK6�0 
I bYR2/2 黒 褐 七 やや締 ま

ふ やや粘質、 礫 含 ま な い。

316.Sm 
316.5m 

1 
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SK599 
I 黒褐土 締 ま

やや粘質。 礫
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317.Sm 

317.5m 
317.5m 

,,.- 1 一- 2 

317.5m 

SK616 
l 

/ 1 -
心317m 六

SK609 
1 

SK61 5 
l IOYR3/3 

あ り t ふ
ま ない令

患褐t 締 ま り あ
。 やや粘質。 践含 ま な

し ,,

締 ま り
礫含 2m 「一り あ

な いっ

そ の他の土坑 B 区④ ($:1 /50) 図1 00
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317.Sm 

豆
SK620 
I 7.5YR3/2 黒褐士 やや締

ま り な し。やや粘 り な し 3

礫 含 ま な い。 木根含むc

黄褐士7
心
ロック 少 し 混。

,, 
— 虞〗 一

天
SK618 • SK619 
1 10YR2/3 凩褐上 締 ま り

な し。 粘 り な し。 木根含
むぐ， 径 J cm以下の亜角礫
少 し 含む。 (SK6I8I

2 7.5YR4/4 褐 土 や や 締 ま
り な し。 や や粘 り な し e

礫含 ま な い。 (SK618)
3 lOYRZ/3 黒 褐土 締 ま り

な し。 粘 り な し。 木根含
む。 径 I cm以下の亜角礫
少 し含む, (SK619l 

:
 31 7.Sm 

-cコプ

SK621 
l 7.5YR3/2 黒褐土 やや締ま

り な し や や粘 り な しも 木
根含む。 径 I cm以下の礫少
し 含む。

2

怠役
◎
 

ー□一
317.5m 

31 7.Sm 

□
 317.5m 

\37 
SK622 
1 7.5YR3/2 黒褐土 締 ま り な

し 。 粘 り な い 径 J cm以F
の礫含む。 木根多 く 含む。
黄褐土アo·,ク含む。

ー ロ
1 

六
317.5m 

SK634 
I 7.5YR2/2 黒褐t

る 。 やや粘質。 径 I
の 亜 角 礫 少 し 含む。

2 7.5YR4/4 褐 粘 質 t 締 ま り
あ り 。 木根少 し 含む。 径 2
cm以下の亜 角 筏 多 く 含む[

31 7.5m 

SK631 
I lOYR2/3 黒 褐t やや締 ま る＾ やや粘質リ

木根少 し 含むc 径 I cm以下の亜角秩多 く
含 むe
誌YR3/3 賠褐土
木根少 し 含む。 径 1
含む。

3 IOYR4/6 褐粘質I· 締 ま り あ り ゥ 木根少 し
含む。 径 I cm以下の 亜 角 礫 少 し 含む。

317.5m 

SK638 
SK629 
I IOYR2/3 黒褐粘質土 締 ま

I IOYR2/2 黒喝士 や や締 ま る 。 やや

り あ り 。 礫 含 ま ない，
粘質c 水根少 し 含む。 径1cm以下の
亜 角 礫 少 し 含む。

口
ごレ

t
 �

t 

ー ： 一
317.5m 

317.Sm 

一
SK626 
I 7.5YR4/3 褐七 締 ま り な

し 。 粘 り な し., 木根含むg

I cm以 ド の 亜 角 礫 少 し

SK623 
l IOYR3/1 賠褐 l: 締 ま り な

な し。 木根多 く 含
l cm以下の疎 多 く 含

r'I.,___ ◎ 
〗一 ©

317.5m 

可
SK625 
I 7.5YR4/3 

粘 り な し3

ま なし ％

SK627 
l 7,5YR4心

しぃ 粘 り ，
ドの礫多 く

咲
賢性

317.5m 

木根少 し 含む。

SK632 

□
口〗

317.5m 

ーにエ「
SK624 
1 7.5YR3i2 黒褐十，

ま り な し。 や や 粘 り な し。
木根多 く 含む。 径 2 cm以
下 の 亜 角 礫 少 し 含む。

[
 

2
A
鸞

317.5m 

w 
SK628 
I JOYR2/3 黒褐t 締 ま り な

し 。 粘 り な い 径1cm以下
の 亜 角 礫 少 し 含 む合

◎ 
31 7.Sm 一

SK633 
1 JOYR2/3 黒褐·f: や や 締 ま

る。 やや粘質。 木根少 し
含 む。 径 1 cm以Fの亜角
礫多 く 含む。

1

會位

SK636 

31 7.5m 

SK632 · SK635 • SK636 
l 7,5YR2/2 黒褐土 やや締 ま る 。 や や 粘 質。 木根多 く 含む。 径 2 c:n以下の中角礫多

く 含む。 (SK632)
2 7.5YR4/4 褐粘質f 締 ま り あ り が 木根少 し 含 む。 径 1 cm以 ド の 亜 角 礫 少 し 含むc

1SK632i 
3 IOYR2i2 黒褐t やや締 ま る。 やや粘質。 木根少 し 含む' 1辛 1 cm以下の亜 角 礫 多

く 含む令 (SK636)
4 7,5YR5氾 ，�l褐粘質土 締 ま り あ り 込 木根多 く 含む 3 患褐土7'0ック混む 径 2 ⑳以 下

の亜角礫含む, (SK636) 
5 7.5YRJ刀l 黒上 やや締 ま る 0 や や 粘 質e 径 2 cm以下の亜角礫少 し 含 むも

(SK635) 
0 2m 

� 
図1 01 そ の他の土坑 B 区⑤ (5=1150) 



ふv

咲
賢

317.Sm 

SK639 · SK640 • SK643 
I !OYR2/3 黒 褐 •ヤ． や や締 ま る。 粘 り な し' i笙 2 cm以 ドの礫

少 し含む, (SK639} 
2 7.5YR2/2 患褐 I. 締 ま り あ り 。 粘 り な し令 ti 2 cm以下の

巾角既多 く 含む, 1SK640i 
3 7.5YR2/3 黒 褐 十． や や締 ま る 。 やや粘質。 1沿 2 cm以下の

く 含む。 (SK団3)

ロT

口

1

隻□

心
口

尺
｀口[

317m 

◎
 

�

履忍

三
SK642 

··- 2 
l 7.5YR3/3 賠褐土 締 ま り な

し 。 やや粘質 汽 含 ま な
褐I 締 ま り な，
朔 含 ま な いc

317m 

一

ふ
践

一芦ニエプ-.31 6.5m

2 

317.5m 

317m 

� 

1

俗桝

1 13 

317m 
317m 

SK653 • SK654 
l 7.5YR3/2 黒褐土 やや締 ま る 。 やや粘質も 木根

少 し含むe 径 1 cm以下の礫 少 し 含 む。 (SK653)
2 7.5Yll4/6 褐土 や や締 ま る 。 やや粘質。 径 I cm 

以下の亜角裸少 し 含む, (SK654l 
3 10YR2/2 黒褐士 や や締 ま る， やや粘質。 木根

少 し含 む¢ 径 1 cm以下の囲少 し含む, (SK654) 

317.Sm 

�z 年壱)z� 0 � -- \ニ
ペ

ロ
316.Sm 

SK659 
1 IOYR2/2 黒褐士

あ り 。 や や 粘 質も
少 し 含む。 礫 含 ま

゜

317m 317m 

317m 
-二戸

317m 

六
SK655 
l JOYR2/2 黒褐土 や や

締 ま る今 やや粘質。
木根少 し 含む。 喋含
ま ない0

2

怠阻

316.5m 

---6--
SK660 
I 10YR2/2 黒褐士 締 ま り あ

り 。 やや粘質。 木根少 し
含む， 径 1 cm以下の中角
礫少 し 含 む⇔

2m 

図1 02 そ の他の土坑 B 区⑥ (8=1 /50) 

1 .� 31 7.5m 、
戸

づ
SK651 
I !OYR2/2 

やや粘質ら

径 I cm以
むお

褐粘質上 締 ま り
1 cm以下の亜角礫

[
 

竺
屈i

316.5m 

2 
SK658 
I lOYR2/2 :t褐jヽ

． やや締ま 。
やや粘質S 木根少 し含む心
径 l cm以下の亜角礫少 し含
む ぐ

2 7.5YR4/6 



1 1 4  

表24 そ の他の土坑一覧①

深 さ 誓 i
主軸方位 i 埋土 I :: I 時期 ！ 杞臨- •• ·· -• .  ーロ

BF=彦Z

雨:5m 口
z

鸞^一 317m 

317m SK666 
I 黒 褐 土 や や締 ま な や

径 1 cm以下の礫多 く 含むc

SK6糾
1 lOYR2/2 黒褐土 やや締 ま る。 や や

1 cm以 ドの亜角代少し含むc

亨1

�
'\. ーご

Z念

詞5m 316.5m 
317m 

� 尋
-ごこコ丁

一317m 

SK667 
l 10YR212 黒褐上 やや締 ま るも

やや粘質会 木根多 く 含む◇

礫含ま ないc

316.5m 

� フー 文
SK671 
l 7.5YR2/2 間褐土 締 ま り

あ り こ や や 粘質， 径 I cm 
以下の亜角礫 少 し 含むc

SK665 
1 7.5YR3/2 黒褐t や や 締 ま

や や 粘 質， 木根少 し 含
1 cm以下の亜角礫少

SK670 
l IOYR2/2 、m褐L や や 締 ま

る。 やや粘’凡 礫含 ま ない。

SK662 
I 7.5YR3/2 焦褐粘質土 や

や 締 ま る お 径 I cm以 ド の
礫 少 し含む。

『ー ロ 桐
砂

2

317m 
316m 一 316.5m 316.5m 

三
丁戸

SK669 
1 10YR2/2 開褐土 やや締 ま る t や や

粘質も 径 1 cm以下の亜 角 礫 少 し 含む。
2 IOYR3/3 llf1褐粘質土 締 ま り あ り 3

径 1 cm以下の親少 し含 む。

SK673 
り あ り 。 ff 1 !OYR2/2 黒褐土 やや締 ま る。 や

や粘質J 径 l cm以Fの礫多 く 含む。
2 7.5YR4/4 褐粘質土 やや締 ま り な

し c 径 I cm以下の礫少 し 含むe

SK680 
I IOYR2/2 黒褐t や や締 ま る。 小石

混e

偉`
- D-

2

盛贔

N
9

 
二口二

2
9

 
31 7m 316.Sm 

＼ 
317m 

316.5m 

319m 
\.iノ

＼ 
SK679 
t培記録な

SK681 
士附記録な し

-----s 
SK682 
土層記録な し ＼ 

SK678 
1 lOYR2/2 悶褐I: 粗砂混ご

゜ 2 m  
SK683 
I IOYR3/2 黒 褐 上 やや粘質。 炭混g

小石況な

図1 03 そ の他の土坑 B 区⑦ (S=1/50) 



表25 そ の他の土坑一覧②

l 遺構 I I I 

番号 地区

SK34上' �9 

SK35 

SK36 
SK37 
SK38 

SK39 

SK40 

I LIO 

I N9 

上 L 1 !

T LJ1 V 層上
ご

不
Iり

軟

形 0

i 
. 4  

I KI2  

0.  7 ! 1. 32 

o. 46 I o. 4 I o. 33 
0. 47 
応I

0. 37  

0.  76  

。 . 7 

0 . 4 
0. 4 2  0. 24 
0. 6 0. 55 

断面
深 さ I 形 I 主軸方位

1 15 

闊点 1 時期 i ぞi『
� 旦

梵区外

不明

不明 I
試掘時検出、

三り、 根



1 16 

表26 そ の他の土坑一覧③
r,,,,,,,,,,,,,,,,, .. --,-..... 一＇「＇＂＂＂＇ ••••••一．．．．．．．

□ 
竺-···· I N lO 

I NlO 
I 112 

SK63 I I 112 

36
37
4 2
58-
54 口

1 .  0 1  I o. 83 0.9 o. 7 1  J o . 248 Blcl 北西 l'.1144゜ W j l 層 Ai な し

SK65 I \勾『i ?- I V 層上1 枷 I .  02 I o. 72 0. 96 0. 6 7  0. 25 CZcl 北

SK67 
1. 76  

I Nll  V 層上 楕 円形 o. 68 I o. 53 o. 55 
1 .  4 

0 . 43 
SK68 I Nl l V 層上 士否島 0. 95 I 0. 66 o. 83 ! 0. 59 

SK69 I I M12  ! V層上I 凸詮 I o. 77  ! o. 59 I o. 69 o. 5 1  

SK77 
SK78 

SK79 
SK80 
SK81 

SK93 
SK94 
SK95 
SK96 

I :'.TI3 
I Nl2  

I 012  V 層 L
I 011  V 層工
I 01 1  v 層上

o. 32 I o. 3 
. 59 o. 5 I o. 48 

0. 53 0 . 46 
0. 28 

旦1. 1 0. 38 

0 . 2 Bla2北北西
O. 1 7 1  B2al 西北西
0. 1 7 1 Blal

� 
北O. 1 13 iBial  

Nl0° W 2層 B な し

NI3゜ w l 層 A ! な し
�6「 W A な し 1塑l
Nl0° E 1層 A 剥 片類 縄文

NIO' E l l 層 A i な し



表27 そ の他の土坑一覧④

楕 円形 0. 42 0. 35 I 0. 34 0. 27 O. 067 Al叫北北束

円形

円 形

楕円形

0. 31 : o. 3 

0. 57 

： 
0. 15 0. 14 巴

1 0
,
44T2

8
3

, , 
北北東

0. 19 0. 19 1 �t: 

0. 28 0. 22 0. 222 B2bl 北北西。. 7 0. 48 0. 184 B2bl 東北東
2. 6 • 1. 26 2. 41 1. 08 0. 25 1Blal 西北西

o. 26 I o .  31 

o. 31 I o. 25 I o. 23 

1 17 

時期 I 備考 （切り
合い関係）

N17゜ E

Nl0° E I層 A J
切

群目t石器錘、 中期 柱穴状の穴
以降

N5° W 1 層 A な し 不 明

N12゜

N75' 
N62' ; 贔i A

な し I 不明

な し 1
小明

不 明



1 18 

表28 そ の他の土坑一覧⑤

fi:1 地区 Iヰ： I 平面形 l

SK1491 I Sl2 l V 層 J:
'I P"J I J JU 

SK150I I Sl l I V層上

SK151: I S l l  I V 層上 長
不
楕

整
円形

上面

1 I I r I O. 53 0. 67 • 0. 42 0. 2 B2cl I 北西 N37'



表29 そ の他の土坑一覧®

l 遺構 I I I 
番号 地区

SK228 I 
SK229 

0 . 42  0. 32 0. 33 
0. 63 
o. 32 I o. 4 I o. 1s I o. 1 3  

I o .  2 ,  o .  23 I o. 1 s  o .  1 6  
! 0. 1 8  0. 1 3  0 .  07 0. 08 

0 . 2 o. 1 8  I 0. 1 1  0.  1 B2al 

1 19 

W l層 A な し 不 明
N2° EJ層 A な し 不明

C2群 . J 謬 SF5掘 り 込みSK233I I S l 0  j 靡孟 I 長楕円舷 1 . 23 I o亀
91 I 1 .  04 I o. s I o. 06 I I 北西 IK50゜ 叫 l 層 A 群土器 、

剥 片類
SK234J I R8 I 

SK239I I R4 I 

I 楕円 形 1 0筆 45 I (O. 32) I o. 28 I o. 2 1  I (o. 2 )  I B2al 西 北 亜 l \66" W I  1 層 A l な し 不 明 穴
く N状W

の
l O
穴、 柱

o. 5 1  I o. 6 2  I o. 43 I o. 25 I B2cl i北北西I N邸 WI

な し I 不 明 I 穴
く N状W

の
l
穴L 柱

な し I 不明 l 穴
く N状Wの

l l穴, 柱

Al な し 不 明 根株痕 ？

I 0. 65 I 0. 44  I o. 1 8  I 0. 1 2 : 0. 1 6  I B2al l 北東 IKff E l l 層 A な し 不 明

SK240I " 苫詞 I V層 上 I 不明 I u. 45l (O. 48l I (1. 16 )  I (0. 36) I o. 13 I B6al I 北北西 I N簡 罰 1 層 A l な し I 不 明 一部
延

調
び査る

区外に

SK245 I S 4  V 層 上 不定形 0.54 
SK246 I S4 V 層上 楕円形 0. 53 
SK247 I S4 V 層 上 埃不m整叩 (0. 23) 

0. 27  0. 33 '�. 15 \ 0. 09 \B2al \東北東\N6が Ej l 層 A l な し 1不 明
I 0 .  25 0,13 0. 1 1  

0. 34 
0. 4 7  
0 .  2 

な し
な し
な し
な し
な し

不 明
ィ渭明 <SK245 
不 明 株

>S痕
K

？
24小 根

不 明
不 明 I >SK248 
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表30 そ の他の土坑一覧⑦

:: 地区 I 

I 

SK248 I S4 

SK249 I S4 

SK250 I S4 

SK25I I S4 V 層上

SK252 i I RS-
I R9 v層上 0. 25 

0. 21 

0. 25 
0. 45 
0. 3 

SK258 0. 23 

SK279 I 'T� ぷc

SK280I \'摩,,.-

SK282 ' 
SK283 
SK284 

断皿
深 さ I 形

o. 09 I B2al 

0. 29 I O. I 5  I 0. 1 68 I B3a2 

0 . 28 

I 主軸方位

不 明

O .  23
1 

0. 1 9  \ O .  08 1 B l a l  I北北東 N23
゜

E 1 層 A な し 不明I I I I 
0. 27 0. 2 1 • 0. la2 酉 :,/8「 W l層 A な し 不 明

0 .  1 7  

0. 1 7  
0 .  17 
(0. 2 ) 

0. 24 

な し 不 明 人為埋土
な し 不 明
な し 不 明
な し 不 明
な し 不 明

な し 不 明

な し I 不明

な し 不 明

な し I 不明 人為埋土

な し l 不明

な し 不 明
な し 不 明

な し 不 明

0. 1 6  

0. 1 8  

゜璽 29

な し
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表31 そ の他の土坑一覧®

断面 備考 （切り地 区 主軸方位 時期形 合い関係）

SK296 I S5 し 不明 卜
SK297 I S5 不 明

不 明
不明 ＇

SK300 不 明 >SK337
し 不 明
し 不明
し 不 明

0. 25 0. 23 0. 18 不 明
0. 23 ゜賣 15 0. 1 3  
0. 15 0. 08 0. 07 
0. 33 0.55 
0. 33 0. 37 
0. 39 0. 2 1  
0. 62 0. 62 
0. 47 0. 33 
0. 34 0.5 

SK314 
SK315 な し 不明
SK316 な し 不明

0. 36 0. 2 o. 1 23 B2bl な し 不明

0. 45 0. 7 2  0. 33 0. 1 6  B2bl 西北西 N69' w : 1 層 A l な し 不明

0. 25 0. 1 1  0. 07 0 . 14 A2al 東北東 N77゜ E i l 層 A な し
o. 45 I 0. 1s 。筆 1 6 , 0. 14 A2al 北東 N45° 凡 1 層 A な
。.is o. 1 6  0 .  15 I 0 .  13 B2al 北酉 N48' W l 層 A
0.46 ! 0. 35 0. 28 • 0. 1 1  Bia! 東

1
N89° E 1層 A
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表32 そ の他の土坑一覧⑨

遺構 検出 出 土 時期 i 備考 （切り
番号 地区

層位 平面形 埋土 遺物 合い関係）
SK343 I U4 
SK344 I T5 
SK345 

な し

SK368 。量 49 o. 3:i I o. 4 0. 16 な し

SK369 0. 3 妥 0. 23 I 0. 19 0. 1 2  な し
SK370 0. 25 1 0. 25 o. 13 0. 08 

0. 36 ! 0.  27  0. 2 0 . 1 7  
SK372 

竺
闘―



表33 そ の他の土坑一覧⑩

l 遺構
1

,

I I 

番号 地区

0. 73 

0. 19  I 0 .  

123 

備考 （切り
合い関係）
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表34 そ の他の土坑一覧⑪
r—"""""""'l"""""""""---r"""""""""""""""""""T"""""""""""""""""""-

:: 
SK440 

SK441 
SK443 
SK444 
SK445 
SK446 

SK473 

SK474 

SK475 
SK476 
SK477 
SK478 

楕'I
円'記形

不定形

I W U  

I X12  

I Y12 
I Y12 
I Y l 2  
I Wl2  
I W1 2  

0. 26 0 .  1 B2al 
0 . 07 0 . 2 C3a3 
0. 18 0. 06 Blal 

0. 2 1  0 . 25 0. 14 B2al 
0 . 2 0. 18 2a2 
0. 29  0. 3 

0. 22  

0 . 22  

北北西 N27゜

北西 N53' 
北 N9° W l 層 A

北北西 Nl5' W l層

出土 1
’ 

時期遺物

不 明

不 明
不 明
不 明
不明

し

備考 （切り
合い関係）

o. 45 1  (0. 77) I 。. 31  o. 1 1  I mai1 北東 IN36' Ell 層 A な し 1 不明 l < SF7

0. 2 1  0. 2 0. 1 6  
。. 3 0. 1 6  0 . 1 0. 18 B2al 北西 N49' 

0. 32 (0. 16) 0. 23 • (0. 13) 0.  1 B2al 北北西 N33゜

1 . 29 0. 74 1 .  2 I o. 68 0. 212 ! Blbl  西

゜濠 11 0. 17 B3al i �t �5゜

0. 24 0 . 2 0. 1 2  B2al j 東北東 N70゜

0 . 2 0. 1 B2al i 西 N89' 
0. 4 I o働 48 I 0. 36 o. 148 B2b2 西北西IN58' W

0. 24 

0.58 

0. 35 
0. 16  
0 . 32 
0 . 23 
0. 33 

0. 27 j 0. 18 0. 07 [ Blal 北
0. 15 0. 14 0. 188 1 A3b2 東北東
(0. 54) 

1. 5 1  

0. 37 
0 . 08 
0. 1 2  
0. 46 

NJ「 W
N66゜ E

A 
l層 A

l 層 A な し 不 明
1層 A な し



表35 そ の他の土坑一覧⑫

SK502 i II E 1 7  

SK503 I II E l  7 
SK509: - -- -

: SK510 

臼
SK517 

o. 22 0. 19 0. 08 1 0. 1 7  C3al i 北北東
(0. 4)  0.  76 (0. 32) 0. 24 

1. 24 I o. 4 I. I 0. 28 0. 12 

0.  56 I O.  44 

0. 63 

0. 63 0. 57 , 0. 57 
0. 63 0. 57 • 0. 57 
0. 6 1  0. 58 i 0 .  46 

o. 3 I o. 4 o. 1 5  
0. 3 

0. 4 0. 47 
0. 52 (0. 7) 。. 1 7  0. 1 4  

Alal 東北束
B2a2 北

125 

な し

A な し

N2t E : 1 層 A な し 不
小明明1I iTP13で削平N74゜ E 2層 B な し

Nl「 W l層 A な し 不 明 >SK511 

な し 不 明 人 為埋
>SK5 

な し 不 明
な し 不明
な し 不 明 j <SK502 ·

SK503 
な し I ,,,  叫 底為埋

にが
土

穴、 人

な し 不明 底に小穴

な し

な し

o. 38 I o. 27 I o. 24 I o. 07 I Blal I北北束[Nlが E l l 層 A[ な し

SK532 
SK533 
SK534 
SK535 

長楕円形 I ゜. 29 ! 0. 1 8
1 
o. 22 

v層J:[�楕円形 0. 75 • 0. 54 0. 66 
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表36 そ の他の土坑一覧⑬

I 遺構 I
I I 

番号 地区

SK553 J II L20 

LZO

Lzo
120
120

120
 

，
 

竺
紅＿
5

不 明 く SK550 ·

三冒

Q,J8 0. 33 0. 29 
0 . 24 0 . 16 0. 1 6  

0 . 28 0. 26 0. 1 7  

I . 
II K22 0. 45 , 0. 23 0. 38 ゜彙 14

SK583 II K21  0. 22 0. 22 0. 1 6  立」
SK58,1 II 122 ' 0. 3 1  0 . 29 0 . 1 6  0. 1 3  
SK585 II H2 1  0 . 3 1  0 . 3 1  0 .  1 5  0. 1 1  

SK586 II I21 0 .  63 o. 46 ! 0. 52 0. 35 

な 不 明 l <SK607

0. 23 0 . 08 'B2al 西 N紺 w 1層 A な し 不雨
0. 28 B2bl i 東北東 N70°

E 2層 B な し 不 明

o .  72 0. 36 



表37 そ の他の土坑一覧⑭
!"""""' """""""""""""!""""一' '""""""""""""'""""!""""'""""'''-;-""""""""""""'""""

” 地区

SK601 

SK602 

SK607 

SK608 
SK609 
SK610 
SK611 

SK612 

SK613 

SK614 

SK615 

II 122 

II G25 V 
JI G25 
II G25 
II G25 

II G25 

Il G25 

II G25 

II G25 v層上
m l"""n 

SK6281 皿 G1 j v層上1長督贔
SK631 

0. 15 

0. 36 0. 33 

0. 43  0. 19 

0. 48 0. 39 • 0. 36 

127 

讐 主軸方位 は孟 I 時期

0. 32 1 。. 07 I Alal N45゜ E l 層 A l な し 不 明

0. 24 。. 06 I Blal 北 :Nl0 
w 2 層 D な し 不 明

0 .  1 2  0. 1 6  A2cl 北北東 I\13' E 2 層 C な し 不 明

0. 28 0. 07 • Blal 北東 N47' E 1 層 A な し 不明

0. 21 0. 08 I Alal 北北東 Nlが E l 層 A な し 不 明
な し 不明
な し 閂なし
な し 不 明
な し 不 明
な し 不明 1 人為埋士

な

�
な

な

�し

し
ー．

ゴ
＇
9石不不阻IVJ 
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表38 そ の他の土坑一覧⑮

1 :: 1 地区 1:: 1 平面形 主軸方位 I 埋土

SK暉 賢言 I v
層上

1 ご

冒SK645i , lII G2-
lII G3 ' V 

Blcl l 北 IN3° E l l 層 A

0. 15 i A2al l 北

な し
不 明

I 
不明：一部調査屁

外 に 延 びる
不 明 一部調査区

1外に延びる
不 明

ーH
 

III
 

攣
一
7

〗

A2al l北北西IN22' Wll 層 A! な し

二

0. 26 

0. 8 1. 01 0.59 
0. 2 0. 19 0. 08 
0.35 0.31 0. 28 
0. 45 0.55 0.35 

0. 6 0.57 0.35 

0. 23 0. 21 I Q. 14 

止
冗
0• 

了
26 

丁
. 化

_Q
o 5 5 0 . 4 7 

. 12 0 . 12 

. 44 I o. 37  



1さ）

( 3 )  焼土 （屋外炉）

.\ Ix. で竪火tl:�•iM:Iこ作わな い焼 I; 出｛外が) , sド ） · SF 3 · SF 7 の 3 J/:; を検Illした <1� 101 · /ti9)

敗然 してい る飩llllはし•ずれも 小さ く ． これら<I)燎 l·<J)i'JIIりには. H穴 と 息われる よ う な I)ん は ま と ま

らず、 lj\独で({(1. 「 る も の と 判断 し た ま た、 氾物もSF 7でH製ィi芹J\·がIJli: Lた他は、 ,.・・はでさ

なかった SF I は ID h JM掘l'/1),j• に 、 SF 3 はSK116 · l'/11' 9 の I渾II 、 SF7 はSK461の 1·.1fliで即II した

こ と から ． 縄文II、卜代の巾でも比t々 (1'.Jl'Jrしい叶期の11f能性がある

表39 蜆土一覧 K^
 ぬ 嶋区 出

位
検
層 平面形

規損 (mJ
” 這輪 犀 さ寸

出土遺物1時期 儡 考

ヽFl

SF3 

m h •I• �;� 砂 II. 33 II. t II.Ill な し

唸罰戸戸:』:：:I:, , 『;:. し;,. 渇): $K116L血
I 

縄え SK161 L面
323.5m 

1ヽ:7

·� 
Sf I :, ヽ kl l lll lヽ 佼 t, ' '● \I<.'.. 岨l 1»... 11'"�":tt, 

ー
ーtジ $1(U● 

NW9 

～ 

＼
 

SI(如

, .... 匹...鴫

喰―― .. , I >l 鼠]!JI\髯 I '· 彎 I: ,  ぷ‘“ヽ I鴫鴫 I ● I , ..,, .. , .. I 
S,3 I IO\ k」 >lo-. <· '•� 1tt1 11,,,,,L ,11 .. ,ti,,,,,· <,!lt ＇ ヽ"'"·" I 
' \II • f l  

。 '"' 
図104 燒土 ($零1/20)
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( 4 )  自 然流路

B 区 で 3 条 の 自 然流路 を 検出 し た 。 こ の う ち SD508か ら は 、 平安時代 の 遺物 が 出 土 し て い る こ と か

ら 、 平安時代 の も の と

思 わ れ る が、 縄文時代

の 遺物 も 多 数 出 土 し て

お り 、 縄文時代か ら 存

在 し て い た 可 能性があ

る 。

$0505 (図1 05)

検 出 状況 B 区西 部 を

北 東 か ら 南西 方 向 に 流

れ る 自 然流路 と 思 わ れ

る 。 段切 り 造成 の 影押

に よ り 、 北部は 削 平 さ

れ て い た 。 南 部 は 調 究

区 外へ続い て い る も の

と 思 わ れ る 。 南 部 の 比

較的残存状態 の 良 い 部

分 で は 、 ill b 層 を 除去

し た W 層 上 面で確認 し

て い る 。 検 出 し た 範 囲

は 東西 約 3.6 m 、 南北約

8.6m で 、 深 さ は 0. 1 4 m

ほ どで あ る 。 西 側 部 分

に 細 く

溝

状 に 張 り 出す

部分があ る が、 人 為 的

な も の か否 か は 不 明 で

あ る 。 埋 土 は 1 層 で あ

っ た。

出土遺物 （ 図1 06)

遺物 は 、 石器類 が 8

出 土 し た だ け で 、

類 は 出 士 し な か っ た 。

石器類 は、 埋 十月 中 か ら

散在 し た状態で 出 士 し

て お り 、 石鏃未製 品 l

+F13 

E
 0G£
 

4
 

ーF
 

＋
 

入}m
阻
過

2
t

 
＋ G14 

■ 石器類

．

 

． 

． 

＋ H1 4 

． 

319.5m 

l IOYRl.7/1 黒t 締 ま り な し。 やや粘質3 砂質 t-.1ロサ混。 礫含 ま ないが
2 IOYR3/2 砂質黒褐士 締 ま り な し。 粘 り な し。 径 2 cm以下の円礫多 く 含む。
3 IOYR4/3 にふい黄褐土 締 ま り あ り やや粘 り な し0 径20cm以 卜 の 甫i円� -

こ

゜

く 含む' \j附，9

。』-
2m 

図1 05 S0505 (S=1 /50) 

｀冒
5cm 

゜ 5
 

1 0cm こ
1 94 

図1 06 SD505出土遺物
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はより大 き なものであ っ た可能性が高い。

出土遺物 （ 図1 08 • 1 09)  縄文士器はZl群 1 点、 Z2群 e 類 l 点、 C3 群胴 a 類 3 点、 C3 群胴 b 類 3 点、

J 群 b 類 5 点の計13 点、 石器類は石錐 l 点、 ス ク レ イ パー 3 点、 打製石斧3 7点 、 石 核 l 点、 剥 片類18

,
l

 
m
 

c
 

5
 

6

1

 

，
 

、’
1 0  5

 
゜

200 

209 ＜ 

口
210

I

9

い
M\V

199

[[
 

□
)

208
 

ニ
：゚

こ

0 (  
�6 竺�1 8 Q 2 1 7  

0 5 1 0cm 

0[
 

ロ
ニ〗迄3

憂

[ 215
図1 08 SD508出土遺物①
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点、 RF1 2点、 .\1FI9 点 、 打 欠石錘 4 点、 切 目 石錘 3 点、 磨石 ・ 凹石類 2 点の計100点であ っ た。 他の
遺構や包含層と比較 し て、 打製石斧の出上最が多 いのが特徴である。

19 5はZl 群と し たものであるが、 口縁部が直線的で端部を外側 に 折 り 返 し、 口縁端部を肥厚 さ せて
いる。 内 面 に 条痕が残 り 、 外面 には条線状の沈線が認め ら れることか ら 、 前期前半の士器と判 断 しZl
群に含めた。 19 6 はC3群胴 a 類で、 細 く 低い隆帯 を 2 本単位で縦位及び斜位に貼 り 付ける。 隆帯 によ
る区画 内 に は、 非常 に 細い沈線を条線状 に施す。 19 7 はC3群胴 b 類で、 沈線によ り 曲線的な文様を描
く 。

198は ス ク レ イ パ ー 2d類で、 横長の剥 片の末端辺に 刃 部を作 り 出 している。 打製石斧の可能性も考
え ら れたが、 打製石斧の側 縁 に一般的 に 認め ら れる刃潰 し加工がない ことから 、 ス ク レ イ パ ーと し

199 はス ク レ イ パ ー3a類で、 縦長の剥 片の両側辺に 片面調整で 刃 部を作 り 出 している。 200は ス ク レ イ
パ ー 4a類で、 大 き な剥 離 によ り 扶 り 状の刃部が 2 ヵ 所作 り 出 さ れている。 201 -203は打製石斧 l 類で、
刃 部 に 磨 耗が認 め ら れる。 202は片面に しか摩耗が認め ら れない ことから 、 刃 部再生を行っ ていると
思 わ れる。 203は摩 耗が特 に顕省で、 基 部の片面 にも摩耗痕がある。 204-207 は打製石斧 2 類で、 刃
部 に 摩耗が認め ら れる。 204は、 長 さ10.1cmと他の 3 点と比較 し て小型のものである。 205は刃 部の片
側 が大 き く 剥離 しているが、 使用によるものと思 わ れる。 208 · 209 はRFで、 末端辺や側 辺 に 刃 部が
作 り 出 さ れ て いる。 210 · 211 はMFで、 縁辺部に 微細な剥離痕が確認で き る 。 21 2-21 5は円礫を用 い
た打欠石錘で、 長軸の両端を打 ち 欠いて紐掛け部と している。 21 5の側面は敲打 さ れたよう に 荒れ て
お り 、 成形 に 伴うものである 可能性も考 え ら れる0 21 6�218は円礫を用 いた切 H 石錘で、 長軸の両端

に 切 H を入れるが、 218の上端の切 目 は一且打 ち 欠いた後に入 れ ら れて い る 。 219 は球形に 近い円礫を
用 いた磨石 ・ 凹石類l a類で、 平坦面と側 面 に 磨痕が認め ら れる。 220は磨石・凹石類2b類で、 平坦面
と側面に敲打痕や磨痕が確認で き る。
時期 自然流路の年代は、 第 4 節で述べたとお り 9 世紀から10世紀頃と思わ れる。

S0509 (図1 1 0)

検出状況 V 層上面で検出 した、 B 区 中央部を南北方向 に流れる 自然流路で、 SD508と重複 し て いる。
幅は6 .0m -9 .5 m、 検出 し た範 囲 での長 さ は約36 m であ っ た。 遺 物 は散在 し た状態で出土 し て いる

（図110)が、 zz群上器は比較的集中 し て いる。
出 土遺 物 （図1 1 1 ・ 1 1 2 ) 縄文土器はS3群cl類 3 点、 Z2群I2類13点 、 胴 a 類 l 点の計1 7 点 、 石器類
は石鏃 4 点 、 石錐 3 点、 石匙1 点、 ス ク レ イ パー 5 点、 楔形石器 2 点、 打製石斧 l 点、 石核 l 点、 剥
片 類25点、 RF 7 点、 MF26点、 打欠石錘1 点、 切 目 石錘 2 点、 磨石 ・ 凹石頚 1 点、 石皿1 点の計80点
出土 し た。 Z2群12類の13点は、 胎土や焼成から 同一個体片と思 わ れる。 SD508と比較 して打製石斧が
非常 に 少ないのが特徴であ る 。

221 ・ 222はS3群cl士器で、 器壁が原 ＜ 胎士に繊維を含む。 器面が摩滅 し てお り 、 文様の有無は不明
であるが一応無文士器と し た。 早期末か ら 前期 初頭の土器と思わ れるが、 便宜上S3群 に 含めた。 223
-229 はZ2群I2類l器で、 同 一個 体 片と判 断 した。 諸磯式の縁孔浅鉢に類するものと思 わ れ る 。 残存
状態が悪 く 、 器面は剥落が激 し いが、 文様はないと思わ れる。 230はZ2群胴 a 類で、 RL縄文を施す。

231 は石鏃la類と し たが、 調整が粗雑な部分があ り 、 未製品の可能性も考え ら れる。 232は石鏃le類
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で、 脚 部は平ら に 作られている。 233 は石鏃 3 類で、 調整が粗い こ とから未製品と思われる。 SD505

出tの1 93 とほぽ同 じ形状のものである。 23 4は基部を欠損するため石鏃 4 類と したが、 他の形態の石

鏃 に は見られない、 側縁 に 角を持つものである。 235 · 23 6は石錐 l 類で、 剥 片の先端 に簡単な調整を

加えて錐部と しているが、 一側辺のみ比較的丁寧な調整を施す。 23 7は横型の石匙 で、 素材剥 片の打

点 付近 に 2 方 向 から扶りを入れてつまみ部を作り出 し 、 片 面調整 に より末端辺 に 刃 部を作り出す。

238-2 40は ス ク レ イ パ ー2 a類で、 末端辺から側辺にかけて片 面調整に よりガ 部を作り出す。 剥 離調整

は側辺から未端辺 に かけて し て行 われ、 刃 部は外彎する。 2 41 は ス ク レ イ パ ー2 b類で、 末端辺か

ら側辺に かけて、 片 面調整に より刃部を形成 している。 側辺と末端辺の調整は連続 しておらず、 刃 部

は匝線的 で ある。 ス ク レ イ パ ー2 a類よりも大き く の剥 片を用いる。 2 42 は ス ク レ イ パ ー 4a類 で 、

側辺に扶り状のガ 部を持ち、 その両側 には微細な剥 離痕が確認できる。 2 43 · 2 44は楔形石器、 2 45 �

2 48はMFであ る。 2 49は打欠石錘、 250 · 251 は切 H 石錘である。 25 2は磨 石 ・ 凹 石類2 b類で 、 平坦面

に磨痕と敲打痕が確認できる。

時期 SD509上部で検出 し たSD508出土縄文土器 には、 中

士 し ら前期 に は埋没 し たものと思われ る 。

` 243
 

u
 
ーー

ニ

fロ

＜零竺ジ
249 

Vj\ロロ6

.-- ' 247 

のものがあ ることや、 SD509から出

�゚
 

5
i

 

1 0cm 

ロ

5cm 

252 

゜ 5
 

1 0cm 

�- " -: ニ一
図1 1 2 SD509出土遺物②
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( 5 )  倒木痕

V 層 が持 ち 上が り 、 そ の 下 に黒色士が入 り 込む よ う な 、 土層 の堆積状況 を 示す も の を 倒 木痕 と し 、

A 区で28基 、 B 区 で 2 基 を 検出 し た （ 表40) 。 平面形が楕 円 形 と な る も の が比較的多 い。 ま た 、 4

の 倒 木か ら は 川 原石が出土 し 、 5 基 の 倒 木痕か ら は遺物が比較的多 く 出 土 し て お り 、 倒 木痕で は な い

可 能性 も あ る と 思 わ れ る 。

各 倒 木痕 か ら 出土 し た遺物の 中か ら 、 主 な も の を 図 l し た。 253-255 は NW 4 、 256はKW 6 、

257-259は NW 7 、 260はNW 8 か ら 出上 し た 。 253はC2群al 類士器で、 縄巻縄文 (RRL を 軸 と し L を

2 本巻 く ） を 地 文 と し 、 半戟竹管沈線で連弧文 を 施す。 254は C3群b l 類 で 、 隆 帯 に よ り 施文す る 。

255 は石鏃lb類 で あ る 。 256は ス ク レ イ パ ー 4b類で、 側辺 に挟 り 状の 刃 部 と 匝線的 な 刃 部 を 持つ。 257

はC3群bl類の頸部片 であ る 。 258は切 目 石錘、 259は磨1i ・ 凹石類2b類で あ る 。 260 は K

条 の 沈線 を 施 し た 後 、 LR縄文 を 回転施文す る 。 後期中葉頃の も の か。

、 多

表40 倒木痕一覧

， 
253 

I四
゜ 5 

゜255 

類

l的

10cm 

5cm 

備考 1 1番号I 区画 遺物 ， 備考
>SK177 · SK235 
· SK236 
くSK145 I XW22 I ]10 な し 抜根跡か

I埋土中 に川原石 I

0 
G.:-� 

: I ＼ I I :6lrn .1 

0e '-, 
259 

L しいt

NW25 I U4 

NW27 I Vl6 

NW2) I R13-
I S14 

NW501 II L18 
Illl2-
Ill 2 

な し 抜根跡か

な し

な し

な し

な し
な し >SK115 · SK154 

面に/ i i原石

b層が覆 う

,,w� 
く

258 ゜ 5cm 

図1 1 3 倒木痕出土遺物
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( 6 )  包含層 出土縄文土器

か ら 出 土 し た 縄 文 時 代 の 土器 は 、 A 区 で254 点 、 B 区 で39点 で あ っ た 。 ほ か に 試掘 調 在 で 出

土 し た 遺 物 の 内 、 今回 の 発掘調介区外か ら 出士 し た も の が 1 点 あ っ た 。 こ れ ら の 土器の 時 期 別 数 量 を

表41 �43 に 遺構 出 上 の も の と 合 わせ て 記載 し た 。 倒 木痕 出 土遺物 は 、 包 含層 の も の が土 と と も に 流人

し た と 考 え ら れ る が、 倒 木痕 で は な い可能性 も 若f残 る こ と か ら 、 遺構 と 同 様 に 各 倒 木痕毎 に 数量 を

示 し た 。 な お 、 縄文時代の遺物包含層 は 、 層 位的 に は ill b 層 と W 層 で あ る が、 図 や 表 に お い て 包含層

出 土遺物 と し た も の の 中 に は 、 I 層 や JI 層 出 士の も の も 含ん で い る 。

A 区 で は 、 土器の約61%が遺構 や 倒 木痕 か ら 出 土 し た 。 特 に 前期 の 土器 は そ の割合が多 く 、 Zl群土

器で約88% 、 22群 上器で約80%が遺構 内 出 土であ る 。 叶1 期 の 土器で も C2群土器が約77% 、 C l · C3群

t器が50% を 越 え て い る 。 こ の た め 遺 物 の 出 土分布 は 、 竪穴住居跡 や 土坑墓 に 集 rf1 し た 状況 を 示す 。

B 区 で は 、 士器の 約55%が諷含 層 か ら 出 土 し て お り 、 A 区 と は や や 異 な る 。 遺構 出 土 遺物 の 大半 は 自

然流路か ら の も の で あ る 。 出 土 分布 図 は 、 分類 別 に 記号化 し 作成 し

表41 出土別土器数量①

後期A 区
早

期 上""''"""'"2""""二""1"""""群"":' " '""Z" 
中期

S1 群 S2群 S3群 2群 C1 群 C2群 C3群 k群
破片数

包含層 個 体数 (x, 1 2) 
質量 ( g )
破 片 数

NW4 
戸質間

数

( g
(x)
玉〗

破 片 数
NW5 個体数 (x 12 )  

旦破片 数
NW6 個体数 (x 12) 

質量 ( g )
破片数

NW7 個体数 (x 12)  
質量 ( g )
破片数

MWS 個 体数(x 12 )  
質量 ( g )
破片数

NW1 6 個体数 (x 1 2) 
質量 ( g )
破 片 数

SB1 個1本数 (x 12 )  
質量 ( g )
破片数

SB2 個休数 (x 1 2) 
質最 ( g )
破片数

S83 個
質量

体数
( g

(){
) 

1 2) 

破片数
S84 

�破片数
1 2) 

$85 個体数 (x 12)  
質量 ( g )
破 片 数

S86 個 体数 (x11 2)
質量 ( g )

8 
l. 1 
92 

.... 

二
! 

： 
' 

I 

2 
1 

10. 1 

2 ! 4 ゜ ゜
59. 5 64. 7 

j 

i 

i 

2 1  
1 

69. 1 
I ..... 

i 
! 
＇ 

I ... 

！ 

59 
1 1  

5 13. 1 

IO  
5 

109. 5 

！ ｀ 
！ 

' 

I 
： 

： i 

! 4 
： 2 

59. 5 

： 
64 
7 

三 10゜
49. 1 

7 ： 

2 ! 
94 

1 0  2 2  ゜ 3 
1 02. 3 224. 6 

2 ! 2 ゜ 2 
35. 7 i 1 2. 2 

： 

1 ゜
33. 2 

i 

： 1 6  

3 
（） 

1 1 0  

1 ゜
1 9. 7 

「

54
2
1
.寸8 

29 
2 .... 

882. 4 .  
1 ゜

: 28. 2 
： 1 ゜

1 2. 1 

晩期 不明
B群 J群

136 三254 
5 

805.
-;-1
9 
2 ゜ 2 

56. 5 1 04 . 4 

口 1 ゜
5. 7 5. 7 

］ 2 ゜ ゜
23. 2 34 

1 ゜
33. 2 

3 4 ゜ ゜
1 4 . 4 34. 1 

I 10  10 
1 1 

34. 7 34. 7 
1 3  33 ゜ 4 . 8 
49 650. 1 
4 33 ゜ 2 

18. 1 900. 5 
22 

1 
97. 3 

67  
8 

687. 9 
10 ゜_, 

49. I 
7 
2 

94 
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表42 出 土別土器数量②

SD1 

SK78 

前期
S3群 1 21 群_互�2群..... --,-.... ,,,,,,,, ...... --,-...... ,,,,,,,,,,, 

37 

3 ゜
7 . 4 

s. �I 

彗
' 548. 1 

1 

1 ゜
8. 2 

I I 

-101, 1 
． 6 

3 ゜
12.3 

2 ゜
9. 1 

1 ゜
10. 8 

6 . 5 
1 
1 

19.3 
1 ゜

2.3 
2 ゜

26. 8 
2 ゜

60. 8 
1 

19. 7 
1 

1 
6. 豆

5 
1 
.§ 
1 

7゚ 
2 ゜

，會 1
1 ゜

10. 8 
2 

15. 1 
1 ゜

5. 8 
1 ゜

3. 2 
12 
1 

'4""""1 """":"""9 """"' 
1 ゜

4.3 
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表43 出土別土器数量③

A 区
早期 前期 中期 後期 晩期 不明

合計S1 群 S2群 S3群 Z1 群 I Z2群 C1 群 C2群 C3群 k群 B群 J群
1 

18.w---

1 2  
1 .  6 

2 1 6. 6 6 
1 9  1 9  

2) 9. 5 9ふi
1 181 .  9 1 181. 9 

2 ゜
8. 8 

5. 2 
7一5 1  6 

1 ゜
20. 1 

2 
互

1 63. 9 

......
 ,6

ぷ一ー

34 
1 

173. 6 

1 ゜
『;,,ロ 9 1:::lize!

B 区

1 5  
3 

1 2 9 . 3 

l-
l-
2

 
．

 
，

 
4
 

5
 
1
0:
co

 

"

●

 

-
8

 

2 
1 疇 8

101.  6 

1 ゜
6 1 .  4 

6 ゜
83. 6 

3 14 ゜ i 4 
47. 4 447. 2 

1 5  ゜ 3 2 1  1 5 ゜ 2 
3 ゜ ゜ 1 4 ゜ 1. 8 

12 9. 3 ゜ 47. 4 76. 9 454. 8  0 101. 6 
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a ) 早期の土器 （図115)
駐汁．に�I.\鉛を含み、 ）I t騨地成に1、l'.(j1 1絃滞Iえび叫む偽部にIll.JI猜押芍文 を箱す2(;1はSI f.f>al粕で、

の沢A I: むの船人品であ る• 262-261はSI群a2類で、 山”押枝文をfI柑部（こ横 ）Jlfり、 H卜1部に縦 ）jti,Jの
265-'!,68はs1r.Ht1で、A区と 131£でIll上した鮫/j·が接介した2(沿は、佑状扁 文をするbのである

269-ZilはSI群c 約で亀 111265のII給部は“線的である111形り11!\� 文 と ·nr沈線状のりIIJ\i 文をb直す
270ぺ'2721こもu紺部のI罪I押竪文の卜は鳥文部となる形や,�,l'll111Jlt文をほす，， 269は波状1 1絃で．

li'rlりが連な る 文様が作 り Ill されて い る。

巧 I · :!75は泣訂 I:沿で、 沈線と対I}突によ り 幾何学的な文様を描さ ． 空間を押1 1i尤線でPi!めている

SI肝 I溢は、 ,\Iえ · Bl><'.か ら 111 1:しているが、 A区ではa2類が 1 ,、,'..@ l: L た以外は c 知のみであ り 、

273は山形文のJf,J期がずれており、黒文祁が↓められる
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類で、 虹線的な口縁部に突帯を2 条巡らせ、 上の突帯上には刺 突を施す。 281 · 282 は22 群 c 類 で、 胎

土や焼成から 同 一個 体と思われる。 強 く 張った胴部から、 短い口縁部が屈 曲 して立ち上がる器形と思

われる。 口縁端部には刻みを施 し 、 口縁部から胴上部に、 半戟竹管による密な押引を伴 う 5 条以上の

突帯で弧状の文様を描く。 283 �285 ははZ2 群 d 類 である。 口縁部近 く の破片と思われ、 やや内彎する。

2 条の突帝を巡らせ、 その上にRL縄文を施す。 284 · 285 は胎上や焼成 から 同 一個 体と思われ、

を3 条以上巡らせている。 286 · 287は22 群 e 類で、 286は口縁部が内胄する器形で、 一部突帯が剥

し ているが、 素 文の突帯により文様を描く。 287は口縁部が内側に屈 曲 する器形で、 無節縄文Lrを地

文と し 、 素 文の突帯を部分 的に貼り付けている。 288はZ2 群fl類 で、 強 く 括 れた頸部から、 短いLJ 縁

部が内彎 し て立ち上がる。 口縁端部には半戟竹管によると思われる押引を施 し 、 口縁部と胴部には

RL縄文を施す。 289 · 2 90は22 群gl類である。 289は口縁部が強 く 屈 曲 する器形で、 北陸地方の前期 末

に位置づけられる朝 H （ 高堀 ほか1986) と思われる土器である。 他のZ2 群上器と比較 し て、 胎

tゃ焼成が異なる こ とから搬人品の可能性がある。 口縁部に半戟竹管による右上がりの斜行沈線を密

に施 し 、 その上に縦位の細い粘t紐を屈 曲 部にかけて貼り付け、 屈 曲 部のやや上に半政竹管による横

位の沈線を施す。 口 縁 部上端に も 幅広の粘土帝を貼付 し ている。 胴 部はLR縄文を地文と し 、 半歓竹

管沈線を縦位に施す。 2 90は波状口縁で、 括れた頸部から直線的なn縁 部が外に開 く 器形である。 地

に幅の狭い2 本単位の条線を横方 向に施 し 、 半戟竹管による刺突を持つ突帯を、 波頂部には縦位に

3 条 貼り付け、 頸 部には2 条 巡らせる。 洛合五郎遺跡において、 諸磯 c 式に対比されている IV 期第 7

群 c 類1灌：器 （河野ほか1 988) に施文方法などが類似する。 SB 7 を検出 した I S9区から出士 し ており、

SB 7 では同様の地文を持つ土器 （ 図5 6-138) が出士 し ている こ とから、 SB 7 に伴 う も のであった可

能性 も ある。 2 91 は、 284 · 285 とと も に出土 し た こ とや、 地文に施されたLR縄文の状が細 く節が小さ

い特徴などから、 Z2 群胴 a 類と し た。

"!_)lj.Jf..,!!..,, � 

1'�•,,翌、�"'崚ゞ��. 翌.. 念:Ji'!'f 

I 287 
285 288 

l ゜ 5 1 0  1 5cm 

図1 1 8 包含層 出土22群土器
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せ、 F術と 1滋竹竹に よ り 波/((沼に 項形の文様を綸す 「l松部内面にRL縄文を緒す 北衷e n式一

,iii畑式 (11111げ l 式） に相 ‘りすると息われるが、 II枯部' '"1uiへの縄文施文な ど船元式の影愕が認め ら

れる 295は、 2 条のt招irllりに 1'·銭l'rfiに よ るttlり l さ沈線を施すもので、 b 類 . C 類には波·''\ し な い

こ と か ら a 類に含めた 公め一298はCl 訂 b 飢で、 船）し I s�- a 式に柑当する。 296はII紺部に小突起

を枠ち 、 配i1や刺突、 I「＼形文に よ り 文様を拍( I I枯部,1�1fliにはRL縄文を綸す 29ilょn緑部がやや

内円し、 刺突や 1 'i'爪形文に よ り 文様を抽く l lf.il部11、Jlfllの I:端にRL縄文を緒す 298は胸陥片であ

蓼ノl 雹 嘩fm 畜�';,_'.\Fl泣 爾 霰］
翌ら I困 心�:ic

瞬牝�-)299 

嘔r,. 零
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図120 包含層出土C1 · C 2 · C3群土器
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るが． 縄文の節が細 く ↓とい特徴か ら b 類に含めた 函は.l ltMIが

I lf�t,J; り�1f111;1J:、 ifJ笠 く 内けする岱形で、 1 1松沿部にklJみを籍す

曲忍よ り I:に沈線による横位の文様を描き 、 i:Y曲r.i よ り ドには縦位

りし木H塚において船,em,l::Eli1 <間I�19illの烈沈線列を施す

を地

:l02はC2訂；12飢で、 I、r

されている も の に類似する。 300 · 301は、 縄な縄,l 1','1'�161 

えに籍すこ とからC2群al類 と し た も のである

の怜糸文を地文と し、半餃竹rr- に よ る 弧状のi尤綿をんす ・丸1はC 3 訂

写真17
I Ifぶ冷湛1よ内111J1m絃の波底怨にあたるも1/)と息われるb2類で、
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文様 を 描 く 。 北 白 川 C 式 に 併行 す る も の と 思 わ れ る 。 304はC3群b2類で 、 口 縁 部 の 多 く を 欠 く が、 横
位 の 沈線が認め ら れ、 胴 部 は 隆帯 と 沈線 に よ り 縦位 区 画 を 行 い 、 区 画 内 に 垂ド す る 蛇行沈線や斜行沈
線 を 施す。 305はC3群胴 a 類で 、 縦位 の 隆帯 と 斜行沈線 を 施す。 306は C3群胴 b 類 で 、 縦 位 や 斜位 の
沈線 を 施す。 304-306は 、 胎土や焼成 な どか ら 同 一個体の可 能性が高 い と 思 わ れ る 。 307はC3群の 底
部で、 網代痕が残 る 。

C l 群 土器 は 出 な く 、 B 区 で は 1 点 出 士 し た だけ で あ る 。 A 区で はSB 5 か ら ま と ま っ て 出
し た ほ か 、 西 部 と 東部 に 散在 し て い る （ 図 1 19) 。 C2群土 器 は B 区 か ら は 出 土 し て お ら ず、 A 区 で

はSB 2 か ら ま と ま っ て 出 土 し た 他 は 、 中 央部 に や や 多 く 分布 し て お り 、 北部か ら 西部 に か け て 散 在
す る （ 図 1 19) 。 C3群土 器 は 、 A 区で はSB I で ま と ま っ て 出 土 し た ほか 、 中 央部 に や や 多 い （ 図 1 23) 。
B 区で はSD508か ら 出土 し た だ け で あ る 。

d ) 後期の土器 （図1 23)

308は A 区西 部 で 出 土 し た も の で 、 2 本の沈線間 にLR縄文 を る 。 堀 之 内 1I 式 頃 の も の と 思 わ

れ る 。 309 は 底 部 片 で あ る が、 形態か ら K 群 に 含 め た 。 底 部 は 凹底 と な り 、 胴 部が大 き く 開 く こ と か

ら 後期 後菓の も の と 思 わ れ る 。

k 群土 器 は 、 A 区か ら 4 点 出 土 し た が、 B 区か ら は 出 土 し て い な い。 ま た 4 点 の 土器 の 内 、 2 点が

試掘調 在 で 出 土 し た も の であ る た め 、 出 土分布 図 （ 図1 22) に は 2 点の み 位置 を 記 し た。

e ) 晩期の土器 （図1 23)

310 · 3 1 1 は 胎土や焼成 か ら 同 一個体 と 思 わ れ る 。 長 い頸部か ら 緩や か に 口縁部が開 く 器形 で 、 口縁

部 に は 素 文 の 突帯 を 1 条巡 ら せ る 。 口縁部は撫で調整 さ れて い る が、 頸部外面 は 二枚貝 条痕調整が施

さ れて い る 。 は いづめ遺跡 第 w 群 E 類 （岐阜県教委1989) と 同様 の 土器で、 伊勢朋変容壺 と 呼ばれる

も の に類似 し 、 晩期 末 に 位 置づけ ら れ る （突帯 文上器研究会1993) 。

B 群土 器 は 、 A 区か ら は 出 士 し て お ら ず、 B 区か ら 2 点の 出 土だ け で あ っ た 。 ま た 、 こ の 2 点 も

掘調査時にTP21 か ら 出 土 し た も の で あ り 、 出 土分布図 に 位置 を 記 し て い な い。

f ) 時期不明の土器 （図1 23)

312-314 は 、 い ず れ も I S l 2 区 か ら 出 士 し て い る が、 こ の 区 画 か ら は 前 期 後葉 か ら 中 期 末葉 の土器

が出士 し て い る こ と か ら J 群 土器 に 含 め た 。 し か し 、 施 さ れ た 縄 文 は 前 期後 葉 の 土器に 施 さ れた も の

と 類似 し て お り 、 Z2群胴 a 類 に 含め る べ き か も し れ な い。 J 群土器 は 、 A 区 · B 区 と も に 出 土 し て お

り 、 散在 し た 出 土状況であ る （ 図 121 ・ 図 122) 。

しヽ ＼ ，ダ

4
 
ー3

 
ー

lし
蔚

5
嘩

ー泊“

令心柁

31 3 

31 1 0 5
 

1 0  1 5cm 

図1 23 包含層 出土 k 群 . B 群 . J 群土器
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縄文土器観察表①表44

考備焼 色調 門 I図成 （外／内I断面） 図 版土胎様文如

:〗 X26- 1

SB1 559 
381, 544, 

翠], 528-41 sB1 INI n縁 i C3-a I 撫 でI撫で

二
て／撫て

SB! i 3 I 服部 C3-胴a 撫で／撫で

SB! 383 18 

門
3 1 1 9 

' 

撫でI撫で
縄文RL (3条4
節 1cm)/撫で な し

l l l!i! IC2誓 ,2 1�旦竹管幅

1 I 胴部 1 c2-a2眉喜昇9計 な し

494 1 9  

22 684 i SB! 
I : 

24 i 694. 962, 
1001, 1081 I SB2 

SB2 25 1 569. 961-2  

な しSB2 i 2 1 底部Jc2-a2J撫で撫で

SB2 

SB2 

281 973-976, 
1030 

26 1 939, 942, 
1231 
1 148 27 

1 1 日縁 I C2- b  I 撫で4無で

31 

696 

SB2 

SB2 

SB2 ! 1 

SB2 1 I 胴部 I C2-b I撫でI撫で
！ 

1 ! 日縁I c2-b  I撫で撫で

C2- b  I 撫でI撫で

724 

30 

695 

66 

SB2 1
�

� 

SB2 I 2 胴郎 C2-b 撫でI撫で

SP4
T 

! 口縁戸叫撫て／撫で

� SB3 : 2 旦9

SB2 1 038 

789 

67 1 638, 788 

1278 

1 275 

963 

955 

36 

33 

34 

35 

37 

39 

64 



表45 縄文土器観察表②

No. 整理No. 罪 層 部
分類 （外面

調
／
整
内面）位 位

80 1 145 SB4 2-
胴部 Sl -c  撫で I撫で7 

81  1327 SB4 8- 日縁 ZZ-a 撫で 撫で11  

82 1 159 SB4 2- 桐部 22-a 縄文 (4条7節
7 1cm) 撫で

83 1 172  SB4 s- 胴部 Z2-b2 縄文LR 撫でII 

84 13 19  SB4 8-
胴部 Z2- b2 縄文LR 撫で11 

85 1294, 1317, SB4 2- D縁～ Z2-c 縄文LR 撫で1318 7 罪

86 1 2 1 1  SB4 8- 日縁 Z2-c 撫で 撫で
] I  

87 1313  SB4 s- 桐部 Z2-c 縄文LR (3条5
] I  節/lcm) 撫で

88 1 308 SB4 2- 桐部 Z2 -c 縄文LR 撫で7 

89 1299, 1322 SB4 8- 日縁 Z2-d 縄文LR (3条4
11 節 1 1cm) 撫で

90 1 15 1  SB4 2- 日縁 Z2-e 撫 で ； 撫 で7 

91  1222 SB4 8- 胴部 Z2-e 縄文RL (3条7
11 節 1cm) 撫で

92 1 143 SB4 2- 日縁 Z2-fl 縄文LR (3条5
7 節 1cm) 撫で

93 1 144 SB4 2- 日縁 22-fl 縄文LR (3条5
7 節 1cm) 撫で

94 1276 SB4 8- 胴部 Z2-胴a 縄文RL (3. 5条
1 1  5節 1cm) 撫で

95 1304, 1320 SB4 8- 胴部 Z2 一 胴a 縄文LR (3条5
1 1  負行 1cm) j1Jlj り

96 1297 SB4 8- 胴部 Z2 一 胴a 縄文LR (3条5
11 負行 1cm) j'jlj り

97 1 306 SB4 8- 胴部 Z2 一胴a 縄文LR (3条4
11 節; 1cm) 撫で

98 1 173 SB4 8- 底部 Z2 —底a 縄文LR (3条5
11 節11cm) 撫で

99 1 324 SB4 8- 底部 Z2— 底a 撫で 撫で11 

100 1 249 SB4 s- 底部 Z2-底a 撫で 撫で11  

101 771  SB4 2- 底部 Z2 ―底a 撫で 撫で11  

115 1242 SB5 5 胴郁 C l - b  縄文RL(3条撫2
で
. 5 

節） 1cm 

116 1 123 SB5 2 胴部 C l -c 撫で 磨 き

117 1 1 31 SB5 2 桐部 C l -c 不明 撫で

118 1 127 SB5 2 胴部 C l - d  撫で＋縄文 撫
で

119 1 243 SB5 2 桐部 C l - d  縄文Rじ 撫
で

128 947 - 1  SB6 5 D縁 Z2-b2 撫 で 撫で

文 様

楕円押型文

沈管線 ・ 刺 突 （竹
幅0. 45)

沈線 （竹管幅
0.  5) cm 
突帯 （幅0. 5) · 
刻 み （ 幅0. 15)  
突帯 （幅0. 5) 刻
み （幅0. 15)  

閃府倍（屑や0. 5度11)み·北
（竹親管I屑信

0〇. 51 ·  乳淵 . 551

突舟 （信
)
・Q肩j文3)L

消
R
村
l
3条I北5簾薗（竹管

屑0. 4 le叫
突帯（管幅0

幅
. 5
0
)
. 

・押
引 （竹 45)
突帯 （幅0. 5) ・押
引 （竹管幅0. 45)

突帯 （幅0. 5) 

突帯 （幅0. 4)

突帯 （幅0. 32) 

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

突起状隆帯• 角
押文 （幅0. 4) 

角押文 （幅0. 5) 

な し

な し

突帯 （幅
幅

0. 4) · 
刻 み ( 0. 15 )  

胎 土 焼
成

やや密、 2mm以下のチ 良ャ ー ト • 長石粒 含 む
やや密、 2mm以下の石英 ・ 普
チ ャ ー ト ・長石粒含む 通
やや密、4mm以下(J)チヤ ー ト ● 普
長石•石英粒•雲屈片含む 通
や や 密、 チ ャ ー ト ・ 普
長 石粒 含 む 通
やや密、 2mm以下の石英・ チ 普
ャー ト •長石粒•雲月片含む 通
やや密、 は以下の石英・泥 普
岩・チャ ー ト粒•雲栂片含む 通
や や密、 2mm以下 のチ ャ 普ー ト • 長石 · 泥岩粒含む 通
やや密、 2mm以下の チ ャ 普
ー ト • 長石 ・ 泥岩粒含む 通
やや密、 2mm以下の泥岩· 普
チ ャ ー ト 粒多 く 含 む 通
やや密、 5mm以下の石 粋
英 ・ チ ャ ー ト 粒含 む 通

泥
やや

岩
密
・ チ

、 2
ャ
mm

ー
以

ト
下
粒

の
含

石
む
英 ・ 普

通
やや枡、 2mm以下の石英 ・ 普
泥岩・ チ ャ ー ト 粒含む 通
や や密 、 石 英 ・ チ ャ 普
ー ト 粒 • 雲 母 片 含 む 通
やや密、 1 mm以下のチ 普
ャ ー ト 粒• 雲母片含む 通
やや密、6mm以下の石英・ i見 普
岩・ チ ャ ー ト 粒多 く 含 む 通
やや密、 2mm以下の石英・ 粋
泥岩・ チ ャ ー ト 粒含む 通
やや密、 4mm以下の石英・泥 普
岩・チャ ー ト粒•雲栂片含む 通
や や密、 5mm以下の石英 ・ 粋
チ ャ ー ト 粒 ·雲 母片含む 通
やや密、 2mm以下の石英 ・ 晋
泥岩 ・ チ ャ ー ト 粒含む 通
やや密、 10mm以下の石英・ 普
泥岩 ・ チ ャ ー ト 粒含む 通
やや密、 3nun以下の石英 ・ 普
チ ャ ー ト 粒 •雲低片含む 通
やや密、 2mm以下の石英· 粋
泥岩・ チ ャ ー ト 粒含む 通
やや密、4mm以下の泥岩 ・ 普
チ ャ ー ト 粒多 く 含 む 通
やや密、 2mm以下の石英· 普
チ ャ ー ト 粒多 く 含 む 通
やや粗、2mm以下の石英・泥 普
岩・ チ ャ ー ト 粒 多 く 含 む 通
やや粗、4mm以下の石英・泥 普
岩・チャ ー ト 粒 多 く 含 む 通
やや粗 、4mm以下の泥岩・ 普
チ ャ ー ト 粒多 く 含む 通
やや密、 1mm以下の石 普
英 ・ チ ャ ー ト 粒含 む 通
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（外／
色
内／

調
断面）

挿 鳳 備 考図
橙Iにぶい褐 44 18  外面やや摩滅灰褐

褐I灰褐／灰褐 44 18  残 存 率 1 、 深鉢F
類

灰褐I褐灰I灰 44 18  外面炭化物、 深鉢
黄 褐 F類
灰黄褐4こぶい 44 18 深鉢Cl類 ？橙I にぶい橙
にぶい黄橙 にぶ 44 18  深鉢B2類りい橙 にぶい黄橙

に ぶ い黄橙 44 18  外面炭も化ft物,月， D存縁皐内2,面
i
尿、

1/;
屑
D
菰
I内圃下闘 爾4罰

に ぶ い 黄橙 ／ 44 18  残内面存縄率文l 、
帯深、外面炭化物、

黒I暗灰 鈴C3類，4問
暗灰I暗灰 黒 44 1 8  86 と 同 一
褐

灰褐暗灰I暗 44 18  86 と 同一、 外面炭
灰 化物
にぶい橙 褐 44 18 外闘色面i炭t,化股物存、皐Dl縁、 i菜

内葬面
A
帰3嬰状4)1Jjににぶい褐

に ぶ い 黄 橙 44 18  外面炭化物、 残存
褐灰 灰黄 褐 率 1 、 深鉢A3類 ？

に ぶ い赤 褐 44 18  深鉢A2類

黒褐 44 18  外面炭化物、残存
率 1 、 深鉢G類

黒褐 I灰褐 I黒 44 18  92
物
と 圃、 残ー存

、 外
率

面
1
炭

褐 化

褐
暗

I
赤
暗

褐
赤灰

暗赤 44 18  外最面大炭
径

化
25

物
. 4

、 胴部

に ぶ い 褐 黄 44 18  外面 炭 化物灰I黄灰
に ぶ い 褐 褐 44 18  95 と 同 一
灰 I灰褐

にぶい黄橙 灰 44 18 黄褐／灰黄褐
にぶい黄橙 にぶ 44 18 底部残存率lい黄橙 灰黄褐
灰 褐I に ぶ い 44 18 底径10.外2、面底炭部化残物存橙I に ぶ い橙 率5. 6、

灰
橙

黄し腿
ぶ

に
い

ぶ
黄

い
橙

黄 44 18  底部残存率1

灰褐赤褐I 灰 44 18 底部残存率2. 1 
褐

灰 褐 に ぶ い 49 21 外面 炭化物橙 に ぶ い橙
赤褐 暗赤灰 49 21 内面暗色化にぶい褐
に ぶ い 赤 褐 49 21 褐I 黒褐
にぶい赤褐 明 49 21  外面炭化物、 内面
赤褐； にぶい褐 下部暗色 化

に ぶ い 褐 に 49 2 1  ぶ い橙／黒
灰褐 にぶいヽ

褐
赤

褐 に ぶし 53 21 外屑面色炭
化

化、残物存、 内睾雁
l 、下i菜

屈葬帯
B

状4罰に
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表46 縄文土器観察表③

分類 I
調整

（外面／内面）
—'"""""""'""- , 

199 1  7 1 5 - 1  
" •  937, 938 · I SB6 Z2-fl I縄文LR (3条5

筒1cm) 撫で I な し

130 

133 1 943 1 I SB7 

134 1 954 I SB7 I 2 I 胴部 lz2 - b3 I縄文RL(3条5箇 l凹i
LR(2条4前 le叫 祖で I な し

1351 1 0  2 1 胴劉 Z2-b3I縄文RL(3条5箇 1cm)
LR(2約節 le皿） 担で1

2 1 胴部 ZZ-b3賃文RL(3灸灌 lcml
LR(2条4箇 l出 祖で1

1 37 1  955 I SB7 I , I日縁I 盆, I喜翌賃

な し

な し

1�1619, 943-41

� 

三
SB7 I 胴郎 Z2- 胴a 冒予し月)�汽� I な し

（幅0. 5) 

言
やや枇5団以下の石英・i尼岩• 普 褐灰／ に ぶ い
チ ャー ト 粒な ど多 く 含む 通 褐I灰褐 56 22 1 外面炭化物、 内面

帯状に 暗色化

141 I 1 '7 1  jSP43 1 l I 日縁 I 厄d i訳:;
2
芦棗 突帯 （幅111 1 [�雪員塁ェこ1561

22
1輩讐緯喜

訓 1036, 10371 SB7 I 2 底郁 撫 で／撫で

麗文RL(3条6 !142 SP45 I 1 I 胴部 I ZZ—胴a1節 11cm) 撫で' な し

S3� 1441 499 

や口i濯聾髯 1 5

やや密必鴫下の石英• 普
Iチ ャ ー ト 粒 ・ 雲栂片含む 通 , - ぶ い

赤
褐

928-930, I 日縁 縄文LR(3条6 I 突帝 （幅0. 68) · や や密、 6mm以下 の 並Hこ ぶ し

く 含む
1
通1481990-994, SK145 1 - ZZ-b3 節 1cm) ・ 撫で 刺突 （竹管幅 泥岩 ・ チ ャ ー ト 粒多 日

！外面炭化物、 内面帯
i状に賠色化、 口径l

63 1 27 )3 .  ふ底径8. ふ 残存
率1 . 6、 底部残存率
'2 、 深鉢A2類3期

; 996ほか 底部 撫で 0. 42) 
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『::は青胃靡畠）5； 竺舟．誓謡瓢 〗 土乳羹 65 "i詈'.::�
叫尉乳： 鼠糾言:

ZZ-d 
i冒予昌言

I

斉討『喜
） ・ 1讐m�州三I闘尉霜

登 IJ虞尋喜
1 165 SKI54 •1

・2 1 日縁 I zz-d I縄文LR (3条6
節i 1cm) 撫でI 突帯 （幅0. 55) やや密、2rn以下の石英• 普 に ぶ い橙／黄 1 53 と 同 一、 外面

↓尼岩・ チ ャ ー ト 粒含む 通I灰屑 167 1 33 1 炭化物、 残存率l

155

i 

284 

I

贔醤 l "I日縁I22d ; 冒想虚\'ii塁I突帯 （輻0. 5) rや
’ャ竺州式閤i1〗 I褐灰，毘褐／里I"「I闘閤誓

］
五ヽ闊|

156 1 335 SK154 1 3 · 4 底部 Z2 -d 喜想旦 出歪『 刻み （ 幅0. 3)  や
：阿げ喜Ti塁岩

・

〗 は勾紬黄橙 67 33 }贔髯： 誓嘉桟外『i

1571 1 347 

158 1  1 201 

闘文RL(4条7箇 le耐 ・
LR(4条餅p le叫 担で

縄文LR (3条6
節 1cm) 撫で

I な し

I な し こ::i:::�lil�::�:�『1::1:〗:�:'*�面
赤

::, 1,::.::w:  ニ:

1

:2::□：：二瓢二::;:�:i::1:1:言1::1ロニ／喜163 1 362 I SK104 I I I 桐菰 I Z2-d 1, 文LR ; 撫 突帯 （幅0. 36) 竺詞誓雷芯t、 良 関門羞こし〗嵐 73 33 闊麿贔尻
化物、

深



表47 縄文土器観察表④

No. 整理N。 轟
！ ： 

164 333 SK104 

層 唇 1 分類 （外面
調

／
整
内面） 文 様位

l 口縁 22-e 縄文LR (3条5 突帝 （幅0 38) 節 1cm) 撫で · 
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！ 胎 土 塁 （外／
色
内／

調
断面） 挿図 版

図 備 考

やや密， 3mm以下の石 英 ・ 良 黒掲 灰褐 I に
チ ャ ー ト 粒雲母片 含む ぶ い 褐

73 33 内率外面炭化物、 残
存 l、 深鉢C2類？

： 

165 364, 540 SK105 • 1 日縁 縄文RL/2. 5条4蘭 lcm) ·Z2 -c , LR!2. 5条4目 le哺） 担で
突帯 （幅0. 5) ·押 やや密、4国以下の石英 ・ i 普 褐 灰 1 に ぶ い 73 33 口径

深
3
鉢
2.

D
0、

l
残
類

存
5期率引 （竹管幅0. 55) ト チ ャ ー ト 粒多 く 含む 通 褐 里.. . 、 1 、

l 肌月音伯ZH屑a 縄文LR (2条5166 328 ! SK105 節 1cm) 撫で な し

167 558 SK105 l 底郎 Z2 —底a 撫で 撫で ， な し
I i 

176 2 1 9  SK93 ［ 1 1 胴部 Z2- b3 1 撫 で 撫で 突帯 （幅0. 55) · 
刺突（竹管幅0. 4)

177 1 597, 621 SKI i l  1 胴部 J -a 縄文RL (3条4 な し
i 節 1cm) 撫で

181 I 892 i SK141 l 桐部 Z2胴a 縄文RL (3条4 な し節 1cm) 撫で

182 1 183 SKl77 1 口縁 Z2-胴a 縄文LR (3条5 な し節 ;lcm) 撫で

184 1235, 1265 SK229 1 日縁 C3も2 撫 で 撫で 沈線 （幅0. 32) 

187 1408 SK344 1 胴部 Sl - c  I 撫 で 撫で 山形押型文

188 1 460 SK448 1 胴郎 22-胴a 縄文RL(4条3.5箇 le叫 ・ な しLRl3条5面 le叫 担で

191 10909 SK656 l 桐郎 Zl 縄文RL(2条5in 1cm) · な しLR(2条4伯 1cm) 担で

195 10703 SD508 2 日縁 Z l  条 線 条痕 (3 な し本 1 . 35cm) 

196 1 0297 SD508 1 胴部 C3—胴a 不明 不明 隆 帯 （幅0. 48)・
沈線 （ 幅0. 1 )

197 1 0682 SD508 1 胴部 C3桐b 撫で 撫で ！ 沈線 （幅0. 4)

221 10956 SD5o9 I 2 胴部 S3-cl 不 明 撫で ！ な しi 

222 1 0934 SD509 i 
i 
2 胴部 S3-cl 不 明 撫で な し

223 1 0907 SD509 1 日縁 Z2-g2 撫で 撫で な し

224 10942-2 , SD509 1 日縁 Z2-g2 撫で 撫で な し1 0943 

225 :  10905 SD509 1 日縁 Z2-g2 撫で 撫 で な し
i i 

226 ! 10946 ! SD509 l 肌付音伯！ Z2- g2 撫で 撫で な し

l やや密、 I国以下の石く 含
英

む
・チ

ャ ー ト •長 石粒多 良 灰 褐／掲
に ぶ い

橙 灰
やや密、3

卜
mm
粒
以

多
下の石英 ・ 普 灰褐 灰黄褐

チ ャ ー く 含む 通 i 褐灰

73 33 外面炭化物

73 33 

やや枇粒
緬•雲以母下片

の
多

石く
英
含
・チ ！ 普

ャー ト む 通 橙 77 ,i 
33 ! 

I やや密、 2 mm以下の石英 ・ 普 黒褐 77 33 外面炭化物チ ャ ー ト 粒多 く 含む 通
やや密、3mm以下のチ 普

黄
に

橙
ぶ い

浅
褐
黄橙

浅 77 33  器面やや摩滅ャ ー ト 粒多 く 含む 通
やや枇5mm以下 の石英 ・ チ 普 ！i i - ぶ い 褐 77 3:1 外面炭化物、残存
ャー ト •長石粒·雲母片含む ！ 通 率 l
や や密 、 6mm以下 の 署
泥岩粒多 く 含む 通
やや密、3mm以下の泥岩 ・

チ ャ ー ト 粒多 く 含む
やや密、4DIII以下の石く 含

英
む
・泥

岩・チャ ー ト粒多

や や粗、3mm以 下の チ ャ
ー ト • 長 石 粒 多 く 含む
やや粗、 3mm以下の石 英 ・
チ ャ ー ト 粒 ・ 雲屈片 含む
やや粗、 2mm以下の石英・泥
岩 ・ チ ャ ー ト粒多 く 含む
やや粗、 6mm以下の詑岩 ・
チ ャ ー ト 粒多 く 含む
やや粗、3mm

粒
以
多

下く
の石 英 ・

チ ャ ー ト 含む
やや粗、 6mm以卜 粒

下
含
の泥

岩 ・ チ ャ ー む

やや柑、卜3粒四•以雲下屈
IJ)片石多英く ·泥習•

チャ ー 含む

I 
I やや粗、 6mm以下の雲月
I 片 ・ チ ャ ー ト 粒多 く 含む

i！ やや枇卜 粒
2mm
•雲

以母下片
の
多
石く

英
含
・チ

ャ ー む

湘、 3mm以卜 粒
下

多
の

く
石

含
英

むチ ャ ー

普
通

I 
良

普
通

普
通

普
通

i 
普
通

将
通

普
通
普
通

普
通

橙
浅 黄

I褐
橙
灰

浅 黄

にぶい褐 にぶ

い橙 にぶい橙
にぶ

赤

い
褐

褐； にぶ

い 黒褐

灰黄褐 黒褐
黒褐

灰褐 褐灰 褐
灰

灰 白 浅黄橙
黄灰

77 33 残存率1

77 33 

77 33 羽状縄文

77 33 羽し状賠縄
色

文
化

、 内面少

108 35 残存率l

108 35 器面摩滅

赤赤 褐 に ぶ い
褐 掲灰 108 35 内

暗
面 ブ ロ ッ ク 状

i に 色化

褐
に ぶ

I 灰
い

褐
褐 灰 111  37 ! 繊維痕あ り

橙 灰黄褐（ 褐 l l l  
I 

! 37 灰 II 

褐
明 赤

褐
褐
灰／明 赤i JI] 37 

黒
赤褐

褐
黒
に ぶ い

I

i ! I l l 37 

に ぶ

I
い
灰

赤

褐
褐

赤 褐
1 1 1  37 

褐
暗

灰
赤褐 褐灰 l l l  37 

繊維痕 あ り

残存率 1 、 浅鉢

残存率 1、 浅鉢

残存率1、 浅鉢

浅鉢

1227 10947 SD509 l 胴部 Z2-g2 撫で 撫 で な し 枡、2呻以下の
朗

石
多

英
く
・ チ ャ

ー ト 粒 •雲闘 含む
普

明
に

赤
ぶ

褐

い 赤

灰
褐

褐通 ll l  37 浅鉢！ 
！ 

228 10942 - 1  SD509 l 鼎れ栂 Z2- g2 撫で 撫で
： ： 

229! 10914 SD509 2 冊付音『 Z2- g2 撫で 撫で
！ ！ 
： ：  縄文RU4条5230 10921 ! SD509 2 胤叶音� 22-圃�a 節 1cm) 撫で！ 

！ ， 縄巻縄文RRL·L2253 281 /\W4 2 胴部 C2-al 条4飾 1cm) 撫で

254 292 NW4 2 「l縁 C3-bl  撫 で 撫で

な し

な し

な し

沈線 （ 竹管幅
0 .  52) 

やや糀卜粒
、 2r.•JTI雲以丹下片

の
多
石く英t

・チ
ャー 含む
やや枇粒

4麟•雲以
栂

下片
の
多石く英含

・チ
ャ ー ト む
やや密、3mm以下の泥岩 ·
チ ャ ー ト 粒多 く 含む
やや密、4mm以下の石英 ・
チ ャ ー ト ・ 長 石粒含む

隆 帯 （ 幅0. 8 ) やや密• 長
、 2
石
mm

・
以
泥

下岩の
粒

石
多

英く ・チャI ー ト 含む

普
褐
に

灰
ぶ い

褐
赤

灰
褐

通 ll l 

普 にぶい褐赤褐褐
灰

に l l l  通 ぶい

将 赤褐
橙

褐灰 に
通 ぶ い l l l  

普 に ぶ い
褐

褐
灰

浅
通 黄橙 113 

普 にぶ黄い
橙

橙黄にぶ 113 通 い 灰

37 浅鉢

37 浅鉢

37 

38 外面炭化物

38 残存率1
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表48 縄文土器観察表⑤

調整
（外面I内面）

NW7 I 1 1 胴部 IC3-bl 憮でj撫で

文 様 胎 土 焼 1 色調 I 挿1 図
成 （外／内／断面） 図 版

麟（輯 tHt線（幅 1 やや枇冨以下の泥岩 ・ 1 普 橙浅黄橙I黒
0. 6) 蘭突（幅0. 58) チ ャ ー ト 粒多 く 含む I通 褐 113 138 

I 備 考

ニ ： : ::::S1Kal 門��i�iiiiJ li�i� 言1::7,:言lダニ

Il L22 I N  I D縁 I Sl -a叫撫で／撫 で

I\ , S1 -a2 \撫でI撫で2631409, 10482 1  I 51 4  r I 直II K19 近 く 1

ll K2 1  I N I  IJ縁I Sl b 憮でI撫でI 

266 I 1 0534 I Il L21 I IV 厨刷 S l - b 撫で／撫で

2671 1 0536 I D L2 1  I N  I 胴部 I Sl-b I 撫 で撫で

268 1 1 0538 I Il L21 I N  I 胴部 I S l - b  撫 でI撫で

2691 1 248 I I Q8 I V I 日縁 I S1 -c 撫でI撫で

270 1 1 284 I I T5 | 〗 h I 胴部 I Sl -c I 撫でI 撫 で

X59 - l  I TP27 ほb l胴部I Sl-c I 撫でI撫で

2721 1 2 6  I I Kil I V I 胴部 I S l -c  I 撫でI撫で

2731 227 I I Q15 w 胴部 Sl  -c 撫 でI撫で
， 

274 1 1 478 I I WlS 〖b 胴部 S2 撫で条痕

2751 1170 1 I W15 I JJJb l胴部 I S2 I 撫 で1条痕

口残存率l

山形押型文（原体
条

や や粗 、 2 mm 以 下 の 並ロ
1 長1. 3、 径0. 69、 泥 岩 ・ チ ャ ー ト 粒 ・ 通 黒 褐 褐 1 1 15 1 38 
数条、端部鋸歯状） 雲 母片 多 く 含む

や や粗、 3mm 以 下 の
1 叫1 .ぶ

沸
径

型
0.文62

（条原体配長
条以 泥岩・ チ ャ ー ト 粒 多 〗

黒
赤

褐 に ぶ い
褐 1 に ぶ い 1 1 1 5 1 38

上汲龍，醤菰鋸献犬）
押型文（原体長
1 . 5cm八条薮3条？）

楕円押型文（原休長
I 3. 2、径0. 45、 条

磁
散
状
10
） 条＆単位娼部

山形押型文（原休
致

3長条I z . s. 径0. 4.条 以
上翡地，錯罰題加

く 含む

やや札卜粒
、2mm

•雲以栂下
片

の
多i尼く

岩含・チ 普
ャ ー む 通

赤褐

や や 粗 、 2mm以 下 の 並ロ し， ぶい
橙
橙チ

む
ャ ー ト 粒 多 く 含 樋 に ぶい

や や粗、 5mm闊下 の
1

1

に ぷ い 橙I にチ ャ ー ト 粒 く 含 ぷい橙 黒褐む

輝紋
48

（,原i体
tx

長3条
1. 7以 I

や や 密 、 2mm以 下 の
I 国径0. 長石 ・ チ ャ ー ト 粒 多 〗 に ぶい黄褐 I 1 15  

上濯饂躍魏誌 く 含む

刺突 （幅0. 6) ・押
引沈線（幅0. 28)

I 刺
沈
引沈

突

線
線
（

（

幅

幅
（
0
幅
0
.

.

6
0
2

)
.
)
3・
押5)・

やや粗、2国以下の石く 含
英

む
・チ 普 に ぷ

ャ ー ト •長石粒多 通 灰／褐I火
や や密 、 2mm以下 の 普

通 , - ぶ い
i灰

橙 褐石英 ・ チ ャ ー ト ・ 長 灰- 褐
! 

石粒多 く 含む I 

2761 854 I S8 I 皿b l 日縁 I Z2-a I縄文RL (5条9

1

押引麟（竹管

1

やや粗、 3mm以卜のチ 普 I灰褐褐灰 に
節/lcrnl /撫で 幅0. 4) ャ ー ト 粒多 く 含む 通 ぶ い橙 1 1 18 1 39 

：ロ
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表49 縄文土器観察表®

1 No./ 整理No. Iii届 I唇I 唇 1 分類 様 胎 土 備 考

瓢

麿

BZ

存

下

残
系

虹

閤

紅

嬬

情

嬬

存

誓

雷
H

悶

間

芦

暉

疇

頃
鱈

輝

い

疇
ー

直

物
残

町

鱈
化

滅

＇

麟
郎
這

8`
[

□
〗
[8

[

三 39
[

[
[

」

瓜
[／

 

2971 359 

298 3 

釧396, 814
�

I R9 

『 桐部 C3·b2 撫で 撫で

305 1065 IV 胴a 撫で 撫で

306 839 I I R9 W 胴郎 C3胴b 撫で， 撫で

307 896 I R7 lllb! 底部 C3底 撫で 撫で

308 827 I T3 ill b j 胴部 K 磨 き 磨 き

イ澗明 撫で な し

B I 撫で 撫で 隆帯 （幅0. 9) 

313 1 651  

3 1 4 1  628 
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合計

出土別石器数量

53-
20-
33-
18-
4-
l
i

 
1-
2-
l-
l-
l-
1-
1-
3-
1-
K-
1
 

0
 1

01
01
01

〇＿
o-
1-
1-
21
01
01
01
01
01
01
0―
01
01
01
01
01
01

 1
 
1
01
01
01
01
01
01
oj

 0
 IO一
〇1
01
01
01
01
0

岬
NW5 
NW6 ' '  

NW7 
NW8 

NW1 0 
NW1 9 
NW20 
S.B1 

表50

SP40 
SP43 
SP45 
SP46 """'""""""""""""""""""""""""""""" 

B 区包含層
試掘 B 区

SD505 
SD508 
SD509 
SK567 
SK595 
SK598 
SK599 
SK600 
SK601 
SK603 
SK652 
SK679 
NW502 
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然流路か ら の も の であ る 。 出 士 分布 図 は 、 出 J:位 置 を 記録 し て取 り 上げた石器すべて を 、 器種別 に 記

号化 し 作 成 し た。

a ) 石鏃 （ 図 1 25)

A 区22点 、 B 区25点、 調査区外 （試掘調在） か ら 1 点 の合計48点が、 包含層 か ら 出 t し た も ので あ

る 。 基部形態 に よ る 分類 で は 、 315-322がla類、 323-328がlb類、 329-332がle類、 333-335がld類、

336-338がle類、 339 · 340が 2 類 と な る 。 2 類 と し た 2 点 は 、 剥 片の 縁辺 に 簡単 な 調 整 を 施 し て 、 先

端 と 基部 を 作 り 出 し て い る 。 出 土分布 （ 図124 · 127) は 、 A 区 · B 区 と も 散在 し た状況であ り 、 何 ら

かの傾向 を 見出す こ と はで き な か っ た 。

遺構 出 土分 も 含め た62点の 石 鏃 は 、 長 さ l.13cm-3.13cm 、 幅0.9cm-2.78cm、 質量0.2 g -6.3 g と 大 き

さ で は 非常 に ば ら つ き があ る 。 こ の た め 長 さ ・ 幅 ・ 質量 を 用 い て グ ラ フ を 作 成 し た （ 図 1 26) が、 こ

れ に よ れ ば、 A 区 と B 区 と で は石鏃の大 き さ に つ い て 、 異 な っ た傾 向 を を 認め る こ と がで き る 。 A

出 土 の石鏃で は 、 長 さ の 度数分布がl.75cm-2.0cm を ピ ー ク に し て緩 や かな 山 と な る が、 幅の 度数分布
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さの も の とではl .25 cm- l.5 cmの も のが非常 に 多く、 他の大きさの数が少ない。 質量の度数分 布は、

B 区出土の石鏃では、 長さの度数分 布は1 .5 cm-2 .0cmの も のが多数を占同 様 に低い山を描いている。

めるが、 幅の度数分 布はA 図の石鏃 と 同様 に 1 .25 cm-1 .5 cm に ピ ー ク がある も のの、 緩やかな 山 と なる。

これな っ ている。A 区の石鏃の度数分 布 と度数分 布 では、 0.25 g �0.5 g が最 も 多くなり、

に 分 布の集中が認め ら れ、 長さ と

さ／幅を見る と 、 分 類 によ っ て異なる

さやB 区の石鏃でA 区の石鏃では幅に 、ら か ら 単純 には、

また、 分 類鉦幅の相関 グ ラ フ で も この傾向が確認できる。

A 区の石鏃は幅 に対して長さのある も の傾 向が見 ら れた。 l a類 ・ lb類は重複する部分 はある も のの、

くない も のが多い。 le類 ・ I d類ではA区 · B 区 と も 分 布 範囲が狭くB 区の石鏃はそれほが多く、

なり、 A区の石鏃は B 区の石鏃よ りに 違いが見 ら れ、の範囲 も ほぽ重複している。 le類は最 も

こ う した地区 によ る石鏃の大き2 類はそれが逆転している。も 、 幅 に対する長さが短い傾向があり、

どのよ う な理 由 によ る も のなのかは今後の課題であるが、 時期差や遺跡内に おける場のさの違いが、

性格の違いな どを、 反映している可能性を想定するこ と はできないであろ う か。
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b ) 尖頭器 （図129)

.\IぷSB5 の北東で十ャ ー トMt!)火!/(J?,'Jが、 1 1.'i:IIII: しただけである 3�1 は先溢祁と JJ;池を欠さ介

形はイ項191であるが、 tllltは外けしふ< :, みをl-ヤつ

C ) 石錐 （図129)

A(.< 8 .•.'f、 BU 7 l.(、 ,.Cl1f.l.(タ� l.�tl\1は情） から I /i./l)'(t .. 116点が、 包含Wから111 1:L たものであ

る 算祁と基部の形状によ る分類では 、 :112ー:11 1が I fit、 315-3�9が 2 類、 お勁⑬ 類、 351が 1 類と

なる I 煩の錆沼断而形は、 •絹粉All羅が少なく i91\ Q)'.,\; 沿祁を利m しているためか、 ：：fり 形 と な る も
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表52 尖頭器一覧

No. I 整理 地区 層位 石材 コ C 'l'Ell ： 序 C 備考No. (cm) (cm) I (cm) 

341 449 I Tl2 JJI b チ ャ 2. 9 l 奪 。 (14. 9) 尖端部及 び基部欠損、 裏面に
： 主要剥離面残る

表53 石錐一覧
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表54 石匙一覧

その反対側の縁辺部に、 大 き な挟 り 状の剥 離 を 2 方 向から加え て 、 つ ま み部 を 作 り 出して いる。 刃 部

には微細な剥離痕が確認で き る （ 写真18)。
e ) ス ク レ イ パー （図1 31 )

A 区19 点 、 B l刈8点の 点が、 から出上したものである。 刃 部の位骰や形状による分 類
では、 354 · 355がla類 、 356がlb類、 357がle類、 358が2b類、 359が2d類、 3 60が3b類 である。 出土分
布 （図1 28 ・ 図130) は、 A 区 · B 区 と も散在した状況である。

354は、 縦 長の剥 片の側 辺に、 両面調整による直線的なガ 部 を 作 り 出して いる。 355は、 縦長の剥 片
の側辺に、 片 面調整による直線的な刃 部を作 り 出して いるが、 もう一方の側辺にも微細な剥 離痕が確

き る。 356は、 縦 長の剥片の側辺に、 やや外彎した刃 部 を 作 り 出して いる。 357 は、 縦長の剥 片の

�dい�o
� 

ー，
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図1 31 包含層出土石匙 ・ ス ク レ イ パー



写真18 353刃部拡大
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写真19 357刃部拡大

側辺に 片 lfli調整 に よ る やや内門 し た ガ 部 を 作 り 出 し 、 も う . JiのfJlll辺 に も 微細 な最lj柑lt.�Uが確品で き る

358は 、 JJ;(礫か ら 剥離 さ れた 、 大）札料IJ J 「 の 日 然 面 と 剥離l付を打、(( と す る 石核 を 転JH し た も ので 、 木端

辺に外t,:jl し た ガ部 を 作 り 1廿す Olli辺 に も 微細な剥離�j.£が確品で き る 359は 、 横長の剥J J「の木端辺に 、

両,rri ,v,11 東俗 に よ る 刃 部 を 作 り 出 し て い る 360は 、 ―．つの佃］辺に 1淵整浪IJ 離 を 施 し 、 先端を 作 り IP, し て い

る が 、 ��端辺に あ た る 部分が欠m し て い る 方の側辺はJ「 lflir�\J 柩で 、 微細な俎IJ離痕が確 認、で き る こ

と か ら 、 ク(!U部につ ま みのイf 化 を i反定する と 、 イi匙であ る 11f能性 も お え ら れ る

ス ク レ イ パ ー と し た も の の剥離潤格の）fl11J は 、 65点の う ち39.i.'.(がJ「 Jfli I刈格で1r面 側 に 施 し て お り 、

次いで17.i.'.(が)11,j 1fli調整 、 JJ及面側に施す も の は 9 .. ・'.( と 少ない （図 132) 特に2a頬 · 2b類 は 、 背面側に浪IJ

離濶整 を 施す も の し か な い し か し 、 2d対i · 3b類 は 向 rfri に剥 離溝格を 施す も の が多 く な っ て い る 。

ま た 、 刃 部の 加父 （メJ fり ） の1文数分布 (l·:<1 1 33) を 見 る と 、 令体 と し て は50° -59゜ を ピー ク と す る

正規分布に近い し か し 、 分類1iJにJ父数分布 を 見た楊合 は 、 刃fり の ビ ー ク がそ れ ぞれ楳な っ て い る ＾

1 類 ・ 2 類 は 50° -59° に ピ ー ク があ る も のの 、 1 知 と 2 知 で は そ の比冷f が異 な る 3 �ai · 4 類 は

60゜ -69° に ビー ク があ り 、 メHり が 1 類 . 2 類 よ り も 大 き く な っ て い る ， た だ し 、 2 類の 中 で70° -

79° のガ 角 を も つ も の は 、 ,1 .'知11 3 点が2b類であ り 、 �b類 は }Jjりの大 き な ス ク レ イ パ ー で あ る こ

う し た ガfりの迩いが、 機能(Iり な 烙 を 小す可能性があ る よ う に も 息 わ れ る が、 /l'i I:;.'.(数が少な い こ と も

あ り 、 こ の よ う な傾向が見 ら れ た こ と だけに と どめ た い

分類別剥離方向
分11, D�M lllt血 口内UII

ニ鵬2d 0躙璽置 Ialllll""'''�""''"'、,3
� 泊 ,:-:•: 1 :';:;:;--5�0

3b 0alllllll I MWal'""'"'"""'"3ヽヽ ヽヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ベヽ、1

:；戸=:�==�:-:,:,:,:,:,:-9
!Y',• 10",, 以...吋· ,�r. 

図132 ス ク レ イ パー剥離方向比率
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表55

No. 石材 I 長 さ ！ 幅 厚 さ 質量
(cm) , (cm) I (cm) I ( g )  

備考

42 

43 
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f ) 楔形石器 （ 図1 34 )

A 区16点 、 B 区 5 点 の 合計21 点が他含 層 か ら 出士 し た も の であ る 。 相対す る 2 辺 に潰れ状やあ る い

は 階段状の剥離が発達す る も の で あ る が、 4 辺 に認め ら れ る も の も 3 点あ る 。 ま た 、 1 辺 し か な い も

の で も 直線 的 で 、 も う 一 方 の辺が欠損 し た も の と 思わ れ る 場合 は 、 楔 形石 器 と し た。 遺構 出 士 も 含め

て A 区17点、 B 区 8 点 と A 屁 か ら の い石器で あ る 。 出 土 分布 （ 図 145 ・ 図 1 46) は 、 A 区 ・

B 区 と も 散在 し た 状況であ っ た 。 361 · 362 · 364は 、 2 辺 に 潰 れ状 や 階段状の剥離があ り 、 363は 4 辺

に 認め ら れ る 。

楔形石器の 長 さ と 輻の 計測 は 、 潰れ状や階段状の剥離があ る 辺 を 上下 に 置 き 、 縦 を 長 さ 、 横 を 幅 と

し て行 っ た が、 そ の 計測値 を 用 い て 長 さ と 幅、 長 さ ／幅、 厚 さ の 3 種類 の相 関 図 を 図 1 35-図 137 に 示

し た 。 こ れ ら 3 種 の 図 で は 、 長 さ 3 cm を 境 と し て 大 き く 2 つ に 分 か れ る 。 図 1 36 を 見 る と 、 長 さ 3 cm 

以上の も の は 幅 よ り も 長 さ の 方が大 き く 、 長 さ 3 cm以下の も の は 、 幅 の 方 が大 き い も の が 多 い 傾 向 が

見 ら れ る 。 し か し 、 図 137 で は 、 両者の 間 に厚 さ に よ る 差 は あ ま り 認め ら れ な い こ と か ら 、 長 さ に よ

り 2 類 に 分類 で き る 可 能性があ る 。

図 り
煎(cm) 長 さ と 幅の相関

361 r- -� 362 - I ． 
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い数 長 さ 度数分布 点 数 幅度数分布
16 40 

14 II 全点
35 
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12 因 B 区 30
図 B 1x:

10 �5 口調杏区外
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35 1 2  

II 全点

:I I I 正， I ·:」 , 巳
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図140 打製石斧計測値度数分布
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図 1 40か ら は 、 A 区 よ り も B 区 に 大 き い も のが多 く 出 土 し て い る こ と がわ か る 。 図 14 1 で は 、 1 類 よ り

も 2 類 や 3 類がやや大 き く 、 さ ら に 各類の 中 で も B 区 出 士の も のが大 き い傾 向 を 示 し て い る 。 こ の た

め 、 B 区 に 2 類や 3 類の 出 土点 数が多 い こ と も あ る が、 同 じ 1 類 を A 区 と B 区で比較 し て も 、 B 区の

方 が大 き な も のが多 く 、 打 製 石斧 全体 と し て A 区 よ り も B 区の方が大 き い も の が多 い と 言 え る 。 こ れ

は 、 グ ラ フ に 使用 で き る 点 数が29点 と 少 な く な る が、 長 さ と 幅の 相 関 図 （ 図 1 42左） を 見 る と よ り 明

瞭 と な る 。 ま た 、 平面形態 に よ る 分類 と は異 な る 視点で、 出 土 し た 打 製石 斧 を 大 き く 2 群 に 分け る こ

と がで き る 。 そ れ は 、 大 き さ の 傾 向 を 長 さ ／幅 と 重 さ の相 関 図 （ 図 142右） で 見 る こ と に よ り 、 2 つ

の グ ル ー プが認め ら れ る も の であ る 。 1 つ は 、 長 さ ／幅が1.4- 3 弱 、 重 さ が230 g 以下 の も ので 、 図

で は 下部で横 に 広 が っ た 一群 (A 群 ） で あ る 。 も う 1 つ は 、 長 さ ／幅が1.5-2.5、 重 さ が200 g 前 後 か

ら 900 g の も の で 、 図 で は 中 央か ら 右上が り の 範囲 に あ る 一 群 ( B 群） で あ る 。 A 群 は 比 較 的 細 長 い

形態で、 幅 や厚 さ を 規制 し て あ ま り 質量 を 重 く し な い 、 B 群 は あ ま り 細長 い も の が な く 、 原 さ や幅 を

大 き く す る こ と に よ り あ る 程度の質量 を 持つ特徴があ る と 言 え る の で は な い か。 各 群 の 形態 は 、 A 群

に は 1 類が多 く 、 2 類が少量含 ま れ、 B 群 に は 1 類が非常 に 少 な く 、 2 類 と 3 類が多 く な っ て い る 。

さ ら に 、 A 群 と B 群 と の 間 に は 、 刃 部 に 残 さ れ た 使 用 痕 に お い て も 多 少 の 差が認め ら れ た 。 A 群 は 、

っ 表裏面や両 側 面 で の 顕著 な差が無 く 、 確認で き た 点数は少な い が、 ガ こ ぱれ は 刃 部中 央 に 、 線

状痕 は 刃 部 に 直 交す る も の が 多 い 。 こ れ に対 し B 群で は 、 表裏面や両 側面 に 摩耗 の 差が認め ら れ る も

のが半数近 く あ り 、 刃 こ ぼれ は 片 側 に 片寄 る も の 、 線状痕 は斜行す る も のが少量 な が ら 認め ら れ る 。

A 群 と B 群 と の境界 を 明確 に 定め る こ と は 困難であ る が、 両者の大 き さ の 違 い が、 刃 部 に 残 さ れた 摩

耗 ・ 刃 こ ぽれ ・ 線状痕 の 組 み 合 わ さ り 方 の 差 を 反映 し て い る 可能性があ る 。 こ う し た 使用 痕 の 差 に つ

い て は 、 打 製 石 斧 の 装 消 方 法 の違 い と す る 指摘があ る （池谷2000 · 2001 ) 。 た だ し 、 今 回 の 使 用痕 の

観察 に あ た っ て は 、 十 分 な 経験や知識 も な い ま ま 実施 し て い る た め 、 誤認や主観的 な 判 断 を 下 し て い

る 可能性 は 十 分に あ る 。 な お 、 相 関 図 に 用 い た 29点の打製石 斧 につ い て は、 表57 - 表59の備考欄 に A

群 · B 群の 別 を 記載 し

幅1cm) 長 さ と 幅の相関 質量(g)

w " 
-

X 

X
ー」

1000 

” ” ” Jl
●
x. . AB 区区

9

800

00 

� 

--
^―

.
l 
.ヽ
I
△
..入.

B

- 群群
巫巫 I 

X ● X 700 
s I - x -- -― ―---

X 
t( X 

X 珈

6 I 

. 

● -．� x ． X

双

● � x X 

500 

400 

4 I-
300 

200 

: 1 " " " ' -い"""' -- " - I JOO 

゜ 5 JO 15 20 ゜ 0.5 

長 さ (cm)

図 1 42 打製石斧計測値相関図
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表57

No. 

368 
369 
370 

打製石斧一覧①

88 I 
； 

596 ' I  Tll  
1両量

371 1 101 1 2  
372 1 10671 

1071 6  
10729 
10734 
10851  
10852 
10861 
10863 
1 0865 

- ' 1 0866 I 10869 1----

1 
1 
10876 
1 0890 
1 0915 
0692-
X73 
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備考

j 
- A 群
-

I 
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表58 打製石斧一覧②

備考
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表59 打製石斧一覧③

備考

h ) 磨製石斧 （ 図 1 43)
A 区 で 1 点、 B 区 で 6 点 の 合 計 7 点が包含層か ら 出士 し た も の で あ る 。 380は 細 長 い 円 礫 を 利用 し

た も の で 、 甚部の 断面形が楕円形であ り 、 部分的 に研磨痕が残 る C 381 • 382 は 扁平 な 円 礫 を 利用 し て

お り 、 基部の 断面形 は 細 長 い 楕 円 形 で あ る 。 側縁か ら 基部 に か け て は 敲打 に よ っ て 整 形 し 、 刃 部 を 研

に よ っ て 作 り 出 し て い る （写真25) 。 381 の 刃 部 に あ る 刃 こ ぽれ は 、 側 面側 に 片寄 っ た 位置 に あ る 。

383 は 、 ほ ぼ全面 を 研磨 し た 定 角 式 の も の で あ る が、 側 面 の 一方 は直線的で あ る の に 対 し 、 も う 一 方

は 外彎 し て い る 。 ま た 、 基部に は研磨前 に 行 っ た 、 整形の た め の 敲打痕が一 部残存 し て い る 。 刃 部 に

は 片 面 で は 中 央 部 に 、 も う 一 方 の 面 で は 側面側 に 片 寄 っ た 位 置 に 、 刃 こ ぽれ と 思 わ れ る 剥離 が あ る

（写真26 · 27) 。 384 · 385 は 、 ほ ぽ全面 を 研磨 し た 定角 式 の も の で あ る が、 2/3以上 を 欠損 し て い る と

わ れ る 。 出 士分布 は 点 数が 少 な い も の の 、 A 区で は 中央 部か ら （ 図 1 24) 、 B 区 で は南 部か ら （ 図

127) 出 土 し て お り 、 石鏃や打製石斧 と は や や 異 な っ た 出 土状況 を 示す。
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写真25 381刃部拡大 写真26 383刃部拡大 1 写真27 383刃部拡大12,

゜
380 

� 

383 

こ三三ぅ 冬
385 

� 姿

゜ 5
 

10 15cm 

図143 包含層 出土磨製石斧
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表60 磨製石斧一覧

No. I 整
No
理. 地

遺構
区 i

層位 石材 区(cm... ) . (c匹m) l(-f< cm<.. ) ・

只( g三) 形態 五,,.. ,, 1 年ヽ
ヽ

1 .,., 如.... , ,..., , 皿 I 双坦 1 坤回 I 凶� 后 I 備考

46  1016 SB2 l b  
47 1232 SB2 l b  
183 1192 SK209 la 
380 332 I Rl2 la 一 i -

381 10465 II J19 586.0 · 2a 2 i 8. 2 •  93 

382 10513 l1 K20 I\「 砂岩 (7. O) 7. 3 i 2. 1 (256.:l )  2a 2 I i 6 7 7 la 10528 
383 10260 II 119 lll b  砂岩 15. 0 5. 9 3. 0 401. 4 2c 5. 2 48.5 143 • 41 
384 10510 II K20 1V 安山岩 (7. 0 )  5. 1 1. 3 (60. 7) 1 5 67 143 41 
385 10569 II I22 i ill b I 泥岩 (6. 9 )  I 5. 9 1. 9 (138. 143 41 刃部暴lj離

i ) 石核 （図144)

A 区 で 5 点 、 B 3 点 、 調 在 区 外 （試掘調介） で 1 点の合計 9 点が但含層 か ら 出 土 し た も の で あ

る 。 386は 自 然面 を 残す剥 片 で、 腹面及 び 自 然面 を 打 面 と し 、 は 3 面確認で き る 。 387は 自 然面

冨
:〗い口�.

゜ 5
 

1 0cm 
387 

図 1 44 包含層 出 土石核
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k ) 調整剥離を施す剥片 (RF、 図 1 47)

A 区で82 点 、 B 区 で5 8点 、 調介区外 （試掘調在） で 7 点の合計1 47点が包含層か ら 出土したもので

ある。 3 90は、 側辺の背面側に片面調整によ る直線的な刃部を作り出しているが、 欠損が1 /2 以上ある

と判 断し、 RFに含めたものである。 3 91 は、 打点部付近に粗い剥離調整が施され、 側辺に微細な 剥 離

痕が確認できる。 3 92 は、 側辺に両面調整が施されるが、 欠損が1 /2 以上あると判断したものである。

3 93 は、 側 辺の背面側に片面調整によ る直線的な刃 部を作り出しているが、 欠損が1 /2 以上あると判 断

したものである。

RFとしたものの中には、 他の石器の破片や調整剥片を含む 可能性があり、 また微細な剥 離痕を持

つものもある。 遺構出土のものを合わせると1 83 点となるが、 こ の う ちチ ャ ー ト 製のものは、 1 69点と

92 %以上を 占めている。 出 土分 布 （図12 8 ・ 図130) は、 A区 ・ B 区とも散在した状況である。

I ) 微細な剥離痕 を 有す る剥片 (MF、 図1 47)

A 区で1 10点 、 B 区で1 74点 、 調査区外 （試掘調在） で8 点の合計2 92 点が諷含層か ら 出土したもの
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表63 RF一覧②

三: 1石材 I!�〗 (!) I!!三' ' '

78 I I s11 1 rn blチャート1 (2. 9) 1 (2. 4)
1

0.8 1 (6. 4) : 1 1 側辺 I
80 

82 
85 
96 

llO 

13 1  I Mll  w 泥岩 3. 3 (3. 5) 1 0. 4 
155 I Mll IV チャート 2. 3 (3. 0) ' 1. 

P11 IV チャート ! 2. 1 
I 

3. 0 0. 5 

268 ! I R141 1Il blチャート I (2. 5) I ( 1 .  3) ; (0. 6) I (2. 2) i 2 I 基
276 

備

ほかの辺 に 微細 な 剥離痕

楔形石器’ 、 末端辺に微細 な
刺離痕

製品の破片:c
A 区、 楔形石器 ？
A区
A区、 打製石斧片 ？
打 製石斧片 ？
ほかの辺 に微細 な剥 離痕
楔形石器 ？

i !· � I �� I不明 i I � I ほかの辺 に微細 な剥離痕

、! i: � I�不明I -I - I 

ほかの辺 に 微細 な 剥 離痕

製品の破片 ？ 全面 調 整

打製石斧片 ？

何かの未 製品 ？

ほかの辺 に 微細 な剥離痕

鏃片 ？ 全面調整
iかの辺 に微細 な 剥離痕
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- I側 片 に 微細 な刺離痕

石鏃片 ？

- ' 末端辺に微細 な 剥 離痕

623 

• 625 
647 

— 未端辺に 微細 な 剥 離 痕

— 楔形 石器片 ？- Iほかの辺 に微細 な甜J
- ti かの辺に微細な刹

ほかの辺に 微細な剥離痕

— 末端辺 に 微 細 な 剥 離 痕

- 製品の破片 ？

ス ク レ イ パ ー 片 ？

- i - iほかの辺に 微 細 な 剥 離痕

側片 に 微細 な剥離痕

？・

1 091 

二旦
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表65 RF一覧④

� 面口面ロ層 1 石材 1 長 さ
1

幅 I 厚 さ
I No. 遺構 位 I (cm) (cm) (cm) 備 考

← , 1 354 I I U5 

ほ か の 辺 に微細 な剥離痕
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I 
＿ 打製石斧片 ？ 、 ほかの辺

に 微細 な 剥 離痕
ス ク レ イ パ ー 片 ？
褻品の破片 ？ 、 末端辺 に
微
板形石 器 ？ 、 側片 に 微細
な剥離痕
ス ク レ イ パ ー 片 ？

考備

RF一覧⑤表66

� 

XOl -2 

XOl -3  

調査IX:外、 ほかの辺に微
細な剥離痕

調究区外、 楔形石器 ？

不叫 IチャートI 1 .  7 

X06 F トレ

XOl -9 

合一

考備

13  

1 3  

1 5  I 

0. 6 

1

9
1

9
 

L
＿
犀
L-

止

ャート I 3. 3 : 2. 1 

MF一覧①

71  

SB2 ' 

72 i 588 I SB3 
, i 

三�! SB5 

[ SB2 

SB3 

虹

翌[

1 007 

960 

958 

489 

表67

No. 

54 

55 

52 

53 

1-
2

 
チャー ト I 2. o 33 

77 I 33 

75 3. 8 

0. 5 •  3. 2 

6. 5 ! 1. 6 

:1. 05 

1 .  9 

3 . 7 

チャート i 4. 4 
! 

チャート I 2ぷ

SK124 

1 402 I SK260 

2
 

1 0856 I SD508 

1 0345 I SD508 

2 1 4  

2 1 0  

173 

185 

211 
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表68 MF一覧②

24 7 1 10977-1 SD509 

248 I 10979-2 SD509 

394 I 287 I I SI3 

10191 II Fl2 
10377 Il K1 9  

5 1 7  I SBl 

950 SBZ 

979 SB2 
997 I SB2 

998 SB2 

I 1002 SB2 

1006 SB2 

1011 I SBZ 

1018 I SB2 

1019  I SB2 

1 109 I SB2 

] 1233 SB2 

1321 SB2 

889 I SB3 

1140 SB,t 

1 1 54 SB4 

1167 SB4 
1168 SB4 
1190 

1239 I SB4 

1296 I SB4 

2 

2 

Ill !  

1 

1 

2 
2 

2 

チャー ト I 8. 0  I 4 . 1 

チャ ー ト 1. 8 

チャー ト 3. 2 

チャー ト 1. 8) 
チャ ー ト 4. 9 

チャー ト 6. 6 

'·t 
5 0. 6 

1. 

(2. 
3. 2 

3 . 4 1. 1 i : 22. 5 

2 チャー ト ( 1. 3 )  (1 . 1 )  ( O .  2 l  (0. 3 )  I 2 

2 

： 
2 チャ ー ト i 2. 9 I 3. 3 I 1. 1 9. 3 'f

チ

ャ

ャ
ー

ー

ト

ト I 3I J <2. s1 1 11 . 21 1,. 21 1 2 

2 l 2. 8 l 3 .5
p

) o. s ! 

5. 4 

2 チャー ト 2. 7 (3.  4 

2 チャー ト 1. 6 z. 3 I o. 6 i 1. 7 

2 ; ＇ 
1 

2 チャー ト 3. 0 2. 8 

1 チャー ト 3. 8 2. 6 

備 考



187 

表69 MF一覧③

備 考

2 Iチャ ー ト 1. 8 

4. 7 I 1. 3 

2 I チ ャー 日 ／言□

チャー ト I (2.  8) I 3. 8 

チャ ー

『

I
2 

゜I
チャー ト . 7 3. 6 

2 . 6 2. 9 0. 8 

1. 6 

3. 2 

10904 I SD509 

10920 1SD509I 



考備

2-
2-
2

 
2-
2-
2-
2]

 

麟＿n-

三
言

73
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表70

3. 7 チャート I cz. o) 

チャ ー ト I 1. 6 。薫 72. 6 2
 

NW4 272 

0. 2 . o  チャー ト I (1. 3) NW4 299 

階段状剥離あ り0. 7 I 2. 4 2. 1 

3. 7 

チャ ー ト I 2. 0 

チャー ト 1 (2. 6) w
 

340 

〗―
尉[
[

8

,'
 

21 

27-
32-
37
 

15 



表71

1 1 1  I I Kll 

200 I I PlO 

205 I I QJO 

222 I I Ql6 

252 

254 I U11 

279 I R16 

I S13 

I Rl5 

ill b lチャー ト I (2. 9 )  I 2 .  5 

チャー ト 2. 4 3 . 1 

「 i チ ャー ト ( 1 .  9 )  ( 1 .  5 )  ( 1 . 6) 1 (3. 7 ) 1 2 

Iチャー ト (3. 3 )  2 . 4 1 .  9 

N 下呂石 3. 3 

N 1: チャー ト I
I 

3. 0 

皿 b チャー ト I 3. 1 (3.  5 )  I o. 8 

3. 3 2. 6 I o. 7 

泥岩 -,I 2. 6 3. 2 ! 0. 5 

ャー ト , (2. 3) (2. 2k 

I Q15 1 ill b  Iチャ ー ト
I

4. 6 • 3. 2 I 1 .  4 

I , I R l 6  

346 I sis I m b  Iチャ ー ト I 4. o I 3. s I o. s 

355 I Rl4 m b  チャ ー ト 3. 0 I .  6 0. 7 

358 

4 1 8  I R14 

427 I S13 I N 

441 

444 \ I RI O \ 

1 89 

備 考

1 階段状剥離あ り
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表72 MF一覧⑥

No. 月� I 閑届 I 層位 I 石材 I を5 1 ,竺, l 1l5 I 戸只 ｀戌四

I , 453 

門458 I I Ull 

464 I T12 

468 I I R12I  N 

5 71 I Sl2  

5 78 I Sll 皿 b

57 9 I S l l  III 
583 I T l l  III 

601 I Tl2  皿 b チ ャー ト 1 .  9 I 2. 6 0. 5 
602 I T l l  Ill b  チ ャー ト 3. 1 .  9 0 . 6 
620 I S14 N チャ ート (2. 1. 0 

643 I S l l  

645 I I SlO I 

655 I Ul2 
664 I IU3 
671 凶2

6 72 I Sl4 w チ ャー ト 2. 1 2. 1 

6 73 I Tl2 
IV

チャ ー ト ふ 4 3. 6 1 .  2 •  15 .  1 • 3 

675 I I T12 1  N Iチャ ー ト I 3. o 1 .  8 0. 6 • 4. 3 1 3  

二698 I TII  

IV 
チ ャー ト 2. 8 3. 5 0, 8 1 5. 1 

7 48 I I R9 I III b Iチャ ート 3. 4 1 =-F 2. 4 0. 8 

備 考



表73 MF一覧⑦

! No. 1 ,=== �1 1 讐且( 1 層位 I 石材 I 茫S I ,竺\ 1 't.S I 

800 

805 

831 

851 I T9 
852 1 S8 

856 I T7 III b  

862 I R12 I IV 

870 

二

チャ ー ト !
(
[ 

2. 1 )  3. 1 

5 1 .  7 ! 0. 4 

1 .  8 I 2. 4 0 . 9 

(0. 6) 

1061 I I T13 N チャー ト 2 . 3 2. 2 i i 0. 4 

1 138 I I U3 lll b チャート 3. 2 I 2. 2 0. 9 

2. o I (2. s) 

2. 4 I 2. o I o. 4 

1. 7 I 2. 6 • o. 6 

2. 8 3. 3 

r ト (2. 9) 

4. 0 

IV Iチャー I 2. 3 

ill b lチャー ト I (2
1 .

. 

6 

7) I I 
I 

2

1 .
. 0 
s 

191 

ヽ
I , 劉 競辟 I挿図 返l版 I 備 考

1 .  2 

3. 1 I 2 石錐 ？

(1 . 5) 2 

階段状剥離あ り

一 9 階段状汲I） あ り

石錐 ？
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表74

備 考

10073 I II F14 

二



表75 MF一覧⑨

No. 

10281 I II L19 

竺10283 - ,,�, 

二 I N

193 

備 考
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表76 MF一覧⑩
Fコ”

層位

IV チ ャ ト

ill b  チ ャ ー
lll b  チ ャ
m b  チ ャ
IV チ ャ ー ト
N チ ャ ト 2. 0 

N 

1V 

ト I 3. o 2. 3 

10489 II LIS IV チ ャ ー ト 1. 3. 2 

10490 i II L19 IV チ ャ ー ト 3. 8 3. 0 

三: C l 4. 8 I 4 5 

- ' 10511 II K20 N チ ャ ー ト (2. 2) (2. 6) j (0. 4) I (1. O) 
- ' 10512 II K20 N 

' ' 10522 II J22 N 

10555 I II K21 ! IV 

10562 I Il K21 N 

- •  10566 I II K22 ill b 

10568 III22 ! llI b 

10591 II J22 ill b 

- •  10597 Il K22 

流紋岩
チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ト

チ ャ ー ト

5. 2 
(2隻 6) 2. 5 

1. 6 0. 2 
2. 9 • 1. 3 
2. 0 0. 6 
3. 0 1. 2 

5. 5 : 1. 7 

2.9 

3. 2 

(2. 3) 3. 6 

1. 0 1. 7 

3. 4 2. 2 

- , 10609 II JI9 i N チ ャ ト I 1 .  6 I 1. 7 I o. 3 

。 . 4
15. 3 
4 . 0 
8. 8 

備 考



表77 MF一覧⑪

No. 

1 .  5 , o. 8 

2 . 0 0 . 4 

］ 尋 4 1 .  4 0 . 4 

0 . 6 

0. 6 

10. 5 

lli b  Iチャ ー ト 1, 9 1 .  7 10 . 6 

チャー ト I 3. 3 I 1. 3 
I 

1 0749 1 D J25 Ill b  

1 0808 II G25 IV チャ ー ト I 1 .  2 I l .  7 I o. 4 

w チャー ト 2 . 5 2. 2 0 . 6 

illJ l  I N チャー ト (2. 3) (2書 9) (O. 5) (2. 5 )  

1 .  7 

X04 3. 0 2. 7 

N心 不明 チ 2. 6 3. 7 

2. 7 2. 8 

X lO Nu5 2 .  9 • 3. 6 

X14-7  油17 、 明 チャ ー ト ， I . 6 2 . 3 
X5_Z- 3 _IP26 Ill b チャ ー ト• 1. 8 2. Q 

備 考
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j ) 打欠石錘 （図148)

A lヌ で 13/�: 、 B lメ
．
． で 1 点の合計 14 l.(が但含k灼か ら 111 - 1: し た も ので、 こ の う ち 7 .点 を l叉Iぷ し た (402

-408) 。 403は糸,�掛け部の庶耗が激 し く 、 405は側縁を敲打によ り 柩 形 し て い る ま た 、 tl08に は糸11:f察

れ痕 (·:i'i状痕） が明瞭に残 る ('1j'. 真29) ぐ Ill I.: 分布は 、 A IX:ではSB5 に集中 し て い る ほ かは散在 し た

状況であ り < I又1 1 24) 、 B lメ
．
．では南部からS0508 · SD509にかけて ま ば ら にI+\ 1-: し てい る (l�IJ27) 。

辿構Ill l: 分 も 含めた29点の打欠.{j錘の う ち 、 大 き さ の ，,hJ!IJが II「能 な も の 、 長 さ 26.i.'.(、 幅25点 、 質 rj::
25.1.1.( を J IJ い て 、 1文 数 分 布 図 と 計測値相IY-J f:;(I を 作 成 し た ( I-XI l 49) c !� さ は4.Ocm -5.0cmの も の が最 も 多

いが、 B 区 に は や や 人• き な も のが あ る 幅は3.5cm - 1I.Ocmの も のが泣 も 多 いが、 B 区 に は3.5cm以 ドの

も のがない 11 :,tは 、 A lメ
．
． で は 15 g -30 g の も のが 多 く 、 30g -45 g の も の も 合わせれば）( 'j':  を 占 め

る が、 B lx:で は45 g 以 Lの も のが 多 い こ の A lえ と I3 I区での 大 き さ の 辿 い は 、 3 つのfll I� 1:x1 において

も 確認で き る 。

k ) 切 目 石錘 （図148)

包含h'1か ら は A llで 9 点/1\ I: し た だけである こ の う ち 2 ..:応 を 図示 し た ( 109 · ,110) 109は 、 ffil リ

形の礫の両端を打欠いた後 、 ド端の紐掛け部 に 切 11 を 人 れた も のであ る ， II\ I·. 分布 は散化 し た状況で

あ る (I又1124)

迫構 Ill 土分も 含めた 19)位の切 F l 石錘の う ち 、 大 き さの計測がnf能 な も の 、 長 さ 16点 、 船 19,iば 、 n :,::

15点 を 川 いて 、 I父数分布 l又l と 計測11針1 1 1�1i1 を 作 成 し 、 打欠石錘の I又l に if�ねた （ 凶 149) B Ix: か ら 111 I: 

し た 切 「I -f1錘は少な く 、 A 区 と B JX: と の比較が困難なため 、 打欠イi挿 と の比 較 を す る e 1乏 さ は打欠石

錘 と ほ ぽl1iJ じ 攻 数分布であ る が、 幅はやや小 さ く 2.0cm-3.0c、nの も のが最 も 多 い n:,tは 、 1 5 g -30 

g の も のが多い．点は打欠石錘と l1iJ じ で あ る が、 その分布範,,り は小 さ い方 に あ り 、 1 5g を 越 え る 質�:,tの

盆02 � 

403
�4 

冨"' Q.

迄 一

ニ;05 � .,. � 

口
乞箆) 409 

0 5cm 

図148 包含層出土打欠石錘 ・ 切目石錘 写真29 408帯状痕拡大
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も の は 出 士 し て い な い。 こ の こ と か ら 切 目 石錘 は 、 打欠石錘 よ り も 幅や 質最 に お い て小 さ い と い う 傾
向 があ る と 言 え る 。 相 関 図 に お い て 両 者 を 比較す る と よ り 明 瞭 で あ る 。 長 さ と 幅の 相 関 図 で は 、 長 さ
の 分布 範 囲 は打欠石錘 と 切 H 石錘 と の 間 に差 は 見 ら れ な い が、 幅 の 分布 範 囲 は 、 切 目 石錘 の 方 が小 さ
い 傾 向 があ り 、 打 欠 石錘 と 切 目 石錘 の 分布域 は 上下 に 分か れ る 傾向 が あ る 。 幅 と 質量 の 相 関 図 で は 、
幅 と 質量 と の 間 に は正 の 相 関 関 係が認め ら れ る が、 切 目 石錘 の 分布 は 幅 が小 さ い左側 に 片寄 る 。 長 さ
／幅 と 質量 の 相関 図 に お い て は 、 そ れぞれ l 点ずつ 混在 し て い る が、 よ り 顕著 に 分布域が分かれ て い
る 。 こ れは 、 素材 と な る 礫 自 体に形態差があ る こ と を 示 し て い る 可 能性が高い と 思わ れ る 。

点数
20 
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表78 打欠石錘一覧

表79 切 目 石錘一覧

長 さ 1 幅 I 厚み
(cm) (cm) (cm) 言 ’ ’ ’

備考
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I ) 磨石 ・ 凹石類 （図150 · 1 51 )

A 区で25)ば 、 B l><: で 1 3点 、 調介区外 (,;犬柑ぱぽ） で 1 点の合計39点がa含)\'•1 か ら 111 土 し た も のであ

る 使m痕 と その位 ii'lに よ る 分類では 、 4 1 1 - 1 13が l a類 、 4 1 4がlb類 、 4 1 5 · 4 16が2a類 、 4 17 · 4 ]8が

2b類 、 4 19が3a類 、 420 · 42 1 が3b類 、 422が 1 類 で あ る 敢打痕やpr1 み に は 様 々 な 形態の も のが あ る

切真30) が、 明確に I><場lj で き な い も の も あ っ た た め 、 細分類の際に敲打痕や 1111み の 多 様 さ を 反 映 さ

せ る こ と が で き な か っ た。 'lj. 具 に ぶ し た敲打痕や 1111み は 、 186 と 259が朴lいi.'.ili打 の 集 中 に よ る 1111み 、

4 1 6 も 斗uい敲打が集 中す る も のの 深 く な い 凹 み 、 ·1 1 7が桁 I ' J Jf� 状の fllJみ 、 417側 tlriが敲打に よ り ((Iiを な

す も の 、 422が線状の敲打痕で あ る 。 な お 、 出 I::.分布 は 、 A 区 で はfl:h•:·跡やその周 佃 に や や 多 い ( 1,.(1

130) が、 B 区では散在 し た状況であ っ た （ 図 128)

辿fi'/tlll I: 分 も 含めた59l.(の印 i . 1111.{ i類 の う ち 、 Kと も 多 い の は la類 で あ る が、 A lメ：では2b類 の ）jが

多 < Il l . I: し て い る。 ほ か に も l b類 や3b類 と い っ た 、 1軋J 1(1j に Jf�jji を持た な い も のが 、 B Ix: よ り /\ Iべ で

rn Uf1J 合が70%以上 と 高 い。 ま た 、 ほ ぼ完形に近 い-16点 をmい て 、 索 材 と な る 礫の 形態 を グ ラ フ 化

(I又1 152) し て比較 し た。 分類 別 長 さ 分 布で は 、 各類 と も 9 cm- 12cmの 間 に 分 布 す る も のが 多 い が、 2a

類 と 2b類 と の 1/11で は 分布域の述いが必め ら れ る 分類別幅分布では 、 各 類 と も 7 cm- lOcmの 1111に 分 布

す る も のが 多 い が、 1-<: さ と 同様に2a類 と 2b類では分布域に差が認め ら れ る 分類別崩 さ 分布 で は 、 la

類がほかの も の と 比較 し て 分 布 範IJりが,;;. く 、 6 cm以 Kの I',{さ の も のが{,: 在する こ れ は球形に近い礫

が 含 ま れ る た め で あ る ほかは 4 cm- 6 cmの Ill! に 分 布 す る も のが 多 い が 、 2a類 と 2b類 と の間では分布

域が異な り 、 2b類だけでは 3 cm- 5 cmの 間 に 多 く 分布する 分類別 爪 さ 分布では 、 100g -700g の 間

写真30 磨石 ・ 凹石類敲打痕
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に 分布す る も のが多 いが、 la類 と 2a類で は そ れ よ り も 重い も の が、 2b類で は軽 い も のが数点ずつ あ る 。
の 差 が大 き く 、 安易 な 比較 は 危険で あ る が、 2b類 に 関 し て は 他の も の よ り も 、 小振各分類 間

を参考
に 、 棒状の礫 を 用 い て い る 4 類 を 除 き 、 長 さ ： 幅比 と 厚 さ ： 幅比 を 用 い た 相 関 図 を 作 成 し 、 厚 さ ／幅

り ・ 薄 手 で軽い と い っ た 傾 向 が認め ら れ る の で は な い か。 さ ら に 、 後 藤 氏 の 論文 （ 後 藤1 989)
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のイ直については各分 類師の分 布図も作成した （図153 ) 。 分 布図では、 各分 類侮の分 布 範囲は、 重複す

よりも3 類の方が左側に分 布2
 

1 類よりも 2 類、る部分 が多く明確な差としては認められないが、

2 類 . 3 類が左側に片寄る傾

るものではないが、向が見られる。 重複域が多いことから、 明確な礫の形態による使い分 けを

若干の傾 向として捉えておきたい。

l 類が右側に、範囲を移してい く 傾 向が杓「認められる。 散布図では、
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表80 磨石 ・ 凹石類一覧

備考
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m ) 石皿 （図1 54)

包 含層 か ら は 、 A 区で10点 出 土 し た 。 423 は大 き く 欠損 し て い る が、 扁 平 な 川 原 石 の 平坦面 を 利 用

し た も の で、 や や 凹 ん だ表面 は 広 い 範囲 に 、 裏面 は 部分的 に磨痕が確認で き る 。 424 は ほ ぱ完形 の も

の で、 両 面 に磨痕が確認で き る 。

遺構出士分 も 含め た 17点の う ち 、 16点がA 区 か ら 出 上 し て お り 、 ほ か の 石器 と 比較 し て A 区か ら の

出 土割合が突出 し て 多 い 。 出 J::.分布 は 、 磨石 ・ 凹石類 と 傾向が似 て お り 、 A 区で は 住居跡や そ の 周 囲

に 多 い （ 図 130) 。 17点の石llllの う ち 完形品 は30%弱 の 5 点 と 少な い が、 5 点の う ち 3 点 は竪 穴住居跡

か ら 出 上 し て い る 。 出 土 し た石ID1の完形品が 占 め る 割合 を ほかの遺跡 と 比較す る と 、 近接す る 山 手宮

前遺跡が75% ( 4 点 出 上） 、 上原遺跡第 1 地点が70% (20点 出 士 ） 、 上原遺跡第 2 地点が85% 強 ( 14点

出 土 ） 、 阿 じ 徳 山 地 区 内 の戸人村平遺跡第 2 次調査が92%強 ( 13点出 土） 、 春 日 村岩 井谷遺跡が85%強

( 7 点 出 土） と 完形 品 の比率が非常 に 高 い 。 石皿の認定基準の差が現れ て い る 可 能性 も 考 え ら れ る が、

遺跡の性格 を 反映 し た も の であ る 可能性 も あ る 。 な お 、 各遺跡の石皿出土点数は 、 報告害記載の も の

を 使用 し

!::::::::::-- - --.::_ I 

゜ 1 0  20cm 

30cm 

図1 54 包含層 出土石皿
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n ) 石製品

包含層か ら 出 け で あし た も の は な く 、 墓坑内 か ら 決状耳飾 り 2 点 と 不明石製品 l 点が 出 士 し た

し た。こ れ ら の大 き さ の計測値 は 、 表82にる 。

o ) 砥石

いずれ も 新 し い時期 の も の と 思わ れ る た め 、か ら 出 土 し た も の が 2 点あ る が、

し た。

の 表士や盛

表83 に大 き さ の計測値

A
 

備考

磨石か ？

質量 使用痕
( g )  j!flj眸届面面

言
＇

a, d2 

a-
a-
a＿
a―
a-
al
a-
a_
a一
a一
a-
a―
a

a, c 

a_
a

 

石皿一覧表81

a
 

石製品一覧

備考

欠損断面が摩滅
欠損断面が摩滅
一部に擦痕 あ り

決状耳飾 り 、

決状耳飾 り 、
不明石製品、

挿図 図版 i
； 63 I 27 

63 i 27 
69 I 30 

質量
( g ) 

厚 さ
(cm) 

幅
(cm) 

長 さ
(cm) :品 I 層位整理

No. 

! (8. 0) 
. : 

＇ ! (3. 9 )  
↑ャ••

: 90. 9 

0. 5 
0. 4 
3. 9 

言一
訊

(4 .  5 )  
(3. 8) 
4 . 4 

石材

パイロ7; う イ ト
パ イロア う イ ト
流紋岩

2-
2-
l

 

995 SK145  三1 428 SK380 

表82

幅 I 厚 さ
(cm) 1 (cm) 

砥石一覧

地区 石材

泥 岩

泥 岩

層
位

TP7 i II 
I 

TP9 i I 
↓ 

表83
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第 4 章 自 然科学分析

第 1 節 花粉化石群集

山雅広 （ パ レ オ ・ ラ ボ）

1 試料

花粉化石群集の検討は、 SK676埋土 （試料 1 ) 及びSK677埋± (試料 2 ) の 2 試料ついて 行 っ た。

SK677は、 平安時代 ( 9 世紀後半-10世紀前半） の水場遺構で ト チ ノ キ 種子片を多数含む。 SK676は、

平安時代 ( 9 世紀後半-10憔紀前半） の水場遺構で、 SK677より少ないが ト チ ノ キ 種 子片を多数含む。

なお、 大型植物化石の試料であるSK676の整理番号1 1020及びSK677の整理番号1 1000の 2 試料につい

ては、 ト チ ノ キ 種子の放射性炭素 年代測定 (AMS法） を行 っ た。 その結果、 SK676が1 .105 士35 yrBP

(PLD-861 ) 、 SK677が1 ,180 士30yrBP (PLD-862 ) かC 年代値がそれぞれ得 ら れた。

2 方法

花 粉化石の抽出 は、 試料約 2 -3 g を10%水酸化 カ リ ウ ム処理 （湯煎約1 5分 ） による粒子分 離、 傾

斜法による粗粒砂除去 、 フ ッ 化水素 酸処理 （約30分 ） による珪酸塩鉱物などの溶解、 ア セ ト リ シ ス 処

理 （氷酢酸による脱水、 濃硫酸 l に対 し て無水酢酸 9 の混液で湯煎約 5 分 ） の順に物理 ・ 化学的処理

を施すことにより行っ た。 なお、 フ ッ 化水素 酸処理後、 重液分 離 （臭化亜鉛を比翫2 .1 に調整） によ

る有機物の濃集を行っ た。 プ レ パ ラ ー ト 作成は、 残i査を蒸留水で適鼠に希釈 し、 十分 に攪拌 し た後マ

イ ク ロ ピペ ッ ト で取り、 グ リ セ リ ン で封入 し た。 検鏡は、 プ レ パ ラ ー ト 全面を走査 し 、 その間に出 現

し たすべての種類について 同定 ・ 計数 し た。 その計数結果を も とに し て 、 各分 類群の出現率を樹木花

粉は樹木花粉総数を基数と し 、 草本花粉及び シ ダ植物胞子は花粉 ・ 胞子総数を基数と し て 百分 率で算

出 した。 ただ し 、 ク ワ 科は樹木と草本のいずれを も 含む分 類群であるが、 区別が困難なため、 ここで

は便宜的に草本花粉に含めた。 なお、 複数の分 類群をハ イ フ ンで結んだ も のは分 類群 間の区別が困 難

な も のである

3 花粉化石群集の記載

SK676 : 花粉化石の産出 個数は非常に少なく、 保存状態 も 非常に悪い。 産 出 し たのは、 樹木花粉で

は ス ギ属、 コ ナ ラ 亜属 、 ト チ ノ キ 属などであり、 草本花粉では イ ネ 科、 カ ヤ ツ リ グサ科、 ヨ モ ギ属な

どである。

SK677 : 花粉化石の産 出 個数はやや少なく、 保存状態は非常に悪い。 同定された分 類群数は、 樹木

花粉20、 草本花粉 7 、 形態分 類で示 し た シ ダ植物胞子 1 である。 樹木花粉の占める割合は、 約73 %で

ある。 その中で、 ト チ ノ キ 属が約2 1 %で最優 占 し 、 次いでア カ ガ シ 亜 属が約1 9%、 ス ギ属が約13 %で

出現する。 他に、 ヤ ナ ギ属 、 ブ ナ 属 も 約 8 %と比較的高率であり、 コ ナ ラ 亜属 、 シ イ ノ キ属、 ク マ シ

デ属 ー ア サダ属、 ク リ 属が約 4 - 5 %で出現する。 草本花粉では、 イ ネ 科が約12 %とやや 目 立ち、 ク
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花粉化石一覧表84

樹木
マ ツ 属複維管束亜属 Pinus subben. Diploxylon 1 
マ ツ 属 （不明） Pinus (Unknown) ？ � 
ス ギ属 Cryptomeria 3 1 4  
イ チイ 科 — イ ヌ ガ ヤ 科 ー ヒ ノ キ 科 T .  -C. 2 3 
ヤ ナ ギ属 Salix 9 
サ ワ グ ル ミ 属 ー クル ミ 属 Pterocarya-J uglans 1 
クマ シ デ属 ー ア サ ダ属 Carpinus - Ostrya 4 
カ バ ノ キ 属 Betula 1 1 
ハ ン ノ キ属 Alnus 2 
プナ属 Fagus ， 
コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属 Qercus subgen. Lepidobalanus 3 6 
コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属 Qercus subgen. Cyclobalanopsis 1 2 1  
ク リ 属 Castanea 1 4 
シ イ ノ キ 属 Castanopsis 5 

レ 属 ー ケ ヤ キ 属 Ulmus - Zelkova 3 
工 ノ キ 属 ー ム ク ノ キ 属 Celtis·Aphananthe 1 
カ ツ ラ 属 Cercidiphyllum 1 
キ ハ ダ属 Phellodendron 1 
ト チ ノ キ 属 Aesculus 23 
ノ ブ ド ウ 属 Ampelopsis 1 
ウ コ ギ科 Araliaceae ＿＿＿ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 拿 . . . . . . 螂● ● ● ● ● ● o● ● ● - · · · · · · · · · · · · ·  皿● ● ● ● ^ 螂 螂 螂 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · - - - - - - - - · · · · · · · ·· · · · · ·�·· · · · · · · · · · · · · ·.1. . . . . . .  . 

草 本
イ ネ 科 Gramineac 1 18 
ヵ ャ ッ リ グサ科 Cyperaceae 2 
ク ワ 科 Moraceae 2 
ア カ ザ科 ー ヒ ユ科 Chenopodiaceae - Amaranthaceae 1 2 
ア プ ラ ナ 科 Cruciferae 1 
ヨ モ ギ属 Artemisia 1 4 
他のキク亜科 other Tubuliflorae 1 1 
タ ン ポ ポ亜科 Liguliflorae ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 鸞 鸞 鸞 - . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  螂 吟 . . . . . . . . . . . . . . . . - · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · - - · · ·  寧．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 嘗0 ● ● ● ● ● - - ·�- - - · · · · - - - · · · · .J● 會囀●“ 囀 ●＊ 

シ ダ植物
単条型胞子 Monolete spore 16 1 3  
言 条型胞子 Trilete S.I?ore ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．螂蠣覺·· · · · · · · - - · - - · · · · · · · · · · · · · - - · · · · · · · · · · - - · · - — ー ． ． ． ． ． ． 鰤 鰤 ● ● ● ● ● ● · · · · · · - - - - · · · · · · · · · · · · · · · · · - - - - - - · - - - ·· · · - - - -?- - .  寧 ● 囀 ● ● ● ● ● ● . . .  .-. . . . . . .  疇

樹木花粉 Arboreal pollen 12 1 12 
草本花粉 Nonarboreal pollen 6 29 
シ ダ植物胞子 Spores 18 1 3  
花粉 ・ 胞子総 数 Total Pollen & S pores 36 154 
不明花' Unknown ollen 9 54 
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SK677の花粉化石分布図図1 55
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ワ 科 、 ア カ ザ科 ー ヒ ユ科、 ヨ モ ギ属 が約 1 - 3 % で 出現す る 。

4 考察

SK677の花粉組成 か ら 平安時代 ( 9 世紀後半-10枇紀前半） の 周辺植生の推 定 を 試み る 。 周 辺 に は 、

針葉樹の ス ギ属 、 常緑広 葉樹 の ア カ ガ シ亜属 、 浴葉広葉樹の ト チ ノ キ 属 が優勢な 森林が成立 し て い
と 推定 さ れ る 。 大型植物化石で は 、 ト チ ノ キ 種子が非常 に 多 産 し たが、 遺跡周 辺 の 丘陵斜面 な どに 多

く 生育 し て い た で あ ろ う ト チ ノ キ の種子が採集 さ れて い た の で は な い だ ろ う か。 他 に 、 落 葉 広 葉樹 の

コ ナ ラ 亜属 、 ク マ シ デ属 ー ア サ ダ属 、 ク リ 属、 常緑広葉樹の シ イ ノ キ 属 な ど も 混 じ っ て お り 、 河 川 沿

い に はヤ ナ ギ属 、 標 高 の 高 い 山 地 に は プナ 属 な ど も 生育 し て い た であ ろ う 。 一方、 付近 に は 、 草本花

粉の 占 め る 割 合が低率で あ る こ と か ら 、 あ ま り 広 い草地的景観はみ ら れ な か っ た と 思 わ れ る が、 イ ネ

科 を 主体 に ア カ ザ科 ー ヒ ユ科、 ヨ モ ギ属 な どが生育 し て い た であ ろ う 。
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大型梢物化石第 2 節

新山雅広 （パ レオ ・ ラボ）

試料
大型植物化石の検討は、 SK 6 7 6 、 SK 6 7 7 及びSD508から したものにつ い て 行った。 SK 6 7 6 は、

を多数含む。 SK 6 7 7 は、の水場遣構で トチ ノ平安時代末 ( 9 世紀後半-10枇紀前半）

ト チ ノ キ 種f 片 を多 数含 む
こ れ ら 3 遺構の埋士 を

の水場遺構でSK 6 7 6 よ り 少ないが、-10世紀 前代 ( 9 匪紀 後
SD508は、 SK 6 7 6 、 SK 6 7 7 と ほ ぼ同 時 期と思 わ れる 自然流路である。 試料は、
1 .68mmの飾 H で水洗飾 い分けをして検出した1 29 試料 (SK6 7 6:23試料、 SK 6 7 7 : 68試料、 SD508:38試料）

ノ キ種卜である。 なお、 SK 6 7 6の遺物 番号11020及びSK6 7 7 の遺物 番号11000の 2 試料につ い ては、

35yrBP (PLD-8 61)、を行った。 その結 呆、 S K 6 7 6 が1 .105( A MS法）子 の放射性炭素年代測
の1• c年代値がそれぞれ得 ら れた。

出土 し た 大型植物化石
出上した大型植物化石の一覚を表86 ・ 表87 に示 し

SK 6 7 7 カ 1ゞ , 180士30yrBP (PLD-862) 
2

 
だし、 大型植物化石を全 く 含ん でいなかっ

以ドに、 各遺構から 出土した大型植物化石につ い て 記載すから 省いた試料につ い て は、

る。
エ ゴ ノ キ種子の 5マ タ タ ビ種子、トチ ノ キ種子、キ イ チ ゴ属 核 、SK6 7 6 : 木本のみ で モ モ 核 、

キ イ チ ゴ属核も比較的多 産した。トチ ノ キ 種子は非常に多 産し、
SK 6 7 7 : 木本はク ワ 属種子、

群 であった。
ミ ゾ ソはストチ ノ キ種子の 3 分類群であ り 、モ モ核、

ノ キ種子は非常に多産し卜ナ ス 科種子の 5 分類群 であった。ノ プ ド ウ種子 、タ デ属果実、
。

｝

た

エ ゴ ノ キ種fの 4 分 類群 であった。 モトチ ノ キ種了＼
した。

モ モ核 、SD508 : 木本のみで イ ヌ ガヤ種子、

ト チ ノ キ種子も比較的多し、モ核が非常に
3 .  考察

トチ ノ キ

SD508 •••=―: 
l未満

SK 6 7 6、 SK6 7 7 は、

SK677 

を表85に示 し

表85 遺構別の大型植物化石の種類 と
数字は 個 数 を 示す （ た だ し 、 ト チ ノ キ 種子 は およその推定個数）

9 分類群 I ! 竺 j SK676 
イ ヌ ガヤ I 

ク ワ

（個数）遺構別にみた大耽植物化石の種類と出

1-
2

 
5-9 1 28-147 

キ イ チ
ト チ
マ タ タ ビ
エ ゴ ノ キ

ミ ゾソ パ
．． 

ノ プ ド ウ
ナ ス 科

1
1-
1-
4-
l

 

ー種子
果実
果実
果実
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種子が非常に 多 産したが、 種子はいずれも破片 であ り 、 完形のものは1個体もなかった。 ま た、 出

部位は種子のみであ り 、 果皮などの他の部位は全 く 検出 さ れなかった。 以上のことから、 出上した ト
ノ キ種子は 自然堆積したものとは考 え 難 く 、 人 為的なものと予想 さ れる。 SK 676は、 トチ ノ キ種子

の産状から 水 さ ら し場遺構の可能性はあると言 える。 ま た、 SK6 77につ いても水 さ ら し場遺構かゴ ミ

捨て場のような性格の遺構である可能性が考 え ら れる。 トチ ノ キ種子 以外のものについては、 遺構周
辺に生育して いたものと予想 さ れるが、 モモ核については食用 後に廃棄 さ れたものが流入したか、

接投棄 さ れたのであ ろ う。 SD508については、 トチ ノ キ種子も出tするが、 モ モ核の方がよ り 目
ほ ぱ同 時 期と思わ れるSD508とSK 676、 SK677の性格の違いを反映して いる可能性が考 え ら れる。

表86 大型植物化石一覧①
層位 I 整理番号 I 分類群（部位、 個数）

1 I 10752 
I 10753 i 10755 

10756 

10758 
1 10759 

SK676 1 µ_ 1 

SK677 

（個数の （ ） 付 き は半分な い し破片の数）



表87 大型植物化石一覧②

遺構

： 

， 
i 

SK677 

SD508 

層位 整理番号
1 1 0991 
1 1 0992 
1 1 0993 
1 10994 
1 1 0995 
1 1 0996 
1 10997 
1 10998 
1 1 0999 
1 1 1000 
1 1 1 001  
1 1 1 002 
1 1 1 003 
1 1 1004 
1 1 1005 
1 1 1006 
1 1 1 007 
I 1008 
1 1009 
1 1 010  
1 1 1 0 1 1  
1 1 1 0 1 2  
1 1 1013 
1 1 1014 
2 10310 
2 1 03 1 1  
？ - 10312 
2 103 1 3  
2 1 03 14 
2 1 03 16  
2 10319 
2 10321 
2 ： 10323 
2 10324 
2 10326 
2 1 0327 
2 10328 
2 1 0329 
2 10338 
2 1034] 
2 1 0348 
2 10350 
2 10351 
2 10352 
2 I 1 0355 
2 十三1080 2 4 
2 1 0805 
2 10806 
2 ! 1 0807 

2 1 1  

分類群（部位、 個数）
ト チ ノ キ 種子、 5)
ト チ ノ キ 種子、 4-5)
ト チ ノ キ 種子、 4)
ト チ ノ キ 種子、 2)
ト チ ノ キ （種子、 4) 、 ノ プ ド ウ （種子、 3)
ト チ ノ キ （種r 、 1 2) 
ト チ ノ キ （種子、 5)
ト チ ノ キ （種子、 �)
ト チ ノ キ 種子 、 1 未満）
ト チ ノ キ 種子、 15-20)
ト
ト
ト

チ
チ
チ

ノ
ノ

ノ キ
キ
キ （

（
（
種
種
種

子
f
子、

、

、

6
1 
1 -

-7
2
2

) 
) 
) 

ト チ ノ キ 種子 、 I )
ト チ ノ キ （種f、 15)

ク ワ 属 （種f 、 I ) 、 ト チ ノ キ （種f、 3 ) 、 ミ ゾソ パ （果実、 I ) 、 ノ ブ ド ウ （種子、 (3りi
ト チ ノ キ （種子、 1 )
ト チ ノ キ （種子、 1 未満）
ト チ ノ キ （和l［子、 I )
ト チ ノ キ （， i子、 1未満） ナ ス 科 （種子、 1 )
ト チ ノ キ ［子、 8 10) 
ト チ ノ キ t f 、 3) 、 タ デ属 （果実、 1 )
ト チ ノ キ （種子、 3-4)
モ モ （核、 ト チ ノ キ （種子、 2-3) 、 ス ゲ属 （果実、 1)
モ モ （核、
モ モ （核、 1 )
ト チ ノ キ （種子、 1 未満 1 )  
モ モ （核、 1
ト チ ノ キ （種子、 1 未満）
ト チ ノ キ （種子 、 1 未満 I )  
ト チ ノ キ （種子、 1 -2)
モ モ （核、 3)
モモ （核、 3)
モ モ （核、 1 )
モ モ （核、 2)
モ モ （核、 2)
イ ヌ ガヤ （種子、 ( 1) ) 、 モ モ （核、 (8) . .  3個分）
モ モ （核、 1 )
モ モ （核、 1 )
モ モ （核、 (1 ) )
モ モ （核、 1
モ モ （核、 l
ト チ ノ キ 種子、 3)
ト チ ノ キ （種子、 2)
モ モ （核、 2)
モ モ （核、 1 ( 1 ) ) 
モ モ （核、 1
モ モ （核、
ト チ ノ キ (f吼f、 l 未満）
モ モ （核、 4 (2) ) 、 エ ゴ ノ キ （種f、 1 )

（個数の （ ） 付 き は半分な い し 破 片 の 数）
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第 3 節 放射性炭索年代測定

山 形 秀樹 （パ レ オ ・ ラ ボ）

尾元遺跡か ら 出土した ト チ ノ キ 種子 試料 2 点の放射性炭素年代をAMS法にて測 定し た 。 測 定結果

と暦年代較正して得 ら れた結果は表88に記載し

1 放射性炭素年代測定に つ い て

試料は、 酸 ・ ア ル カ リ ・ 酸洗浄を施して不純物を除去し、 石墨 （ グ ラ フ ァ イ ト ） に調整した後 、 加

速器質量分析計 (AMS) にて測定した。 測定された !4 c 濃度について同位休分 別 効果の補正を行った

後 、 補正しが C 濃度を用いで℃年代を算出した。

なお、 ]4 c年代値 (yrBP) の算出に ば℃ の半減期としてLibbyの半減期5 ,5 68年を使用した。 また 、

付記したI4 C年代誤差 （ 士 l a ) は、 計数伯の標準偏差 a に基づいて算出し、 標準偏差 (One sigma) 

に相当する年代である。 これは、 試料のI4 C年代が、 そのI4 C年代誤差範囲 内に人る確率が68%である

ことを る。 試料の14 c 計数率と現在の標準炭素 (Modern standard carbon) の1 4 c 計数率の比

が14 C Sample乃 C Modern� lの時はModernと表記する。

2 同位体分別効果の補正に つ い て

表88に記載した い C PDB値は、 PDB標準試料の13 c 凡 C 比 （ い C /12 C )  PDB=0.01 1 23 72) を標準値

として、 その標準値か ら のずれを千分 率で示し、 試料炭素の13 c 刀 c 比 （ い C /12 C )  sample) を質塁

分析計で測定して、 b 13 C PDB=[ l い C 刀 C ) sample- ( 1 3  C 乃 C ) PDBI I い C 刀 C ) PDB] x 1000の

計算式によっ て算出した 。 試料の が3 C PDB値 を25.0協に規格化することにより、 測 定され た 試料の

い C PDB値を用いて14 C 濃 度を補正し、 これを用いで℃年代を算出した c したがっ て、 表88に記載

した l4 c年代は同位体分 別効果による測 定誤差を補正した年代である。

3 暦年代較正 に つ い て

暦年代較正とは、 大 気中の14 c 濃度が一 定で半減期が5 .5 68年として算出された 1• c年代に対し、 過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14 c 濃度の変動、 及び半減期の違い い C の半減期

5 ,730 ± 40年） を較正し、 より正確に真の年代を求めるために、 14 c年代を暦年代に変換することであ

る。 具体的には、 年代既知の樹木年輪の14 c年代の詳細な測 定値を用い 、 さ ら に珊瑚のU-Th年代と

l4 c年代の比較 、 及び海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて,. c年代と暦年代の関係を調べた デー タ

により、 較正 曲 線を作成し、 これを用いて較正 暦年代を算出する。 較正暦年代の算出にRadiocarbon

Calibration Program* CALIB rev. 4.3 ]Reference for datasets used: Stuiver,M .. Reimer,P.]. ,  Bard.E., 

Beck,J. W  . .  Burr ,G. S. .  Hughen,K. A., K romer,B. ,  McCormac.F.G . .  v.d.  P l icht,J . .  and Spurk,M. 

(INTCAL98 : Stuiver et al. ,  1 998a) 拿 Radiocarbon 40, p. 1041-1083 1を使用した 。 なお、 較正暦年代値

は14 C年代値に対応する較正 曲線上の暦年代値であり、 真の年代である可能性が最も高いことを

また 、 l a 暦年代範囲及び2 a 暦年代範囲は確率分 布を用いて算出した 暦年代範 囲 であり、 その範囲内
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に真の年代が 入る可能性が高いことを示す。 l a 暦年代範囲 ば℃ 年代誤差に相 当 する較正 曲 線上の暦

年代範 囲 であり、 真の年 代 が入る確率が68%であることを示す 。 I a 暦 年 代 範 囲のProbabil ityは、

68%の う ちで、 さ ら に特定のl (1 暦 年代範囲に人る確率を示す。 同様に、 2 a 暦年代範囲は"' C 年代誤

差の2 倍 （ 土2 a ) に相 当 する較正 曲 線 Lの暦年代範囲であり、 頁の年代が入る確率が95 %であること

を示す。 2 (1 暦年代範囲のProbabilityは、 95 %の う ちで、 さ ら に特定の2 a 暦年代範囲に入る確率を

較IE 曲線 ば℃ 濃度の変動のためデ コ ボ コ し ており、 そのため 14 c 年代値に対応する暦年代値、 また

は14 c 年代誤差に相 当 する暦年代範囲が複数存在する場合があるが、 較正暦年代値はいずれも等 し く

真の年代である可能性があり、 1 (J 暦年代範囲はいずれも68%、 2 (J 暦年代範囲はいずれも95 %の確率

で、 さ ら にProbability された確率で貞の年代が入る。

暦年代較正は約二万年前か ら AD1 950年までが有効であり、 該 当 し ないものについては較 正暦年代

値を＊ ＊● .. またはModern と 表 記 し 、 l (J 暦 年 代 範 囲及び2 (J 暦 年代 範 囲を＊ ＊ ＊ ＊ ＊と 表記 す る。 ま た、

ca1AD1 955 *は核実験後の年代を指 し 、 Modernを意味する。 ただ し 、 一万年以前のデー タ はま

あるため注意する必要がある。

表88 放射性炭素年代測定及び暦年代較正の結果

（二塁『：
、
） I i式料デ

ー
タ I

o 1
7ccoo『DB

I (ド贔〗f;J雇五五i「石雇iTia 暦年代範囲 (:r:�『b『i『�) l 2 a 暦年代範囲 (Probability)

PLD-861 
(AMS) -22. 5 

905
915
965
785

 

D
D
D
D
 

A
A
A
A
 

cal

eal

叫
cal口

cal AD 895 - 925 (4 1 .  4%) lea! AD 880 - 1015 (99. 9%) 
cal AD 945 - 980 (58. 6%) 

PLD-862 
(AMS) -23. 6 

cal AD 780 790 ( 1 1. 3%) 
I 
cal AD 775 

890 (88. 7%) cal AD 915  
900 (86. 6腐）
960 ( 13. 1%) cal AD 885 I cal AD 805 

備考

ModernはAD1950年以降の新 しい年代を指す。 yrBPはAD1950年か ら 過去へ遡った年代を意味する。

calは較正 した暦年代を意味し、 実年代との混同を防 ぐためにつ け られる。 また、 Probabilityが10%未

満のl a 年代範囲及び2 a 年代範囲については記載を省略 し た。

引用文献

中村俊夫 (2000) 放射性炭素 年代測定法の基礎 日 本先史時代の11c 年代、 p.3-20.

Stuiver, M. and Reimer, P. J. (1 993) Extended 14C Database and Revised CALIB3.0 14C Age 

Calibration Program, Radiocarbon. 35 , p.2 15 -2 30. 
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第 4 節 木製 品 の樹種調在結果

（株） 吉 田 生物研究所 汐見

京都造形芸術大学 岡 田 文男

1 試料

試料は岐阜県尾元遺跡か ら 出士 し た 用 途不 明 品3点で あ る 。

2 観察方法

剃 刀 で 木 口 〈横断 面） 、 柾 日 （放射断面） 、 板 目 （接線断面） の 各切 片 を 採取 し 、 永久プ レ パ ラ ー ト

を 作製 し た。 こ の プ レ パ ラ ー ト を 顕微鏡で観察 し て 同定 し

3 結果

樹種伺定結果 （針葉樹1種、 広葉樹1種） を 示 し 、 以 下 に 各種 の 主 な 解剖 学的特徴 を 記す。

( 1 )  SK677 出 土棒状木製品

樹種 ヒ ノ キ科 ヒ ノ キ属 (Chamaecyparis sp. ) 

木 口 で は仮道管 を 持 ち 、 早材か ら 晩材への移行が急であ っ た。 樹脂細胞 は 晩材 部 に 偏 在 し て い る 。

柾 H では 放射組織の分野墜孔は ヒ ノ キ型 で 1 分野 に 1 - 2 個 あ る 。 板 H で は放射組織はすべて単列 で

あ っ た。 数珠状末端壁 を 持つ 樹脂細胞があ る 。 ヒ ノ キ 属 は ヒ ノ キ 、 サ ワ ラ があ り 、 本1'M (福 島 以南 ） 、

四 国 、 九州 に 分布す る 。

( 2 )  SK677出土木片

樹種 ト チ ノ キ科 ト チ ノ キ 属 ト チ ノ キ (Aesculus turbinata Blume) 

散孔材で あ る 。 木 口 では や や小 さ い 道管 (-80 µ m) が単独かあ る い は 2 - 4 個放射方向 に接す る

複合管孔 を構成す る 。 道 管 の大 き さ 、 分布数 と も に年輪中央部で大 き く 年輪界近辺 で は や や小 さ く な

る 傾 向があ る 。 軸方向柔細胞は 1 - 3 細胞の幅で年輪の 一番外側 （ タ ー ミ ナ ル 状） に 配列 す る 。 柾 H

で は道 管は 単穿孔 と 側競 に 交互壁孔、 螺旋肥原 を 有す る 。 放射組織はすべて平伏細胞か ら な り 同性 で

あ る 。 追管放射組織間陪孔は六 角 形 を し た比較的大 き な壁孔が密 に 詰 ま っ て 飾状に な っ て い る （上下

縁辺の I - 2 列 の 柔細胞に 限 ら れる ） 。 板 H では放射組織は単列 で大半が裔 さ -300 µ m と な っ て い る 。

そ れ ら は 比較 的大 き さ が揃 っ て 階層 状 に 規則正 し く 配列 し て お り 、 肉 眼 で は 微細 な縞模様 （ リ ッ プル
マ ー ク ） と し て 見 ら れ る 。 ト チ ノ キ は北海道、 本朴I 、 四 国 、 九州 に 分布す る 。

◆参考文献◆

島地謙 • 伊東隆夫

島地謙 • 伊束隆夫

『 日 本の遺跡出土木製品総覧』 雄 山 聞 出 版 (1988)

「図説木材組織』 地球社 (1982)

伊東隆夫 『 日 本産広茉樹材の解剖学的記載 I - V 』 京都大学木質科学研究所 (1999)

北村四 郎 ・ 村 田 源 『原色 日 本植物図鑑木本編 I · II 」 保育社 (1979)

深澤和二 『樹体の解剖 』 海青社 ( 1 997)
◆使用顕微鏡◆

Nikon 

MICROFLEX UFX-DX Type 1 15 
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第 5 章 ま と め

平安時代の水場遺構

B 区 に お い て 検 出 し た SK676 · SK677は 、 SD508に流れ る 水 を 利 用 し た ト チ の実 の処理施設 と 思 わ

れ る 。 渡辺氏の 調 査に よ る ト チ モ チ の加工工程 （渡辺1975) の 中 で 、 水 を 使用 す る 工程 に は 「虫殺 し 」

「 ふ や か し 」 「水 さ ら し」 があ る 。 SK676 · SK677 に 共 通す る も の と し て 、 ト チ の 実 の 種皮が出

し た こ と があ げ ら れ る 。 こ の種 皮 は すべて破片 であ り 、 完形の も の が な い こ と か ら 、 第 4 章第 2 節

に 報告 さ れて い る よ う に 、 人 為 的 さ れた 可能性が高い と 思わ れ る 。 ト チ モ チ の 加工工程の 中 で 、

「 皮 む き 」 は 「 ふや か し 」 と 「水 さ ら し 」 の 間 に 行 わ れ るL程で あ る こ と か ら 、 尾 元 遺 跡 で は 「 ふ や

か し」 → 「 皮 む き 」 → 「水 さ ら し 」 の 工程が行 わ れ て い た 可能性が島 い も の と 思 わ れ る 。 「 虫 殺 し 」

は 、 そ の 後 「乾燥」 → 「保存」 の 工程 を 経 る た め種皮の 出 土 と 関連せず、 ま た水 流 を 必要 と し な い こ
と か ら 、 SK676 · SK677で行 わ れ た 可 能性 は か な り 低い と 思 わ れ る 。 乾燥 し て硬 く な っ た ト チ の実 の

皮 を剥 き やす く す る た め に、 士坑内 に 水 を た め て 「ふや か し」 た 後 、 そ の場 で 「皮む き 」 を 行い 、 水

流 の あ る 場所 で 「水 さ ら し」 を 行 っ た と 想定で き る の で は な い か。

出1:遺物や放射性炭素年代測定結呆か ら 、 SK676は 9 世紀前半 か ら 10世紀前半 、 SK677 は 9 軋紀後

半 か ら 10世紀初 頭 に 使用 さ れた と 思 わ れ る が、 こ の時 期 の 遺構 は他 に 検 出 す る こ と がで き な か っ た 。

調 在 区外 に 広 がっ て い る 可 能性 は 否定 で き な い も の の 、 試掘調杏結果か ら は そ の 可能性 は 低 い も の と

思 わ れ る 。 徳 山 地 区 に お い て 、 平安時代 の竪穴住居跡は検出 さ れて お ら ず、 通常の 集 落跡 と 呼べ る よ

う な 遺跡は い ま の と こ ろ 未確認であ る 。 し か し 、 宗教的 な性格 を 持つ 施設 と し て は、 上 原 遺跡や寺屋

敷遺跡、 寺 平遺跡で礎石建物跡や掘立柱建物跡が検出 さ れ （春 H 井 2003) 、 「美 濃 国 神 名 帳』 （天慶～

天徳年 間） に は 「 山 手」 集 落 の 加茂神社の記載があ る 。 こ の加 茂神 社 は 、 山 手宮前遺跡の発掘調在で

は確認で き な か っ た （小谷 ほ か1997) が、 平安時代 に お け る 徳 山 地 区 の 特色 と し て宗教的施設の 多 さ

を 指摘 で き る 。 こ の よ う な

徳 山 地 区 に お け る 古代

跡 の 確 認状 況 に つ い て は 、 遺跡名
中 世 以 降の 土地改変 に よ る 1塚遺跡

を 考慮 し て も 、 通常の

に 関 わ る 遺構が検出 さ

れ て い な い こ と を 厘視す る

必要があ る か も し れ な い。

上 原遺跡や 「 山 手」 集 落

は 、 揖斐川 を 挟 ん だ対岸に

し て お り 、 尾元遺跡の

水場遺構 は 、 宗教的施設に

，寺平遺跡

寺屋敷遺跡

磯谷口 遺跡
山手宮前遺跡
尾元遺跡

I上原遺跡第 2 地点

表89 主な平安時代遺跡の消長

建物遺構
な し
礎石建物跡
掘立柱建物跡

礎石建物跡

な し
i 
な し
な し
掘立柱建物跡

9 世紀 1 0世紀 1 1 世紀

I上原遺跡第 3 地点
掘立柱建物跡

関 わ る 人 々 に よ る も の で あ

る 可能性が考 え ら れる 。 遺物が確認で き る 時期
; :::�:; 祝 遺構の存続時期 （遺物か ら 想定）
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2 縄文時代前期後葉の土器

今 回 の 調 査で 出 土 し た縄文時代前期後菓の土器は、 東海地方の土器編 年 で は 大麦 田 I 式か ら 北裏 Z

N 式 い に 相 当 し 、 近畿地方の北 白 川 下層 II C 式か ら 北 白 川 下 層 皿 式 に 併 行す る も の と 思 わ れ る 。 こ の
時期 に お け る 美濃地域 の 士 器 は 、 増f氏が再三指摘 し て い る よ う に 2 ) 地域性 を 持 っ た 土器が主体 と な

っ て い る 。 し か し 、 遺跡が所在す る 揖斐郡藤橋村 は 、 岐阜県西部 に 位 置 し 近畿地方 に 近 い た めか、 東

海地方西部で設定 さ れた 土器編年 の 内容 と は異 な る 部分が認め ら れ る た め 、 徳 山 地 区 で 出 土 し た前期

後築士器 を 中心 に器種組成及 び器種毎の変遷 を 検討 し

{ 1 )  器種の検討

尾元遺跡の前期後 薬 土器 は 、 器形が判明 す る 土器が数点 と 少 な い た め 、 施文技法 に よ る 分類 を 1丁 つ

た （第 3 章第 2 節） が、 徳 山 地 区 の小の原遺跡 （宇野ほか1991 ) や上原遺跡 （河村 ほ か1998、 堀 田 ほ

か2000) 、 県内美濃地 方 の 御 望遺跡 （ 内堀 ほ か 1 995) 、 阿 曽 田遺跡 （渡辺 ほ か1985) 、 芦戸遺跡 （ 高 木

ほ か1988) な どの 器形が判 明 す る 土器 も 含 め て 検討 し 、 器形 と 文様の施文部位、 施文技法 に よ り 以下

の よ う に 器種 を 設定 し た 二 な お 、 土器は 、 器形の大 き な違 い で深鉢 と 浅鉢、 鉢 に 分 け ら れ る が、 浅

鉢 は 諸磯式の列孔浅鉢が搬入あ る い は 模倣 さ れた も のがあ り 、 鉢 は 数量が少 な い た め 検討 は 行 わず 、

器種に細 分 し た の は深鉢だ け で あ る 。

深鉢 A 類 底 部か ら 口縁部 に か け て緩やか に 開 く 器形で、 頸部の括れや 胴 部の 膨 ら みが小 さ く 、 突帯

に よ る 文様 を 口縁部に施す。 口縁部がやや 内彎す る か直線的で 、 胴部の下位でやや膨 ら み を 持つ も の

を Al 類 、 口 縁部が直線 的 で 胴 部 の 上位か ら 中位 で膨 ら み を 持つ も の を A2類、 底 部 か ら 口 縁部 に か け

て 直線的 に 開 く も の を A3類 、 器形はA2類やA3類 と 同様 であ る が 口 縁 部 内面 を 肥厚 さ せ る も の を A4

類 と し た。 A l 類 か ら A3類の文様 は 、 口縁部に 平行す る 横位 の 直線 を 幅狭 く 施す も の （文様 a 種） が

主体で、 A4類 で は 文様 帯 の幅が広 く 、 口 縁 部 に 平行す る 文様 と 弧状線や斜行線 な ど横方 向 に 展 開 さ

せ る も の を 組み 合 わ せ た 文 様 （文様 b 種） 、 半 円 形 や 円形 な どの 単位 文 様 と 平行線や弧状線、 斜行線

な ど横 方 向 に 展 開 さ せ る も の を 組み合わせた文様 （文様 c 種） を 施す も のが多 い 。

清水 ノ I皿 式で は 、 胴部の膨 ら みが下位 に あ る も のが多 く 、 田 Ill 式で は 中位 か ら 上位 に あ る も

のが多 い こ と か ら 、 A l類 か ら A2類 · A3類への変化が想定 さ れ る 。 ま た 、 口縁部内面 を 粘土紐の 貼 り

付 け に よ り 肥厚 さ せ る も の は 、 北 白 川 下層 皿 式の要素 と し て 従来か ら 指摘 さ れて い る こ と か ら 、 A4

類 を よ り 新 し く 位置づけ る こ と が可 能 と 思 わ れ る 。

深鉢 B 類 A 類 と 比較 し て 頸部の括れが強い器形で、 口縁部は内彎若 し く は 屈 曲 し 、 突帯 に よ る 文様

を 口縁 部 に 施す。 口 縁部が内彎 し て 頸部の括れがや や 強 く 、 胴部の下位で膨 ら み を持つ も の を B l 類、

口 縁部が強 く 内彎 す る か肘 曲 す る も の を B2類、 口縁部が内胄す る か屈 曲 し 胴部の膨 ら みが上位か ら

中 位 に あ る も の を B3類 と し た 。 B l 類 やB2類、 B3類 に は文様 a 種 ・ 文様 b 種が口縁部 と 匝 曲 部 や 湾 曲

部 の 間 に施 さ れ る が、 B3類 と 同 様 の 器形 で屈 曲 部 よ り も F に 文様帯が広が る も の を B4類 と し た 。 B4

類 に は文様 b 種 ・ 文様 c 種が施 さ れる も の も あ る 。

器形で は 、 A 類 と 同 様 にB l類 か ら B3類の変化が想定で き 、 · A3類 と A4類 の 文様帯の拡張が

B3類 と B4類 と の 間 に も 認め ら れ る こ と か ら 、 B4類 は よ り 新 し く な る 可 能性があ る 。

深鉢c 類 口縁部が内彎若 し く は 直線的で、 頸部が括れ る 器形で、 突帯 に よ る 文様がほ ぼ口縁部 の 幅

に 対応 し て 施 さ れる 。 口 縁部が内彎若 し く は 直線的 に 立 ち 上が る も の をC l類 と し た 。 小 の 原 遺跡SB
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1 のCl 類l滑炉 は服部が中位で張る器形であるが、 他の頸部まで残存する例からはBl 類と 同 様に下

位で膨らみを持つ か、 匝線的に底部へ続く器形も考えられるc C2 類は、 口 縁 部が直線的で頸部が強

＜ 括れ、 胴部がやや強く張るものである。 器形上はCl 類からの府接的な変化と見なすことに疑問な

点 もあるが、 小の原遺跡SB 1 Cl類の器形や、 J]縁部文様が口縁部幅に対応 し て施されること、 C 類

の口縁部文様が陥本的に文様 b 種・文様 c 種を主体とすることから両 者を C 類にまとめた。 器形は

C2 類に類似するが、 口 縁部がやや長くなり、 口縁部内面を肥厚させるものをC3 類と し た。 C l類には

文様 a 種と文様 b 種が、 C2 類 · C3 類には文様 b 種と文様 c 種が施される。

口 縁部が虹線的になることや、 口縁部内面の肥原などからCl類からC3 類への変化が想定できると

思われる。

深鉢 D 類 口縁部が短く頸部は強く括れるか屈 曲し、 桐 部が強く張り、 突帯による文様を口 縁から胴

部に施す。 口 縁 部が直線的なものや屈 曲 するものをDl類、 口 縁 部が強く内胄するものをD2 類、 口 縁

部内面を肥厚させるものをD3 類と し た。 A 類から C 類との大きな違いは、 胴 部に文様を施すことで

ある。 口 縁 部が短いため、 口 縁部は文様 a 種が施されることが多く、 D I 類の胴部には文様 b 種を胴

施すものがt体で、 D2 類 · D3 類の胴部には文様 b 種・文様 c 種を胴部ド位にかけて施す。

深鉢 E 類 頸 部が屈 曲 して口縁部が内彎 し、 底部から上方に立ち上がって胴部で外方に強く張り出す

器形で、 突帯による文様を施す。 口 縁部内面が肥厚し縄文帯となるのが一般的である。 胴 部には縄文

を地文として施すだけのものをEl類、 胴 部にも文様を施すものをE2 類と し た。 E l 類 · E2 類とも口縁

部は文様 a 種、 文様 b 種、 文様 c 種を施すものがあり、 E2 類の胴部文様は胴部 下 位にかけて施文さ

れ、 胴部下半部に縦位突帯を施すものが多いc 北 白川下層 m 式から大歳山式に特徴的に見られる器形

であり、 近畿地方からの影響を強く受けているものと思われる。

深鉢 F 類 沈線や押引 沈線、 連続刺突により文様を施すもので、 器形が判明する資料が少ないため、

細分 は行わなかった。 しか し 、 文様は文様 a 種を施すものがあるほか、 平行線や曲 線、 斜行線により

幾何学的な文様を施すものや雑な縦位沈線や斜行沈線などがあり、 施文具にも半戟竹管と棒 ・ ヘ ラ 状

のものがある。 文様や施文具、 地文の有無などにより細分 は可能と思われる。

深鉢 G 類 無文の上器である。 地文に縄文を施すものと施さないものがある。 器形には様 々 なバ リ エ

ー シ ョ ンがある。

浅鉢 ・ 鉢 諸磯 b 式系の列孔浅鉢のほか、 口縁部が内胄する椀形の鉢を数点確認した。 鉢に施される

文様は、 深鉢と共通するものがある。

( 2 )  文様の検討 （図1 56)

深鉢A 類から深鉢 E 類に施される文様は、 大きく3 種類に分 けることができる。 文様 a 種は、 口 縁

部に平行する直線を基本とするもので、 少 条の平行線と口縁端部との間に 「） （ 」 状 （対向弧文） や

「 ノ 」 状などの短い突帯を付けるものをal 種、 平行線が 1 -3 条のものをa2 種、 平行線が 4 条以上の

ものをa3 種、 波状口縁で 4 条以上の平行線が口縁部に沿 う ものと、 水平に巡るものとに上下に分 かれ

るものをa4種 、 平行線上に短い縦位線を重ねるものをa5 種、 多条沈線上に縦位の短い突帯を貼り付け

るものをa6種とした。 al 種とa2 種は、 清水 ノ 上 皿 式と思われる小の原遺跡SB 1 出士土器や清水 ノ

貝塚に同 種の文様があり、 a3 種やa4 種はa2 種の多条化 し たものと考えられる 二 a5 種は D 類や E 類の

口縁部に多く用いられる文様で、 系譜的には異なるものである。 文様al 種 -a3 種は深鉢A 類や B 類に
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表90 器種と文様、 施文技法の対応関係

器種 文様 alH a2fif[ a3種 a .J 柚 I a叶f{ a6椛 b l 種 b2種 b3+rt cf[( 

j\ 1 類 刻 ・ 刺•縄 刻 •縄· }i
A2�i 財・料・縄・ぷ 縄 刺 ・ ぷ er • — 
:-\3類 縄 • よ
,\ I 類 縄 縄 縄 縄
Bl lit 縄 刻 • 縄 刻 • 縄
132類 刻• 縄 刻 • 縄 縄 刺 刺
B3姐 刺 •縄
Bt1Jii 縄 刻•利•縄·滋 刻 索 縄・ 素
C l 姐 純 刻 縄
CZ類 ，c-． r: ·  縄・ iri 純 C字・縄
C3fii 刻.C'i":. 縄 縄

C字 c字 c字DI r!
類
. .,. i — 

[)2 辟• 〈字・:t- 一
1)3類 c-r: · r ·r: 
E I 類 ,C'j-: .  f '·j-: 

I E2類 c,: 
＊ 亥I) 一 突僻 L を 亥I) む も の 刺 一 突僻 I·. を刺突す る もの

C'r: — 突術 I゜．を 'I'妓竹行状 ［共によ り �111,; I き す る も の
�-;-: 一 突術 [-_に こ 字状のりjl•J I さ を す る も の

多 く 川 い ら れ 、 文様a4種は深鉢 A 類 に 限 ら れる U

縄 ・ 索 C'i: 
縄 C'rい こ 字 C�t:. 索

C字 l:'j-: 

純一 突{i'i 1·. に縄文を施すもの
く ·r:―突情 l三．に く 'i状の押,; I き を 施す も の

文 様 b 種は 、 1 - 2 条ずつの横位の直線で K ド を IX:1111j し 、 そ の 間 に横位の匝線や，；瓜状線、 斜行線な

ど を 横 ）i向 に 展 開す る も の で、 区両内の横位直線の 途 中 に 桁 円 形 の 文 様 を 入れ る も の （ 棒 li1l1-ta l リ 文 ）

を b l 種、 ，；瓜状線や斜行線な ど を 辿続 さ せ る も の を b2種 両 者が組み合わ さ っ た も の をb3柿 と し た

b l 種 に 類似 し た 文様 は 、 小の原追跡SB 1 Ill I� I: 器 に ，認め ら れ る こ と か ら b2種 · b3柿よ り も 占い 文様

と 思 わ れ る が、 b2種については 系請が不明である 文様 b 種 は 、 深鉢A 類 や B 類に JIJ い ら れ る 例があ

る が、 Kに深鉢C 類に使用 さ れ る こ と が 多 く 、 深鉢D類の胴部文様や E 類の 文様に も 多 い

a1種 a遁 a4種 a6種

江

三
a2種 a5種

ピ
b3穫

b1種 b2種

三
クヘ��----

図156 文様模式図



表91 各器種の出 土状況

1 
期

2 
期

＼器種 II A1 
遺跡名

小の原-SB1 al. a2 
小の原-SB2 aL a2 
阿曽田-S853
酉阿曾曽田

田
ー
-
S
S
B
B
2
21 1 

1 

A2 II 
A3 

i I 
! 

御望-S810 『a2 a2 

a2 3 
御
尾
尾

元元望-
ー
-
S
S
S

8

B
887 
6 

期 上原2-S85響底SK145 a4 
I a2 

·-·· 
a2 

尾元-SK105
尾元ーSK380芦p-SXl a2 
芦p-SX只2 a2, a4 5 上原1 -SB2 I 期 上原1 -SB3 a2 
上
上

原
原

1 -SB7 I 
4-SB1 i a2 

上原1 -SK3
阿曽田-SB23

6 上原1 -SB5
期 l

ー
ト陸1 -SBl

I 御望ーS82

A4 

i 
＇ 

i 
： ! 

a2, b2 
a2, c 
a2 

b2, c 
： 

81 B2 83 1 84 ! C1 C2 C3 ' 01 D2 I D3 
i 

bl 
a2 i a2 

a l  a l  
a l  r 

1 • 
a2 i i ： 

a2 a2 b2 ! 

a3 i 
I 

j a5 ! 

a2 
： 

b2 
b2 

a3 b2 a7 
b2 aZ 

i i 
b3 ! b2, b3 ： 

a3 : C b2 b3 ! 
h?, 

b2 a2 a2 
b2, b3 b2, b3 a5 

h?, C a;:,� , c  

! b2 
＇ a5 a2, b2 , C 

： b2 I ,ci:;> 
＇ b2 

△ ー 諸磯式系の列孔浅鉢が出t してい る こ と を 表す O ···· F 類、 椀形の鉢が出土 し て い る こ と を表す
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E1 E2 F II
鉢

〇 ：I △ 

( J :  △ ゜゚゚
△ 

i ゜ △ ゜ △ 

， 
二-· 

◇ 

゜
i て）
! 8-： 

C 

a2 ゜
a2. a5 

b2 

b6

;� 

a2. b2,c a 2 ,  C O , 

◇ — 北白川下層式系の鉢が出 t し て い る こ と を 表す ＊ 遺構の時期 を確定する も のではな く 、 出t土器の時期的傾向 を 表す

文様 c 種は、 文様 b 種 に 単位文様となる円形、 半円形、 紡錘形、 縦位線などを要所 に したもの

で、 横位に 展 開する文様は単位文様間をつな ぐあるいは埋める構成となる。 今回細分 は行っていない

が、 単位文様や組み合わさる横位の文様の検討 によ って細分 は可能と思われる。 深鉢 C 類の口縁部文

様 に用い ら れる例が少しあるが、 主 に深鉢 D類や E 類 に用い ら れるものである。 また、 深鉢 E 類 に

いては、 下位の区画線よ り下 に 縦位の文様を底部にかけて施す例が多く認め ら れる。

なお、 文様と器 種及び施文技法との関係は、 表90 にまとめたが、 した遺跡数に 限りがあり、 施

文技法 に関しては報告書の記載に基づいている。 また、 数贔的なものは示していない。

( 3 )  各器種の共伴関係

分 類した器種の出土状況を、 竪 穴住居や 上坑出土土器によ って確認したものが表91 である。 いずれ

も埋土中か ら 出土したものであり、 ある程度の時間幅を考慮する必要があるが 、 器 種の消長 や 組み合

わせを見る H 安になると思われる。 ただし、 出土土器が破片の場合、 器 種の細分 類の比定には困難な

部分 があるが、 胴部片が図示されている場合はそれを参考にして器 種の認定を行った 6 )

A l類とB l 類、 B2 類 、 F 類は共 に 出上する例が多く、 A2 類 、 B3 類 、 Cl類と出士した例もある。 AZ

類はB3 類やB4類、 C 類、 D 類と出土した例があるが、 C2 類 や C3 類との共伴例が 日 立つ 。 A4 類はCZ

C3 類、 D 類、 E 類と出士する例が多く、 B4類はA3 類 、 B2 類 、 C2 類、 C3 類との出上 例が少しず

つある。 Cl類はAl類、 Bl類、 B2 類 、 F 類と出土しており、 CZ類はA l類やBl類、 B2 類 、 E2 類と出土
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す る 例が な い c C3類 も Al 類 、 Bl類、 B2類 と 出土す る 例がな いが、 E2類 と の 出 上例 が少 し あ る 。

( 4 )  時期設定 （ 図1 57 • 図1 58)

設定 し た 器種の共伴例や器種毎の文様 と 施文技法の 関係か ら 、 1 期- 6 期 に時期 区 分 を 行 っ

1 期 突 帯 上 に 斜め の 刻 み を 施す も の が主体 と な る 時期 で 、 小 の 原遺跡SB 1 に代 表 さ れ る 。 深鉢Al

類 、 B l 類 、 C l類 が存 在 し 、 F 類や 列孔浅鉢が伴 う 。 文様はal種、 a2種が主体で、 C l 類 に はbl種が用

い ら れる 。 増子氏 に よ る 清 水 ノ 上 1II 式に 相 当 し 、 北 白 川 下層 II C 式 に 併 行す る と 思 わ れ る 。

2 期 突帯上 に 縄 文 を 施す上器が主体的 と な る が、 徳 山 地 区 の 小 の 原遺跡SB 2 で は 突帯上 に 刻 み を

施す も の の比 率が高 い 。 深鉢Al 類 、 Bl類、 B2類が主体 と な り 、 こ れ に F 類、 G 類や 列 孔浅鉢が伴 う

時 期 で 、 阿 曽 田 遺跡SB2 1 や小 の 原 遺跡SB 2 に代 表 さ れ る 。 文 様 はa l種やa2種が大半 を 占 め る が、 b l

種 も こ の時期 に 用 い ら れて い る 可能性があ る 。 施文技法は 、 突帯上に縄文 を 施す も のが多いが、 刻 み

や素文の も の も 存在 し 、 そ の比率は地域的に差があ る と 思わ れ る 。 な お 、 こ の 時 期 の 刻 み は 、 清 水 ノ

上 皿 式 に 見 ら れ る 刻 みが比較的深 く 明瞭 に施 さ れ る の に対 し 、 浅い も の が 多 い よ う に 思 わ れ る 二 こ

の 時期 と 思わ れ る 御望遺跡SBlOが、 増子氏に よ り 大麦 田 I 式 に 比定 さ れて い る 。 近 畿 地方 で は 、 栗

東町下鈎遺跡SH I 出 土土器の 内 容 は 2 期 か ら 次の 3 期 に 類似 し て い る と 思 わ れ る が 、 こ の資 料 は 北

白 川 下層 II c 式 と さ れて い る （網谷1999) 。

3 期 深鉢 に A2類、 A3類、 B3類、 B4類が加 わ り 、 Bl類は無 く な っ て い く 時期 で 、 御 望 遺跡SB 8 や

尾元遺跡SB 7 に 代表 さ れ る 。 御 望遺跡SB 8 では 、 列孔浅鉢が伴 い深鉢A1 類 、 B2類が存在す る こ と な

ど、 2 期 に類似す る 要素が多 い が 、 突帯上 を 刺 突す る も の が増 加 し 、 深鉢C l 類 と 思 わ れ る 土器 に 文

様b2種が施 さ れ る こ と か ら 、 こ の 時 期 に 含め た 。 文様 はa2種、 a3種、 a4種、 b2種があ る 。 深 鉢 と 文

様 の 変化 も あ る も のの 、 施文技法の違い を 重視 し こ の 時期 を 設定 し た が、 こ れ ら は 徳 山 地 区 と 平野部

と の 地域的 な 差 を 示す 可能性があ り 、 2 期 と は 分離すべ き で は な い か も し れ な い 8 ) 。 こ の 時期 と 思 わ

れ る 御望遺跡SB 8 は 、 増子氏 に よ り 大麦 田 II 式 に 比定 さ れて い る 。

4 期 器種構 成 が多様化 し 、 深鉢A2類、 B4類、 C2類、 C3類 な どが主体 と な り 、 こ れに D l 類 、 D2類、

F 類、 G 類が伴 う 時 期 で 、 1 期か ら 3 期 の列孔浅鉢が伴 う こ と は な く な り 、 新 た な 深鉢 と し て椀形の

鉢が登場す る が出 士量 は 少 な い。 久須田 遺跡第15号住居出士の鉢 は こ の 時期 の も の と 思 わ れ る （河野

ほ か1991 ) 。 文 様 も 多 様 化 し 、 a2種、 a3種、 a4種、 a5種、 b2種 な どがあ る 。 施 文技法 は 、 突帯上 に 縄

文や C 字の押引 き を 施す も のが主体 と な る が、 刻みや刺突、 素 文の も の も 存在す る 。 突帯上 に C 字の

押 引 き を 施す も の は 、 徳111地 区 に多 く 認め ら れ る 。 増子氏の編年 に 合わせれば、 大 麦 田 皿 a 式 に 相 当

す る と 思わ れ る が、 器種組成 、 文様、 施文技法 な ど大 麦 田 皿 a 式 の 定義 と は 異 な る 部分があ る 。 近畿

地方 と は 、 突帯上 に C 字 の 押 引 き を 施す こ と か ら 、 北 白 川 下層 III 式 に 併行す る と 思わ れ る 。

5 期 口縁部内 面 を 肥厚 さ せ る 土器の増加が認め ら れ、 深鉢A2類、 A4類、 C2類、 C3類が主体 と な り 、

B4類 や D l 類 、 D2類 、 D3類、 F 類、 G 類が伴 う 。 ま たE l 類 、 E2類が 出 現す る の も こ の 時 期 で あ る 。

尾 元遺跡SK380 出 土 の鉢 も こ の時 期 の も の と 思わ れ る 。 文様はb3種や c 種が加 わ り 、 文 様 b 種や c 種

が深鉢 A 類 に 施 さ れ る よ う に な る 。 施文技法 は m 期 と 大 き く 変化 は な いが、 C 字押 引 き に用 い る 原体

が変化 し て い る 可 能性があ り 、 く 字状の押引 き が認め ら れ る 9 ) 。 4 期 と 同 様 に C 字や く 字状の押引 き

を 施す も の は徳 山 地 区 に 多 く 、 平 野部 に 近 い芦戸遺跡で は縄文突帯が主体で あ る 。 こ の時期 と 思 わ れ

る 芦戸遺跡SX 2 は 、 増 子氏 に よ り 設定 さ れ た 大麦 田 III b 式の 基準 と な っ た 資料 で あ る 。 近 畿 地 方 と
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は、 C 字押引きあるいは く 字状の押引きを施すことか ら 、 北 白 川 下層 III 式に併行すると思われる。

6 期 深鉢 B 類が消失し、 A 類や C 類は減少しているよ う である。 これ ら に替わって E 類が主体とな

り、 D 類 F 類、 G 類が伴 う 時期であな 文様は c 種が多くなり、 施文技法では、 突帯上にく字状や

こ 字状の押引きを施すものが主体となり、 底部外面に挟りを入れるものがある。 また、 為 岡 遺跡では

この時期 と思われる椀形の鉢が出土している （松田ほか1 995 ) 。 器形 ・ 文様 ・ 施文技法など近畿地 方

の北 白 川 下層 m 式か ら 大歳山式に類似しており、 5 期までの地域性が弱 く なった段階と思われる。

前期後葉の突帯文土器を主体とする時期について、 器 種組成と文様や施文技法により 6 期区分 を

みた。 しかし、 破片資料の器 種認定には困難が伴 い 、 誤りを含んでいる可 能性は十分 にあると思われ

る。 また、 個 々 の文様の変化や施文技法の細部、 縄文や施文原体などは検討を行ってお ら ず、 この時

期 設定が不十分 な も のであることは否めない。 しかし、 深鉢 C 類の存在や突帯上に縄文を施文する

器の多さは、 この地域に特徴的なものと思われる。 管見による限りでは、 近畿地方では深鉢 C 類の 出

土例が限 ら れる。 志高遺跡例 （三好ほか1 989、 第3 9図33 ) は器形や口縁部文様は類似するが、 胴 部に

も文様を施しており、 深鉢C3 類に近畿地方の要 素が加わったものと思われる。 2 期 か ら 5 期にかけ

ては東海地方西 部で独 自の器種が発達し、 6 期にも少量なが ら 残存する。 近 畿地方に接する徳山地区

では、 平野部周辺以東の上器群とは若干の地域差が認められた。 東海地方西部の土器圏に含まれなが

ら も、 近畿地方とのつながりを色濃く残す徳山地区の特色が、 前期後葉においても確認できたことは

ある。 器 種毎に未検討あるいは不十分 な点を検討し、 周辺地域との比較を行 う ことによって、

この時期の土器の様相がより明 ら かになるものと思われる。

I )  増 子康真氏 に よ り 精力的 な 研究が行われ て い る （増f-1982 • 1985· 1992· 1993· 1996、 増fほか1999な ど） 。 こ の研究に

よ れば、 前期後葉の士器編年は小御所式→清水 ノ 上 皿 式→大女田 I 式→大麦!±l ll 式→大及I+! 川 a 式→大麦!11 l lI  b 式→北裏 Z IV

式の よ う に細分 さ れ る 。

2 )  1 ) であげた文献な どで、 東海地方西部での地域性 を示 し 、 近畿地方 と は界 な る 組成の土器群であ る こ と を述べて い る 。

3 )  器種設定を 検討す る 際に、 増十氏や高木氏の分類 （増子1992、 増子1996、 高木はか1988) を参考に し た 。

4 )  報告書第11図24 (字野ほか1991) 、 本書図157-2の土器であ る。 胴部に も 文様 を 施す点は、 こ の地域の も の と し ては異質で、

諸磯 b 式の影響 を 考 え る 必要があ る か も し れ な いが、 文様は清水 ノ 上 皿 式 に 見 ら れ る も の と 共通性があ る 。

5 )  増子氏は大麦田 I 式か ら 大麦 ft1 旧 式への変化を検討する 中で、 少条の突帯か ら 多条の突帯へ変化す る と さ れて い る （増子

1996) 。

6 )  特 に 問題 と な る の は、 頸部の括れや胴部最大径の位置を 器種細分の H 安 と す る 深鉢A類、 B 類で あ る o A l類-A3類、 Bl

類-B3類 に 関 し て は 器種認定に混乱 を 含む可能性があ る と 思われる。

7 )  個 々 の上器の刻み を 計測 し たわけではな く 、 あ く ま で感覚的な印象であ る。

8 )  器種の細分の間題は 6 ) に示 し た と お り であ り 、 文様の細分に関 し て も 破片資料の場合、 a l種 と a2種を 明確 に 区別す る こ

と は難 し い0 2 期に認め ら れた よ う な縄文突骨が主体 と な る 平野部以東、 突帯上 を 刻 む も の が一定醤存在す る 徳山地区 と い っ

た 関係が、 継続 し て い る の な ら ば、 徳山地区 に お い て突帯上を刺突す る も のが平野部 よ り も 多 い こ と は時期差 と は な ら な い可

能性がある。

9 )  施文原体の変化について は 、 山岸洋 ＾氏に よ っ て詳細に検討 さ れて い る （山岸1996) が、 今fri] は原体に 関 し て は検討を行

っ てお ら ず、 将来的な課題であ る 3
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3 縄文時代前期後葉の遺構の変遷

前 項 に お い て 行 っ た 時期 区分 に 従 い 、 検出 し た遺構の時期比定 を 行 う と 次 の よ う に な る 。

3 期 ー SB 6 · SB 7 · SK145 · SK154 

4 期 ー SB 4 · SK148 

5 期 ー SK1 05 · SK380

3 期 のSB 6 と SB 7 は 重複 し て お り 、 時期 的 に は前後関係 に あ る が、 璽 複部 分 は 中 期 後 葉 の SB 2 と

T 度重 な っ て お り 、 調 査 時 に は 確 認で き な か っ た 。 3 期 に 比定 し た も の の 、 少量の 出 土遺 物 に よ り 行

っ た も の で あ り 不確 か さ は あ る 。 SB 6 出 土 の 128は 、 突帯上 に 刻 み を 施す小破片 で あ り 、 器形や文様

と も 全容 は把握で き な い 。 一 応深鉢B4類 、 文様a5種 と 思 わ れ る が、 突帯上 に 刻 み を 施す こ と か ら 、 3

期 に含 ま れ る も の と 考 え た。 ま た 、 129は深鉢 G 類であ る が、 口縁端部を 内 側 に 折 り 返 し 肥摩 さ せ て い

る 。 口縁部内面 の 肥原 と い う 面 の み で は 、 5 期以降の も の と な る が、 折 り 返す手法が 5 期以 降 の 内 面

肥厚 と は楳 な る も の であ り 、 こ れ に よ る 時期比定 は 避 け た 。 SB 7 出 」こ •土器 は 、 SB 6 よ り は 多 い も の の 、

個体数は 限 ら れ る 。 133� 136 は 同 一 個体片で、 141 と 共 に深鉢B4類 、 文様a3種で あ る 。 133 は 突帯 上 を

刺 突す る も の で あ る こ と か ら 、 3 期 の も の と 判 断 し た 。 SB 6 と SB 7 と の比 較 で は 、 SB 6 出 土土 器 に

文 様a5種や 口縁端部の折 り 返 し に よ る 内面 肥厚 な ど、 新 し い 時期 に つ な がる 要素が認め ら れ る こ と か

ら 、 SB 6 の 方 が新 し い 可能性があ る と 思 わ れ る 。 SKI 45出土の 148 は 、 深 鉢A2類 で 文 様a4種 を 施す c

を 半餃竹管状工具 に よ る 刺突 を 施す こ と か ら 3 期 に含 め た が、 文様a4種は 芦戸遺跡SX02出 土の
北 陸 的 と さ れ る 土器 （ 高 木 ほ か 1 988、 第37図 1 ) に も 認め ら れ、 比 較 的 新 し い 傾 向 の 文様 で あ る 。

SK154 出上 の 153は 、 深鉢A3類で 文 様a2種 を 施す。 器種 と し て の深鉢A3類 や 文様a2種 は 6 期 ま で存続

す る も の で 、 こ れ だ け で は 時 期 比 定 は 困 難 であ る 。 だが、 157 · 158 は 底 部 か ら 胴部 の 立 ち t が り が大

き く 開 き 、 鉢 と 思 わ れ る 器形で、 赤彩が認め ら れ る こ と か ら 3 期 の も の と 考 え た 。 さ ら に 、 土坑墓で

あ る SK 145 と SK154は L 字形に 近い 状態で配置 さ れて お り 、 何 ら かの 意 味 を 持つ 可 能性があ る 。

SB 4 出 上 の85は 、 深鉢D I 類 で 口縁部か ら 胴部上半 に か け て 文様a6種 を 施す。 深鉢DI類 は 4 期 以 降

に 出現す る 器種 で 、 文 様a6種 は 他 に 例 を 見 な い。 89は深鉢A2類 (A3類 の 可能性 も あ る ） で 文 様a2種

を 施す。 86-88は 同 一 個体 と 思 わ れ、 内 面肥厚帯の存在や、 87 · 88を 口 縁端部 を 欠 く 口縁部片 と 見な

し 、 深鉢C3類 の 可 能性が高 い と 判 断 し た。 深鉢C3類の 存 在か ら 5 期 の 可 能性 も 考 え ら れ る が、 突帯

上 は 無加 工 の 半歓竹管状工具 I
) に よ る C 字の 押 引 き を 施す こ と か ら 4 期 に 含め た 。 SK148 出 士 の 15 1

は 、 深 鉢C2類 で 文様b2種 を 施す。 突帯上 は 無加Tの半戟竹管状工具 に よ る C 字 の 押 引 き を 施す こ と
か ら 4 期 に 含 め た 。

SK105 出 t の 165 は 、 深 鉢D l 類 で 口 縁部 に は 文様a2種 、 胴部上半 に は 文様b2種 を 施す。 突帯上 は 、

先端部 を 加工 し た 半戟竹管状工具 2 1 に よ る 押引 き を 施 す こ と か ら 5 期 に 含め た。 SK380 出 士 の 160 は

椀形の鉢で、 文 様b3種 を 施す。 口縁部内面 に 突帯 を 貼 り 付け て い る が、 口縁端部 を 広 げて 2 条の 突帯

を 巡 ら し て お り 、 5 期以 降 に 見 ら れ る 内面肥原 と はや や 異 な る 。 b 種文 様 は 1 � 2 状の横線で上 下 を

区 画す る が、 上部の横線が口縁端部に施 さ れて い る と 理解す る こ と がで き る 八

3 期か ら 5 期 にか け て の 集 落の 状況 は 、 1 - 2 軒の 住居跡 と 1 - 2 基 の 土坑墓が各時期 に 存在 す る

こ と を 示 し て お り 4 ) 、 SB 6 と SB 7 が同時期 に 存在 し て い な い こ と か ら 、 1 時期 に は 1 軒 の み の 集 落

跡 と な る 。
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表92 徳山地区の前期後葉
f"""'"'''''' --·""""""""'""""'! 『""""""""""""""""""'"'" 'i"

小の原

POI 
SK380 

上原第 1 地点 I上原第 2 地点 上原第 4 地点
住居跡 i 土坑墓 仕居跡 住居跡 1 土坑 墓

期
期
期
期
期一
期

1-
2-
3
4
5
6
 

SB1 
SB2 

SK5 SB5 

翌翌瞬SB71 SK3 
SB!·SB5'SB6'SB8 

SB1 

徳 山 地 区 で確 認 さ れた縄文時代前期後葉の集落跡 は 、 小の原遺跡 と 上原遺跡があ る 。 時期比定 を 行

う と 表92の よ う に な る 。 上原遺跡の時期比 定 につ い て は 、 報告者 と 多少の違いがあ る が、 こ れ は 上 原

に お い て縄文突帯文土器 を 古相、 特殊突帯文土器 を 新相 と す る 変遷 観 に よ る も の と 思 わ れ る （堀

田 ほ か2000) 5 l 。 1 期 か ら 6 期 の 徳 山 地区 に お け る 集落 を 概観す る と 、 1 期か ら 4 期 に か け て は 各時

期 1 の 竪穴住居跡があ り 、 5 期か ら 6 期 で は 上原遺跡で複数の竪穴住 居跡が存在 し て い た と 思

わ れ る 。 し か し 、 中 期 初 頭 の竪 穴住居跡は 、 徳 山 地 区 内 で は 今の と こ ろ 未確認であ る 。 ま た 、 県 内 に

お い て 墓坑が住居 に 近接 し て 設 け ら れ る よ う に な る の は 、 今の と こ ろ 飛騨地域の堂之上遺跡例が古 く 、

前 期 中 菓 ～ 後 葉 に 位 置 づ け ら れて い る （戸 田 ほ か1997) 。 し か し 、 美濃地域で は若千遅れ前 期 後 葉 か

ら 認め ら れ る 。 そ れ は御望遺跡 ( 1 期 - 3 期 ） 、 尾元遺跡 ( 3 期- 5 期） 、 上 原 遺跡 ( 3 期- 5 期） な

どで、 こ の 時 期 か ら 集落 内 に 墓域が設け ら れて い た こ と が確認で き る 。

1 )  山 岸氏 が行 っ た 特殊突帯文土器 に 用 い ら れる 施文原体の復原 に よ れば （ 山 岸 1996) 、 北 白 川 F層 m 式 1 期 に特徴的 な 原体

1 に相 当 す る 。

2 l l l 文 献に お け る 、 北 白 川 下層 皿 式 2 期 に特徴的 な原体 2 に 相 当す る 。

3 )  網谷克彦氏の御教示 に よ る 。

4 )  SK105は竪穴住 居 と の確証を 得 る こ と がで き ず、 大型士坑 と し て 扱っ て お り 矛盾す る が、 SK105がそ の周 囲 に あ る 柱穴状

の土坑 を 含 め て竪穴住居跡 と な る 叶能性が残 さ れて い る 。

5 )  縄文突帯文土器か ら 特殊突惜文t器へ と い っ た変遷観は、 増子氏の各論文 に お い て も 見 ら れ る も の で あ る c し か し 、 組成

比率では小地域差があ る も のの、 概ね 1 期 では突帯上 を 刻 む手法が主体で、 極少駄ではあ る が小の原遺跡SB 1 で 突帯 上 を 縄文

施 文す る も のがあ り 、 2 期 か ら 3 期 では突帯上 を 縄文施文す る 手法が主体 と な る が、 突帯上 を 刻 む あ る い は刺 突 す る 手法があ

る 。 4 期か ら 5 期 で は 突帯上 を 縄文 施文す る 手法 と 突帯上 を C 字押 引 き あ る い は撫で引 き す る 手法が共存 し 、 6 期 に な り 突帯

l: を 縄文施文す る 手法は全体的 に 減少す る も のの先端 を 加工 し た 半歓 （ 多歓） 竹管状工 具 （ 山 岸氏 に よ る 原体 3 や原体 4 ) に

よ る押 引 き や撫で引 き す る 手法 と 共 に存在す る と 思わ れ る 。

4 縄文時代中期後葉の土器

SB 2 か ら 出 t し た t 器 は 、 い わ ゆ る 里木 II 式 に 類似す る 土器 (C2群 a 類） と 徳山 地 区 に お い て は

「在地化 し た船元 Ill 式土器」 い と 言 わ れ る 士器 (C2群 b 類） で 、 口 縁部 に 隆帯 を 用 い た り 、 刺 突や 短

沈線で文様 を 描 く 土器であ る 。 「在地化 し た船元 IlI 式土器」 と 言 わ れ る も の は 、 沖 田 遺跡住居跡 出 士

土器い （紅村 ほ か1974) 、 牧野小 山遺跡 （紅村 ほ か1973) , 門野遺跡 （夏 H ほ か 199 1 ) 八 戸 入村平遺

跡 （武藤 ほ か1994、 坂 東 ほ か2000) 、 上原遺跡 （河村 ほ か1998) 、 徳野遺跡 （長瀬1998) な ど県 内 の 各
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遺跡か ら 出土 し て い る 。 し か し 、 隆幣 に よ り 文様 を 施す船元 皿 式 A 類 に 類 似 し た土 器 は 、 間墜氏が定

し た も の （ 間壁 1971 ) と は異 な る 次の よ う な特徴 を 持つ 。

①地文 に 縄文 を 施 さ な い も の が 多 い 。
②隆帯上 を 半戟竹管状工具 に よ り な ぞ ら な い た め 、 隆帯の断面形 は 三 角 形状の も の が多 い 。

③隆帯 間 に 条線 （沈線） を 施 さ な い も のが多 い 。

④口縁部上端 に横位の文様 を 施 す も のがあ る 。

⑤口縁部文様帯 を 上下 2 段 に IK分 し 、 上半 に横位 の 隆帯 、 下 半 に 縦 位 の 隆帯 を 施す も のがあ る 。 ま

、 横位 の 隆帯 間 に 刺 突 を 施す も のがあ る 。

こ れ ま で の 出土状況か ら 「在地化 し た 船元 1Il 式土器」 は 、 県 内 に お い て 主体的 な 上器群 と は言 い 難

く 、 他 の 士 器 に伴 う よ う な 状況 で出 士 し て い る も のが多 い 。 し か し 、 周辺地域 に お い て も こ う し た土

器群が主体的 と な る 遺跡 は 確認で き な い。 編年的位置付 け は 、 概ね船元 III 式 に 併行 さ せ る も の 4 ) と 、

船元 II 式か ら 里 木 II 式 に 併 行 さ せ る 見解 5 ) があ る が、 こ こ で は後者の見解 を も と に 各段 階毎 に特徴 を

要約す る 。

第 1 段階 縦位や斜位の 隆帯がい縁部上端か ら 、 口縁部 と 胴部 を 区分す る 横位隆帯 ま で施す。 縦位

の 隆帯 間 に は 条 線 （沈線） を 施 し 、 間 隔 を 開 け て横 位 の 短 い 隆帯 を 付 加 し た り 、 縦位突

帯が下部でつ な が る 。

第 2 段階 口縁部上端 に横 位 の 文様 を 施 し 、 そ の 下 に縦位や斜位 の 隆帯 を 施す。 隆帯間 に 条線 を 施

さ な い 土器 も 出現 し 、 他の文様 と 数条の縦位隆帯 を 交圧 に 配置す る も のがあ る 。 上原遺

跡C4 群 士 器 の 中 に は 、 単純な横位隆帯 の 下 に 縦位隆帯 と 斜位 や 多 重 の紡錘状 の 文様 を

に 配置す る も のがあ り 、 こ の段階の も の と 思わ れ る 。 船元 IIl 式 E 類 に類 似 し た 土器

は 、 沖 田遺跡住居跡で は 刺 突で 口縁部 を 埋 め る 土器が伴出 し て い る 。 上 原 遺跡 で は 、 刺

突 で埋 め る も の の他、 刺 突 と 沈線 を 併用 す る も のがあ る 。

3 段階 口縁部上端の文様帯幅が広が り 、 要所に渦巻 き 状や 円形 の 文様 を 置 き 、 波状や格予 目 状、

あ る い は 数 条 の 隆帯 や 波状文帯 6 ) で そ の 間 を 埋め る も の で、 F 半 に は 縦 位 の 隆帯 を 貼 り

付 け 、 斜位の も の は 見 ら れな い。 ま た 、 口縁部上半の隆帯 間 に 刺 突 を 施す も のや 、 下半

の 文様が縦位の沈線や刺突列 に な る も の があ る 。 口縁部 の 卜溝端 で 内 側 に 屈 曲 す る 器形 で

は 、 屈 曲 部の 上 下 に 横位 の文様 を 施す。 を 部分的 に刻 む も の も 見 ら れる 。

第 1 段階 は 、 門 野遺跡で 藤 内 II 式 に 対比 で き る 士器 と 同 一 地点で出土 し 、 ツ ル ネ 遺跡で も 4

跡 で 同 じ 頃 と 思 わ れ る 土器が出 :t し て い る （ 石 原 ほ か1 978) 。 第 2 段 階 は 、 沖 田 遺跡住居跡で井戸尻

I · II 式 と 思 わ れ る 士器が伴 出 し 、 概ね編年 的 な位置付 けが可能 で あ る 。 ま た 、 第 1 段 階 と 第 2 段階

に 見 ら れる 隆帯 間 の 条線や、 斜位の 隆帯 に よ る 三角 形モ チ ー フ は 、 泉 氏 に よ る 船元 ・ 里 木式土器様式

の 第 3 様式 b か ら 第 4 様式 と 共通す る （ 泉 1 988) 。 第 3 段階 で は 、 里 木 II 式 の 古 い 段 階 （ 中 富 I 式）

と 思 わ れ る 戸 入村平遺跡12号住居跡 （坂東ほ か2000) で第 3 段階 と 思 わ れ る 破片 が 出 土 し て い る 。 覆

士か ら 出土 し た も ので あ り 、 新 し い時 期 の 土器が混在 し て い る こ と か ら 確実で は な い が、 時期的 な も

の を 示唆 し て い る 可能性があ る 。 第 1 段階か ら 第 2 段階で は 、 施文技法や 文様構成 に 船元 m 式A 類 と

共通性が認め ら れ な が ら も 、 異 な る 特徴 を 有 し て い た が、 第 3 段階 で は 船元 m 式 A 類 と の 共通性がほ

と ん ど失 わ れ、 独 自 の変化 を 遂げた 士器群 と 言え よ う 。
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図 出典文献
1 一 門 野遣跡 （春 H 井1998) 2 - 戸入村平遺跡 （武藤ほ か1994) 3 · 4 ー ツ ル ネ 遺跡 （ 石 原 ほ か 1 978)
5 · 6 ー 沖 [[J 遺跡 （紅村 ほ か1974) 9 · 10 一 宮之脇遺跡 （大江ほか1976)
7 · 8 • l l - 18 ー 上原遺跡第 2 地点 （河村 は か1998)

＊ 図 の縮尺は、 文献の ス ケ ー ル を 参 考 に 1/6に縮小 し た 。

図1 59 「在地化 し た船元 皿 式土器」 変遷図
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尾 元遺跡SB 2 か ら 出 上 し た t器 は 、 口縁部上端 を 屈 曲 さ せ る 器形 で 、 口 縁 部 の 上 半 に は横 位 、

の 下 に は 縦 位 の 隆 帯 に よ る 文様 で構成 さ れ、 横位の隆帯 間 に は刺突が連続 し て施 さ れて い る 。 要所 に

三 角 形状や 円 形 の 文様 を 配置 し て お り 、 第 3 段階の も の と 思わ れ る 。 現状で は 第 3 段 階 の 時 期 的 な位

置付 け を 確定 で き な い状況で は あ る が、 在地化 し た船元 III 式土器 と 言 わ れ る 土器群 は 、 複数時期 に ま

た が り 変遷す る も の で あ る 。 ま た 、 尾元遺跡SB 2 と 戸人村平遺跡12号住居跡の 出 土例 に よ り 、 第 3

段 階が里木 II 式の 古 い段 階 （中富 I 式） に 併行 し 、 さ ら に 、 そ の 後 の 美濃地域独 自 の土器群 に何 ら か

の 影響 を 与 え て い る 可 能性が考 え ら れ る 。 時期的 な 位置付 け も 含め て 、 今後 さ ら な る

があ る 。

を 行 う 必要

1 )  戸入村平遺跡報告書 （武藤ほ か1994) な どで、 船元皿 式 A 類 及 び E 類 に類似す る 土器を 在地化 し た船元 m 式土器 と し て い

る 。

2 )  報告書では船元 III 式A 類 や E 類 に 対比 さ れて い る 。

3 )  論 文 中 で は 、 船元 皿 式 A 類の 変容型 と さ れ て い る 。

4 )  上原遺跡報告書以外で は 、 船元 皿 式 に 併 行す る と す る も の が多 く 、 増子氏は牧野小 山遺跡発掘調査成果 に よ り 設定 し た 、

島崎 II 式の組成の 中心 と な る と さ れ て い る （紅村 ほ か1972) 0

5 )  北屋敷式上器 と 船元 rn 式土器に類似 し た土器 と を 、 搬出 し た ｛告m系土器と の対比か ら 4 段階の変遷 を 想定 し た こ と があ る

（春 H 井1 998) 。

ま た 、 上原遺跡報告書 で は 、 在地化 し た船元 川 式土器はC4群 と C5群 に含 ま れて お り 、 C4群 は船元 ・ 里木第 3 様式 か ら 箱 5

様式に、 C5群は船元 ・ 里木第 4 様式 を 中 心 に 第 5 様式にかけて併行す る と し て い る 。 ま た、 一部の士器 に つ い て は観察表にお

いて併行す る 時期 を 示 し て い る が、 その根拠につ い て は 明示 さ れて い な い （河村ほ か1998) 。

6 )  数条の細い隆帯 に よ る 波状文 を 施 す も ので、 河村ほか1998に よ る 。

5 打製石斧の 2 形態

長 さ ／幅 と 質鼠 の 関 係 か ら 、 打製石斧 を A群 と B群 に 区分す る こ と がで き た。 A群 は比較的細 長 い

形態で 、 幅 と 厚 さ に制約があ り あ ま り 重 く な ら な い も の で 、 B 群 は幅 や 原 さ がA 群 よ り も 大 き く 、 あ

る 程度 の厘 さ を 持つ も の で あ る 。 平面形態 に お い て も 、 A 群 と B 群 で は傾 向 と し て の差が認め ら れ る 。

ま た 、 こ れ ら の 2 形態 は 、 刃 部 に 残 さ れ た使用痕の状態の違 い と 対応す る 可 能性があ り 、 柄への装 着

方法の違い が考 え ら れ る （池谷2000 · 2001 ) 。 図142の 長 さ と 幅の 相関 図 に お い て 、 幅が 4 cm- 6 cmの

範囲 に 分布 す る も の は A 群 で あ り 、 長 さ は 7 cm弱-15cm弱 と 分布範囲が広 い。 こ の こ と か ら 、 長 さ が

ヽ も の は 、 使用 に 伴 っ て 刃 部の破損 及 び刃 部再生 を 繰 り 返 し た結果で は な い か と の 想定が可能であ

る 。

こ の よ う な A 群 と B 群 と の差 に つ い て は 、 石材の違い を 反映 し た も の で あ る 可 能性があ り 、

相 関 図 に 用 い た打 製石 斧 で は 、 A群 は砂岩 と 泥岩が多 く 、 B群 では砂岩 • 安 山岩が多 く 流紋岩が少量

で あ る 。 加[の し や す さ や剥離の仕方、 使用痕の残 り 方 な ど に 、 こ れ ら の石 材 の 違い に よ る 差が生 じ

る 可能性があ ふ し か し そ の 反面 、 石材 に よ っ て 2 つ の 形態が作 り 分け ら れて い た と も 考 え ら れ る の
で は な い か と の疑問 も 生 じ る 。 そ こ で、 い く つ かの遺跡か ら 出土 し た 打製石斧の 相 関 図 を 、 尾元遺跡

の デー タ ( A 群 · B 群） も 合わせて表示 し （図1 60) 、 打製石 斧 の 2 形態が抽 出 で き る か確認 し た ニ
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上原遺跡第 1 地点は、 早期や中期の土器も出土 しているが、 前期後 葉を主体とする集落遺跡で、 完

形品と思われる55 点のデー タ を使用 し た。 石材は砂岩と泥岩が主体で、 次いで安山岩が多い （堀 田 ほ

か2000 ) 。 相関図では、 A 群と 同様に横に分 布が広がる一群と、 B 群と 同 様 に上に広がる一群が確認

できる。

山 手宮前遺跡は、 前期から晩期の遺物が出士 しているが、 中期後業を主体とする集落跡で、 完形品

と思われる12 点のデー タ を使用 し た。 石材は砂岩と粘板岩である （ 小谷ほか1997) 。 完形品の数量は

少ないが、 相関図では2 つの分 布が認められ、 A 群と B 群の分 布域 に重なる。

開 田村平遺跡は、 早期から晩期までの遺物が出土 しているが、 rf1期 末 葉を中心とす る集落跡で、

完形品と思 われる1 7点のデー タ を使用 し た。 石材は砂岩が多 く 、 ほかに粘板岩、 安 山 岩、 流紋岩な ど

がある （武藤ほか1999) 。 相関図では2 つの分 布が認められるが、 1 .000 g を超える質塁のものがある。

岩井谷遺跡は揖斐郡春 H 村に所在 し 、 早期から晩期の遺物が出土 し ているが、 中期後策から 後期が

主体の集落跡である。 完 形品と思われる2 7点のデー タ を使用 し た。 泥岩が最も多 く 、 次いで安山 岩が

い （浅野ほか2000) 。 相関 図では、 B 群に軍なるものが 1 点もな く 、 すべてA 群の分 布 と重なるも

のであっ

勝 更 白 山 神 社周辺遺跡は、 郡上郡八幡町に所在する。 中期末葉から晩期の遺物が出上 し ているが、

明 確な遺構は後期中築の埋設土器だ けであり、 ほかに上器集中部が認められる程度で、 断続的 に 使用

された遺跡とされている。 し か し 、 打製石斧の出土鼠は850点と非常に多 く 、 この う ち130点のデー タ

を使用 し た。 石材は安山 岩が最も多 く 、 次いで砂岩、 流紋岩と続 く （長屋 1995 ) 。 相関図では、 尾元

遺跡のものと比較 し も のが多 く 、 B 群の分 布域に及ぶものもあるが、 全体と し ては2 つの分 布

に分 かれず、 A 群の分 布を覆 う よ う に重な っ ている。

湯屋遺跡は益田 郡 小坂町に所在する遺跡で、 中期から晩期の遺物が出土 し ているが、 中期後 半から

後期にかけての土坑墓群が検出されている。 完形品と思われる42点のデー タ を使用 し たが、 す べて凝

灰岩であっ た （上嶋ほか1998) 。 相関図ではあまり明瞭ではないが、 2 つの分 布が認められる。

落合五郎遺跡は中津川市 に所在する遺跡で 、 早期から中期前半の遺物が出土 し ているが、 前期 後 半

を主体とする集落跡である。 第 2 次調在で 出 士 した前期の打製石斧の う ち、 完形品と思われる64点の

デ ー タ を使用 し た。 石材は結 晶 片 岩が最も多 く 、 ほかに砂岩 、 粘板岩な どがある （河野ほか1988) 。

相関図では A 群 同様の分 布を示すが、 質鼠が100 g 以下のものが多い。

桑飼下遺跡は京都府舞鶴市に所在する後期の遺跡で、 多数の炉跡や多量の打製石斧が出土 し ている。

打製石斧に残された使用痕から、 着柄法や使用法な どが分析され、 掘り棒と し ての用 途を推定 し てい

る。 完形品と思われる3 64点のデー タ を使用 した。 石材は粘板岩が非常に多 く 、 凝灰岩や砂岩な どが

ある。 相関図では A 群と同様の分 布 となり、 B 群の分 布域に重なる も のはない。

相関図に示 した8 遺跡では、 4 遺跡で2 つの分 布が確認できるが、 徳 山 地区の3 遺跡と飛騨地域の

l 遺跡で、 数屈は A 群の方が多い。 時期は前期後葉から後期のものである。 他の 4 遺跡では、 A 群の

分 布 し か認められない。 時期は同様に前期から後期のものである。 A 群は各遺跡に普遍的に存在する

形態で、 B 群は数量 的 に も少な く 、 B 群を持たない遺跡がある。 これによ り A 群 と B 群の違いは時期

差ではな く 、 地域差あるいは個 々 の遺跡が持つ内容の違いである可能性が考えられる。 また、 A 群と

B 群の差が器 種認定の差ではないかとも思われた。 し か し 、 B 群が認められない 4 遺跡の中に、 打製
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石 斧 以外 の 器種で B 群 に 類似 し た も の は な か っ た こ と か ら 、 そ の可 能性 は低 い も の と 思 わ れ る 。 石材
に よ る 形態 差 の 可 能性 も 、 凝灰岩 の み の 湯座遺跡 で A 群 · B 群 の 2 形態 があ る こ と 、 A 群 し か認め ら
れ な い遺跡で多種の石材 が用 い ら れ て い る こ と か ら 考 え に く い と 思 わ れ る

打 製石 斧 に お け る A 群 と B 群 の 2 形態 の 存 在 は 、 尾元遺跡の状況で は 着 柄法 の 違 い で あ る 可能性が
あ る と 、思 わ れ る が、 相 関 図 を ポ し た 8 遺跡 に つ い て は 使用 痕 と の 関係 を 確認 し て い な い 。 こ の た め現
状 に お い て は 、 B 群 の 存在が地域差 を 示す か 、 あ る い は用 途 の 違 い や 生業活動 な どの遺跡の内容の差
と い っ た 可 能性 を 指摘す る に と ど め る 。 打製石斧 は前期後築か ら 増加 し 、 そ れが根茎類 を 主 と し た 植

物 質 食糧獲得 の 道具 と し て 使川 さ れた と 言 わ れ る こ と が多 い。 し か し 、 池谷氏が分析 し た 着柄法の違

い （池谷2000 · 2001) や 川 本氏が行 っ た 属性分析 に よ る 分類 （ 川 本1986) な ど、 掘 り 棒以外の着柄法

や 使用 法 を 指摘 す る も の も あ る 。 B 群が存在す る 遺跡 と 存在 し な い 遺 跡 の 違 い は何 であ る の か 、 A 群

の 中 に 使 用 痕 の違 い は 認め ら れ な い か な ど検討す る べ き く 残 さ れ て い る 。

I )  各遺跡の報告書 に 掲載 さ れ た 、 完形品 と 思わ れ る 打 製 石 斧 の 「長 さ ー 「幅J -iいt rm さ ） 」 の 数値 を 1H い た 。 使 川 痕 の

確認 も 行 う 必要があ る と 息わ れ る が、 今[ll] は 大 き さ に よ る 相関l叫の作成 に と どめ た Q

6 徳 山 に お け る 小型剥片石器の石材

尾元遺 跡 に お け る 小型剥 片 石 器 l
) の 石 材 は 、 在地石材であ る チ ャ ー ト 製 の も の が90%以上 を 占 め 、

搬入 さ れ た 石材 で あ る 下 呂 1i と サ ヌ カ イ ト が数％ と 少量 あ る に す ぎ な い 。 し か し 、 隣接す る 上原遺跡

や 山 手宮前遺跡 で は 、 黒曜石 も 出 士 し て お り 搬人石材の組成 に 違 い が認 め ら れ る 2 ) 。 表93 は 、 徳 山 地

区 内 で こ れ ま で に 発掘調 在 さ れ た 縄文時代遺跡に お け る 、 小刑剥 片石 器 の 石 材 の 数量 を ま と め た も の

で あ る 3 ) 。 どの 遺 跡 で も チ ャ ー ト が50% 以上 を 占 め る が、 叶1 期 ま で が主体 と な る 遺跡 で は80%以上の

高率であ る 。 早期 か ら 晩期へ と 時期 を 経 る に し た がっ て 、 チ ャ ー ト が 占 め る 比率 は低 く な り 、 特 に 後

期 か ら 晩期 に お い て そ れ は顕著であ る 。 ま た 、 現状 に お い に 搬入 石材が用 い ら れ る よ う に な る

時期 は 、 上原遺跡第 1 地 点 の 前 期 後 葉 か ら であ る と 思 わ れ る 。 い んべ遺跡上の段 に お い て も 搬人石材

表93 徳山地区 に お け る 石器石材

小型剥片r石器数量

贔�i 隅遺跡名 時期
石材別数量

゜ 二

ill 0 6 

゜
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が 出 士しているが、 出 士した士器は早期か ら 中期と幅がある。

石材別に各遺跡での状況を見ると、 黒曜石は前期後薬主体の上原遺跡第1 地点か ら 見 られるよ う に

なり、 中期主体の上開 田村平遺跡や山手宮前遺跡では同程度か比率がやや高いが、 中期 ～後期が主体

の各遺跡では比率は小さくなっ ている。 後期末か ら 晩期主体のいんべ遺跡下の段では出 土してお ら ず、

晩期 主体のはいづめ遺跡で も 1 点 出 土しているだけである4 1 。 このことか ら 黒曜石は、 主に前期後菓

か ら 中期に搬入、 利用されている可能性が裔いと思われる。 下 呂 石やサ ヌ カ イ ト は、 黒曜石と同様に

前期後葉 か ら 搬人、 利用されている石材であるが、 中期以降その比率が増加する傾向が認め ら れる。

下 呂石は戸人村平遺跡と尾元遺跡において、 やや比率が高い も のの、 中期 か ら 後 期にかけて 2 %弱の

比率で推移し、 後期末 か ら 晩期のいんべ遺跡では10%弱にまで増加する。 サ ヌ カ イ ト は中期 か ら 後期

の遺跡で数％に増加し、 いんべ遺跡では25%を越えるはどになる。

尾元遺跡における搬人石材の組成比率は、 黒曜石がない も のの ド 呂 石やサ ヌ カ イ ト については徳山

地区全体の状況を反映していると思われる

1 )  石器石材の変遷や流通 を 考察 し た 田 部氏の論文 （ 田部2001) に 倣 い 、 石鏃 • 石錐 . :fi匙の 3 器種 に つ いて 石材の比率を 算

出 し た 。 ま た、 石材の う ち チ ャ ー ト ・ 下 呂石 ・ サ ヌ カ イ ト • 黒耀石以外の も の は 、 そ の 他 と し て ま と め た。

2 )  尾元遺跡では、 黒耀石の剥片が 1 点出士 し て い る だけであ る 。

3 )  報告書の記載に基づ き 、 小型剥 片 の 出土点数が10点以上の遺跡 を 集成 し たe な お 、 表中 に 示 し た 時 期 は 、 遺構が多 く 検出

さ れ て い る 時期 を 示 し て い る 。

4 )  土器は早期 か ら 後期 の も の も 出上 し てお り 、 他の遺跡の状況か ら は晩期の も の で は な い可能性が高 い と 思わ れ る 。

7 お わ り に

今回の調在では、 縄文時代の集落跡と平安時代の ト チの実処理施設を検出 した。 尾元遺跡における

土地利用は、 縄文時代早 期に始まる。 B 区か ら まとまっ て出 士した押型文土器は、 沢式と神並卜^ 層式

であり、 両者が時間 的に近い関係であっ たことを う かがわせる資料である。 A区の押型文士器は、 1 

点の沢式の他は細久保式に類似する も のばかりであり、 B 区の押型文土器とは時期差である可能性が

いと思われる。

縄文時代早期後葉の上器はわずか 2 点であっ たが、 A区か ら 出 土しており、 早 期末塩屋式の時期に

は竪穴住居が営まれている。 2基の集石土坑は、 塩屋式ないしはその前後の時期と思われ、 この時期

に初めて遺構が作 ら れている。 その後前期後葉の集落形成までは、 遺物が少量出 土するだけであるが、

こ う した状況は徳山地区内の他の遺跳で も 同様である。

縄文時代前期後薬の竪穴住居跡は3 軒 （その可能性がある も のを含めれば 4 棟） 検 出したが、 竪穴

住居跡に近接して土坑墓 も 確認したことか ら 、 徳山地区における竪穴住居と墓地により構成される集

落の始まりは、 この時期に求め ら れる。 しかし、 これ らの遺構は同時 していた も のはな く 、 竪

穴住居跡と土坑墓のそれぞれ l基ずつが、 3 時期ないし 4 時期にわたっ て存在している。 揖斐川の対

岸に位置する上原 遺跡第 1 地点では、 8 棟の竪穴住居跡や上坑墓を検出しているが、 複数軒の竪穴住

居跡が同時期に存在していた可能性があり、 集落規模としては尾元遺跡より も 大きく、 出 士遺物

も 多い。 上原遺跡第 1 地点は、 時期的には る部分 がありなが ら 尾元遺跡より も 新しい時期
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に位置づけられ、 集落が尾元遺跡から上原遺跡第 1 地点へと移 り 変わ っ た可 能性がある。

縄文時代中期は、 断続的に竪穴住居跡が認められるが、 これは戸人村平遺跡や上原 遺跡第2 地点な

どの、 多数の竪穴住居跡を検出 した遺跡とは異なる状況である。 出土 し た土器量の 少なさも特徴的で 、

尾元遺跡が比較的短期 間 の活動の場と し て、 利用されていた可能性を う かがわせる。 縄文時代後期か

ら晩期にかけては、 少最の遺物が出士するだけであ り 、 居住を必要と しな い よ う な利用の場へと変化

している。 尾元遺跡の中でも A 区と B 区 では、 居仕域が存在するA 区と、 土 器に比 し て多械の石 器類

が出t した B 区と い っ た、 遺構の 内容、 出士遺物に違 いが認められる。 また、 石 器にお いては器 種組

成や器 種の細分 類にお いても、 A 区と B 区では相違点が指摘できる。 この差が何に よ るも のなのか明

らかにできなかっ たが、 単純には土地利用内容の違いと言え よ う 。 徳山地区にお いては、 通常平姐な

場に居住域を設けているが、 尾元遺跡では平姐な場が広がる B 区に屈住施設がなく、 緩やかではある

が斜面に竪穴住居を設けると い っ た特徴が見られた。

弥生時代から占墳時代の遺物は全 く 出土 していないが、 平安時代には堅呆類の処理を行 う 場と して

利用されている。 徳 山 地区 では、 弥 生時代の遺物 出土 しているが、 古墳時代のものと思われる

遺物はなく、 奈良時代の後半になっ て遺構・遺物が確認される よ う になる。 さらに平安時代になると

各所に宗教的な施設が設置され、 それを核と し た生活が行われる よ う になる。 尾 冗遺跡では近世まで

少量の遺物が出土 し ているが、 どの よ う な土地利用が行われていたのかは明らかにすることはできな

かっ
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調 在 原 因
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間

調在面積
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： 特
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